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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　死ぬほど後こう悔かいした。




　一週間ほど前、いまだに亮りよう史じとレレナのあいだに冷れい戦せん状態が続いていた、冬の時代。そんなときに、その人はやってきた。

　初めに見たときは、なんとなく、「優しそうな人だな」という印象を受けた。

　マリという名前のその女の人は、レレナの母親であるらしかった。

　最初のうちは特に気にしてはいなかった。レレナのおじさん（こちらはガゼットと言うらしい）のことを脅おどかすのに夢中で、彼女のことなどほとんど目に入っていなかった。それにしてもガゼットのあのビビりようはめちゃくちゃ面白かった。今いま思い出しても充分に笑える。二メートル近い身長があったくせに、肝きもっ玉たまは一ミリもなかったに違いない。

　それはさておき。

　マリとガゼットが月つき島しま宅にやってきた、その晩のことである。ポルターガイストの真ま似ねをしてガゼットを散々怯おびえさせて楽しんでいたのだが、数分もしないうちにガゼットは逃げ出すように家の外に飛び出していってしまった。彼の根こん性じようのなさに半なかば呆あきれつつ、よしそれならば二階の二人のところに化けて出てやろうと、意気揚よう々ようと二階へと昇のぼっていったのだ。まずは自分の姿が見えるレレナのことを脅かそうと思い、顔をゾンビにして二人がいる部屋に首を突っ込んで──

　そして、マリがレレナに泣きついている姿を見た。

　無事でよかった、どれだけ心配したかわかっているのか──嗚お咽えつまじりの声でそう言いながら、マリはレレナのことを抱き締めていた。

　すぐに首を引っ込めた。あの二人の邪じや魔まをしてはいけない、そんな殊しゆ勝しような考えが頭に浮かんだわけではない。それ以上その光景を見ているのが、耐え難い苦痛だったからだ。

　舞まいの目に、その光景は、あまりにもまぶし過ぎた。

　本当は、月つき島しま宅にやってきたあの二人がレレナの家族だということを聞いた時点で、その気持ちに気づいていたのかもしれない。見て見ぬ振りをして自分のことをごまかしていたのかもしれない。

　レレナの家族は、一ヶ月で日本にやってきた。こまめに電話で連絡をしていたにも関かかわらず、レレナのことが心配で心配でたまらなくて、まさに居ても立ってもいられないという感じではるばる地球の裏側からやってきたのだ。

　それなのに、自分の家族は──

　諦あきらめるということを、舞は人生のかなり早い段階で知った。諦めるということは、思し考こうを放ほう棄きすることなのだと舞は思う。理り不ふ尽じんに対して、考えたり思ったりしてはいけないのだ。たとえば誕生日にプレゼントを買ってもらった、たとえば夏休みに旅行に連れて行ってもらった。そんな楽しい思い出でなくてもいい。父は私生活に干かん渉しようしてくる、母は成績のことで小うるさい、そんな、日常に転がる些さ細さいな出来事ですら、友達の多くはそれを疎うとましく思うほどたくさん持っているというのに。

　どうして、あたしだけ。

　そう考えてはいけない。理不尽に対して、面と向き直って考えてはいけないのである。理不尽は、考えても納なつ得とくのいかないものであるからこそ、理不尽と呼ばれるのだから。仕方がない。どうしようもない。その二つの言葉だけを頭に思い浮かべて、目を閉じて耳を塞ふさいでしまえば、それで諦めることはできたはずだった。

　だが舞は、マリが涙を流してレレナの無事を喜んでいる姿を、その目に映してしまった。

　諦めた、はずだったのに。

　まぶしかった。あまりに理想的なその光景に、舞の目は眩くらんでしまった。決して考えてはいけないことを考えてしまった。自分もあんなふうにしてもらえたら。自分の母親に、あんなふうに抱き締めてもらえたら。笑いかけてもらえたら。いや、そんなに贅ぜい沢たくなことは言わない。いなくなった自分のことを、多少なりとも気にかけてさえくれれば。最さい低てい限げん、自分のことを思い出してさえくれれば、それでいい。それで充分、満足だ。

　あまりに強烈なその思いは、マリがローマへと帰ってからもなお、舞の心に焼きついていた。マリがいなくなってからも、ふと気がつけば舞はその情景を想像していた。

　ある日、舞がほんの気まぐれにかつての生せい家かに立ち寄ってみると、母がしくしくと泣いている。なにかと思って見ていると、母は小さな声でこうつぶやきはじめる。「舞まい、舞、あたしのかわいい舞」。そう、今まで娘のことを邪じや険けんに扱っていた母は、いなくなってはじめて娘の大切さに気づいたのだった。泣き声に崩れた叫びを母はあげる。こんなことならば、もっと優しくしておくのだったと。こんな私のことを、きっと舞は許してはくれないだろうと。そこで舞は意いを決して実体化し、そして泣き崩れる母の肩に手を置いて、耳元で囁ささやくのだ。「大丈夫、もうあたしは気にしてないよ、母さん」──かくして舞の心のしこりは取れ、母も過去の過あやまちに気づいて改かい心しんし、物語は大だい団だん円えんのまま幕を閉じる──

　馬鹿みたいな妄もう想そうだ。

　それでも舞は、その妄想を頭の中から追い払うことがどうしてもできなかった。そんなことあるはずがない。あまりに正しい理性の声に、奇き跡せきを期待している誰かがこそこそと反論する。もしかしたら──頭の片かた隅すみに響ひびくその言葉に、ついに舞は耐え切れなくなってしまった。

　物理的にはどうということのない距離だった。ましてや舞は幽ゆう霊れいなのだから、直線距離を選べばいいだけの話だ。だが、舞はなぜか、きちんと道路に沿って歩きはじめた。焦こがれるほど確認したいくせに、少しでもそれを見るのを先さき延のばしにしたかった。

　道路を歩き、角を曲がり、見覚えのある町並み、どきどきと高鳴る胸を押さえ、門をくぐり、庭を通り抜け、玄関扉とびらをすり抜けて、廊下を渡り、居間へと続くドア、その向こうから聞こえる母の声、どうやら電話をしているようだと見けん当とうをつけた舞は、そっとその声に耳をそばだてて、

　そして、舞は、




　──死ぬほど、後こう悔かいした。




　　　　◆




　レレナとも亮りよう史じとも顔を合わせたくなかった。月つき島しま宅に帰りつくと、舞は自分の部屋（と勝手に決めている部屋）に閉じこもって、そこから一歩も出ようとしなくなった。

　何回か、レレナが様よう子すを見にきた。ドアの向こうから聞こえるその声には、そんなに心配しているような響きは混じってはいなかった。いつもいつも自在に家の中を飛び回っている舞が、珍しく部屋にこもっているのを不ふ思し議ぎがってドアを叩たたいただけなのだろう。「どうかしたんですか？」と尋たずねるレレナの声に、舞は自分でも驚くほど陽気な声で「別にどうもしないよ」と答えることができた。だから、レレナにも亮史にも、自分の異い変へんは気づかれていないと思う。

　そちらのほうが、舞としてもありがたかった。今の自分の顔には、きっと二ふた目めと見れないほどにみっともない表情が浮かんでいるだろうから。ぐしゃぐしゃに泣き崩れて膝ひざを抱かかえている自分の姿など、誰にも見られたくはなかったから。

　宇宙空間を思わせる動きで空中を漂いながら、舞はじっと考えつづける。

　目がくらむほどにまぶしかったレレナとマリのあの光景は、今もなお舞まいの目に焼きついていた。レレナのことが羨うらやましかった。何なん度ど思い返してみても、ため息が出るような羨せん望ぼうの念に囚とらわれてしまう。そんな自分のことを、舞は必死に抑え込んでいた。

　だめだ。

　羨ましがっちゃ、だめだ。

　あれはどうしようもないことなのだ。自分にはどうにもできない、望んでも決して得られない種類の温ぬくもり。それならば、最初から望まないほうが傷つかずに済む。手に入らないもののことを思っていても、苦しいだけだから。辛いだけだから。

　それに、あたしには、月つき島しまさんがいる。そうとも。あの人がいるんだ。だからあたしは大丈夫。あんな家のことを思い出さなくても、全ぜん然ぜん平気──




　──ドアの向こうで、母が誰かと話をしていた。電話をしているらしかった。ドアに遮さえぎられてくぐもった母の声、その一方的に語りかける強い口く調ちように、舞は自分が母に話しかけられているのではないかという錯さつ覚かくを覚えた。凍りついたようにその場に立ち尽くして、舞はじっと母の言葉に聞き入っていた。母の一言一言に、自らの足元ががらがらと崩れていくような感覚を、舞は味わった。誰と話しているのかは定かではない、ただ喧けん嘩か腰ごしと言ってもいいような口調で、母はこう言っていた。私が心配？　『あれ』のことを？　冗じよう談だん言わないでちょうだい、いなくなってせいせいしてるわよ。あなただって知ってるでしょ、私が『あれ』のことを嫌ってたことくらい。一ヶ月？　それがなに？　できれば一生帰かえってきて欲しくないんだけど。

　まったく。

　産むんじゃなかったわ、あんなのを。




　──っ…………！

　だめだ。

　思い出すな。考えるな。どうしてかなどと、そんなことを考えるんじゃない。どうして自分とレレナはこんなにも違うのだろう、どうして母は自分のことをあんなにも嫌うのだろう、そんなことを考えたところでいいことなどなにひとつないのだ。なにもかもを『諦あきらめ』の二ふた文字の中に打ち捨てて、忘れ去ってしまえばいい。切り捨ててしまえばいい。

　月島さんがいる。レレナがいる。ツキくんがいる。

　あたしにはもう、新しい家族がいるのだ。

　だから、大丈夫。大丈夫だ。あんな女になにを言われても、あたしは、全然、平気なんだ──
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　さて、いつもどおりの朝食風ふう景けい。

　月つき島しま宅たく居間において、もうすでに毎朝の定てい番ばんと化している光景が展開されていた。テーブルを差し向かいに亮りよう史じとレレナが座り、二人して黙もく々もくと朝ご飯を食べている。かちゃかちゃと箸はしが食器に触れる金属音おん、味み噌そ汁しるを飲むときのかすかな水音、静まり返った居間の中に響ひびくそれらの生活音は、穏おだやかで温かな家庭の空気をもたらしていた。

　亮史は半分ほど飲み干した味噌汁のお椀わんをテーブルへと戻してから、ふと顔を上げた。見ればテーブルの向こうのレレナが、どこか物もの問といたげな顔でじっとこちらを覗のぞき込んでいる。亮史はちらりと味噌汁のお椀に視線を落としてから、かすかに微笑ほほえんで言った。

「ばっちり」

　途と端たんにレレナは、花が咲くような笑えみをこぼした。

「よかったあ。昨日きのうぬるいって言われたから、少しだけ温度を上げてみたんです」

「昨日のもおいしかったけどね。でも僕ぼく個人としては、これくらい熱いほうが好みかな」

「そうなんですか？　私はどうも猫ねこ舌じたなもので、熱いのはちょっと──」

　それを聞いて、亮史は思わず眉まゆを寄せた。そういえば朝食が始まってから、レレナは一度も味噌汁に手を出していない。

「なんだ──それならそうと言ってくれればいいのに。いや、別に無理して熱くする必要はないんだよ。レレナくんが飲めないんなら──」

「あ、いえっ、大丈夫です」

　慌あわてたようにそう言うと、レレナは味み噌そ汁しるのお椀わんを両手で包み込んでゆっくりと持ち上げた。そのまま一切の動きが停止する。何度も鼻先を近づけて飲もうと試みるのだが、その度たびにいまだその勢いを衰おとろえることなく立ち込める湯気に阻まれて顔を離してしまう。追い詰められたレレナはなにを思ったか、突然その唇くちびるを尖とがらせてお椀の中の味噌汁に息を吹きつけはじめた。

「確かに熱いのは苦にが手てですけど、でも──ほら、こうやってふーふーすれば……」

　両手に包んだお椀を唇に当てて、レレナはわずかにそれを傾けた。小さく聞こえた「あちっ」という声は、この際だから聞こえなかったことにしておく。

「──ね、大丈夫でしょう？　だから平気です、心配しなくても」

　その必死な表情に、亮りよう史じは苦笑して頷うなずいた。ここまでされては、亮史としても首を縦たてに振るしかない。レレナはその顔に安あん堵どの表情を浮かべると、再びまだ慣れきっていない箸はしを食卓へと動かしはじめた。亮史も彼女に倣ならい、朝食を再開することにする。
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　あの事件以い降こうの一週間、レレナは亮史に対して急速に心を開きつつあった。母親と再会することができて、気持ちに余よ裕ゆうができたのだろう。あるいはクイナに襲おそわれていたところを助けてくれた亮史に、並々ならぬ恩おん義ぎや尊敬を抱いたためなのかもしれない。

　と、その思し考こうに触しよく発はつされて、一週間前のあの記き憶おくが亮史の頭の中で首をもたげてきた。綺き麗れいにほぐしたアジの白身を口に運びながら、亮史は顔をしかめる。

　シギの言っていた吸きゆう血けつ鬼き集団──『組織』。その実状の詳しよう細さいなど、亮りゆ史うじには知る由よしもない。だが、クイナのことを撃げき退たいした自分は、組織から見れば明らかな『敵』ということになるだろう。なにしろシギの言では、組織は自分たち以外の吸血鬼の存在を許さないらしいのだから。吸血鬼製せい造ぞう機きであるところの主人など、彼らにとっては最さい優先に始し末まつすべき目標であるはずなのだ。

　もぐもぐと口を動かしながら、亮史は冷ややかに考える。近いうちに組織の刺し客かくがやってくるのは間違いがない。それまでに逃げ出せればいいのだが、逃げる準備が整わないうちに刺客が来ないという保証はどこにもなかった。それならば、常に『戦う』という選択肢しを頭の片かた隅すみに置いておいたほうがいい──

「……あの、月つき島しまさん？」

「え？」

　我に返って亮史はレレナに目を向けた。レレナはどこか不安そうな表情で亮史の顔を見つめている。

「……すいません……アジ、おいしくありませんでした？」

「──あ、いや、違うんだ。ちょっと考え事をしてて」

　あ、そうなんですか、とレレナの顔から一気に不安が払ふつ拭しよくされた。単純な娘である。『考え事』の内容を尋たずねられる前に、亮史は自分から話題を変えた。まだ組織のことをレレナや舞まいやツキに打ち明けるつもりはない。無用の恐怖を抱かせないためにも、彼女たちに伝える組織の情報は必ひつ要よう最小限に抑えようと亮史は決めていた。

　アジの白しろ身みとご飯を一緒に口に放り込み、もぐもぐと口を動かしながら、亮史は言った。

「ところでさ──」

　ごくん、と飲み込み、

「──レレナくんのご家族は、いつごろ日本に来るの？」

「えっ」

　レレナは一瞬、虚きよを突かれたような表情をした。と、すぐにその顔が暗く染まり、力が抜けるような感じにうつむいてしまう。まずいことを言ってしまったらしい。亮史は箸はしを動かす手を止めて、じっとレレナを見つめた。

「……それが、その、まだわからないんです。お母さんたちはできるだけ早くこっちに来たいって言ってるんですけど、どうも教会のほうで許してくれないらしくって」

　話によれば、レレナの実家はイタリアでも指折りの名めい家か、キリスト教圏けんに名だたる名めい門もん中の名門とのことだ。つまりレレナは箱入りのお嬢じよう様なのである。どうにも『お嬢様』という感じではないが、とにかくそうなのである。そんなレレナがなぜ日本くんだりまで、それもひとりきりでやってきたのか、尋たずねようとするとレレナの頰ほおが「ひくっ」と引きつるので、結局聞ききそびれたままになっていた。どうやらそのことには、よほど触れて欲しくないようなのだ。

　力なくうなだれたまま、レレナはぼそぼそと続ける。

「うちのお父さん、教会の中では結けつ構こう大事なお役目をしているんです。だからいきなり日本に行くって言われても困るって、そのことでちょっと揉もめているらしいんです。お母さんは『時間の問題だ』って言ってましたけど、でも、こっちに来るのがいつごろになるのか、はっきりとはわかりません」

「そうなんだ」

「……月つき島しまさん」

　レレナは目だけを上げて亮りよう史じのことを見た。どこか不安そうな色が浮かんでいる。

「ご迷めい惑わくでしょうか」

「え？」

　いまいち意味を把は握あくしきれず、亮史はその眉まゆを怪け訝げんそうに寄せた。それを見てレレナはまた目を伏せる。

「ですから、私が、この家にいるのは……」

　うつむいたまま、レレナは言いづらそうに、

「申し訳ないとは、思っているんです。私がいるせいで、その、いろいろお金を使わせてしまって──」

「……お金？」

「食費とか、電話代とかのお金です」

　ああ、と亮史は得とく心しんした。

　ただでさえ亮史は電話をあまり使わない。使いたくてもかける相手がいないのである。『水に触れてはいけない』という悲しき吸血鬼の習しゆう性せい上、雨天の日（どんな小雨でも、吸血鬼にとっては硫りゆう酸さんの雨と同じことなので、外出できなくなってしまう）にバイトを休む旨むねを岡おか田だに伝えるために電話を導入したのだが、それ以外に使う場合などはほとんどなかったのだ。内うち訳わけのほとんどが基本料金である電話代の請求に理り不ふ尽じんを感じ、「本当に必要なのだろうか」という思いがよぎったこともしばしばあった。

　ところが、その状況はレレナが来てから一変した。亮史が棺かん桶おけの中に入ってしまってからは、レレナはやることがほとんどない。もろもろの家事を行ったあとには、ただ空白な時間のみが残されてしまう。自然、ローマの自宅へと電話をかけることが多くなっていったのだが、亮史とレレナのどちらもが見落としていた事実が、そのときになって厳げん然ぜんとしてその姿を現したのである。

　国際電話。

　侮あなどっていた、というのが正直な亮史の気持ちだ。たかが電話料金。そう思って軽んじていたのは否いなめない。だがそれが十万円単位の請求になると、さすがに笑ってはいられなくなった。原因がレレナにあることは明らかである。ちょうどこの一ヶ月間、彼女は吸血鬼になってしまった動どう揺ようの反動から、ことあるごとにローマの自宅に電話をかけていたのだから。

　亮りよう史じとしても、そんなレレナに水を差すような真ま似ねはしたくはなかった。彼女の気持ちもよくわかる。見知らぬ異い国こくに取り残されたレレナが、電話越ごしにでも家族と話をしたいと思うのは、ごく自然なことであるとも思った。だがしかし、だからといって放置しておくわけにもいかない。このままでは破産してしまう。亮史は涙を吞のんで、できるだけレレナが傷つかないような穏おん便びんな言い方で、もう少し電話を控ひかえてくれませんかと頼み込んだのである。

　案あんの定じよう、レレナは亮史のほうが恐きよう縮しゆくしてしまうほどに縮こまって、ひたすら「すいませんすいません」と謝りつづけた。

　その記き憶おくがまだ生きているのだろう。もともとがこういう性格ということもある。生き真ま面じ目めなのも場合によりけりだ、と亮史は思う。一ヶ月間一いつ緒しよに暮らしてきて、少しは砕けた面を見せてくれてもいいようなものだが、いまだにレレナは亮史に対しても敬けい語ごでさん付けなのであった。

　レレナは目を上げようとすらしない。「まことに申し訳ありません」という感じに肩を落としているばかりである。亮史は肩をすくめると、すっかり冷さめてしまったアジの身を口に含んだ。もぐもぐと嚙かみ砕いて、ごくんと飲み込み、破は顔がん一いつ笑しようして明るく言う。

「思うんだけどさ」

　レレナが顔を上げた。その表情のところどころに、怯おびえがちらちらと見え隠かくれしていた。

「君の作る料理、日に日においしくなっていくよね。この前のカツオなんかは少し焦こげ臭かったけど、このアジの開きなんて絶ぜつ品ぴんだよ。本当にそう思う」

「…………へ？」

　レレナは目をぱちくりさせて、拍子抜ぬけしたような声を出した。その顔を見て亮史はまた笑う。笑われたのが腹立たしかったのか、レレナはわずかに頰ほおを染め、唇くちびるを尖とがらせて、

「な、なにがおかしいんですか」

「君がそういうふうに考えることが、だよ、レレナくん。迷めい惑わくだなんて、そんなわけないじゃないか。もともと悪いのは僕なんだし」

　実際、一週間前まではレレナのほうがそう言っていた。そのころには罪ざい悪あく感が湧わくということもなかったのだろう。一ヶ月間同じ屋根の下で暮らしてきて、舞まいやレレナの性格は大体把は握あくできたつもりだった。レレナは生真面目な性格ではあるが、その分どこか単純なところがある。亮史と仲直りした途と端たんに、怒りで覆おおい隠かくされていた「自分は居い候そうろうである」という事実を目の当たりにし、それに引け目を感じたのかもしれない。

　亮史はため息のような苦く笑しようのような息を漏らした。

「僕が君にいつ帰るのか聞いたのは、そうしておいたほうが心の準備がしやすいと思ったからだよ。君がいなくなるのは僕としても寂しいし、こんなおいしいご飯が食べられなくなるのも残念だし」

「…………」

「でも、しばらく帰らないって聞いて安心した──って言ったら不ふ謹きん慎しんなのかな。ごめん。でも、僕の本心はそういうこと。正直言って、君とは別れたくない。だからレレナくんも、自分が迷めい惑わくをかけてるなんて思わないで欲しいね」

　亮りよう史じとしてはレレナを元気づけるためにそう言ったのだが、彼の真意とは裏うら腹はらに、レレナの瞳が泣きそうに潤うるみ、顔をうつむかせ、まさに消え入りそうな小さな声で、ぽつりと、

「…………ごめんなさい」

　だからそういうところを直せと言っているのに。

　亮史は小さく首を振った。不ふ意いにおかしさがこみ上げてくる。直せと言われて、直るものではない。これがレレナなのだ。自分がとやかく言うことではないのだろうし、いくらレレナでも、亮史が「気にするな」と言った以上、無む闇やみに引け目を感じるということもなくなるだろう。

「はいっ、じゃあもうこの話はそういうことでおしまい。さ、食べよう食べよう。早く食べないと冷さめてしまうっていうかもう冷めてるけど、でもまだまだおいしいから安心して」

　話を終わらせるつもりで、亮史はレレナにそう勧めた。レレナはそれと見なければわからないほど小さく頷うなずき、もそもそと食事を再開するが、どうにもお通つ夜やかなにかを連想させる食べ方である。亮史は諦あきらめと共に苦く笑しようし、自分も箸はしを動かしはじめた。

　ふと、レレナがなにかを言った。亮史は綺き麗れいになりつつある皿から視線を上げ、

「え？　なに？」

「──ここに、してもらいます」

「……はい？」

　意味がわからない。レレナはじっとアジを見下ろしながら、一いつ心しん不ふ乱らんに食べつづけている。見ていて喉のどが詰まりそうになるほどご飯をいっぱいに頰ほお張ばり、無む理り矢や理りそれを飲み下してから、ちらりと亮史を見上げた。目の端はしに涙が浮かんでいるのは、別に感かん極きわまったためではなく単に無理して飲み込んだせいだろう。

「お母さんたちが来ても、私、湯ゆヶが崎さきから離れません。引っ越し先を湯ヶ崎に──この町にしてもらうように、お願いしてみます。この家から出て行っても、お母さんたちと一緒に暮らすようになっても、ちょくちょく月つき島しまさんたちに会いにきます。この家に遊びにきます。できれば、月島さんのご飯も作りたいと思います」

　亮史は少し目を見開いてレレナのことを見つめた。その顔にうろたえたようにレレナは再び目を伏せてしまう。小さな声で、それでも懸けん命めいに、レレナは言った。

「私も──私も、月島さんとは、別れたくありませんから」

　途と端たんに、かっと顔が赤くなった。うつむいていても充分にわかるほどに劇的な変化だった。亮史の視線に気づいたのか、突然レレナはばっと顔を上げ、裏返った声で、

「あっ、や、その、か、勘かん違ちがいしないでくださいよ！　今のは別に月島さんが好きとかそういうんじゃなくてだからって嫌いっていうわけでもないんですけどむしろどっちかっていったら好きなほうですけどそれはあくまで友達として人間として好きということであり要するに」

　亮りよう史じは笑い、静かな声で、

「わかってるよ」

　レレナはぴたりと止まった。探るような彼女の視線に、亮史は穏おだやかな顔で頷うなずいた。

「嬉うれしい。ありがとう」

　その短い言葉に、レレナは恥ずかしそうに、そしてそれ以上に嬉しそうに、白い歯を見せてえへへと笑った。はにかんだその顔が、亮史の目にはどこかまぶしかった。




　舞まいが部屋の中に入ってきたのは、食事ももう終わろうかというときのことだった。最初からなにか変だったのだ。なにしろきちんとドアから入ってきた。これは由ゆ々ゆしき事態である。普段の舞ならば「日常にもスリルが必要」とかなんとかほざいて、人の前に現れるときには壁や天井からの不ふ意い打うちを常としているはずである。茶ちや碗わんの中に残った最後の飯めしのひとすくいを口にした亮史は、不ふ行ぎよう儀ぎにも箸はしをくわえたまま、てくてくと床の上を歩く舞の姿をじっと見つめた。舞は亮史のその視線に自慢げな笑えみを浮かべ、さっと片手を上げて、挑ちよう戦せん的とも言える声で、

「おっはよう二人ともー。今日も外はいい天気だよ」

「────」

　亮史は目を丸くした。くわえた箸をその手に持ったまま腰を浮かしかけ、それから口の中のご飯を思い出したように飲み下す。箸から口を離し、それでもなにも言うことができず、ただただ驚きだけをその顔に映す亮史に、舞は実に彼女らしい不ふ敵てきな笑顔を見せた。

「へへん、どう月つき島しまさん。すごいでしょ？」

「…………いつの間に…………」

「あ、やだなー月島さん、あたしがひとりのときは練習なんてしないって思ってたんでしょ？　心しん外がいだなあ、あたしってばこんなにもガンバリ屋さんなのに」

　不ふ思し議ぎそうに二人のことを見ていたレレナが、素そ朴ぼくな疑問を差し挟はさんだ。

「？　あの？　どうしたんですか？」

　舞は亮史からレレナに向き直ると、大げさに肩をすくめ、「はあ～」と半はん分ぶん言葉のようなため息を漏らした。つかつかと歩み寄り、レレナの一人用ソファの肘ひじ掛かけにどかっと腰を降ろして、レレナの頰ほおをなんの躊ちゆう躇ちよもなくつねる。

「あいたっ！　な、なにするんで──」

　そこでレレナはようやく気づき、

「──え？　あれ？　な、え？」

　その反応に、舞はけらけらと笑った。馴なれ馴なれしくレレナと肩を組み、呆あきれたように頭を振る亮りよう史じに対して会心のブイサインを突きつけ、

「さあ月つき島しまさん、感想をどうぞ」

「……驚いたよ。本当に」

　そう言って、亮史はソファに身を預けた。箸はしをテーブルに置き、改めて実体化した舞の身体からだをつぶさに観察する。

　まさかこんなに早くできるようになるとは思っていなかった。無む論ろん亮史はただの吸血鬼であり、幽ゆう霊れいという種族とそんなに深く交わったことがあるわけではないから、断定的なことはなにも言えない。だがそれでも、たった一ヶ月のあいだでここまでコントロールできるようになった舞まいに対して、尊敬に近い驚きを覚えていた。

　と、舞がにんまりと笑った。しまった、と亮史は思い、口元を覆おおうように自らの顔をぺしっと叩たたいた。うかつなことを考えるべきではなかった、少なくともそれを表情に出してはいけなかった。なぜなら舞は、

「まーまーあたしが実力出せばざっとこんなもんなのですよ。あーそう言えばなんかお腹なか減へっちゃったな、もう一ヶ月もなんにも食べてないもんね。ねえレレナ、なんか余ってない？　あたしレレナの料理食べてみたいなーって前から思ってたんだ」

　こういう娘だからである。亮史は苦にがりきった顔で、

「舞くん──」

「ねえねえレレナ、なんかないの？　なんでもいいからさ、早く早く早く」

「え、そ、そんなこと急に言われても──」

　口をつぐんだ。なにを言っても無む駄だだ、と悟さとったのであろう。ソファにもたれかかって、すべてを諦あきらめたような目つきでレレナにちょっかいを出す舞の姿を見つめた。亮史の視線など露つゆ知しらず、舞はいよいよ調子に乗ってレレナの膝ひざの上にぐったりとその身を横たえている。いまだに困こん惑わくしきっているレレナは、それに対して抗あらがう素そ振ぶりすらも見せない。

「なんだよもう気が利かないなあ、せっかくあたしの悲ひ願がんが叶かなったっていうのに」

「す、すいません──あの」

「ん？」

　自分の膝の上にいる舞に向かって、レレナは微笑ほほえんで頭を下げた。

「おめでとうございます、舞さん。これで仕返し、できますね」

　レレナは舞の家庭事情をひと通りは知っているらしい。『らしい』と付くのは、それが亮史が教えたものではないからだ。亮史の見ていないところでレレナと舞はいろいろ情報を交換し合っているらしく、その中にはもちろん互いの悩みも含まれていたのだろう。そしてレレナは、舞の両親が舞に対して行った仕打ちに、心の底からの義ぎ憤ふんを感じているようなのである。無む理りもない、と亮史は思う。レレナの家庭は──少なくとも彼女の母を見る限りでは──優しい温かさに満ちあふれたものなのだ。自分の親に誇りを持っているだけに、レレナは舞の境きよう遇ぐうに深く同情し、積極的に舞の『復ふく讐しゆう』を後押ししていた。そのレレナの口から「おめでとうございます」という言葉が出てくるのは、まあニュアンスとしてはどうかと思うのだが、少なくとも不自然なことではなかった。

　だが、舞まいはレレナのその言葉に、一瞬だけ顔を強こわ張ばらせた。

　亮りよう史じの目には、それが怒りの表情に見えた。

　なにしろ一瞬のことだった。レレナは──気づかなかったようだ。ああいう娘である。人の悪意にはとことん鈍どん感かんであり、ましてやそれが友人である舞のものとなれば、怒りを向けられることなど想像もしていないだろう。亮史はレレナから彼女の膝ひざの上に寝ね転ころがる舞へともう一度視し線せんを戻した。すでに舞の顔にはかけらほどの悪意も残っていない。能のう天てん気きな微笑を口元に浮かべて、仰あお向むけになった頭を動かした。返礼のつもりらしい。

「へへ、どうもありがと。でもこれもレレナのおかげだよ。月つき島しまさんが寝ちゃったあとに、トランプの練習に付き合ってくれたじゃん。感謝してるよ」

「そんなことないですよ。舞さんががんばったからこそ、です。あ、そうだ、じゃあ今晩はなにか豪ごう華かなもの作りますね。実体化できるようになったんなら、ご飯はんも食べられるでしょうし」

「あ、いいねそれ賛成賛成。そうだあたしケーキ食べたいなー、この身体からだなら太る心配もないからねえ」

「よければ、私が作りましょうか？」

「え、レレナケーキも作れんの!?」

「……いえ、まあ、その、レシピを見れば、多分」

　そして二人は顔を見合わせて、同時に声をあげて笑う。気のせいなのかもしれない、と亮史は思った。顔が一瞬歪ゆがんだように見えたのだって目の錯さつ覚かくということもあるし、実際に顔を強こわ張ばらせたにしてもそれがレレナに対する負の感情のためとは限らない。いきなり腹でも痛くなったのかもしれないし、不ふ意いになにか嫌なことを思い出しただけなのかもしれない。レレナに対して、舞があんな表情をしなければならない理由など、亮史にはどうしても思いつけなかった。

「じゃあ、月島さんはなににします？」

　レレナのその声に、亮史は我に返る。ぴくっと顔を上げて、自分のことをじっと見つめる二人の少女を交互に見み遣やった。口を開き、そのまま数秒が経過し、二、三回まばたきしてから、ようやくそれまでの話の筋を思い出し、

「ああ、レレナくんケーキ作れるんだ。すごいね」

　思いっきり「なにを言ってるんだこいつは」という顔をされた。

「……聞いてなかったね月島さん。まあいいや、じゃあレレナ適当でいいよ適当で。月島さんあんまり興味ないみたいだし」

「え、いや、なにが？」

「はい。わかりました」

　レレナまで共きよう犯はん者の顔でこくりと頷うなずいた。舞まいは「よっこらしょ」とレレナの膝ひざから立ち上がり、大きく伸びをして居間のドアへと向かう。妙みような疎そ外がい感に突き動かされ、亮りよう史じも思わず立ち上がってしまった。舞の背中に向かって困ったような声で、

「あの、ちょ、舞くん？」

　舞は顔だけで振り向くと、いっそ見事と言えるくらい思い切りよく舌を出して、再び前を向いてそそくさと去っていった。亮史は情なさけなく肩を落とし、かくなる上は最後の希望、レレナへと視線を向ける。が、女同士の暗あん黙もくの了りよう解かいがあったのか、レレナは亮史のほうを見ようともせずに朝食の後あと片付けをしていた。なんだかその口元は笑いを我慢しているようにも見える。亮史はため息をつくと、自分も食器の片付けを始めた。




　　　　◆




　足を踏み出す。

　遮しや断だんベルがけたたましく鳴っている。カズマはひとつあくびをすると、線路の真ん中へと歩を進めた。遠くから、がたんがたんという音が聞こえてくる。つと顔を上げて、音の聞こえる方向へと身体からだを向けた。

　最初は点に過ぎなかったものが、段々と大きくなってくる。カズマはそれを、冷さめた目で見つめた。なぜ自分がここにいるのかわからない。本来は獲え物ものを探しに来たはずなのに、その目的を放り投げて自分はこんな意味のないことをしている。それはわかっているのに、なぜかやめる気にはなれなかった。遮断ベルは相変わらず鳴り響ひびいている。その騒音をなお圧するのは、巨大な質量を持った鉄の塊かたまりが空気を切り裂さく音だ。

　なにかを、思い出せそうな気がした。

　近づいてくる。恐怖もなにも感じない。ただ気のない視線を、列車の先せん端たん部に送るだけだ。考えてみれば電車を正面から見る機会などなかなかあるものではない、せっかくだからつぶさに観察しておこう、正面のガラス窓にワイパーがついている様は、その辺を走り回っている車とさして印象を異にすることもなく、車がそうであるように列車もどことなく人の顔に似にていて、その無む機き質しつで無表情な面がカズマの視界をいっぱいに──




　それまでのことは明確に覚えている。家族四人で出かけた行こう楽らくの帰り道、降りしきる雨の中で車を走らせていた。思ったよりも時間が遅くなってしまったことを、父と母が穏おだやかな口く調ちようで話し合っていた。妹のエミは行楽先さきであまりにはしゃぎ過ぎたためか、すっかり元気を使い果たしてこんこんと眠っていた。当のカズマはと言えば、指先で曇った窓ガラスに自分でも意味がよくわからない絵を描きながら、なんだかやけに安心していた。寒そうな車外の光景と、四人の体温でそれなりに暖まった車内の密みつ閉ぺい空間の差に、不ふ思し議ぎな安あん堵ど感を覚えていたのだろう。そんな些さ細さいな機き微びすらも、カズマはありありと思い浮かべることができる。

　なのに、その瞬間のことだけはどうしても思い出すことができなかった。あまりの衝しよう撃げきのために一瞬だけ気き絶ぜつ状態になったのかもしれないし、あるいはすべての元げん凶きようである『その瞬間』のことを思い出すのを頭が拒否しているのかもしれない。ところが不ふ思し議ぎなことに、『その瞬間』以降のことは、ばらばらにではあるが覚えているのである。全体をよくよく見直してみると、カズマにはそれが「壊れたビデオテープのようだ」と思えてくる。ある一点を境さかいにしてフィルムがずたずたに引き裂さかれていて、それでもときどき再さい生せい可能な部分がところどころ画面に映ったりする。つながりもなにもない、シーンだけを抜き出したスライド写真のような映像だが、それだけにひとつひとつの場面は克こく明めいに記き憶おくしているのだ。

　たとえば助手席に座っていた母が、外を覗のぞき込むようにして窓にへばりついている場面を覚えている。思い出すたびに一瞬違い和わ感かんを感じるのは、母の頭の厚みが半分ほどに減へっていたからだ。要するに、潰つぶれていた。それなのに窓は破れていなかった。記憶が確かならばヒビも入っていなかった。透明な、綺き麗れいとさえいえるガラス窓に、赤あか黒ぐろからピンクまでの様々な『赤』がぶちまけられていた。

　たとえば自分の腕が勢いあまってエミの顔に突っ込み、指がエミの目め玉だまを貫つらぬいたことを覚えている。その感かん触しよくも指先に残っていた。悪気はなかった。『その瞬間』以前の記憶をたどれば、確かそのとき自分は遊び疲れて寝てしまったエミの身体からだになにかを掛けてやろうとしていたのだ。ただ幸いなのは、妹はその痛みを味わう暇ひまもなかっただろう、ということである。その一瞬あとに、エミの身体は自分の身体とドアとの板ばさみになって潰つぶされたから、痛みを感じたとしても一瞬だけのことだっただろう。誰よりも妹のために、カズマはそう思い込みたかった。

　たとえば自分の顔が母と同じように、ガラス窓に叩たたきつけられて潰れる一瞬前まえ、窓に反射して映る自分自身と目が合ったのを覚えている。外は夜だった。おまけに雨が降っていた。だからこそ窓が鏡のように反射してカズマの顔を映し出したのだろうし、だからこそあの事故が起こったのだろう。ともあれそのときの己おのれの顔を思い出すたびに感じるのは、「のんびりした顔してたなあ」という印象だ。無む理りもないかもしれない。『その一瞬』は文字通り、ほんの一瞬のことだったから、そのときなにが起こったのか、いや、そもそもなにかが起こったということにすら気づいていなかったのだ。

　本来ならば、ずたずたのフィルムのような記き憶おくはそこで終わっているはずだ。その前に、それは『記憶』にすらなりきれていなかっただろう。カズマの意識はそこで途と切ぎれ、彼がそこに見た断だん片ぺん的な映像は、誰にも二度と顧かえりみられることなく死という闇やみの中に永遠に封じられることになる──はずだった。

　だが、カズマは目覚めてしまった。思えばあれからずっと、自分は長い悪あく夢むを見ているのだとカズマは思う。眠りの中で悪夢を見るのならばまだいい。それはしょせん夢に過ぎず、いつかは温かい布団ふとんの中へと戻れるからだ。だがしかし、目覚めたその場所がすでにもう悪あく夢むの中だったら、そこで永遠に足あ搔がきつづけなければならない。死人が死ぬことはないように、起きている者が目覚めることもまた、ないのだから。

　目を覚ましてからカズマが最初に見た悪夢の光景は、人間に踏まれたアルミ缶のようにひしゃげた父の車だった。カズマの身体は、その車の中にあるはずだった。ドアを開けた記き憶おくもなければ車から出た記憶もない、それなのに、目覚めたときにはカズマは冷たいアスファルトの上で小雨に濡ぬれていた。よろよろと身を起こし、横よこ倒だおしになった父の車を呆ぼう然ぜんと見つめるカズマの耳に、救急車のものと思おぼしきサイレンが聞こえてきた。その音で気が抜けたのか、カズマはその場にぺたんとへたり込んでしまった。

　救きゆう急きゆう隊員はカズマの身体からだを優しく抱かかえ上げると、ストレッチャーの上にそっと横たえた。そのときはまだ子供に過ぎなかったカズマは、わけがわからずに、その救急隊員に向かって「自分は死んだはずだ」と話しかけた。救急隊員は哀あわれむような目でカズマを見ると、彼の身体にかけられた毛布を静かに撫なでて「大丈夫」とだけ言った。

　ごろごろと運ばれて、救急車の中に積み込まれながら、カズマはぼんやりと考えていた。あの瞬間のあの出来事は、なんだったのだろうと。断だん片ぺん的にしか覚えていないその記憶は、細こま切ぎれであるがゆえにどうにも現実感というものに欠けた。もしかしたら、夢だったのかもしれない。でも、そうだとしたらあの横倒しになった車はなんなのだろう。父は？　母は？　妹のエミは、一体どうなってしまったのだろう？

　答えなど、出るはずがない。だからカズマは、救急車のエンジンの音を耳にしながら、ゆっくりとその目を閉じた。次に目を覚ましたときにはなんらかの答えが出ているだろうと思って、カズマは眠りの闇やみに落ちていった。

　そのとおりだった。

　次に目を覚ましたときこそが、本当の悪夢の始まりだった。カズマは再び、雨の降る路上で目を覚ました。混乱した。救急車に運ばれたはずではなかったのか、それならば自分が目を覚ますのは、病院のベッドの上でなくてはおかしいではないか。それなのになぜ、また道路の上に寝ね転ころがっていなくてはならないのだろう。夢を見ていたのか。救急車も救急隊員も、みんな夢だったのか。いや、そうだとしても、そもそも、どこからが『夢』だったのだろう。もしかしたら今この瞬間も、自分はただ夢を見ているだけで、本当は父の運転する車の中で眠りこけているのかもしれなかった。

　ふらふらと、カズマは歩き出した。周囲にいる人間は、誰だれ一人としてカズマのことを見ようともしない。不ふ審しんに思う思し考こう、その思考に、自動車がうなりをあげて近づいてくる音が重なった。微み塵じんもスピードを落とす気配は感じられなかった。悲鳴も出なかった。ぐんぐん近づいてくる鉄の塊かたまりに、カズマは思わず自分の顔を腕で覆おおい──

　車はカズマの身体をすり抜けた。

　目の前にある自分の腕は、薄ぼんやりと透すけて見えた。

　呆ぼう然ぜんと、半はん透明になった自らの腕を見つめながら、カズマの頭の中に『幽ゆう霊れい』という二文字が浮かんできた。




　電車は轟ごう音おんと強風だけを残して走り去っていった。あっという間に小さくなっていくその背中を、カズマは細めた目で見送る。

　あのとき自分の家族を襲おそったのは、列車事故だったと言う。

　夜間の、それも雨天での出来事だった。よくあることではないのだろうが、列車事故としてはありふれたケースだったのだろう。誰の不注意によるものだったのか、今となっては知る術すべもない。仮に誰かの不注意があの事故を起こしたのだとしても、カズマにはその誰かに復ふく讐しゆうしようなどという気はさらさらなかった。その誰かだって起こしたくて事故を起こしたわけではないだろうし、それにカズマはもっと切実な問題を抱かかえていたから。

　踏み切りの枕まく木らぎの上に漂いながら、視線をめぐらせてあたりを見回した。注意深く目を凝こらしても、とても獲え物ものがいるようには見えなかった。ちっと舌した打うちをして、カズマは踏み切りを渡って遮しや断だん機のそばに立ち尽くす。

　何十年もの幽ゆう霊れい生活の中で、『幽霊を作り出しやすい死の状況』というものをカズマは学んだ。ひとつは『突発的な死』であり、もうひとつは『自殺による死』である。あまりにも瞬間的な死が訪れた場合、当事者は自分が死んだということすら理解できず、意識だけの存在となって放り出されてしまう。カズマがそのいい例だ。また、自ら死を選ぶほどに思いつめている人間は、必然的に『悲しみ』や『怒り』などといった強い感情を持ち、その感情のために死してもなお現げん世せに囚とらわれるのである。

　そして、その二つの死因がもっともよく起こりやすいのが、線路の上というわけだ。実際にその場所で事故が起こっていなくても、幽霊は自らの死し地ちに似にた場所へとひきつけられる。自然、踏み切りや線路、駅などといった場所には、幽霊が現れやすくなるという寸すん法ぽうである。

　とはいえ、そう毎度毎度幽ゆう霊れいが見つかるわけでもない。どうやら今回は外はずれだったようだ。カズマは情なさけない顔で己おのれの額ひたいに手を当てて、ぽつりとつぶやいた。

　──ここにはいないみたいだ。もう少し探してみるから、まだ暴れないでくれよ

　そう言いながら、めまいに似た徒と労ろう感を覚える。こいつにこんなことを言ってもどうせ無む駄だなのだ。人の言葉を解するほどに知能があるわけではない、にも関かかわらず自分を『行こう使し』する方法だけは知っている。蝿はえが空を飛ぶのと同じ、猫がネズミを追うのと同じ、本能に従ってやってるだけなのだろうが、『行使』されるほうとしてはたまったものではない。

　カズマはふと顔を上げた。線路のずっと向こうに、駅が見える。それまでは気にしていなかったこの町の名前を、カズマはにわかに思い出した。

　確か──湯ゆヶが崎さきと言ったか。

　聞いたことがある。一ヶ月ほど前のことだ。湯ゆヶが崎さき駅で、人間の仕し業わざとは思えないような惨ざん殺さつ死体が見つかったというニュース。

　惨殺された人間が、霊れいとなってこの世をさまよっているのかどうかはわからない。が、それほどまでに惨むごい殺され方をしたのならば、当然『恐怖』や『憎しみ』の感情を色いろ濃こく持って死んでいったはずだ。自殺者の霊と同じ理論で、強い感情を持って死んだ人間は幽ゆう霊れいとなりやすいと考えることができる。惨殺された彼（または彼女）の霊が湯ヶ崎駅に漂っていると考えるのは、そう不自然な話ではない。

　しばらく考えてから、カズマは地を蹴けって浮かび上がった。線路を眼がん下かに見下ろしながら、彼はゆっくりとした速度で湯ヶ崎駅へと向かいはじめた。




　　　　◆




　幽霊になって一番困こまることは、物に触れられないというのもそうだが、なによりも鏡かがみで自分の姿を確認できないところにあると舞まいは思う。幽霊のくせに鏡など必要なのかと言われそうだが当たり前だ、たとえ幽霊でも舞は十五歳さいの少女であり、十五歳の少女であるからにはそれ相そう応おうの身だしなみというものがあるのだった。

　舞は先ほどからくるくるとその場で回転している。別に壊れたわけではない。自分の姿格かつ好こうにおかしいところがないかどうか、確認しているのである。しきりに首をひねって背中のあたりを必死で見ようとしている。しばらくその不自由な体勢のまま固まっていたが、やがて「うん」とひとつ頷うなずくと、前を向いて正面から自分の姿を見下ろした。

　──大丈夫、だよね

　独り言をつぶやく。と、今度は頭に手をやりはじめた。髪かみ型がたが気になるらしい。仕方がないことである。生前、非常に寝ね癖ぐせのつきやすい髪かみ質しつであった舞は、同時に登校時間ぎりぎりまでベッドにしがみついているようなタイプの少女でもあった。加えて家庭事情が家庭事情なだけに、朝食を自分で作らなくてはならなかった。結果として彼女は、戦場のほうがよほど平へい穏おんなのではないかと思えるほどの慌あわただしい毎朝を送ってきたのである。ことに寝癖がひどい舞にとって髪型のセットは最重要事じ項こうであり、毎朝毎朝繰くり返してきたその習慣が幽霊になったあとにもばっちり染みついてしまっている。「もう寝癖はつかなくなったのだ」と自分に言い聞かせてみても、三つ子の魂たましい百までとはよく言ったもので、生前の戦場の記き憶おくはいまだに舞の思い込みの中に焼きついているのであった。

　今日もまた、いつもどおりに髪の毛が反乱を起こしていた。舞はごそごそと自分の髪を手ぐしで直してみるが、やはり鏡がないと心もとない。誰かに見せて「別におかしなところはない」と保証してもらえば安心できると思うのだが、残念なことに適当な『誰か』はどこにもいなかった。亮りよう史じに見せたのでは意味がないし、ツキが相手だと「そんなつまらないことで話しかけるな」と怒られそうだし、それに──

　レレナとは、顔を合わせたくなかった。

　舞まいは軽く唇くちびるを嚙かんで、自分の姿を見下ろしていたその目を閉じた。閉じたまぶたの裏側の闇やみに、レレナの声が響ひびく。

（おめでとうございます、舞さん。これで仕返し、できますね）

　悪わる気ぎはなかったのだ。レレナはそういう娘ではない、そのことは舞も痛いほどよくわかっている。同年代の舞から見ても、レレナは子供っぽく見えるほどに純粋で心こころ優やさしい女の子だった。舞に限らずどんな他人に対してだって、悪意を向けるということなどあるはずがない。

　だが、舞はレレナのその言葉に、一瞬抑おさえ難がたいほどの怒りを感じてしまった。

（──なんであんたに、そんなこと言われなくちゃいけないのよ）

　その怒りのあまりの激しさに、自分でも戸と惑まどった。なにがそんなに腹立たしいのかわからなかった。今いま思い返してみれば、あれは『魔まが差した』という奴やつだったのだろう。なにしろ、──あんなことが、あったばかりだから。明るく振る舞っていても、やはり心のどこかがささくれ立っていたのだと思う。それがたまたま、レレナへと向かってしまっただけだ。つまりは、八つ当たりだったのだ。別に自分がレレナに対してなにか含むものを持っているとかそういうことではない。その証しよう拠ことして、怒りはすぐにしぼんで消えてしまったし、そのあとにも一緒に笑い合うことができたではないか。

　それでも、レレナと顔を合わせたくないという気持ちに変わりはなかった。

　あの子に嫉しつ妬としているのかもしれない、と舞まいは思う。あんな現実を見せつけられて、自分の中でなにかが変わってしまったのだろうか。それまで羨せん望ぼうしか感じていなかったレレナとその家族の関係を、妬ねたみはじめているのかもしれない。そんな自分のことが、とんでもなく醜みにくい人間のように思える。

　舞は震える息を吐いた。寝ね癖ぐせを直すために頭にやった手が、いつの間にか痛いほどに髪の毛をつかんでいた。その痛みでようやく我に返り、舞は髪から手を離した。その顔に浮かぶのはなにかを後こう悔かいするような表情、舞はふわりと浮かび上がると、その場から逃げ出すようにして壁をすり抜けていった。




　　　　◆




　棺かん桶おけのふたを開け、その中に「どっこいしょ」と身を横たえ、中からふたを閉めて眠りにつこうとしたところで舞がやってきた。内心では早く寝たかったのだが、かといって邪じや険けんに扱うわけにもいかず、亮りよう史じは眠たげなまなざしで舞のことを見た。壁から顔だけを出した舞は、棺桶に入りかけた亮史の姿を目にし、ほっと胸をなでおろして一言、

　──あーよかった、セーフ

「……なにが？」

　──いやいやこっちのこと。気にしないで

　そして舞まいは「にい」と笑う。いきなりのその笑えみに、亮りよう史じは気味悪わるそうに身を引いた。彼のそんな反応などものともせずに、舞はにやにや笑いながらその全身を現した。

「あ」

　思わず亮史は、声をあげた。

　舞の首から下は、今までのようなパジャマ姿ではなかった。白黒の横ストライプのポロシャツに、どこか古ぼけた色合いのピンクのカーディガンを羽は織おっている。ぎりぎりで膝ひざが見えるくらいの丈たけのデニムスカートをはいていて、今までは裸足はだしだった足もブーツに覆おおわれていた──とまあ、こういうふうな古ぼけた単語を連発しているとダサく聞こえるかもしれないが、なにしろ月つき島しま亮史のファッションセンスは皆かい無むに等しいのでこう表現するほかない。

　へえ──と亮史は感心して、舞の姿を頭のてっぺんからつま先まで眺ながめ回した。今け朝さの実体化ほどの驚きはなかったが、それでもここまで全身を自在に変えられるには、かなりの修しゆう練れんと才能が必要なはずだ。変な言い方ではあるが、舞には幽ゆう霊れいの才能があるのだろう。

　亮史が驚き感心したのは『姿を自由に変えられること』に対してであったが、舞はそうは受け止めなかったようだった。まじまじと自分のことを見る亮史の視線に、舞は鼻を高くして言い放った。

　──どう月島さん、似に合あうかな？

　あからさまに「まあわかりきっているんだけど一いち応おう聞いておくか」という感じのその口く調ちように、亮史は思わず笑い出してしまった。途と端たんに舞の顔色が不満の一色に染まるが、亮史は気にせず、くすくす笑いながら、

「うん、すごく似合うよ」

　舞はそれでも唇くちびるを尖とがらせたまま、

　──なんか嬉うれしくないなあ。誠意がこもってないよ誠意が

　たかだか服が似合う似合わないくらいの会話に誠意を求めるのはどうかと思ったが、とりあえず亮史は棺かん桶おけから這はい出して、舞の目の前に立った。わずかにたじろぐ舞の姿を、真剣な表情で眺ながめまわす。不意に亮史はこくりと頷うなずくと、舞に向かってもう一度笑わらいかけた。

「いや、本当に似合ってる。かわいいよ」

　その言葉に、舞は少しだけ顔を赤らめた。照れたように顔を下に向けながら、それでも心しん底そこ嬉しそうな笑えみをその口元に浮かべる。亮史の目を正面から見ることができないのか、じっと床を見つめたまま、ポロシャツに手を当てて早口に言った。

　──へへ、いいでしょこのシャツ。前から欲しかった奴やつなんだ

　と言われても、亮史にはファッションのことなどびたいちわからない。亮史は困ったように眉まゆを寄せ、その反応を察して舞は顔を上げた。今までの恥ずかしそうな素そ振ぶりはどこへいったのか、再びその顔にふざけた笑えみをたたえ、馬鹿にしたように言う。

　──ああ、こんなこと言っても月つき島しまさんにはわかんないか。だって月島さん、服っていったら一着しか持ってないもんね。変な黒のワイシャツ

　亮りよう史じは少しかちんと来て、

「失礼な、別にあれだけしか持ってないわけじゃないよ。ちゃんと他の服だってあるにはあるんだ」

　──え。でも、いっつも同じシャツしか着てないような気がするんだけど。どういうこと？

「……それは、その、選ぶのが面めん倒どうだったから──」

　同じ物を何着もまとめ買いしたのだ、とはさすがの亮史も言えず、まじまじと覗のぞき込む舞まいの視線からそれとなく顔を背そむけた。実は着替えるのさえ面倒だから、ここ一週間ほどは着替えもしていない。吸血鬼は汗をかかないので着替えなくてもさほどの問題はないのだが、そんなことを言えば舞は月島宅が倒とう壊かいするほどの大声で「不ふ潔けつ！」と悲鳴をあげるに決まっていた。まだ自宅を失いたくない亮史は、不ふ意いに視線を舞に戻すと、ごまかすように言った。

「ところでそのシャツ、よくできてるね。どこのメーカー？」

　亮史の中では服ふく飾しよくを作る会社はメーカーであり、ブランドという言葉など頭の片かた隅すみにも浮かぶことはないのである。が、舞はそれをからかいはしなかった。それよりも服を誉ほめられたことのほうが嬉うれしかったのだろう、喜き色しよく満まん面めんに顔をほころばせて、舞は自慢げにブランドの名前を口にした。聞いたこともない。それどころか舞がなんと言ったのかすら、亮史の耳には聞き取れなかった。フランス語とドイツ語の中間のようなその言葉は、彼には『ブラックシチュー』と聞こえた。絶対に違うと自分でも思う。わざわざ確認するのもヤブヘビなので、適当に笑って頷うなずいておいた。

　舞はその服を見せびらかすように、空中でひらりと一いつ回転をした。くすんだピンクのカーディガンが、舞の動きに合わせてふわっと揺れる。その動きを楽しむかのように笑いながら、舞は明るい声で言った。

　──いやー、でもさ、あたし幽ゆう霊れいになって本当によかったよ。だってこのシャツ、すっごく欲しかったんだけどなにしろ値段が高くてさあ、なかなか手が出なかったんだよね。でも幽霊なら思い浮かべるだけで着られるし。いいことずくめだね、幽霊

　その言葉に亮史は引っかかるものを感じた。だが、すぐに気のせいだろうと思い直した。つい先ほどの朝食の席で彼女が見せた──亮史が見たと思った──一瞬の表情は、まだ脳のう裏りに焼きついていた。それを振り払うために、亮史は舞の話に乗った。

「へえ、いくらくらいするものなの？」

　舞は簡かん潔けつに、

　──んーとねー、四万円

　世の中間ま違ちがっていると思う。

　──ま、ここの奴やつは他のブランドに比べても高くて有名だから。他のとこならもう少し安いのがあるよ

　ひらひらと手を振りながらそう言う舞まいを、亮りよう史じはほとんど絶望的な目で見た。こんな布きれが自分の一日の稼かせぎを上回るのだと思うと死にたくなってくる。憂ゆう国こくのため息をつく亮史に、舞は気軽な調子で言葉を続ける。

　──月つき島しまさんもなんか買ったら？　そのブランド、メンズもあるし。うん、そうしなって、月島さん顔はいいんだからかっこいい服着ればきっと女の子にもてもてだよ

　そこで舞は、亮史からふと視線をそらした。

　──あ、そうだ、いいこと考えた──あたしが、選んであげよっか

「え？」

　聞き返した亮史に、舞はくっと喉のどを詰まらせた。さきほどまでの元気はたちまちのうちに消え去り、突然張はりつめたその表情に、亮史は自分がなにかまずいことを言ってしまったらしいと自覚する。舞はあさっての方向に視線を向けたまま、ようやく途と切ぎれ途切れに言った。

　──いや、だから、あたしが、月島さんの服を、コーディネートしてあげようかな、なんて思ったりして

　それきり黙り込んでしまう。亮史はしばしのあいだ考え、それからそういうことかと得とく心しんした。だがそれを表情に出したりはしない。そんなことをすれば、あっという間に舞はこの部屋から消えていなくなってしまうだろう。そっと、慎しん重ちように、気づいていない振りをして接しなければならない──なんだか臆おく病びような子猫でも扱っているような気分になってきて、亮史は薄く微笑ほほえんだ。その微笑を、舞がちらちらと見ている。

　亮史はそれとなく舞から視線を外はずしながら、落ち着いた声で言った。

「そうだね、お願いしようか」

　舞の顔が、ぱっと輝いた。

　──はいっ、お願いされました

　現金なものである。自分の目もく論ろ見みが成功したと見るや否いなや、すぐにもとの元気な少女へと戻ってしまった。が、亮史にはそれが不快ではなかった。レレナのような純粋無む垢くも結けつ構こうだが、このくらいの打だ算さんだってかわいげのうちだと思う。

　舞は胸に手を当てて、安あん堵どの吐と息いきを漏らしている。それを見て亮史は心の中だけで笑った。純粋無垢ではないのだろうが、単純であるのには変わりない。そしてそれは、必ずしも悪いことではない。舞は亮史に視線を戻すと、満まん面めん笑顔になって言った。

　──それじゃあそういうことで、来週あたり、予定空あけといてね。あたしもほら、男の子のファッションとかいろいろ研究しなくちゃだし、バイトの休みの日になったら声かけてね

「わかったよ」

　亮史がそう答えると、舞は満足そうに頷うなずいて部屋から出て行った。それを言うためだけにわざわざ『変化』してやってきたのだろうか。そう思い、亮りよう史じは小さく声を出して笑った。




　　　　◆




「──このように吸血鬼というのは、ヨーロッパをはじめとして中近東、アジア、アメリカ大陸、アフリカ大陸など、まさに世界各地に分布して生せい息そくしていることがわかる」

「ふんふん」

「無む論ろん『生息』といってもあくまで伝でん承しよう上じようの話だけで、それらの大部分が根も葉もない作り話だということは疑いようがない。だがしかし、主人を見ればわかるとおり、本当に本物の吸血鬼というのも間違いなく存在するのだ。だからただのおとぎ話として伝えられている話だって、その中にほんの一ひと握にぎりでも真実が混じっているということも考えられなくはないな」

「なるほど」

　唐とう突とつにツキは馬鹿らしくなってきた。なぜ自分がこんなことをしなくてはいけないのか、それを問える相手はどこにもいない。が、レレナのほうはいたって真ま面じ目めであり、真剣な瞳をじっとこちらに向けてくる。その真しん摯しな視線から逃れるように目を閉じて、鼻から息を抜きながら、ツキはもう一度なぜこうなってしまったのかを思い返してみた。

　最初にレレナが言ってきたのは、一週間ほど前のことだった。「亮史が眠っているあいだに吸血鬼のことをいろいろ教えてほしい」と頼まれたのだ。即そく座ざに却きやつ下かした。目も向けずに、なぜ俺がそんなことをしなけりゃならんのだ、と言い捨ててやった。レレナは悲しそうに、そうですか、とつぶやき、すごすごと引き下がっていった。

　次の日、また同じことを頼まれた。今度は目を向けた。ツキはレレナの額ひたいのあたりを見つめながら、「お前は馬鹿ではないのか」という主しゆ旨しの言葉を投げかけてみた。そのものずばりをぶつけたわけではないので、レレナには意味がよくわからなかったようだった。小こ首くびをかしげて、やっぱりだめなのか、と尋たずねてきた。もうツキは答えなかった。その場に丸まって眠る振りをした。またもやレレナは、がっくりと肩を落として帰っていった。居間のドアが閉まる音を背中で聞きながら、ツキは得え体たいの知れない嫌な予感を感じていた。

　その予感はきれいに的中した。その次の日も、次の次の日も、次の次の次の日も、レレナはしつこくツキに頼み込んできたのである。背せ筋すじに冷たいものが走った。レレナは性格的にどこか押しが弱いところがある、それはツキも知っていた。だが、反面レレナは、恐ろしく粘ねばり強いところも持っているのである。ツキはそのことを熟じゆく知ちしていた──というよりも、思い知らされていた。レレナとツキがはじめて出会ったあの夜に、散さん々ざん追いかけ回された恐怖は、いまだにツキの記き憶おくに暗い影を落としている。

　そして二日前、レレナの根こん性じように押し切られる形で、ついにツキはレレナの教師役を承しよう諾だくしてしまったのだった。そのときのことを思い出すたびに、苦にがい自己嫌けん悪おと腹の底からのため息が溢あふれ出てくる。ガキのおままごとに付き合わされる大人おとなの気分だった。こんなことしている自分の姿を亮りよう史じに見られたら、舞まいに見られたら、モザイクに見られたら──そう思うだけでツキはいくらでも涼りようを取ることができた。

「質問があります」

　ソファに座ったままのレレナが、ぴしっと手を上げた。その手には鉛えん筆ぴつを持ち、目もく前ぜんのテーブルの上にはノートが置かれている。ツキはうんざりした顔をしながら、それでも尻尾しつぽでレレナのことを指した。もうなにもかもがどうでもよくなってきた。いっそ開き直ってこの学校ゴッコをいつまでも続けてみようか、という気にさえなってくる。

「吸血鬼は全世界的に分布している、ってことですよね。じゃあ、その吸血鬼っていうのは、みんなおんなじものなんですか？　たとえばエジプトならエジプトで、月つき島しまさんみたいに一いつ見けん普通の人間みたいなんだけど実は吸血鬼、っていう人がいるってことでしょうか」

　ツキは目を細めてしばし考え、それから言葉を選びながら言った。

「──どうかな。確認したことがないからなんとも言えないが、まあ大おお雑ざつ把ぱに分けて二つほど可能性が考えられるな」

　ぱたり、と尻尾でソファを叩たたき、

「世界の吸血鬼伝でん説せつは、当たり前のことだがその地方地方によってかなりの広がりがある。巨人だったり、小こ鬼おにだったり、首だけで空を飛んだり、悪あく霊りようだったり──とまあ、まさに千せん差さ万ばん別べつなわけだ。共通しているのはほとんど『血を吸う』という特性だけだったりもする。そうなると、ここでひとつ目の可能性が浮かび上がってくる。つまり、吸血鬼と一口に言っても今挙あげたような様々な種類があるのではないか、ということだ。たとえば同じカエルでも大きかったり小さかったり有毒だったり無毒だったりといろいろな分類があるように、吸血鬼もその住んでいる地域によって能力や姿すがた形かたちに大きな差があるのかもしれない。そしてその差が、そのまま各かく地域の伝でん承しように影えい響きようを与えている、という推測だ」

　と、そこでレレナはノートに視線を落とし、なにかを熱心に書きとめはじめた。レレナは故こ国こくではクラスでも一番の優等生だったという。さもありなんという感じだが、自分の言ったことを一生懸けん命めいに理解しようとしているレレナを見るうちに、ツキの中になにやら快感のようなものが湧わき上がってきた。これが教える喜びという奴やつだろうか、と半なかば自じ虐ぎやく的に思う。

　レレナが目を上げたので、ツキも講こう釈しやくを再開した。

「もうひとつの可能性は、吸血鬼という種しゆ族ぞく自体にそんなに大きな差はない、というものだ。今しがたお前の言った、『吸血鬼はみんなおんなじもの』という推測だな。さっきはカエルを例にしてみたが、こちらは人間をたとえに出したほうがいい。人間はカエルや吸血鬼と同じく世界各地に散らばっているが、せいぜい違いがあるのは髪の毛や目め肌はだの色の違いだけだ。基本的な体格や能力は、そんなには変わらない。吸血鬼もそれと同じ。エジプトならエジプトで──日本人とエジプト人で違いがあるように、多少の外見の違いはあるのだろうが、主人と同じ一いつ見けん人間のような吸血鬼がいるかもしれない。各地の伝でん承しようのばらつきは、その地域ごとの価か値ち観かんや考え方による脚きやく色しよくが多く入っているためだろう。こう解かい釈しやくするのは別に不自然ではない。伝承文ぶん学がくの基本だからな」

　こくこくと頷うなずきながら、レレナはまたもや鉛えん筆ぴつを走らせる。なんだか気分が乗ってきた。ツキは口元をわずかに歪ゆがめて、まだ書いているレレナに言葉を投げかけた。

「さて、ここで問題──どちらの可能性が、より『ありそう』な解釈だと思う？」

「え」

　まさか当てられるとは思っていなかったのか、レレナは顔を上げてぴたっと停止した。が、さすがに優等生なだけはあり、そこからの立ち直りは早かった。すかさずノートに視線を落とし、口の中でぶつぶつとつぶやきながらなにか線を引っ張ったりしている。と、またレレナが顔を上げた。自信のなさそうな表情、

「……あとのほう、だと、思います」

　ツキは平へい坦たんな口く調ちようで、

「なぜ？」

「それ、は──その。つまり、あるひとつの種しゆ族ぞくの中では、あまり大きな違いというものはないような気がするんです。ツキさんはカエルを例に出しましたけど、それだってびっくりするような大きな違いがあるわけじゃありません。基本的な形は同じですし。そう考えてみると、世界各地の伝説の──巨人だったり、首だけで飛んだりっていうのがそのまま吸血鬼の実体だとは、考えにくいと思います。それに──」

　すう、と息を吸い込んだ。

「月つき島しまさんを見てみればわかります。もし前のほうの可能性が正しいんだとしたら、月島さんは日本の伝説に基づく吸血鬼じゃないとおかしいはずです。それなのに、月島さんは──まあ、私もですけど──十字架かが苦にが手てです。十字架はキリスト教のものなのに。ヨーロッパの吸血鬼が十字架を怖がるって言うのならまだわかりますけど、日本の、それも千年以上前まえに生まれた月島さんが十字架を怖がるのであれば、前のほうの可能性はありえないと思います」

　言い終えて、レレナは見上げるような目つきでツキのことを見た。ツキはそれに対して小さく頷うなずく。本当はにやりと笑いたいところだった。自分が思っていることとほとんど同じことを、レレナが説明したからだ。

「正解──とは、言い切れないか。確かく証しようがあるわけではないからな。だが、少なくとも俺はそう思う。個々の吸血鬼に大きな差さ異いはないだろう」

　レレナは安あん堵どの笑えみを浮かべた。その笑顔にふんと鼻を鳴らして、ツキはわずかに視線をそらす。と、視し界かいの片かた隅すみで、レレナがなにかを考えるように腕を組むのが見えた。

「……でも、そしたらなんで、月島さん──いえ、『吸血鬼という種族』は、十字架が苦手なんでしょうね？　いやまあ、私も苦にが手てなんですけど……キリスト教徒なのに……」

　後半の口く調ちようは若干トーンが下がっていた。自分の境きよう遇ぐうを振り返って見て改めて思うところがあったのだろう、レレナは小さくため息をついて、それからすぐに気を取り直したようにツキに目を向けた。そもそもそれをどうにかするために、レレナは今こうして猫に師し事じしているのだ。

　ツキは視線をレレナ戻し、ふむ、とつぶやく。興味に満ちた目つきで自分を見つめる彼女に対し、一言、

「知らん」

　かくん、とレレナの肩が落ちた。

「こればっかりは『吸血鬼の特とく性せい』と言うしかない。キリスト教が浸しん透とうしていない地域の吸血鬼も、同じように意味もなく十字架を怖がっているのだろうな」

　もっとも正確には、亮りよう史じが怖がっているのは『十字架か』そのものではない。『十字』のものならばなんでも怖いのだ、と彼は言っていた。そして、こうも言っていた。吸血鬼というのは、ある種の『呪のろい』なのだと。その『呪い』の力のおかげで、吸血鬼は人に倍する力を持ち、狼おおかみになり、蝙こう蝠もりになり、霧になることができる。その『呪い』の力のせいで、吸血鬼は水に触れることができず、流れる水の上を渡ることができず、日の光の前では灰になり、胸を刺し貫つらぬかれれば滅ほろびてしまい、なによりも血を吸わなくては生きていくことができない。だからこそ、と亮史は言う。だからこそ、僕は吸血鬼の力を『血の力』と呼んでいる。それは『呪いの力』と同どう意い義ぎであるから。

　あるいは十字を怖がるというのも、その『呪い』のうちのひとつなのかもしれない。

「──ツキさん？」

　レレナが不ふ思し議ぎそうにこちらを覗のぞき込んでいる。ツキはレレナの顔を一いち瞥べつすると、不ふ意いに大きくあくびをした。かりかりと耳の後ろを搔かきながら、眠たそうな声で、

「……区切りがついたところで、今日はこの辺にしておくか。俺はもう眠い。あとは自分で勉強してくれ」

「え。あ、はい。わかりました。あの──」

　レレナは上うわ目め遣づかいにツキのことを見た。ツキはふっと笑い、先回りをする。

「明日もこの時間だ。遅れるなよ」

　レレナはノートを抱き締めてこくりと頷うなずいた。その嬉うれしそうな顔に、ツキは再び自じ嘲ちように似にた思いに襲おそわれる。なんだかんだ言って、自分だってレレナに物事を教えることに喜びを見出しているのかもしれない。だがその一方で、それでもいいかな、と思っている部分がツキの頭の中に確かにあった。別に他にやることがあるわけではなし、レレナは礼れい儀ぎを尽くして自分のことを扱ってくれるのだから、持っている知識を教えるくらいのことはしてやってもいい。それにレレナが人間に戻るための手伝いをするのは、主人の月つき島しま亮史の意に叶かなうことでもある。なによりも、こうやってレレナと相あい対たいして話し合うことが、ツキにとってはつまらないことではなかった。

　もう一度あくびをして、ツキはソファから飛び降りた。思う存ぞん分ぶん伸びをしてから、居間のドアへ向かって歩いていく。レレナの視線が背中に張りつくのを感じたが、ツキはそれを完かん璧ぺきに無視した。もう頭の中は『睡眠』に向けて切り替わっている。どうやら今日は快晴らしい、それならば外で昼ひる寝ねでもするか──と、そこまで思ったとき、ドアの影から一匹の猫がひょっこりと顔を出した。まだら色の毛色のその猫は、ツキをその目にすると安心したように顔を緩ませた。

　モザイクだった。

「なっ──」

「ああ、やっぱりここにいましたねボス。結けつ構こう探したんですよ」

　意い表ひようを突かれた。ツキが湯ゆヶが崎さきの猫たちのあいだで『生き神様』として敬うやまわれていることはすでに述べたが、それに伴って彼のねぐらである月つき島しま宅は『聖せい域いき』として畏おそれられているのだ。ツキにしてみれば馬鹿らしい限りだが、眠りを邪じや魔まされないという点では、月島宅に他の猫が近寄ってこないというのはありがたかった。

　が、しかし、モザイクにとってはそんなこと、まるで関係なかったのだろう。彼にとってツキは『神様』ではなくて『ボス』なのだから。

　言葉もなく立ち尽くすツキのことを見て、モザイクはヒゲを震わせて笑った。ドアの敷しき居いの上に座り込みながら、首をかしげてツキのことを面白そうに眺ながめている。ツキはようやく、低い声でモザイクに尋たずねた。

「…………なにやってるんだ、お前、こんなとこで」

「いえ別に、用件というほどのものではないんですが」

　ぐい、と胸を張り、

「ほら、例の怪け我がが全ぜん治ちしましたので、そのことを知らせがてらボスの顔でも拝おがもうと思いまして。ここしばらくお目にかかってませんでしたからね」

「む──」

　言われてみれば確かにそうだった。居い候そうろうが二人も増えて一気ににぎやかになったために、ツキも以前のように頻ひん繁ぱんに外に出ることがあまりなくなってしまったのである。考えてみれば最近見み回まわりもやっていない。ツキはやや目め線せんを落とし、

「──そうだな。すまん」

　モザイクはきょとんとして、

「……なにがですか」

　ツキは物もの憂うげにため息をついた。伏せた顔を上げようともせず、見ようによってはツキがモザイクに頭を下げているとも取れる。

「俺としたことが、見回りを忘れていた。最近少しごたごたがあってな──そのせいで外に出られなかったんだ。この町の猫の代表者としてあるまじきことだった。悪かったな、モザイク」

「……いや、まあ、別にそんなことは──ユキのやつはヘソ曲げてましたけど」

　その言葉に、ツキは視線を上げた。モザイクは気味悪わるそうにツキのことを見ている。

「あのですねボス、こう言っちゃあなんなんですが、別にボスがいなくても他の猫たちは問題なく暮らしていけるわけで──いやその誤ご解かいしないでくださいよ、これは別にボスがいてもいなくてもいいってことじゃなくてですね、そりゃいる分にはいたほうがしっかりまとまるんですけれども」

　逆にモザイクのほうが必死になっている。その様よう子すに、ツキは思わず笑いを漏らした。モザイクは拍子抜ぬけしたように目をぱちくりとさせる。

「あの──」

　二匹の目が、声のした方向に同時に向けられた。猫は世せ間けん一般に言われるように、独特の目つきをしている。吊つり上がり気味のその目がどこかにらみつけるような印象を与えるのだが、その二つの強い視線にさらされて、レレナはソファの上でやや身を引いた。それでもどうにか気を取り直して、膝ひざ立だちになったままおずおずといった感じに声を出す。

「この前、お店の駐車場で、一度お会いしましたよね？」

　レレナの大きな瞳は、モザイクのことを見つめていた。そのまっすぐな視線にたじろぎ、モザイクは困こん惑わくの声をあげる。

「……俺？」

　当然のことながら猫の言語と人間の言語はまったく違う。そんなことはわざわざ説明するほどのことでもない。そこらの幼稚園児だって知っている事実である。だがしかし、大おお真ま面じ目めな顔でモザイクに話しかけるレレナの姿に、ツキは直感的にまずいと思った。

「その、あのときのこと、お礼を言わなくっちゃって思ってたんです。モザイクさん──って言いましたっけ。あのあとツキさんに教えてもらったんですけど、ありがとうございました。私を助けようとしてくれて」

　誰もが知っている「人間と猫の意思の疎そ通つうは基本的に不可能」という事実を、この娘は見落としているのではあるまいか、という思いにツキは駆かられた。なにせここ一ヶ月というもの、レレナは猫といえばツキのことしか見てこなかったのである。人じん語ごを話すツキと接しつづけて、「猫は人間の言葉がわかるもの」と思い込んでしまっているのかもしれない。ただ、もちろんそれは一時の思い込みに過ぎず、ことにレレナのような真面目一いつ辺ぺん倒とうの性格ならば、すぐに常識を思い出すだろう。だとしたら──

「あのボス、こいつ一体なにを──あっ、ちょっと」

「行くぞモザイク」

　ツキはレレナに背を向けてすたすたと歩き出した。一刻も早くこの場から立ち去らねばならない、そうしないと──

　レレナはハタと気がついたように眉まゆを上げた。ツキに向かって明るい声で、

「そっか、私の言葉わからないのか──あ、そだ、ツキさん通つう」

　訳やくお願いします、と続くはずだったその言葉を、ツキは牙きばを剝むき「シャアッ！」と威い嚇かくすることによって遮さえぎった。レレナはびくりと身を引き、その顔を一気に怯おびえた色が侵しん食しよくしていく。わけがわからないという顔でレレナとツキを交互に見ているモザイクに対し、ツキはもう一度「行くぞ」と言い捨てて歩きはじめる。ややあって、後ろからモザイクの足音がついてきた。

　疲れに似にた思いをツキは感じた。同時に、別にモザイクにならば自分が使い魔まであることを話してもいいのではないか、とも思いはじめていた。そんなことを喋しやべったからといって、なんらかの変化が現れるわけではないだろう。モザイクやユキはそんなことを気にする猫ではない、いや、猫という動物自体、他に気を払うことをほとんどしない種しゆ族ぞくなのだ。ただ、ツキのことを『生き神様』として崇あがめ奉たてまつる風ふう潮ちように拍車がかかることは間違いない。そればかりは遠えん慮りよしたかった。

　二階への階段を上るツキの横に、モザイクが並んできた。彼のにやにや笑いは、わざわざ目を向けなくてもその気配だけでありありと感じることができた。

「どうしたんですかボス、そんなに慌あわてて」

　ツキは憮ぶ然ぜんとした表情のまま、

「別に慌てているわけではない」

「そうですか──それにしてもあの子、なんだか俺と意思の疎そ通つうができるみたいな話し振りでしたね。なんですか、そういう能力でも持ってるんですか？」

　心しん底そこ面白がっている。薄うす々うすツキの特殊性を気づいているのかもしれないが、そのことを真剣に受け止めるよりもそれをダシにしてツキをからかうことのほうに喜びを見出すのが、モザイクという猫だった。ツキは深ふか々ぶかとため息をつき、しばらく考えた挙あげ句く、レレナにすべての責任を押し付けることにした。

「そう思い込んでいるだけだ。かわいそうな奴やつなんだよ、あいつは」




　　　　◆




　顔が緩むのを抑えることができない。へらへらと笑いながら、舞まいは空中でひとり踊っていた。本人に『踊っている』という自覚はないのだが、溢あふれ出す嬉うれしさが彼女の幽ゆう体たいを踊るように突き動かしているのである。うずうずとしてじっとしていられない、そんな気分のまっただなかであり、制せい御ぎよしきれない分の気持ちが直接幽体に反映しているのだ。

　舞まいは誇らしげな思いと共に自分の姿を見下ろした。なにが決め手になったのだろう。やはりこのシャツだろうか、前から気に入っていたのだが、小こ遣づかいとの折り合いがつかずに見送ってきたのだ。自分でもかなり似に合あうと思う、いや別に全身を姿すが見たみで見られるわけではないから詳しくはわからないのだけれど、それでも舞のセンスにぴぴっとくるものがあったのだった。それともこのスカートがよかったのだろうか、ちらりと見える膝ひざ小こ僧ぞうがセクシーだったのかもしれない。舞は小さな声で「きゃっ」と叫び、自らの身体からだを抱き締めて空中でアクロバティックに飛び回った。

　デートである。

　それ以外にないだろう。どこの誰がどう解かい釈しやくしても、デート以外の何物でもない。そのことを考えるたびに、得え体たいの知れない熱が身体からだの奥から湧わき上がってきた。逆さまになってぱたぱたと足をばたつかせながら、あるいは、と舞は考える。あるいは、月つき島しまさんにはそのことがわかっていないのかもしれない。ただ単純に、自分と買い物に行くだけと思っているのかもしれない。それでもいい、と舞は思った。こっちがデートだと思っていればそれは自分にとってはデートなのだ。向こうの解かい釈しやくを気にする必要などありはしない。

　一方で、月島さんはすべてお見通しなのではないか、という気もしてくる。長生きしているだけあって、さすがに彼にはどこか鋭いところがあった。もしそうだったらこれ以上なく恥ずかしく照れくさいのだが、それだって考えるだけ無む駄だなことだ。もう賽さいは投げられたのである。そして今のところ、出た目は文もん句くなしに大きいのだ。

　舞は壁をすり抜け、自分の部屋（と勝手に決めている部屋）から抜け出した。そのまま二階の階段の前まで漂っていく。レレナにこの服を見せてやろう、と思った。さっきみたいなぐじぐじした思いは、もうどこかへ吹き飛んでしまっていた。今ならば、今レレナにこの格かつ好こうを見せて笑い合うことができたならば、二度とあんな情なさけない嫉しつ妬とを焼かずに済むだろうという気がした。

　舞は鼻歌混まじりに階段を降りていく。と、中ほどまで降りたところで、レレナの声が聞こえた。にこにこと笑いながら、レレナに声をかけるために舞は口を開いた。

　しかし、肝かん心じんの声が出てこない。

　誰かと話をしている。最初はツキと喋しやべっているのかと思った。このところレレナとツキは教師と生徒のような関係にある。ツキの持つ吸血鬼の知識をレレナに教えているらしいのだが、よくもまあ家にいてまで勉強する気になるものだと舞などは思ってしまう。やはりそれはレレナが真ま面じ目めな優等生だからなのだろうか、それともそれほどまでに彼女の「人間に戻る」という決意が固いということなのか。できれば舞もその決意に手助けをしてあげたかったが、いかんせん吸血鬼の知識など微み塵じんも持っていないのが辛いところである。それでもまあ、応援くらいはできると思う。

　首を伸ばしてそっと声のする方向を窺うかがい、どうやらレレナは電話をしているらしい、と判断した。舞まいはよっこいしょと階段に腰を降ろし、終わるまで大人おとなしく待っていようと心に決めた。こころもち階段に沈み込みながら、舞はまだにやけが色濃く残る顔に手を当てる。なんといってこの服をレレナに見せびらかしてやろうかと、そんなことを考えながら、舞はゆっくりと目を閉じた。

　閉じた闇やみに、レレナの声が聞こえてくる。




　──やだ、そんなことないってば。月つき島しまさんとはそんなんじゃないよ。ただ、ほら、せっかく私が日本で知り合った人でしょ？　だからさ、その──だっ、だから違うって！　好きとか嫌いとかじゃないの！　友達なの!!　お・と・も・だ・ち!!　いやまあ、ボーイフレンドっていったらまあそうなのかもしれないけど──もういいよ、お母さんなに言っても信じてくれないんだもん。じゃ、もう切るからね。

　え？　ううん、違うの。ほら、これ国際電話でしょ？　だから電話代とか、そういうのがものすごくかかるから、あんまりたくさん使ったら月島さんに迷めい惑わくが──なにそれ？　コレクトコール？　…………ふうん、そんなのがあるんだ。んー、でもやっぱいいや。だってお金かかるのには変わりないんでしょ？　うん……うん。知ってるよ。でも、なんかお金かかるってだけで嫌な感じ。変かな？　──あ、そうなんだ。あははは、じゃあ私のケチはお母さんの遺い伝でんだ。

　──うん。そうだね。それじゃあ、もう切るよ。ていうかね、そんなことよりも、お母さんたちが早くこっちに来てくれればそれで済むことなんだからさ、だから──やっ、違うよ！　責めてるわけじゃないの。ただね──うん。うん──わかった。ごめん、変なこと言って。ん……それじゃ、ね。ばいばい──




　月島宅の時代遅おくれな黒くろ電話が、ちん、と音を立てた。

　それでも舞は、目を開けることができない。心の中が恐ろしいくらい静まり返っていた。先ほどの浮かれた気持ちはどこにもない、ただどこまでも冷たく沈み込んでいくような、そんな感覚に舞まいは囚とらわれていた。

　不ふ意いに、またレレナの声が聞こえた。

「あれ、舞さん？」

　舞は目を開ける。階段に座り込んだまま、階下で微笑ほほえんでいるレレナの顔を見下ろした。舞の顔は能のう面めんのように動かない。だがレレナはそれに頓とん着ちやくすることなく、「あ」となにかに気づいたような表情になり、無む邪じや気きな声で言った。

「服、変えたんですか？　へええ、幽ゆう霊れいってそんなこともできるんですね」

　──うん、まあ

　舞はぎこちなく笑う。喉のどになにかが詰まっているような感じがして、うまく喋しやべれない。レレナがにこにこしながら階段を上がってくる。

「よく似に合あってますよ。お洒落しやれお洒落」

　ぱちぱちとレレナは手を叩たたいた。舞まいは唾つばを飲み込む。息が苦しい。お洒落な服の襟えり元もとを、その小さな手できゅっとつかんだ。ようやく異い変へんに気づいたレレナが、一いつ転てんして心配そうな顔になる。舞のいる場所の数段下から、舞の顔を覗のぞき込むように見上げた。

「あの──舞さん？　どうかしました？」

　──なんでも、ない

　切れ切れに、舞はそう言った。顔が青ざめていくのが自分でもわかる。レレナが息を吞のむ音、舞は再びその目を固く閉じる。レレナに声をかけて欲しくなかった。レレナに近寄って欲しくなかった。レレナには、レレナにだけは、舞は心配などされたくはなかったのだ。

　それでもレレナは、そっと舞の額ひたいに手を伸ばした。

「なんでもなくありませんよ！　ひどい顔色──」

　そして、舞はそれ以上自分を抑えることができなくなった。

　顔を上げる。その顔を見たレレナが、ぎくりと身を固くして伸ばしかけた手を引っ込めた。短く、鋭く息を吸い込み、それを吐き出すと共に、舞は言った。

　──うるさいわね

「……え」

　──『え』じゃないわよ。前から思ってたんだけど、あんたでしゃばりすぎなのよ。そうやって余よ計けいなお世話焼やかれるとね、月つき島しまさんはともかく、あたしにはものすごく迷めい惑わくなの。だからやめてくれない？

「え」の形にぽかんと口を開いたまま、レレナが素早くまばたきをした。それを見ながら、自分はなにを言っているのだろう、と舞は思った。そんなことを言いたかったわけではない、レレナに悪いところなどこれっぽっちもないのに、それでも舌が勝手に動き、喉のどの奥から声が自然に溢あふれてきた。

　──この服のことだって、あんたには関係ないでしょ？　似に合あってるとか似合ってないとか、誰もあんたの感想なんて聞いてないんだから。余計な口挟はさまないで

「……あ…………え？」

　レレナはなにかに怯おびえるような表情をした。その顔をそれ以上見ていることができず、舞は目を背そむけた。そのままの勢いで反転し、空中にふわりと浮かび上がり、レレナの凍りつくような視線を背中に感じながら、舞は滑るように飛びはじめる。階段を上り、天井を突き抜け、月島宅の上空高たかくへと舞い上がっていく。目に痛いほど青い空を見ながら、舞はぐっと歯を食いしばった。そうしていないと、涙が溢れてきそうだった。自分の言葉に自分で傷ついていた。レレナはなにも悪いことはしていないのに、無防備な彼女に対してあんな言葉を投げつけた自分自身が、この上もなく汚れた人間のように思えてきた。

　レレナが電話をしていた。

　相手は、彼女の母親だった。

　舞まいの母も電話をしていた。電話の向こうの浮うわ気き相手に、自分を罵ののしる言葉を吐きつけていたのだ。思い出すだけで胸が苦しくなるようなひどい物言いは、しかし舞にとっては慣れたものだった。昔から、母が舞に向かって口を開くときにはそういう辛しん辣らつな言葉しか出てこなかったから。そんなときの母の言葉は、舞は極力思おもい出さないようにしている。人は誰しも、記き憶おくのゴミ箱を持っているものだ。思い出したくない辛い過去。赤せき面めんしてしまうような恥ずかしい思い出。そんなものを押し込めるための場所が人間の頭の中には必ずあるし、舞にとってその場所とは、母との記憶をすべて捨て去るためだけの場所でもあった。だから昨日の母のあの言い草も、舞はそこに打ち捨てて最初から『なかったもの』にしようとしたのだ。

　だが、電話の向こうの母親と楽しげに話すレレナを、舞は自分と重ね合わせてしまった。電話の向こうで受話器を持つレレナの母親の姿を想像し、それを自分の母の姿とだぶらせて、引き比べてしまった。叩たたき捨てたはずのその記憶が、ゴミ箱から無む理り矢や理り這はい出してきた。真っ黒な、どろどろとしたその記憶は、舞の顔を見つめてにたりと笑い、こう言った。

　──その服、似に合あってますね。

　惨みじめな気持ちが蘇よみがえる。母にかけらほども必要とされていないという事実を見せつけられたときの、いたたまれなくなるような息苦しさは、復活した勢いをそのままに舞の現在の心をも侵しん食しよくしはじめた。

　自分は、ただ母親の代わりを求めているだけではないのか。その日の宿を探す孤こ児じのように、雨あめ風かぜをしのげる場所ならばどこでもよかったのではないだろうか。それがたまたま月つき島しま亮りよう史じという名前の男だっただけで、実際は他のどんな人間であろうとも、自分の寂しさを癒いやしてくれるのならば構わなかったのかもしれない。

　そう。

　誰でも、構わなかったのではないか。それが亮史でなくても、優しくしてくれる相手ならば、自分は誰に対してでも犬ころのように尻尾しつぽを振るのではないか。

　そう思った途と端たん、今までの幸福感が噓うそのように冷さめていった──いや、それらがすべて反転してしまった。それまで美しく輝いていたものが急に色いろ褪あせて見え、美しいと思っていた分だけ、今度はそれが醜みにくく感じられた。今の自分の姿が、亮史に誉ほめられて舞い上がるほどの喜びを感じたこの服が、卑いやしく媚こびを売るための道どう化けの衣装のように思えてきた。

　舞は歯を食いしばったまま、顔を上に向けた。まぶしく照りつける太陽にきつく目を閉じて、その場でくるりと横に回転した。舞の身体からだが元の位置に戻ったときにはもう、彼女の服装は普段のパジャマ姿へと変わっていた。




　　　　◆




　酒が切れた。

　にも関かかわらず、薫かおるは買いに行こうとは思わなかった。いい加か減げん、酒を飲むのにも飽あきてきたからだ。ここ数日というもの、酒とそのツマミ以外口くちにしていないような気がする。今の今まで酒を喰くらっていたのは、ただ単にそこに酒があるからというそれだけの理由だった。

　空からっぽになったグラスに、水割用のミネラルウォーターをどぼどぼと流し込む。さすがにもう手つきが怪あやしくなっていて、グラスからかなりの量の水が溢あふれ、テーブルの表面を浸ひたした。

　と、いきなり身体からだがぐらりと傾いた。

　べしゃん、と音を立ててテーブルに突つっ伏ぷす。頰ほおが濡ぬれる感かん触しよく、それを確かめながら、薫はテーブルにこぼれた水をぴちゃぴちゃとなめる。無む味み無む臭しゆうの液体を啜すするように喉のどに流し込むと、今度は空腹感が襲おそってきた。なにか出で前まえでも取ろうか──そう思ったが、電話をかけることはおろか、まともに立ち上がることすらできそうになかった。それでもどうにか気力を振り絞しぼり、薫はふらふらと立ち上がった。

　よろめきながらキッチンまで這はうように歩いていき、両開きの冷蔵庫の扉を開けた。中は驚くほどのがらがら状態で、置いてある食べ物といえば明太子めんたいことかスルメイカとか、酒と一緒に口に入れる類たぐいのものばかりだった。

　唐とう突とつに怒りが込み上げてきて、薫は力任まかせに冷蔵庫の扉を閉めた。叩たたきつけるようなその勢いに、冷蔵庫全ぜん体たいがぐらりと揺れたような気がした。ふん、と鼻を鳴らして冷蔵庫に背を向け、そのままずるずるという感じにその場にへたり込んだ。

　お腹なかすいた。

　ぐでんぐでんに酔よっ払っていると、自分でもわかる。腹が減へったなら立ち上がってなにか買いに行けばいい、それも痛いほどわかった。しかし、どうしようもなく面めん倒どうくさかった。そもそも今いま外出して、無事に帰ってこられるとは思えない。今度からなにか買い置きの食べ物でも用意しておこう──そうは思うものの、しかし酔いが覚めたらそんな考えなどすぐに忘れ去ってしまうだろう、とも思えてくる。

「……ん？」

　薫は胡乱うろんな声をあげる。買い置き。そういえば、買い置きがあったような気がする。

　空腹感に突き動かされて、薫はほふく前進で目当ての戸と棚だなへと向かった。その様はまさに獲え物ものの匂においを嗅かぎつけた貪どん欲よくなゾンビそのもので、その表情は夢でも見ているかのようにぼやけていた。目当ての戸棚の前にたどり着き、薫はぼんやりしたその顔に笑えみらしきものを浮かべる。

　中にはワンパック三個入り特価三百五十円のコンビーフが入っていた。酒のツマミと大差ない食べ物だが、適当に腹に満ちるものならばなんでもよかった。薫はそれを摑つかみ取り、引きむしるように口を開けて、決してきれいとは言えないキッチンの床に座り込んで素す手でで貪むさぼり食くいはじめた。

　ふと、これは誰が買ってきたものだろうと思った。自分にはその記き憶おくがない。夫はそもそもこの家にすら帰ってこない。一瞬だけ咀そ嚼しやくをやめて考え、すぐにまたもぐもぐと口を動かしはじめる。眉み間けんに深いシワ、思い出した薫かおるの脳のう裏りに浮かんだのは、自分の娘である舞まいの顔だった。

　薫は舞が嫌いだった。あのおどおどとした目つきや、しつこく話しかけてくる声がものすごく鬱うつ陶とうしかった。なによりも、あれのせいで自分がこの家の中に閉じ込められることになったのだと思うと、反へ吐どが出るほどの怒りを感じた。

　視線を巡らせて、薫はキッチンの天井を見つめた。この家の中に、『家庭』などありはしない、と薫は思う。それなのに舞は、あるはずのない『家庭』をここに追い求めていたのだ。それだけならまだいい。薫は他人のやることにいちいち口を出すような暇ひま人じんではないから。だがそれを、よりにもよって自分に求めてくるのだけは我慢できなかった。

　──私は勝手にする。だからあんたも勝手にすればいい。

　それが、薫の基本的な態度だ。だから夫の浮気も黙もく認にんしている。自分も浮気をしているから、夫に文もん句くを言う権利などどこにもない。そして、自分は舞に『家庭』を求めたりはしない。だから舞も、自分に『家庭』を求める権利は持っていない。

　口の中のコンビーフを飲み込み、ふう、と息をついた。

　その舞も、一ヶ月前から顔を見せなくなっている。まあ、異常といえば異常なことだ。一週間くらいならば外泊することはよくあった。いちいち携帯の番号を書いたメモを置いていったのが笑いを誘った。ところが今度に限っては、メモもなにも残っていなかった。普通の親ならば血けつ相そうを変えて探し回るところだろうが、薫には関係なかった。自分は自分で、舞は舞だ。娘がどこでどういう人生を歩もうとも、知ったことではない。

　もう舞はこの家に帰ってこないだろうか。漠ばく然ぜんと、そう思った。

　今までは、この家にはいつも舞の体臭とでもいうべきものがあった。必ずどこかに、自分以外の人間がこの家を使っている痕こん跡せきが残っていた。薫が外から帰ってきてそれらの痕跡を目の当たりにしても、これといった感想を抱くことはなかった。だが、その痕跡がなくなってみると、どこか不自然な空気が家の中に漂っているような気がした。

　慣なれないその匂においに、かすかな戸と惑まどいを感じる。だがそれも、すぐに薄れていくだろう。今感じている違和感は、十五年顔かおを突き合わせてきた娘が、唐とう突とつにいなくなってしまったためだ。長いあいだ触りもしなかった置物をどかせば、そこだけ埃ほこりの積もっていない綺き麗れいな部分が現れる。しかししばらくすれば、そこにもまた埃が降り積もり、周りと見分けがつかなくなってしまうはずだった。

　キッチンの床に座り込みながら、薫はただ、静かに埃が舞い降りる音に聞き入っていた。




　　　　◆




『はい、ツォルドルフにございます』

「…………」

『もしもし？』

「……あの…………」

『──お嬢じよう様、ですか？』

「……うん」

『マリ様にお話でしょうか？　それでしたら申し訳ございません、ただいまマリ様は外出なさっておりまして。あとで折り返し、電話を入れるようお伝えしておきましょうか？』

「ん……いいよ。別に大した用事があったわけじゃないし──」

『……お嬢様──レレナ様。なにか、お悩み事が？』

「…………」

『よろしければ、このマルコめにお話しください。やつがれなぞがお嬢様のお役に立てるとも思いませぬが、それでも、お話しになるだけでも楽になるやもしれません』

「……うん……ごめん……大丈夫。なんでも、ないからさ」

『──レレナ様、もしや、もしや例のツキシマリョウジとかいう男に、なにか辛い仕打ちをお受けなされたのではないでしょうな？』

「は？」

『よろしいですか、レレナ様。あなたは誇り高きツォルドルフの正当なる血けつ脈みやくを受け継ぐ、このバチカンにして最さい貴きなる姫ひめ君ぎみであらせられるのですぞ。あなたに楯たて突つくことはすなわちバチカンに弓ゆみ引ひくも同じこと、ひいてはカトリックすべてを敵に回すことなのだと、そのツキシマリョウジとやらに教えて差し上げなさい。さすればいかにレレナ様のお選びになった男とはいえ、自じ儘ままに振る舞うことはできなくなるはず』

「ちょ、あの、マルコ、そんなんじゃ──」

『それでもわからぬような愚おろか者とあらば──仕方ありますまい。不ふ肖しようこのマルコ・ロレンツォ、バチカンの誇るスイス傭よう兵へい団を率ひきいて地球を半周し、どんな愚か者にでも神の教えが理解できるように教育して差し上げましょう。ですからレレナ様、どうぞご安心召めされい』

「もうっ！　爺じいってば、お母さんあたりの言うことを鵜う吞のみにしてるでしょ!?　私と月つき島しまさんはそんなんじゃないんだから、何度言いえばわかるのよ!!　バカッ！」

『は……？　しかしガゼット大だい司教猊げい下かは、来秋あたりにご長男がお生まれになると……』

「…………電話、切っていい？」

『こ、これは失礼を……しかし、大司教猊下は──』

「だから、おじさんの言うことを真ま面じ目めに受け取らないで！　あの人の言うことは八割方がた受け流してちょうどいいくらいなんだから、爺じいだってそれくらいのこと知ってるでしょ!?」

『なんと、またしても……（くう、まったくあの悪戯いたずら小こ僧ぞう、何度わしを騙だませば気が済むのだ……）』

「くっ」

『ほ、お笑いになりましたな、レレナ様』

「っ、ご、めん。──なんか、爺、性格変かわった？」

『あなた様とお会いできなくなって、久しゅうございますからな。電話越ごしに話す舌も、よく回ろうというもの』

「……あのさ、あの、爺も──」

『言われますな、レレナ様。やつがれめは、常にあなた様の身の上を思っております。いずれ、いずれ再びご家族が揃そろうときには、必ずこのマルコがお世話申もうし上げる所しよ存ぞんでございます』

「……うん。そっか。わかった。楽しみに、してる」

『ほ、ほ──この老ろう骨こつには、なによりのお言葉ですな』

「…………マルコ」

『なんでしょう、お嬢じよう様』

「ありがとう、ね」




　　　　◆




『魂たま食くい』。それが、『それ』の名前だった。

　本当にそういう名前なのかどうかは知らない。というか、本当の名前などあるわけがない、という気がする。猫も犬も人間がそう名づけただけに過ぎず、別に宇宙開かい闢びやく以来四し足そくで歩いてにゃーと鳴くこの動物が『猫』である、と決まっているわけではないのだろうから。

　だからカズマも、先せん人じんに習って『それ』に名前をつけた。それが魂食。名前というより記号と呼ぶに相応ふさわしいその言葉は、文字どおりに『それ』のなすことを表している。

　魂食は、魂たましいを喰くらう。

　経験則そくとして得た知識だ。魂食が懇こん切せつ丁てい寧ねいにそう教えてくれたわけではない。そんな知能は魂食にはありはしない。だがそれでも、魂食と付き合いだしてから数ヶ月ほどで、カズマはその法則を学ぶことができた。運がよかったのだろうと思う。ちょうどカズマが死んだ時期は、社会的にも乱れが現れはじめた年代だったから、魂食が喰らうべき獲え物ものが数多く存在していたのだ。そうでなかったならば、カズマは右も左もわからないまま、苦痛に苛さいなまれて消しよう滅めつしてしまったに違いなかった。ただ、そちらのほうがよかったのかもしれない、という気持ちも、少なからずある。

　魂たましいを喰くらうといっても、魂たま食くいは単独で他の魂を捕ほ食しよくするわけではない。魂食は寄き生せい虫ちゆうなのだ。その生せい態たいを間ま近ぢかからつぶさに観察するうちに、カズマはそういう結論を出した。魂食は、言ってしまえば大きな消化器き官かんなのである。消化器官しか持っていない彼らは、獲物を探す目を、獲物を捕とららえる腕を、獲物を咀そ嚼しやくする歯を持っている他の誰かに寄生しなくては存在できない。ひとりで拠よって立つこともできない、哀あわれな寄生虫。それが、魂食だった。

　そして自分は、その寄生虫にすら劣る存在なのだ。




　人ひと波なに押し流されるようにして、カズマは湯ゆヶが崎さき駅から出た。その顔には徒と労ろうの色が濃い。幽ゆう体たいである彼らには本当の意味での疲れはないのだが、じりじりとした焦しよう燥そうに追われて動き回っていれば、幽ゆう霊れいの本体である精神のほうが先に参ってしまう。カズマは額ひたいに手を当て、自らを追い立てているものに向かって、言い訳がましくつぶやいた。

　──ここには、いなかったよ。墓でも探してみるか

　答えは聞こえない。いつからだろうか、とカズマは思った。言葉すら持たない、明確な意識を持っているのかどうかすら定かではないこの寄生虫に話しかけるようになったのは。

　カズマは首を巡らせて周囲を見回してみた。湯ヶ崎はそれほど大きな町ではないが、さすがに交通の要よう衝しようには数多くの人がいる。流れゆく水のように歩き去っていく人々の中には、自分の存在を認識できるものは誰だれ一人としていない。

　孤独だ、とはっきりと意識したことはない。最初のうちは、空気のように誰にも相手にされなくなったことに戸と惑まどい、寂しがったりもしたが、一年も経たたないうちにすっかり慣れきってしまった。だがそれでも、心のどこかでは話し相手を求めていたような気がする。次し第だいに独り言を言うことが多くなっていき、いつしかそれは魂食へ語りかける言葉へと変わった。

　湯ヶ崎駅の看板の近くに漂い、眼下に流れる人波を見つめながら、カズマは自じ嘲ちようの笑えみを浮かべた。鈍い諦てい念ねんと擦すり切れた自己嫌けん悪おだけが、カズマの中にはある。自分の身体からだに巣す食くう魂食という寄生虫、そんな虫けらでさえも、カズマにとっては貴き重ちような友だった。答えが返ってこなくても、そこに自分の声を聞いてくれるなにかがあるというだけで、カズマの心のどこかにあるはずの孤独感は癒いやされていた。虫けらごときに癒されている自分に対して、吐き気をもよおすような嫌悪を覚えた。

　獲え物ものが見つからなくても、別にいいのではないか。このまま消えるのも悪くないかもしれない。唐とう突とつに、カズマはそう思った。いい加か減げん、存在するのにも疲れ果ててしまった。いや、そもそもあのとき、小こ雨さめの降りしきる夜の踏み切りで、自分の存在は終わっていたはずなのだ。だが、そこで自分は消えることができなかった。それがもう不自然なことだったのだ。

　目の前に道が続いている。疲れ果てているのに、なぜか自分の足は前後に動いてしまう。なにもかも魂食のせいだ。魂食が自分を無む理りに歩かせているのだ。その道は永遠に続いている。疲れて、喉のどが渇かわいて、腹が減へっていて、その先になんの楽しみもありはしないとわかっているのに、それでも自分は魂たま食くいに歩かされる。これが地じ獄ごくでなくてなんだというのだろう。

　もうたくさんだ。カズマは目を細めて、小さくそうつぶやいた。共とも食ぐいに共食いを重ねて続けてきたこの悪あく夢むも、もう終わらせてもいいはずだ。魂食もその獲物も、自分の知ったことではない。そんなに食い物が欲しいのならば、自分で探せば──




　あ。




　──っ、うあ、ああっ、ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!

　叫びながら、がしっと両手で頭を抱かかえ、その二つの手に暴ぼう圧あつ的な力が宿った。十本の指の十本の爪つめが自らの頭に食くい込み、そのうちのいくつかから血が溢あふれてくる。そのまま髪を搔かきむしりたい衝しよう動どうに駆かられる。髪を引き抜き、毛もう根こんを抉えぐり出し、脳みそをほじくりかえして痛みの原因を引きずり出したくなってくる。痛みを起こしているなにかにどす黒い殺意を感じ、それらすべてを理性の全力を持ってしてねじ伏せた。そうしていないと、本当に己おのれの頭をかち割ってしまうだろうという恐怖感があった。幽ゆう霊れいであるカズマにとって、それは本気でやろうと思えばできることなのだ。

　痛みがさらにひどくなった。今までのものが両のこめかみに錐きりを突きたてられるような痛みだとしたら、今度は根元まで刺さったその錐が、大きく円を描きながら頭の中をゆっくりと搔き回しているような気分だった。

　カズマの目が裂さけんばかりに開き、無数の血管が走った目玉がぐるりと裏うら返がえる。その口がだらしなく半はん開びらきになり、舌が苦痛から逃れるように飛び出した。その両方から、涙が、涎よだれが、だらだらと湧わくように溢れてくる。それを止めようにも術すべがない、そもそもそんな余よ裕ゆうなどどこにもない。今のカズマにできるのはただひとつ、その場で丸くなって痛みが過ぎ去るのを待つだけだ。

　痛みが一瞬だけ弱まり、次の瞬間にはさらに強い痛みが襲おそってくる。間かん断だんなく緩かん急きゆうをつけて激げき痛つうが頭に走る。決してこちらが痛みに対して耐たい性せいをつけないよう、千せん差さ万ばん別べつに彩いろどりをつけて拷ごう問もんを加える。虫に過ぎない知能を持っていたとしても、少なくとも学習能力だけは魂食は持っている。カズマの目が、今度は固く閉ざされた。歯を食いしばる。頭を抱えていた両手にさらなる力がかかる。全身を石のように硬くして、いや、本当に石になってしまえばいいとすらカズマは思った。石は痛みを感じることがない。この痛みから逃れるためならば、永遠に路ろ傍ぼうに転がるだけの石ころになってしまっても構いはしなかった。

　段々と、段々と、それと気づかないほどゆっくりと、痛みが引いていく。かと思えばいきなり元のレベルの激痛に戻り、カズマはそのたびに涎を撒まき散らしながら悲鳴をあげた。主あるじの理由なき暴力に怯おびえる子犬のように、カズマは痛みを感じなくなってからしばらくしても、身体からだを丸めて恐怖に震えていた。先ほどのようなシニカルな自じ嘲ちようを覚える余よ裕ゆうなど、逆さにしても出てこなかった。錐きりで搔かき回された頭の中に、二つの感情が渦うずを巻く。それは、絶望と、そしてどうしようもない恐怖だ。

　飢き餓が衝しよう動どう。カズマはそう呼んでいる。空腹感ではない。『飢餓』しているのはあくまでも魂たま食くいであり、その魂食が自分に『衝動』を与えるのだ。

　自分は魂食の奴ど隷れいだ。痛みの涙に頰ほおを濡ぬらしながら、カズマはそう思った。魂食は鞭むちを持っている。自分がいつまで経たっても獲え物ものを捕まえられないと、魂食はその鞭を振るって自分を痛めつける。自分にできることといえば、鞭が振るわれないことを祈りながら、魂食の餌食えじきになる幽ゆう霊れいを探すことだけだ。

　自分の身体がいつの間にか地面にめり込むようにして倒れ伏していることに、カズマはようやく気づいた。顔を上げ、力なく頭を振る。自分がこんなにも苦しんでいるというのに、周りの人間はそ知らぬ顔で往おう来らいを行き来している。そのことが、いくら仕方のないことだとはいえ、カズマには腹立たしく思えた。

　つい先ほどまでは湯ゆヶが崎さき駅の中ちゆう空くうに浮かんでいたはずなのに、激げき痛つうによって暴れ回ったせいかこんなところまで落ちてしまったのだろう。いつまでもぐずぐずしてはいられない、一いつ刻こくも早く次の獲物を見つけ出さなくてはならない。もうカズマの頭の中には、『消えよう』などという言葉は浮かんでこなかった。自分が消えてしまえば、自分に巣す食くう魂食もまた道みち連づれになる。もしそんなことになれば、魂食は全力を持って阻止しようとするだろう──そう、『飢餓衝動』の全力を尽くして。

　自分の想像に自分で恐怖した。浅い呼吸を繰り返しながら、カズマは立ち上がる。血がこびりついた手で、自分の身体を抱きすくめた。まだ震えは収まらなかった。歯の根が嚙かみ合わない。そんな自分が、物もの悲がなしいほどに情なさけなかった。

　ふと、視線を感じた。なんとはなしに、カズマは焦点の合わない瞳をそちらへと向ける。

　少女がいた。カズマのことをじっと見つめて──いや、そんなわけはない。カズマの姿は普通の人間には見えない。ごく稀まれにそういう能力を持った人間もいるにはいるが、意思の疎そ通つうを図ることはまず無む理りだ。そういった人々ほど、自ら幽霊から遠ざかろうとするのだから。

　カズマは少女から視線をそらした。と、なにかが頭の中にひっかかっていることにカズマは気づく。なんだろう。うまく考えをまとめることができない。痛みの余よ韻いんはすでに引きつつあるが、激げき痛つうに対する恐怖は色いろ濃こく残っている。その影えい響きようで思し考こう能力が極きよく端たんに落ちてしまっている。カズマはゆっくりと深しん呼吸をして、ひとつずつ頭の中の麻ま痺ひした部分を解ときほぐしていった。

　違い和わ感かんの原因はすぐに見つかった。

　今度はやや正気に戻り、そして幾いく分ぶんかの驚きの混じった目で、カズマは再び少女のほうを見た。まだいる。面めん食くらったような顔をしている。もしかしたらたった今暴あばれ回ったところを見られたのかもしれない、そんな思いがカズマの頭をかすめた。

　少女は、変わらずにそこにいる。

　パジャマ姿で。

　こんな、町のど真ん中で？

　カズマは少女のほうに向き直った。今度は、明確に少女が驚く気配が伝わってきた。無重力の中で身をひねり、向きたい方向を向く。その挙きよ動どうに、少女は明らかに驚いていた。

　ということは、『見える』ということだ。

　ということは、つまり──

　少女が近づいてくる。空中を滑りながら移動し、カズマに近づくにつれその速度が段々と落ちていく。カズマは微び動どうだにしない。ただ近寄ってくる少女の顔を、真剣なまなざしでじっと見つめるだけだ。

　手を伸ばしてようやく触れることのできるくらいの距離で、少女はぴたりと止まった。探るような目つきでカズマのことを眺ながめ回してくる。近くから見てみると、まだ子供といってもいいような年ねん齢れいの少女であることがわかった。全体を見ればようやく高校に上がったばかりくらいの年齢に見えるが、まだ稚ち気きの残る瞳が容よう姿しよりもずっと彼女の印象を幼くしていた。

　少女が、痺しびれを切らしたように口を開いた。

　──あの……
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　それきり、なにも言わなくなる。しきりにまばたきをして、カズマのことをじっと見ている。カズマはしばらく考えたあと、いきなり切り出した。

　──幽ゆう霊れい？

　──う、うん

　他人と話をするのは久しぶりだった。戸と惑まどっているような少女の声に、カズマはふと顔を和なごませた。

　──あの、その──あ、あたし、雪ゆき村むら舞まいっていうの。あなたは？

　──カズマ

　ふう、と息をついた。なぜそんなことをしたのか、自分でもわからなかった。久しぶりの他人との会話に、心のどこかが安あん堵どしているのかもしれない。砂漠の中で湧わき水を見つけたときのような、そんな安心感があるのかもしれない。あるいは──

　──久しぶりだ

　カズマはそう言って、微笑を深くした。その顔に少女が目をぱちくりさせる。

　──同類に会ったのは。本当に久しぶりだ。本当に、何年ぶりだろう。なあ、雪村さん──ああ、舞と呼んでいいかな？

　──え？　あっ、どうぞどうぞ

　──そうか。俺のことはカズマと呼んでくれていい

　舞はただ、こくこくと頷うなずいた。その瞳にはどこか、期待するような輝きが映っている。その期待に応こたえるかのように、カズマは微笑ほほえみながら手を差し出した。

　──舞、よければお前のことを、いろいろと聞かせてくれないか。他の誰かと話すのも久しぶりなんだ。なんでもいいから、俺と話をしてくれ

　舞はカズマの顔をまじまじと見つめた。真剣なその視線を差し出された手へと移し、それからもう一度カズマの顔を見る。と、いきなり舞は笑った。花のようなその笑えみには、どこか背伸びをして上から見下ろすような印象があった。だが、決して嫌な感じはしなかった。

「おほん」と咳せき払ばらいをしてから、舞はカズマの手を握って上下に振った。

　──いいよ、お話しましょ。でもその前にね、カズマ、あなたあたしより年下でしょ？　だったら『お前』っていうのやめなさい、年上の人を敬うやまいましょうって教わらなかったの？

　と、舞の顔にいきなり真剣な色が浮かんだ。握った手を引き寄せて、もう片方の手でカズマの額ひたいを遠えん慮りよなく触る。カズマの目と頭を交こう互ごに見ながら、舞は心配そうに、

　──ところでさ、今なんか暴れ回ってたみたいだけど、どうしたの？　どこか悪いところでもあるの？　

　カズマは驚いたように眉まゆを上げる。やはり見られていたのか、と思った。それからいきなり弱気な顔を作り、自分で自分の頭に手をやって、ぼそぼそと、

　──まあ、な。死ぬ前に少し偏へん頭ず痛つうを持っていてな、それが今でもたまに起こるんだ。一度発ほつ作さがはじまりだすと、それはもう死にたくなるほど痛い

　舞まいはあからさまに顔をしかめ、

　──あー、なんとなくわかる。あたしもね、毎朝起おきると寝ね癖ぐせがひどいの。生きてたころもひどかったから、やっぱそういうのってずーっと続くのね

　──……あのな、寝癖なんかイメージし直せばすぐに元に戻るだろうが。そんなもんと俺の頭痛を一緒にするんじゃない。半はん端ぱじゃない痛さなんだからな、あれは

　その言葉に、舞は不満そうに頰ほおを膨ふくらませた。

　──だからさ、その口の利き方やめなさいっていうの。あなたまだ小学生でしょ？　あたしのほうがお姉さんなんだから、ちゃんとそれなりのケーイを払いなさい

　偉えらそうなその言い草に、カズマはくっと笑い出してしまった。笑われたことに腹を立て、舞は不ふ機き嫌げんそうに唇くちびるを尖とがらせる。その反応もまた、笑いを誘った。

　自分の笑い声など、もう何十年も聞いていない。そんなことを考えながら、カズマはこめかみに不思議な痛みを感じていた。飢き餓が衝しよう動どうによる激げき痛つうではない、もっとやわらかな、いっそ心地よくさえ思える痛みだった。

　魂たま食くいが、喉のどを鳴らしているのだろうか。

　ようやく餌えさが見つかった、と。
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　いい天気だった。

　モザイクは今の時間帯が一番好きである。なぜ、と言われても困るが、このほどよい暖かさがなんとなく気に入っているのだ。これは自分に限ったことではない、とモザイクは胸を張って言うことができる。毛皮を纏まとう猫にとっては、真昼のかんかん照りの暑さよりも、少しレベルの落ちた午後の日差しのほうがちょうどいいのである。

　そんなわけでモザイクは今、上じよう機き嫌げんに尻尾しつぽを振りたてながら昼寝の場所を探しているところだった。一応モザイクの行き着けとでも言うべき寝ね場所があるにはあるのだが、つい先ほど覗のぞいてみたところ他の猫たちに占せん領りようされてしまっていたのだ。これでもモザイクは湯ゆヶが崎さきのナンバー２である。実力でそいつらを叩たたきだしてもよかったのだが、こんな気持ちのいい昼下がりに、昼寝の場所を取る取らないなどというつまらないことで諍いさかいを起こしたくなかった。気持ちよさそうに眠っていた猫たちの中に、ユキの顔があったということもある。

　塀へいの上をとことこと歩いていく。歩きながら、モザイクはツキのことを考えていた。

　毎回毎回、彼のことを考えるたびに思うのは、妙みようなヒトだ、ということだ。湯ヶ崎では随ずい一いつの実力を誇る──というよりも、ツキはほとんど化け物じみた強さを持っている。一度モザイクは、ツキが保健所の職員を叩き返すところを見たことがあった。

　思い出す。狭い裏うら路地の中で、数匹の猫たちが網あみにかけられて追い詰められていた。ちょうどそのときモザイクはツキとの見回りの真っ最さい中ちゆうで、鳴き喚わめく猫たちの声を聞きつけて、助けるためにやってきたのだ。だが、モザイクはその様よう子すを見てすぐに猫たちを助けることを諦あきらめた。相手はなにしろ人間である。この世界で最強の生物だ。モザイクは諦めと、そして情なさけなくはあるが多分に怯おびえの混じった声で、早く逃げようとツキに話しかけた。そのときにはもう、ツキは動いていた。

　黒い矢。そうとしか、モザイクには見えなかった。目にも止まらなかった。ただ真っ黒で細長いなにかが、ものすごい速度で路地裏うらの狭い通路内ないに荒れ狂っていた。壁に地面に電でん柱ちゆうに、その真っ黒ななにかは反射しながら飛び回り、職員の足を、腕を、猫たちを捕らえた網あみを、そのへんに放置されたゴミ袋ぶくろまでもを、触れるものすべてという感じに切り裂さいていったのだ。ツキが相手を判別して攻撃を加えていたのだということをモザイクが知ったのは、解放された猫たちの中に傷を負っているものが一匹もいないからだった。

　本当に猫なのか、とモザイクは思った。保健所の職員たちもそれは同様だったようで、ツキのことをなにか得え体たいの知れない化け物とでも思ったのだろう、悲鳴をあげて逃げていった。ツキは呆ぼう然ぜんと自身を見つめる猫たちに一いち瞥べつをくれると、モザイクの隣となりにひらりと飛び移った。モザイクは、猫たちと似にたり寄ったりの視線をツキに送ることしかできなかった。そんなモザイクを見てツキはちょっと笑い、それからなんでもないような、本当に普段どおりそのままの口く調ちようで「行くぞ」と言って歩き出した。モザイクは一体目めの前でなにが起こったのかすらわかっていなかった。時間にすればほんの三十秒ほどの出来事だったのだろう。地面の上についた血ち色いろのツキの足あし跡あとを見て、ようやくモザイクはことの重大さを認識したのだった。

　あれこそが、ツキが『生き神様』として湯ゆヶが崎さきで崇あがめられるその理由なのだ。一匹の猫がひとつの町全体をまるまる縄なわ張ばりにしているという異常な事実も、あの黒い矢が跳ね回る光景を見たあとでは充分に納得できるものとなった。しかし──と、モザイクはくすりと笑った。とんだ『生き神様』もいたものだと思う。老ろう練れんとしたその雰ふん囲い気きとは裏うら腹はらに、どこかツキは子供っぽさのようなものも持っていた。モザイクにからかわれるとむきになって反論する、そんなところが、常じよう軌きを逸いつしたあの光景を見たモザイクにとってはなおさら、面白くて仕方がなかった。

　ふと、モザイクはあのときと同じことを思った。本当に、猫なのだろうか。

　一ヶ月前のあの事件のことは、まだ記き憶おくに新しく残っている。要約すればあれはつまり、化け物が女の子をさらって喰くっていた、ということなのだろう。モザイクはたまたまその事件に首を突っ込んだのだが、ツキがいなければ今ごろ自分はとっくに土に還かえっていたに違いない。そしてモザイクは、ツキがどういう形であの事件にケリをつけたのか、詳くわしくは聞いていなかった。いくらボスでもあの化け物は──と、そうは思うものの、現実にツキはぴんぴんして生き延びている。とすると、彼の主人とやらがあの化け物を葬ほうむったのだろうか──

　モザイクは、くあ、とあくびをした。その場に立ち止まり、ぺろぺろと顔を洗う。それ以上考えるのは億おつ劫くうだった。多くの猫と同じように、モザイクは考え事をするのが好きではない。それに、ツキが猫であろうとなかろうと、自分には関係がないという気もする。ツキはツキであり、モザイクのボスであり、たとえ彼が猫でなくても、モザイクが彼に払う敬けい意いには一いつ片ぺんも損そこなわれるところがないのだから。




　散さん々ざん歩き回っても昼寝するのによさそうな場所は見つからなかった。というか、それどころではないような気がする。

　迷った。

「……どこだここは」

　思わず独り言も漏れる。湯ゆヶが崎さきの猫たちの中では古こ参さんに数えられるモザイクだが、いかんせん猫というのは元来狭せまい場所で生きるものである。湯ヶ崎のすべてを把は握あくしているというわけではもちろんないし、ということは知らず知らずのうちにそんな未知の場所へと潜り込んでしまったのだろうか。

　モザイクはぼんやりとした目つきを四方に巡らせた。どこもかしこも、見たことのない景色ばかりだ。それ以上にただひたすら眠い、どこかその辺でぐっすり眠って、夜になってからここらの探たん索さくでもしようか──一瞬だけそんな思いがモザイクの頭をよぎったが、妙みような意地がその思し考こうを遮さえぎった。寝ね場所を探してここまで歩きどおしてきたのに、適当なところで区切りをつけてしまったのでは意味がない。モザイクは転んでもただでは起きない猫である。せっかく知らないところに来たのだ、なにがなんでも良さそうな場所を探し出さなくては。

　塀へいから降り、堂々と道の真ん中を通って角かどを曲がった。昼下がりの住宅街だというのに、人ひと気けがまったくなかった。モザイクはふと不安に駆かられて後ろを振り返る。

　──？

　妙な気分だった。見たことのない町並みだからか、それとも人通りが完全に途と絶だえているためか。いつの間にか、どこか湯ヶ崎と似にて非ひなる魔まき境ようにさまよい込んでしまったのではないか、そんな気分になってくる。モザイクはまた前を向く。相変わらずのがらんとした通りがそこにはある。モザイクは小さく首を振って歩き出した。

　道はまっすぐ続いている。昼下がりの太陽は相変わらずやわらかな日差しを放っていて、その陽光がアスファルトを照りつけるちりちりという音が聞こえそうなほどに、しんと静まり返っていた。モザイクは、ぶるっと身み震ぶるいをした。知らず知らずのうちに、道の両りよう脇わきに並び立つ塀へと身を寄せてしまっていた。心の中が奇き妙みように騒がしかった。

　人ひと影かげがまったくないということを除けば、おかしなところなどどこにもないように思える。野や生せい動物としての感覚がなにか危険を告げているのか──ともモザイクは思ったのだが、前後左右のどこを見回してみても、車の影はおろかエンジン音すら聞こえてこない。周囲の風景だって、そのへんにある町並みと少しも変わっては──

　変わっては──




　──そう。少しも変わってはいない。あのときからこの場所は、なにも、どこも、ひとつも変わっていないのだ。この道路を見ろ。通りでもなんでもないただの路地の分ぶん際ざいで、生なま意い気きにも二車線歩ほ道どう付きでお釣つりが出るほどの幅を持っていやがる。どれもこれも、ここらに住む金持ち連中が頻ひん繁ぱんに車を出し入れしやすいようにとの配はい慮りよからだ。（気をつけなきゃだめだよ、モザイク、このへんいっぱい車が通るんだからね）そうだ、そうだ、そのとおりだ。気をつけなくちゃだめだ。俺ひとりなら車の一台や二台どうということもないのだが、あの子が金魚の糞ふんのように俺にくっついてくるのが困り物だった。俺を追っかけて車に跳ね飛ばされたのではたまらない。──あの子に頼るだけだったはずの俺が、あの子のことを心配するようになったのはいつからだったろうか？　子猫である俺を拾ってくれた恩おん人じんであると同時に、あの子は迂う闊かつに目を離すことができない〝子猫〟でもあったのだ。だから俺は、あの子から決して目を離さないと誓ちかったんだ。きっと俺のほうがあの子よりも先に寿じゆ命みようが来る。だから、せめてそれまでは、俺があの子のことを見守っていてやろうと思ったんだ。あの子は俺がいないと、いつも泣いていたから。俺のほかには、ただのひとりとして味み方かたするものを持っていなかったから。

　なのに──なのに、なのに、なのに、なのに!!　畜ちく生しよう!!　

　誓ったのに！

　決して目を離さないと、見失わないと、誓ったのに!!

　どこだよ!?

　どこにいるんだよっ!!




「──────────」

　モザイクは、我に返った。

　頭を振る。

　モザイクは、ゆっくりとまばたきをした。なんだろう、と思う。誰かが、呼んでいる。声が聞こえるわけではない。自分以外の生き物の気配はどこにもない。だがそれでも、モザイクは「誰かに呼ばれている」と感じた。

　足が勝手に動きだした。ぼんやりとした、夢の中にいるような感覚。その奥の奥の奥に、自分の本当の意識が閉じ込められてしまっている。十字路ろに差しかかると、モザイクの身体からだが大きくしなった。気づいたときにはもう塀へいの上にいて、なんら躊ちゆう躇ちよすることなく、モザイクは目の前のヒノキの木へと飛び移っていた。なんだこれは、俺はなにをしているんだ──奥の奥の奥からモザイクはそうつぶやいたが、身体はそれには従わない。枝から枝へと渡り歩き、慣れきった動作で幹みきを上り、眼前の家の屋根へと飛び移った。そのまま屋根の上を横おう断だんして、ベランダ、ひさしを経由し、逆ぎやく方向の塀へと飛び乗り、そのままの勢いで目の前の道路へと降り立った。

　モザイクの心の中のなにかが、ごとりと動いた。

　家があった。周りの家と比べても、ずいぶん大きな家だった。

　ようやく見つけた。

　誰かがそう言った。それが誰なのか、確かめる気も起こらなかった。また足が勝手に動く──いや、これは自分の意志なのではないか？　どうでもいい、それよりも、早くこの先を見てみたい。その思いに突き動かされて、モザイクはしなやかに動いて塀へいの上に飛び乗り、そのまま庭へと着地する。なにかに吸い込まれるように、モザイクは敷しき詰められた砂利じやりの上を歩いていく。

　その家の門もん扉ぴの脇わきには、『雪ゆき村むら』の表ひよう札さつが掛けられている。




　　　　◆




『接せつ地ち』という技術を教えてもらった。いつも空中にふわふわと浮いている霊ゆう体たいを、普通の人間のように地に足つけさせる方法である。といってもそんなに複雑な手順が必要なわけではなく、聞いてみれば「なんだそんな単純なことか」と呆あきれてしまうような簡単なことだった。

　さっそく覚えたての『接地』を使い、カズマと並んで駅前広場の噴ふん水すいのところに腰掛けながら、舞まいは恩おん知しらずにも、

　──でもまあ、これくらいのことなら実は気づいてたけどね。いやマジで

　カズマは少しむっとして、

　──噓うそつけ。俺が教えたときめちゃくちゃ驚いた顔してたじゃないか

　──あーもー、だから『お前』じゃないっていうのに。お姉さんなのよあたし、そこんとこわかってる？

　──お前のほうがわかってないだろう。ナリこそガキだけどな、もう俺は幽ゆう霊れいになってから何十年と経たってるんだ。年上の人に敬けい語ごを使うというのならば、お前のほうが使うべきなんじゃないのか

　ふと舞は真剣な表情になった。その顔を見て、カズマはやや身を引いて、

　──な、なんだよ

　──うん、まあ、ちょっと聞いていい？　あのね、あたしまだ幽霊になってから一ヶ月しか経ってないんだけど

　──ああ。さっき聞いた

　──こら、口挟はさまないの。でね、それでまだよくわかってないところがあるんだけど、幽霊ってやっぱり、歳とし取とらないのかな？

　カズマは口元を歪ゆがめ、ふん、と鼻で笑った。舞はカズマのその仕し草ぐさに唇くちびるを尖とがらせる。かわいくない、と思う。こういうやけに大人おとなびた仕草がいちいち鼻につくのだ。男の子にしておくのがもったいないほどの綺き麗れいな顔をしているのに、いや、それだからこそ、余よ計けいに生なま意い気きだと思ってしまう。

　──当たり前だろう。俺たちの年ねん齢れいは死んだときのまま固定される──まあ、自分が歳としを取った姿のイメージを行えば別だけどな。それだっていつまでも変わっていられるわけじゃない。基本的には、俺たちはずっとこの姿のままだ

　舞まいはにやりと笑い、

　──たとえばこんな感じ？

　想そう起きする。自分が大人おとなになったら、どんな感じだろうか──きっともっと目め鼻はながくっきりとしてきて、瞳は切れ長、眉まゆ毛げは薄く、唇くちびるは紅べにが差したように赤く、頰ほおのあたりにはさりげない色いろ香かが漂っていて、小さく微笑ほほえんでみれば、ほら、なんともいえない妖よう艶えんな雰ふん囲い気きが──

　いきなりカズマが吹き出した。今までの落ち着いた雰囲気はどこへ行ったのやら、身体からだを『く』の字に折って笑うこと笑うこと、けたけたと大声をあげて笑う彼の様よう子すに、最初舞まいは自分が笑われているとは気がつかなかった。どこかのネジが外はずれでもしたのか、と思った。不ふ審しんの思いに鼻はな白じろむ舞をよそに、カズマはげほげほと咳せき込みながら腹を抱かかえてひたすらに震えている。笑いを我慢しているのかそれとも笑いすぎて腹が痛くなったのか、舞が「こいつ大丈夫か」と心配しかけたとき、再びカズマは顔を上げた。表情をぴくぴくと小こ刻きざみに動かしながら、舞の顔を凝ぎよう視しすること数秒、またもや爆ばく笑しようの渦うずへと戻っていく。指まで差された。今度という今度は、舞も顔を真っ赤にして立ち上がり、地面に笑い転げるカズマの身体をげしげしと蹴けりつけた。幽ゆう体たいと幽体は触れ合えるので、こういうときにはとても便利だと頭の端はしでちらりと思う。

　──なによ！　そんなに笑わなくてもいいじゃない！

　と言いながらも、そんなにおかしかっただろうかと不安にもなってくる。舞は両手で自分の顔をぴしゃりと叩たたき、すぐに元の顔へと戻した。まだカズマは笑っている。ぎりぎりと歯を嚙かみ鳴らして、もう一度踏ふんづけてやろうかと足を上げると、カズマは地面の上を転がって舞から距離を取った。ちっ。

　カズマは立ち上がる。顔はまだ笑っているが、もう身体の制せい御ぎよが利かないほどにおかしいというわけではないのだろう。ぱんぱんとついてもいない服の埃ほこりを払い、舞の顔を見てもう一度くすくすと笑った。

　──いやいや、なかなか綺き麗れいだった。そうか、あれがお前の大人になったときの姿か。よく覚えておこう

　いちいち腹の立つ奴やつである。舞は歯を剝むいて「い～っ！」と威い嚇かくしてから、腹立ちが多分に滲にじんだ声で、

　──まったくもう、せっかくはじめて同類に会えたと思ったら、こんな性格の捻ねじ曲がった奴だったなんて。これじゃツキくんのほうがまだマシよ

　カズマはひょいと肩をすくめ、

　──陰かげ口ぐちは本人に聞こえないように言えよ

　──陰口じゃないもん。悪口だもん

　──悪口は本人に聞こえないように言え

　もはやすべての言葉を失って、舞まいは力なく頭を振った。こいつと話しているとやる気がなくなってくる。決して嫌いではないが、少し苦にが手てなタイプの性格だった。

　と、そこでカズマがふと気づいたような顔になり、

　──ツキ？　誰だ？

　舞は目をぱちくりさせる。すぐに得とく心しんして、思わず「ああ」と声をあげてしまった。そういえば月つき島しま宅のことをほとんどなにも説明していなかった。

　──あー、そのね、ツキくんっていうのは猫で

　カズマはますます不ふ審しんそうに、

　──……猫

　舞は目の前で手をひらひらと振った。

　──や、違う違う、そのね、ツキくんは猫なんだけど普通の猫じゃなくて、まずその前に月つき島しまさんっていう吸血鬼がいるんだけど、その吸血鬼がとても情なさけなくてそのせいでツキくんはいつも怒ってて、多分その腹いせだと思うんだけどツキくんはいっつもあたしに対して意い地じ悪で

　カズマは固く目を閉じて、自分のこめかみを人差し指で押さえた。その仕し草ぐさに舞は心配そうな表情になり、いったん説明を中断して声をかける。

　──大丈夫？　また偏へん頭ず痛つう？

　──違う。なんと言ったらいいか……お前さ、国語の成績悪わるかっただろ？

　いきなりなにを言い出すのかと、舞は眉まゆ根ねを寄せてカズマのことを見る。図ず星ぼしだっただけに若じやつ干かん腹立たしかった。が、当のカズマはそんな舞のことなどまるで気にしていないようで、「まあいい」とため息をついて顔を上げると、いきなり質問を開始した。

　──そのツキというのは、幽ゆう霊れいが見えるのか？

　──うん。話もできるよ。なんでかっていうと、ツキくんは月島さんの

　──余よ計けいなことは言わないでいい。お前まえ説明下べ手たなんだから、俺の聞いたことだけに答えろ

　かなりむっとした。が、『説明が下手』というところには、不ふ承しよう不ぶ承しようながらも同意できるくらいの自覚が舞にはあった。口をへの字に曲げながらも、矢や継つぎ早に繰り出されるカズマの質問に、舞は手て間ま取どりながらも答えていった。

　──ふうん、吸血鬼か。そんなのが本当にいるとはな

　あらかたを説明し終わると、カズマは気のなさそうな口く調ちようでそう言った。腰を抜かして驚くものとばかり思っていた舞まいは、若干拍ひよう子し抜けする。

　──で、お前はその吸血鬼と二人で──じゃないか、二人と一匹で暮らしてるわけだな？

　カズマのその言葉に、舞はここぞとばかりに首を横に振った。質問ばかりされていて、なんだかちっとも自分で説明したという気がしないのだ。またカズマに遮さえぎられる前に、舞は早口に言おうとして、

　──ううん違うの、えーっとね、実は他ほかにももうひとりいて、レレナっていう子が

　舌がぴたりと停止した。

　レレナ。

　口をつぐんで、舞は目を伏せた。自分はなにを吞のん気きにおしゃべりなんかをしているのだろう、と思った。醜みにくい嫉しつ妬とに駆かられてレレナにあんな言葉を投げつけたくせに、あれからまだ二時間も経たっていないくせに、それをすっかり忘れてしまったかのような素そ振ぶりで、カズマを相手に自己紹しよう介かいなんかしている。そんな自分の馬鹿さ加か減げんに、ほとほと愛あい想そうが尽きてくる。

　ただ事ではないと思ったのか、カズマが眉まゆをひそめて言った。

　──どうした？　もうひとりいて、それで？

　──…………

　なにも答えられずに、舞はきゅっと唇くちびるを嚙かんだ。罪ざい悪あく感が、今さらのようにこみ上げてくる。苦にがい自己嫌けん悪おに胸が軋きしみをあげる。

　なによりも辛いのは、あのときレレナが、自分の理り不ふ尽じんな罵ば言ごんに対してまったく抵抗を示さなかったということだった。あのとき、舞がレレナのことを罵ののしったあのときに、なにがしかでもレレナが怒ったような素そ振ぶりを見せてくれれば、舞もこんなに思い悩まなくて済んだのかもしれない。そうすれば、それはよくある喧けん嘩かのひとつに過ぎなかったはずだ。まだ成せい熟じゆくしきらない子供同士の、些さ細さいな諍いさかいのひとつでしかなかったはずだ。

　だが実際には、レレナは傷つけられたような表情をした。それが、舞にとっては耐えられなかった。自分のつまらないやきもちで吐いた言葉に、レレナが傷ついてしまったということが途と方ほうもなく辛かった。レレナはあんなにもいい子なのに。素直で優しくて料理が上じよ手うずな、今までに見たことがないほど気持ちのいい性格の娘なのに。

　レレナはこんな自分のことを、友達だと思ってくれていたのに。

　あたしは、そんなレレナに対して──

　──おい舞、どうしたんだよ？　いきなり黙り込むな気味が悪いだろ

　カズマが、そう声をかけてくれた。そのときに限っては、カズマのその口の利き方も気にはならなかった。舞は顔を上げてカズマを見る。今までとは打って変わったその沈んだ表情に、カズマはわずかにたじろいだ。

　──喧嘩、したんだ。あたし。その子と

　カズマは数すう瞬しゆん考え、

　──その子って……レレナ？

　舞まいはこくんと頷うなずいた。しおらしげなその様よう子すに、カズマは軽い口く調ちようで言った。

　──はっ、案あん外がいお前もかわいいところがあるんだな。友達と喧けん嘩かしたってだけでそんなツラすんのか。見直したよ

　あるいは、そう言って元気づけようとしてくれたのかもしれない。だが、舞はそれに対してなにも言うことができなかった。ただもう一度、あるかなきかの動きで頷いただけだった。カズマの顔から笑えみが消える。首を傾かしげ、カズマは探るような目つきで舞のことを見た。そんなカズマと目を合わせるのを避けて、舞はぼそぼそと言葉を続ける。

　──本当は、喧嘩じゃないの。そんな公平なのじゃない。あたしが一方的に言っただけで、レレナは──レレナは、なにがなんだかわからないって顔してた。当然だと思う。だって、レレナは悪いことなにもしてないもの。あたしが、あたしが勝手に、その──ひどいこと言っただけだもの

　レレナにあんな言葉を投げかけた本当の理由を、舞は言う気にはなれなかった。自分の醜みにくい嫉しつ妬とのことなど、他の誰にも知られたくはなかったからだ。

　カズマも、別べつ段だん喧嘩の理由までは追及してはこなかった。腕を組んで立ち尽くし、なにかを思し案あんするように中ちゆう空くうをにらんでいる。外見に似に合あわず、その格かつ好こうは非常に大人おとなびていて、舞はカズマが何十年も幽ゆう霊れいを続けていると言ったのは本当なのだと理解した。

　──つまり、こういうことか？

　ややあって、カズマが言った。

　──たまたま虫むしの居い所どころが悪かったお前が、そのレレナとかいう娘に八やつ当あたりをぶつけてしまった。ところがその娘は──まあ、俺は見たわけじゃないから知らないんだが、多分すごく気が弱かったり生き真ま面じ目めだったり、そんな性格なんじゃないのか？　で、そんな性格なもんだから、いきなりのお前の悪口に即そく座ざに対応することができなくて、しどろもどろになってしまったと。大体こんな感じか？

　舞は驚いて目を見張った。まるで見てきたような口くち振ぶりである。そんな舞の驚きを察してか、カズマは口元に薄い笑いを浮かべて言った。

　──まあ、お前に比べりゃ長生きしてるからな。そのへんの機き微びは、なんとなくわかるんだよ

　──…………

　若干の尊敬のこもったまなざしで、舞はカズマのことをまじまじと見た。カズマは照れたように、舞の視線から顔を背そむける。組んでいた腕を解とき、そのまま上に向けてぐいぐいと背伸びをしはじめた。舞がなにをしているのかと怪け訝げんに思いかけたところで、カズマはいきなり切り出した。

　──謝れ

　刃は物ものでも突きつけられたかのように、舞まいは顔を強こわ張ばらせた。

　──聞いた限りじゃお前も後こう悔かいしているらしい。謝っとけ。で、許してもらえ。なに別に大したことじゃない、ちょいと頭下げて変なこと言ってごめんなさいと、それだけ言えばいいんだよ

　そう言いながらも、カズマは背伸びを続けている。そのまま柔じゆう軟なん体操を始めそうな勢いだった。そんな吞のん気きな動きをしながら言われたものだから、舞もカズマの言うとおり、さっきのレレナとの諍いさかいが「別に大したことじゃない」ように思えてきた。だがそれでも、舞は気弱そうに視線を落とし、消え入りそうな小さな声で、

　──でも、許してくれるかな……

　カズマは腕を下に降ろし、今度は指をぽきぽきと鳴らしながら言った。

　──あのなあ、そんなに難しく考えるなよ。そりゃ向こうだっていきなり罵ののしられて腹が立ってるかもしれないが、別にそれほど深刻に傷ついてるわけじゃないだろ。たかだか八つ当たりなんだし。素直に謝れば、許してくれるよ

　そこまで背中を押してくれてるというのに、舞はまだ決心がつかなかった。普段は細かいことなどひとつも気にしませんという顔をしているのだが、ふとしたところでレレナよりも臆おく病びようだったりする。そんな自分のことが情なさけない一方で、舞はあることを思いついた。顔を上げ、期待に満ちた目つきでカズマを見つめ、

　──カズマ──一緒に、来てくれない？

　カズマの指のぽきぽきが止まった。

　──やっぱりさ、ひとりじゃ心細いし……それに、どうせなんだから、謝るついでにカズマのこと、レレナにも紹介したいの。喧けん嘩かのあとって仲直りしても口を利くのが結けつ構こう気まずいから、カズマがいてくれれば、少しは気まずさも楽になると思うんだ

　──へえ、俺をダシにして仲直りする気か

　その言葉に刺とげは混じっていなかった。ただ揶や揄ゆするような響ひびきのその声に、それでも舞は必死になってかぶりを振った。

　──違うって！　そんなんじゃなくて、そりゃそれも少しはあるんだけど、だからね、カズマもさ、うちにおいでよ

　今度こそ、カズマは全身で驚きを表した。

　──なっ、お前、なに言ってんだ？　なんで俺が──

　──だってカズマ、別に他に行くところないんでしょ？　放ほう浪ろう幽ゆう霊れいさんなんでしょ？　さっきそう言ってたよね。だから、あたしたちと一緒にいよう。月つき島しまさんいい人だから、頼めば絶対に住まわせてくれるから。それに、あたしも──

　そこで舞は、少しだけ顔を赤くして、

　──せっかく幽霊の友達ができたのに、すぐいなくなっちゃうんじゃ寂しいもん

　カズマは、ずいぶん長いこと舞まいの目を見つめていた。その強い視線に、しかし舞は目をそらそうとはしなかった。まっすぐにカズマのことを見つめ返した。

　やがてカズマは、ふと目を細めて答えた。

　──いや、やめておくよ

　なんで、と舞が尋たずねる前に、カズマは早口に続けた。

　──だがまあ、魅み力りよく的な誘いではあるな。俺もそろそろ、ひとりきりでいるのが寂しくなってきたころだ。別にお前の家に住み着いてやってもいいが──なんにしろ、まだ会ったばかりだしな。しばらくはこの駅で寝ね泊とまりして、このへんの地理をいろいろ調べてから決めることにするよ

　にい、と歯を見せて笑い、

　──ま、そんなことよりもお前が今いま心配すべきなのは、レレナとの仲直りの件だろ？　ほら早く行け、この手の喧けん嘩かはな、時間が経たてば経つほど話しかけにくくなるぞ

　舞は不満そうに唇くちびるを尖とがらせた。なんだかはぐらかされているような、答えを先に引き伸ばしにされているような気がした。だがそれでも、カズマはきっぱりと舞の誘いを断っているわけではない。とりあえずはそれでいいか、と舞は譲じよう歩ほ的に納なつ得とくした。

『接せつ地ち』を解かい除じよして、舞は浮かび上がる。カズマに向かって、小さな声で、

　──じゃあ、またね

　──ああ。またな

　背を向けて、舞は空中を滑りはじめる。そうしながら、どことない安心感を覚えていた。亮りよう史じと一緒にいるときとはまた違う、高こう揚ようでも恋れん慕ぼでもない不ふ思し議ぎな安らぎ。恐らくは胸に残ったその安らぎが、舞の顔を後ろに振り返らせた。

　カズマは笑っていた。まだ幼くも見えるその顔に、小こ憎にくらしい笑えみを浮かべ、振り返った舞を見て手を振っていた。それを見て、なぜか涙がこみ上げてきそうになった。舞は胸を押さえ、目を軽く閉じる。それでもまだ、涙の衝しよう動どうは収まらなかった。目をつぶっていても、自分に向かって手を振っているカズマの姿が見えるような気がした。舞はまぶたの裏側のカズマに対して、ぺこりとお辞じ儀ぎをした。

　腰を折ったまま、舞はそっと目を開けた。涙の気配は、噓うそのように立ち消えてしまっている。舞は顔を上げるのと同時に前を向き、再び飛びはじめた。

　ありがとう。小さな声で、舞はそうつぶやいていた。




　　　　◆




　いつの間にか、眠っていたらしい。

　薫かおるは物もの憂うげに目を開けて、半身を起こした。口元の周りが涎よだれで汚れている感かん触しよくがする。眉まゆをひそめて口元をぐいと拭ぬぐい、そのままの姿勢で停止した。しまった、と思う。袖そでに口くち紅べにがついてしまった。恐る恐る袖を引き剝はがして見てみると、しかしそこには涎よだれの染しみ以外にはなにもなかった。そういえば、ここのところ外出する機会がなかったものだから、しばらく化け粧しようをしていない。

　椅い子すの上で、薫かおるは大きなあくびをした。背もたれに身体からだを預けて、ぐっと背せ筋すじを伸ばす。ごきごきという音が、背中から聞こえてきた。どことなく腑ふ抜ぬけた表情で、薫はぼんやりと天井を見み遣やった。うたた寝のあとの明めい瞭りような空白が、薫の頭を埋めつくしている。薫はしばらくのあいだ、その空白を楽しんだ。

　ややあって、不ふ意いに薫がもとの体勢に戻った。そこでようやく、彼女はテーブルの上の光景に気づいた。

　酒のツマミが散乱している。笹ささかまぼこである。一体どこにしまってあったものか、確か冷蔵庫には置いてなかった気がするのだが、あたりに漂う濃のう厚こうな酒しゆ気きは薫の記き憶おくまでをもあいまいにしているようだ。が、問題なのはそんなことではない。それ自体は、眠りに就つく前となんら変わらぬ光景なのだ。

　問題なのは、その笹かまぼこを、見知らぬ猫が貪むさぼり食くっているというところにある。

　ぱちぱちと薫はまばたきをした。まさかそれに気づいたわけでもないのだろうが、顔を横にして笹かまぼこを嚙かみ千ち切ぎっていた猫が、薫へと視線を向けた。ほんの数秒、猫は薫と見つめあい、すぐに興味をなくしたようにまた食事へと戻っていく。

　──やだ、どっから入ってきたのかしら。

　うまそうに笹かまぼこを食らう猫をぼんやり見ながら、薫はそう思った。椅い子すの肘ひじ掛かけに手をついて、だらりとした動きで立ち上がる。猫は相変わらず、薫のことなど目につかぬかのように食事を続けている。なんとなく腹が立ち、薫はどたどたと足音を立てて居間の中を横切った。それでも猫はなんの反応も示さない。人に慣れているのかそれともよほど肝きもが据すわっているのか、あまりに堂々としたその態度に、薫は追い出そうという気も起こらなくなっていた。

　玄関に出て、猫の侵入経けい路ろを確かめた。玄関扉とびらは、当然のことながら開いていない。しかし、下げ駄た箱ばこの上にある小こ窓まどが、ちょうど猫ねこ一匹分ぶん通れるくらいに開いていた。恐らくは換気のために付いているのであろうその窓は、とてもではないが人間が通れる大きさではない。だからこそ鍵かぎがかかっていなかったのだろうが──しかし、と薫は首を傾かしげた。しかしだからといって、通りすがりの猫がこの窓を開けて、見も知らない家の中に入ってきたりするだろうか？

　窓を閉めようとして手を伸ばしかけ、やっぱりやめることにした。今でこそ我わが物もの顔がおに振る舞っているが、なにかのきっかけであの猫はここから逃げ出そうとするかもしれない。そのときになって出口がふさがれていたら、どれだけ暴れてこの家の中を荒らし回るか、わかったものではない。

　居間に戻ると、テーブルの上で猫があられもない姿をさらしていた。食事が終わって毛づくろいをしている最さい中ちゆうだったのだろうか、大おお股またを広げて腹の毛をぺろぺろとなめている。その毛並みは一部の隙すきもないまだら色で、薫かおるはわずかに見み惚ほれるような気分になって猫のことを見つめた。

　そのまだら色を見るうちに、ふと、薫の頭の中で動くものがあった。居間を横切り、また椅い子すに腰を落ち着けて、間ま近ぢかからまだら色にじっと見入る。なんだろう。思い出せない。最近気になるブランドの中で、こういう柄がらの服でもあったのだろうか。いや違う、そんなことじゃない、もっと身近な、家の中のことだ。なにか──そう──舞まいに関係することのような。

　即そく座ざに薫はそれ以上思おもい出そうとするのをやめた。舞のことなど、考えるだけでも不ふ愉ゆ快かいだった。労力を使って思い出そうとするのが、馬鹿らしくなってきたということもある。思い出せないのならば、しょせんそれほど重要なことではなかったということだ。

　猫は毛づくろいを終えると、自分のことを見つめる薫の瞳を見返した。じっと凝ぎよう視しするようなその視線は、なんの感情も映さないだけにかえってどんな色の視線よりも強く感じられた。と、そのままいきなり大あくびをする。ふっと薫は小さく笑い、猫から視線をそらした。

　猫が伸びをしたらしい気配が、視し界かいの隅すみから伝わってきた。それとなく様よう子すを窺うかがっていると、猫はふわりと飛び上がって薫の隣となりの椅い子すに着地した。そのまま座り込み、うつらうつらという感じに目を閉じる。

　しばらくしてから、薫は隣へと手を伸ばしてみた。猫の耳がそれを察さつ知ちしたかのようにぴくりと動いたが、別に逃げ出すような素そ振ぶりは見せなかった。その目はまだ閉じられたままである。

　薫の細い指が、そっと、猫の額ひたいに触れる。

　他の生き物に触れるのは、久しぶりのことだった。指先にやわらかな毛の感かん触しよくを確かめながら、薫は静かに目を閉じた。




　　　　◆




　今け朝さの予告どおり、夕食は豪ごう華かなものだった。レレナ得意のイタリア料理の歴れき々れきとショッピングセンターで売られている出来合い寿ず司しの数々、それにどこで見み繕つくろってきたのかこれまた出来合いのローストチキンまでもが食卓の上に並べられている。当初の舞まいの希望であるケーキもきちんと買ってきているらしい。レレナは最初、一晩の夕食にこんなにお金を使っていいものかと渋い顔をしていたのだが、それでも亮りよう史じが舞のためだと説き伏せてようやく納なつ得とくしてもらったのだ。

　が、はみださんばかりにテーブルを埋め尽くした料理の山に、さすがにこれはやり過ぎたかと当の亮史も少しだけ後こう悔かいしていた。しかもレレナの話によれば総額にして二万円をくだらないらしい。なんとも頭の痛いことであるが、しかしまあ、吸血鬼の腸にとっては食料の新しん鮮せん度どなど関係ないのだから、明日にでも明後日あさつてにでも長いスパンで食べていけばいいだけの話ではある。

　と、ここまで亮りよう史じが腹を決めているのに、肝かん心じんの舞まいがいつまで経たっても帰ってこない。

　亮史は腕を組んでソファにもたれかかった。ちらりと視線を巡らせて、壁の時計を見る。六時半。料理が配はい膳ぜんされてから、もう三十分以上を過ぎたことになる。ローストチキンはまだいいとして、しょせんはパック詰めに過ぎない寿司などは、そろそろシャリがかぴかぴになってくる頃ころ合あいだ。

　時計から食卓へと視線を移す振りをして、その途上にあるレレナの顔を盗み見る。こちらもかなりおかしい。先ほどから膝ひざの上に固く手を組んで、石せき像ぞうのようにじっと自分の拳こぶしを見つめている。レレナはわかりやすい娘であり、そのわかりやすい表情は亮史の目に「思いつめています」と言っているように見えた。

　ふう、とため息をつく。今まで触れるのを避けていた。そのあいだに舞が帰ってくればなにも問題はない、と考えていた。甘かった、と言わざるを得ない。そろそろ決着をつけなくては、バイトの時間は刻こく一いつ刻こくと迫っているのだ。

「レレナくん」

　レレナの肩がぴくりと震える。が、それでも彼女は自分の拳から目を離そうとしない。構わずに亮史は続けた。

「舞くんと、なにかあったの？」

　電流を流されてもここまで激げき烈れつな反応はなかっただろう。レレナは跳ねるように強こわ張ばった顔を上げ、いつも以上に気弱そうな瞳で亮史の顔を見つめた。

「あの──」

　かすれた声が言葉になる前に、レレナはしおしおという感じに再び顔を伏せてしまった。亮史は小さく鼻から息を抜いて、組んでいた両腕をだらりと解といた。無む理り矢や理り聞き出すべきではない、と思った。根こん気き強く待っていれば、そのうち話してくれるだろう。そのくらいの信頼は、得ているはずだった。

　やがてレレナはうつむいたまま、半分泣ないているような声で言った。

「……考えてるんです、さっきから、ずっと」

「……なにを？」

　小さく息を吸う音、

「きっと、私がなにか気に障さわることを言ったんだと思います。だから舞さん、あんなに怒ったんです。だから、あのとき私が言ったことを必死で思い出しているんですけど──」

　そこで声が途と切ぎれる。いまいち話が見えなかったが、しかしおぼろげにわかるような気がした。つまり、

「──喧けん嘩かしたの？」

　レレナは目だけで亮りよう史じを見る。その目には戸と惑まどいが色いろ濃こく浮かんでいた。

「……喧けん嘩か……なのかどうか、自分でもよくわからないんです。舞まいさんの格かつ好こうが、いつもと違ってました。普段のパジャマ姿じゃなくて、シャツにカーディガンを羽は織おってて──すごくお洒落しやれで綺き麗れいだと思ったんです。だから私、舞さんにそう言いました。すごくよく似に合あってるって」

　でも──と、レレナは続けた。

「でも、そう言った途と端たん、いきなり舞さんが怒りだしたんです。私なんかにそんなこと言われる筋すじ合あいないって、でしゃばりなのもいい加か減げんにしろって」

　すん、と鼻を啜すする音が聞こえた。顔を下に向けているのでわからないが、泣いているのかもしれない。亮史はなにやら居い心ごこ地ちが悪くなり、ソファの上に座り直した。それがよくなかった。気まずそうな亮史のその反応が、居間の中に漂いはじめた『泣き』の空気をいっそう濃いものにしてしまった。レレナはいよいよ涙の気配が滲にじみはじめた声で、さらに言葉を重ねる。

「私、なにがなんだかわからなくて──だって、いきなりそんなこと言われるなんて思ってなかったし、舞さんの怒った顔がすごく恐くて、なにも言えずに黙り込んでたら、舞さん、私に背を向けて、どっか行っちゃって、それきり──」

　膝ひざの上に組んだ両手が、小こ刻きざみに震えはじめる。レレナは基本的に泣き虫である。自分でもそのことを自覚しているのか、普段から泣くまい泣くまいと努めてはいるようだが、しかしいったん勢いがついてしまった『泣き』の衝しよう動どうをこらえきることまではできなかったようで、ぽたぽたと涙が膝ひざの上にこぼれ落ちる音がしんと静まり返った月つき島しま宅居い間まに響ひびいた。

「わっ──わたし、なに、っ、か、わるいこといって、それでまいさん、きっと、おこって、かえって、こなっ」

　変なこと聞かなきゃよかった、と亮史は絶望的に思った。レレナの顔が暗かったのはなにもこの夕食の席が始まってからのことではなく、亮史が早めに起きだしてきたそのときからすでに死人の如ごとき顔色をしていたのだ。それでなくても真ま面じ目めな性格のレレナのことだ。舞との諍いさかいに、自分なりに必死に思い悩んでいたのだろう。悩んで悩んで重ねて悩んで、風船のように膨ふくれ上がったその苦悩を、亮史の無ぶ遠えん慮りよな一言が突き破ってしまったのだ。直接的に亮史が悪いわけではないのだが、なんだか自分がレレナを泣かせてしまったようで、亮史は困り果ててただただレレナの泣き顔を眺ながめることしかできなかった。

　一方で、舞に対する憤いきどおりに似にた感情も、亮史の心の中に芽め生ばえはじめていた。

　怒りというよりも不満に近かった。レレナは「自分がなにか舞の気に障さわることを言ったから」舞が怒っているのだと思い込んでいるようだが、どうしても亮史にはそうは思えない。聞いた限りではレレナは舞の神経を刺激するようなことはなにひとつしていないのだし、仮に気に障ることを言ったのだとしても、相手はレレナなのである。悪意などあろうはずもない。一ヶ月以上もレレナと肩を並べて生活してきた舞が、そのことをわかっていないわけはないのだ。それなのになぜそこまで怒る必要があるのか。

　レレナはまだぐしゅぐしゅやっている。亮りよう史じは弱りきった顔で、ソファの背もたれから身を起こした。一ヶ月のあいだ少女二人とひとつ屋根の下に暮らしてきて、たいがいのことには慣れてきた亮史であるが、泣かれることだけはどうしても苦にが手てだった。亮史は弱りきった顔で口を開き、どうにか絞しぼり出した慰なぐさめの言葉らしきものを言おうとして──

　こんこん。

　レレナの頰ほおを伝う涙までもが止まったような気がした。亮史は目をぱちくりさせて居間のドアを見る。百年以上も月つき島しま宅の居間を守り抜いてきた無表情なそのドアの周りに、どことない緊きん張ちようの空気が漂っているように見えた。

　しばらく間を置いてから、レレナが恐る恐るドアを振り返った。ほとんど同時に、そのドアの中ほどから、舞まいの顔が半分だけ覗のぞく。ちょうどドアの木もく目めから人間の顔が生はえているような格かつ好こうである。表情が浮かんでいないだけに、見ようによってはかなり不ぶ気き味みだ。

「まっ──」

　裏うら返がえった声で叫び、レレナは席を蹴けるようにして立ち上がった。その勢いに舞は驚き、半分だけしか出ていなかった顔がドアの向こうへぴょこんと引っ込んでしまった。が、レレナは委い細さい構わずにドアへと駆かけより、ドアノブを引きちぎるようにして開け放った。亮史も立ち上がり、レレナの後ろからドアの向こう側を覗のぞき見る。

　舞はめちゃくちゃ気まずそうな顔をしていた。きゅっと拳こぶしを握り締め、ふてくされたように唇くちびるを尖とがらせて顔を背そむけている。が、亮史の目には、それが不ふ機き嫌げんではなく不安の表れであるように映った。舞の大きな瞳が、落ち着きなくちらちらと動いている。

　レレナがどんな顔をしているのか、亮史の位置からでは確認できない。が、それでもうつむいたレレナの茶色の髪が、その心中を表すが如ごとくに揺れているのは見えた。

　レレナが、顔を上げた。と、舞の目も真正面からレレナのことを見み据すえる。居間の空気が、一瞬だけ帯たい電でんでもしたかのように張り詰めたような気がした。

　そして次の瞬間、二人の娘は同時に頭を下げていた。

「ごめんなさいっ！」「ごめんねっ！」

　声までハモった。かくん、と亮史の肩が落ちる。今この場で冷静に物事を考えられるのは、恐らく彼だけであろう。そしてその亮史の客観的な目には、眼前の光景がなんだか異い様ように間の抜けたもののように感じられた。なにしろ手を伸ばせば触ることができるほどの近距離で頭を下げあっているものだから、幽ゆう霊れいである舞の頭がレレナの頭と重なってしまっている。片かた頰ほおを引きつらせて、亮史はその光景を手持ち無ぶ沙さ汰たに見つめた。

　先に頭を上げたのは、舞のほうだった。自分たちの滑こつ稽けいな姿に気づいたのかもしれない。その顔を苦にが々にがしく歪ゆがめて、ぴったり九十度に腰を曲げているレレナのつむじを見つめた。と、舞はその場にしゃがみ込み、下からレレナの顔を覗のぞくように見上げる。

[image: ]

　──ねえレレナ、頭上げてよ。レレナが謝る必要なんてどこにもないんだから

「やっ、でも──」

　レレナがか細い声をあげる。それを制するように、舞まいが言った。

　──ごめんなさい、あんなこと言っちゃって。あたしね……あたし、その、あのとき、なんかいらいらしてたんだ。だから、レレナに八つ当たりしちゃったの

　舞は板張りの床の上に正座するような格かつ好こうで、レレナを見上げていた。亮りよう史じの位置からでは、レレナがどんな顔をしているのかは見えない。

　舞はさらに続けた。

　──でしゃばりなんて、噓うそだからね。そんなこと、これっぽっちも思ってない。なのに、あたし、あのときちょっとヘンになっちゃってて──服、似に合あってるって言ってくれて、本当にありがとう。嬉うれしかったよ、すごく

　その場に立ち尽くしていた亮史は、静かにソファへと座り込んだ。どうやら自分が口を出すべき問題ではないのかもしれない。と、レレナの肩が震えはじめるのが見えた。震えは段々と大きくなっていき、やがてレレナは、舞と同じように床にへたり込んでしまった。ぺたんと両膝ひざを床につけて、ともすれば崩れそうになる上体を両腕で支える。

　レレナが、消え入りそうなほどの小さな声で言った。

「よかった…………よかったあ……」

　なんとなく気まずくなって、亮りよう史じはそんなレレナの後ろ姿から視線をそらした。舞まいはその目に涙をためて、必死にレレナの肩に手を当てて「ごめんね、ごめんね」と言っている。幽ゆう体たいであるために、その手もレレナの肩にめり込んでしまっているが、そんなことに気づく無ぶ粋すいな輩やからは亮史だけのようである。

　無粋ついでに、亮史はまた時計を見た。午後六時四十五分。今からこの家を出れば、どうにかバイトの時間には遅刻せずに済むだろう。しかし──と、亮史は諦あきらめの嘆たん息そくをつく。しかし、この雰ふん囲い気きで「じゃあ僕はこのへんで」などと言い出したら、今度こそつまはじきにされるに違いない。泣き笑いの表情で互いに抱き合う二人の少女を見つめながら、亮史は深ふか々ぶかとソファに身を沈めた。




「舞さん、明日は食べてくださいよ」

　食事が終わると、レレナは不ふ機き嫌げんな顔でそう言った。舞はレレナのすぐ隣となり、今け朝さと同じようにソファの手すりに腰掛けている。仲なか睦むつまじいことこの上ない。だからこそ、レレナもああいうふうにことさらに不機嫌な表情を作ることができるのだろう。

　舞はレレナの肩をぱしぱしと叩たたきながら、

　──やだなーもーわかってるってば。今日は仕方ないじゃん、今朝のあれで力を使い果たしちゃったんだから

「そりゃまあ、そうですけど……でもせっかく作ったのに」

　──だからほら、あたしの代わりに月つき島しまさんががんばってるんじゃないの。感謝しなきゃだめだよ、レレナ

　まったくもってそのとおりだ。スパゲティー二皿とパック寿ず司し一人前、ローストチキン三分の一を平たいらげた亮史は、半はん死し半はん生しようの身体からだでソファの上にぐったりと横たわっている。それもこれも、亮史が料理の大たい半はんを残したまま食事を終えようとするたびにレレナがこの世の終わりのような顔をするからだった。後ご日じつに食べる気でいるのだと弁べん明めいしてみても、「いいです、いいんです。気を遣つかってくださらなくても結けつ構こうです」。どうしろというのか。亮史にできることといえばただ、限界まで食料を喉のどの奥に押し込めることだけだった。レレナには悪あく女じよの資し質しつがあると思う。

　吸血鬼といえども胃い袋ぶくろの大きさは常じよう人じんと変わらない。ズボンのホックなどとうの昔に外はずしてしまった。亮史は膨ふくれた腹回りを押さえながら、こみ上げる吐き気を懸けん命めいに飲み下している。そんな亮史を見て、レレナが申し訳なさそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「ごめんなさい、月島さん。やっぱり多く作り過ぎちゃったみたいで──」

　口を開くとげっぷが出てきそうだったので、亮史は無言のまま首を横に振った。

　しかし実際問題として、このままではバイトに行けるかどうかも怪あやしいものだ。亮史は切れ切れに、レレナにバイト先に遅れる旨むねを連絡をしてもらうように頼んだ。連絡先は、電話台のすぐ側そばに貼はりつけたメモに記してある。

　レレナが小こ走ばしりに居間から出て行くと、舞まいが亮りよう史じの周辺を漂いだした。その姿を目で追う亮史に、舞は呆あきれたように、

　──なに月つき島しまさん、そんなザマなのにまだバイト行く気なの？　いいじゃん今日はサボっちゃいなよ、いつもいつも真ま面じ目めにやってるんだからさ

　亮史はそれにも首を横に振る。実は耳元でさっきから悪あく魔まが同じ提案を囁ささやきつづけているのだが、しかし、その誘いに乗るわけにはどうしてもいかなかった。

　あそこで働くのも──この町にいるのも、あと一ヶ月ほどで終わりなのだから。

　最後の一ヶ月くらいは、きちんと出勤していたかった。

　亮史はもう一度、はっきりとかぶりを振った。舞はからからと笑い、

　──頑がん固こだなあ月島さんは──あ、そうだっ

　いきなり目を輝かせて、亮史のすぐ側そばまで顔を近づけてきた。先ほどまでのしおらしさは一体どこへ行ったのかと問いたくなってくるが、しかしまあ、めそめそされるよりはからかわれたほうが、亮史としても気を使わずに済む。

　舞は確かめるように言った。

　──ね、バイト行くんならさ、途中で湯ゆヶが崎さき駅通とおるよね？

「え？　──ああ、うん」

　──そんじゃさ、紹介したい人がいるんだけど。ほら、あたしがさっき言ったカズマって人

　舞は亮史からすっと身体からだを離し、テーブルの上に腰を落ち着けた。その尻はぴったりと木もく目めのテーブルの上に据すえられている。『接せつ地ち』というらしい。カズマという幽ゆう霊れいに教えてもらった技術らしいのだが、舞のこの明るさは『接地』を使うことができるようになったからではあるまい、と亮史は思う。

　カズマの話をしていたときの舞は、本当に嬉うれしそうな顔をしていた。はじめて友達ができた子供のような顔だった。無む論ろん、亮史やレレナも、舞の『友達』の範はん疇ちゆうに入っているのだろう。だが、幽霊の知り合いができるということは、舞にとって特別な意味を持っているのではないか。触れることができない、元来の種しゆ族ぞくが違う亮史やレレナよりも、同じ幽霊であるカズマという人のほうが気きご心ころが知れるのかもしれない。

　──ね、いいでしょ月島さん？　その子もいく当てがないカワイソーな子なんだ。だからうちで引き取ってあげようよ

「……孤こ児じ院いんじゃないんだから」

　そう苦く笑しようしてみせたものの、亮史としては異い存ぞんなかった。幽霊がまたひとり住み着いたからといって食くい扶ぶ持ちが増えるわけではなし、文もん句くを言うのはツキくらいのものだろう。

「まあ、そのカズマって人の意い向こう次第だね。部屋はいくらでも空あいてるんだし、僕は別に反対する気はないよ」

　亮りよう史じがそう言うと、舞まいは明るい表情になって頷うなずいた。




　　　　◆




　背後霊れいの真ま似ねをしてみる。

　道行く亮史の背中にのしかかり、ひとしきり舞は百ひやく面めん相そうをしていた。お化けのつもりである。が、亮史は後ろを振り向こうともせずにずっと前を向いて歩いている。ひとりでやっていても虚むなしいだけなので、すぐにやめることにした。

『接せつ地ち』の技術は実に使い勝手がよかった。実体化せずとも物体に『憑つく』ことができるのだ。実体化と違うのは、こちらがどういう行動を起こそうとも向こうには影えい響きようしないということで、現に今いま亮史の肩に取りついている舞の手の感かん触しよくも、彼には伝わっていないらしい。

　だがそれでも──と、舞は晴れやかな顔で空を見上げる。亮史と同じ目め線せんの、亮史と同じ速さで流れゆく町の景色は、それまでにはない新鮮な印象を与えてくれた。自らに「歩いている」という自覚がないのに、自分の身体からだは勝手に前に進んでいく。それはまるで誰かが漕こいでいる自転車の後ろに座っているような感覚であり、舞は束つかの間ま、亮史の肩に手を当てたままのんびりと移ろいゆく周囲の光景を眺ながめていた。

　不ふ意いに舞は、亮史に向かって声をかけた。

　──ね、月つき島しまさん

「ん？」

　喉のどの奥だけで亮史はそう返事をした。舞はちらりと彼の後頭部に視線を送り、それからまたすぐに周囲の人ひと波なみへと目を戻した。

　──今度さあ、自転車買かおうよ自転車。それでさ、月島さんがそれ漕いで、あたしが後ろに座るの。そんで、今こん度ど月島さんの服買いに行くとき、その自転車で行こ

　それに対して亮史は、

「……んー」

　舞はまた亮史の頭を見た。なんだかやけにぞんざいな返事である。大体人ひとが話をしているときに振り返りもしないというのはどういう了りよう見けんか。よっぽどそう言ってやろうと思ったが、しかし、実にいい気分なので許してやることにした。我ながら寛かん大だいだと思う。

　その代わり──と、舞はいたずらっぽく笑った。器き用ように空中で後ろを向き、ちょうど亮史と背中合わせの格かつ好こうになる。が、このままでは接地すべき拠より所どころがないので置き去りにされてしまう。舞は腕を伸ばし、自分の頭の後ろで亮史の首を抱くようにして、彼の顎あごに指を引っ掛けた。いきなりのことに驚いたのか、亮史の身体がびくんと跳ねるのが背中越ごしの気配で伝わってくる。くすくすと声を殺して笑いながら、舞は視線を前に向けた。

　──おー、いいねえ。絶ぜつ景けいかな絶景かな

　商店街はすでに暗くなりつつあった。ゆるやかに動いていくその景色を仰あお向むけのだらしない格かつ好こうのままで眺ながめていると、なんだか流れるプールにゆったりと浮かんでいるような、そんな気分になってくる。部ぶ活かつの帰りだろうか、野球のユニフォームに身を固めた小学生の集団が、はしゃぎながら歩いていく。と、その笑声に車の排気音が重なり、そう思った次の瞬間には視し界かいが右に曲がっていた。斜めになった視界の中を、車輪だけで舞まいの全身を覆おおい隠かくせそうなほどの大きなダンプが、ちかちかとウインカーを明めい滅めつさせながらゆっくりと通り過ぎていく。その光景を目を細めて舞は眺め、そのまま細めた目を真ま上うえへと向けた。

　空がある。夜空だった。青空でないのが残念だが、しかしそれでも、漆しつ黒こくの空に浮かぶ純じゆん白ぱくの月はため息が出るほどに綺き麗れいだった。ゆらゆらと足を伸ばしながら、舞は半なかば独り言のようにつぶやいた。

　──月、綺麗だねえ

　また気のない返事が返ってくるかと思ったが、しかし今度はきちんと答えてくれた。

「……ツキ？」

　舞は弾はじかれたように笑った。

　──あははははは、違うよ月つき島しまさん。月。つーき。お空に浮かぶまん丸い月

　亮史が上を向く気配、やがて息とも声ともつかぬ音、

「──ああ」

　今度こそかちんと来た。くるんと反転し、亮史の肩を起点にして倒とう立りつをするような格かつ好こうで彼の前に回り込む。ぎくりと身体からだを強こわ張ばらせて立ち止まった亮史の目の前に、舞は不ふ機き嫌げんそうな顔で立ち尽くした。

　──ちょっと、さっきからなんなの？　気のない返事ばっかり

「…………」

　亮史は困ったように視線をそらした。そんな顔をされたところで舞には許す気などさらさらない。唇くちびるを尖とがらせて腕を組み、おどおどと泳ぐ亮史の目をにらみつけるようにして見上げる。

　──答えなさい

「………………」

　無言のまま、亮史はかすかに首を動かした。その意味をつかみかね、舞は眉み間けんにシワを寄せる。言いたいことがあるならば口で言え、という実にもっともな不満も、そのシワの中には混じっていたに違いない。

　頭痛を鎮しずめるように、亮史は額ひたいを手で押さえ、先ほどよりも幾いく分ぶん大きく首を振った。それでようやく気づいた。舞は視線を巡らせ、亮史が顎あごで示した方向を見る。そこには裏うら路地と思おぼしき道が続いており、訝いぶかしげな顔で舞は亮史に視線を戻し、

　──あそこに行けって？

　亮りよう史じは答えない。首を動かしもしない。ただバツの悪そうな色だけをその顔に残して、その裏うら路地に向けてさっさと歩き出してしまった。まったく意味がわからない。が、それでも殊しゆ勝しようにも、舞は狐きつねにつままれたような顔で亮史の背中を追った。

　表おもて通りからしばらく進んだところで、ようやく亮史は舞まいのことを振り返った。その顔に浮かぶのはすまなそうな表情、しかしそんなもので一度曲まががった舞のヘソはやすやすとは直らない。ことさらに意い地じ悪わるな口く調ちようで、舞は言った。

　──なによこんなとこに連れてきて。エッチなことでもする気？

　あろうことか亮史は「ふっ」と鼻で笑った。実際にはそんなつもりはなかったのだろうが、しかし舞はその笑いを人のことを馬鹿にした笑いだと受け止めた。ただでさえ不ふ機き嫌げんだった顔がますます尖っていき、ついに舞は亮史に対してくるりと背を向けてしまった。それでもこの場から去ろうとしないのが舞という少女である。

　慌あわてたような亮史の声、

「いや、違うんだよ。そんなぞんざいに扱ったつもりはないんだけど、ほら──その、君は幽ゆう霊れいなわけじゃないか。周りの人には見ることができない。だから──」

　──だからあたしのことなんて無む視ししていいやって思ったんだ。ふーん

「ちっ、違う違う違う!!」

　少し溜りゆう飲いんが下がった。舞は亮史に背を向けたまま、にんまりと微笑ほほえむ。それを気取られないように細さい心しんの注意を払いつつ、かくんと頭を下げた。後ろで手を組み、地面に転がる石ころを蹴けりつける真ま似ねをしながら、

　──へー、そうなんだ。月つき島しまさんもあたしのこと、のけ者にするんだ。そっかあ、月島さんも母さんと一緒かあ……

　心のどこかが、ちくりと痛んだ。しかしそれはどうにか我慢できる範囲内ないの痛みだ。暗い過去、悲ひ惨さんな思い出──それらに対たい処しよするもっとも賢かしこい方法は一体なにか。簡単である。笑い話にしてしまえばいいのだ。「自分は昔こんなひどい目に遭あったのだ」という類たぐいの、一種の不幸自じ慢まんにも似にたノリで笑い飛ばしてしまえばいい。それはおまじないであるかもしれない。ひどい目に遭ったのはあくまでも『昔』であり、『今』ではそんなことはまったくないのだという、自分に言い聞かせるための祈りであるかもしれなかった。

　舞は頭を上げる。その頭の中には、昨日の記き憶おくがまざまざと蘇よみがえっていた。産むんじゃなかった。母のその言葉を聞いたときの、身体からだが内側から崩れていくような感覚。それを思い出すのはこの上もなく辛い作業だったが、舞にとってはやらなくてはいけないことでもあった。自分は、もうあんな母の言葉などで一いつ喜き一いち憂ゆうしたりはしないのだ。あたしには、月島さんがいるのだから──

　──そっかあ……月島さんだけは信じてたのになあ……

「ぃっ──」とうめいて、亮史は黙り込んだ。面白かった。背中にありありと後こう悔かいの気配が伝わってきた。そろそろ許す気になり、というかここまで萎い縮しゆくされてはさすがの舞まいも少しかわいそうになって、ちらりと後ろを振り返る。が、亮りよう史じは目が合った途と端たん、さっと顔を伏せてしまった。

「…………あの…………」

　顔を下に向けたまま、亮史がそうつぶやいた。周りの景色が暗く見えるほどに落ち込んでいる。そんな亮史を見て舞はふふんとせせら笑い、しかし頭のどこかに「少しやりすぎたかな」という考えがぽこんと生まれた。ふわりと反転して、幽ゆう霊れいならではの自由な動きで下から亮史のことを覗のぞき込む。

　──それで？　なに？　なんであたしのこと無む視しするの？

　舞はあえて明るく言った。そういうことで、亮史の背中を後あと押おししたつもりだった。『無視』という言葉に亮史は気まずい表情を浮かべ、しかし舞の無む邪じや気きな言い方が功こうを奏そうしたのか、ぽつぽつと話しはじめる。

「──つまり、舞くん。君は幽霊だ。で、他の人には見ることができない」

　──それさっき聞いた

「……だから要するに、君の姿も声も普通の人には感じ取ることができないんだから、僕が君とおおっぴらに喋しやべっていたら、周りの人から『危ない奴やつ』って思われちゃうじゃないか。その、無視なんてするつもりはなかったんだけど、つい周りの目が気になって、それで……」

　口をつぐんでしまう。舞は拍ひよう子し抜ぬけしたような顔で腕を組んだ。なんだそんなことか、と思った。申し訳なさそうにうなだれる亮史の肩を、ぱしぱしと叩たたく。

　──なに月つき島しまさん、相変わらず肝きもっ玉たま小さいねえ。そんなの気にしなきゃいいのに

　とは言うものの、考えてみれば亮史の懸け念ねんは確かに正しい。もし自分が彼の立場でも、周囲の視線を気にせずに幽霊と大声で話すのはどうしたって尻ごみしてしまうだろう。また自分が周りの人間だったと仮定しても、空気さんと元気よくおしゃべりしている人を見たら（実際そういう人を見かけたことはある）、お近づきになるのはちょっと遠えん慮りよしたい。舞は理解と納なつ得とくの笑えみを浮かべようとして、

　──ちょっと待ってよ

　気がついた。

　──じゃあ、今度の買い物はどうするの？　あたしと話できないんじゃ意味ないじゃん

　亮史は目をぱちくりさせてから、「あ」という顔をした。舞は大げさに脱だつ力りよくしたような素そ振ぶりを見せ、

　──なに、月島さんそんなことも思いつかなかったの？　ほら考えて考えて、なにかいい方法考えて

　自分で提案しておいて「方法はお前が考えろ」とは一体どういうことなのか。考えるのは本当は舞の役目であり、亮史がその責めを負う必要などどこにもないのだが、すっかり舞のペースに乗せられた亮りよう史じは顎あごに手を当てて真剣に考えようとしている。舞まいはそれを見てあはっと笑った。普ふ段だん落ち着き払っているくせに、こういうふとしたときに見せる間の抜けたところがかわいいと思う。月島さんのこういうところが、あたしは好きなのだ。

　舞は目を細め、うんうん唸うなって考える亮史の顔を優しく見守った。と、亮史の頭の上で豆まめ電球が点てん灯とうした。「ぴーん」という音が聞こえてきそうな顔になった。なにかいい案を思いついたのだろう。長生きしているだけあって、なかなか知恵の回るところが亮史にはある。

　本当は、今この瞬間に『怪あやしまれずに幽ゆう霊れいと人ひと前まえで喋しやべる方法』を考えなくてもよかったのだ。別に今すぐ買い物に出かけるわけではないのだから、慌あわててその方法を考え出さなくてもよかったのだ。口ではああ言ったものの、それはあくまでも亮史をからかうための方ほう便べんであり、舞としてもそのことはよくわかっていた。だからこのとき亮史が方ほう案あんをひねり出すことができなくても、舞は笑って「じゃあ宿題にします」とでも言っていたことだろう。

　だがしかし、月つき島しま亮史は頭の回転の速い男だった。同時にどこか抜けたところのある男でもあった。彼のよく回る頭はすぐに『人前で幽霊と話す方法』を思いつき、彼の間ま抜ぬけた部分はなんの疑問も持たずに思いついたその方法を口に出してしまった。

　晴れやかな笑顔を舞に向け、至し極ごくあっけらかんとした口く調ちようで、亮史は、

「あ、じゃあさ、レレナくんも一緒に連れて行こう。そうすれば僕が喋ってても、レレナくんと……話してるように…………見え………………」

　一番言ってはいけないこと言った。

　にこにこ笑っていた亮史の顔から段々と表情が消えていき、言おうとしていた言葉は先さき細ぼそりに消しよう滅めつした。まばたきを何回もした。喉のどが上下するのが見えた。混乱している。傍はた目めにもわかる。普段の舞ならすかさずそのことをからかったことだろう。だが、そんな余よ裕ゆうは今の舞の頭の中のどこを探しても出てこなかった。

　顔ががちがちに強こわ張ばっていく。自覚があっても直すことができない。弁べん解かいでもするつもりなのだろう、亮史が口を開きかけた。それを遮さえぎって、舞の口から別人のような声が飛び出した。

　──なに、それ？

　もう一度、亮史が唾つばを飲み込んだ。構わずに舞は続ける。

　──なんで、レレナが、出てくるの？

　視し界かいが赤く染まっていくような気がした。あのときと、レレナが電話しているのを盗み聞きしたときと同じような苦しさが舞の胸を塞ふさいだ。坂を転がり落ちる石ころのように、心の中がどんどん凶きよう暴ぼうになっていく。必死で止めようと思うのに、一度勢いきおいがつきだした感情は理性の声などには耳を貸そうともしない。

　──おかしいでしょ。あたしと月島さんが一緒に行く約束じゃない。それなのに、なんでそこにレレナが出てくるの？　レレナは関係ないでしょ？

　些さ細さいなことだった。

　──月つき島しまさんとレレナが話してるのを、あたしは側そばでぼけっと見てるだけなんだ。月島さんがあたしに話しかけるときは、わざわざレレナに話しかけるフリをするんだ。じゃあさ、あたし最初っからいらないんじゃないかな？　レレナに服選えらんでもらえば？

　くだらないことだった。

　──月島さん、本当はレレナと一緒に買い物行きたいんじゃないの？　だってレレナはかわいいもんね。あたしと違って素直だし、性格もいいし、つまらないヤキモチ焼いて月島さんを困らせたりしないもんね

　それでも、舞まいはどうしても我慢ができなかった。

　──あたしが最初に誘ったのよ。わかってるの、月島さん？　あたしが、最初に、誘ったんだから

　馬鹿みたいに同じ言葉を繰り返した。ぶるぶると身体からだが震えてくる。怒りのためではなかった。もっと別の、もっと大きな、形容し難がたい感情の嵐あらしが身体の中で吹き荒れている。舞は目を伏せた。それ以上亮りよう史じの顔を見ていると、自分でもなにを言い出すのかわからなかったからだ。亮史に背を向けて、逃げ出すようにして、舞は裏うら路地から飛び出した。なにもかもがあのときと同じだった。心の中にあるレレナに対するしこりまでもが復活した──いや、それはもともと消えてなどいなかったのだろう。舞が見ていなかっただけで、実際にはそれは舞のすぐ側にずっと立ち尽くしていたのかもしれない。

　亮史がなにかを叫ぶ声が、遠くから響ひびいた。それを聞いて舞は顔を歪ゆがめる。幽ゆう霊れいと、あたしと話すことなんて、恥ずかしくてできないんじゃなかったのか。そんなことをぐじぐじ考えている自分がワガママなガキのように思えたし、事実そうだろうとも思った。

　レレナのことなど、すっかり忘れ去っていたのに。

　レレナとは、すっかり仲直りしたものと思い込んでいたのに。

　なにも変わってはいなかった。舞の中にはやっぱりレレナに対する嫉しつ妬とがあって、そして亮史がレレナの名を口にしたことで、それはよりいっそう鮮明なものとして舞の頭に刻きざみ込まれてしまった。あたしが誘ったのに。あたしと月島さんのデートなのに。なんであんたが、でしゃばってくるのよ。

　醜みにくい嫉妬。

　自じ嘲ちようも自じ蔑べつも湧わいてこなかった。そこだけが、あのときと違っていた。なりふり構っていられなかった。醜かろうとなんだろうと、そこにだけはレレナに出てきてほしくなかった。他のどんなことでも我慢できる。家族と仲良くしていようと、それを自分に見せつけようと、舞にとってはもう関係のある話ではない。だが、自分と亮史のあいだに割って入ってくることだけは、許すことができなかった。

　あたしには月島さんがいる。

　逆に言えば、あたしにはもう、月島さんしかいないのだ。

　舞まいは顔を歪ゆがめた。ほとんど絶望的なまでの恐きよう怖ふがこみ上げてきた。自分の頭はどうかしてしまったのではないか、と思った。実際にはレレナはなにもしていない。今いま考えたことはすべて自分の頭の中だけの出来事であり、そして自分はその妄もう想そうに対して本気で腹を立て、あろうことかレレナに憎しみまで抱きはじめている。

　自分はもう、ずっとこうなのだろうか。些さ細さいな言葉に過か敏びんに反応して、いつもいつも心を尖とがらせていて、そしていつしか誰も自分に寄りつかなくなってしまうのではないだろうか。

　いつの間にか、舞はぽろぽろと涙をこぼしていた。

　誰かに、助けてほしかった。

　無意識のうちに、舞の幽ゆう体たいは湯ゆヶが崎さき駅へと向かっていた。




　　　　◆




　幽ゆう霊れいになってから十年ほど経たったときのことだ。一体なにがどうしたものか、そのころカズマの周りには獲え物もので溢あふれかえっていた。大たい抵ていは一ヶ月にひとりも見つかれば上じよう出来なほうだし、魂たま食くいの腹もそれで充分満みたされていたのだが、そのころはどうかすると獲物を見ない日はないというほどに多くの幽霊を見かけるようになったのだ。

　とりあえず、片かたっ端ぱしから喰くい尽くした。

　まともな精神構こう造ぞうを持っている幽霊は、ひとりとしていなかった。だからカズマも心ここ置ろおきなく彼らを食することができた。別に無理して喰う必要はなかったのかもしれないが、しかしもしかしたら食くいだめできるかもしれない、と考えていたのは事実だ。

　五人目を魂食の腹の中に収めたころだったろうか。ふと、カズマに話しかけてくるものがあった。カズマの母親くらいの年ねん齢れいの女性だった。目を丸くしているカズマに、そのおばさんは優しい口く調ちようでこう言った。

（坊ぼうや、いくつ？　おうちに帰らなくていいの？）

　死ぬほど驚いた。幽霊になってから他人に話しかけられたことなど、一度としてなかったからだ。カズマは咳せき込んでそのおばさんを問い詰めた。あなたも幽霊なのかと。俺の姿が見えるのかと。

　おばさんの顔が途と端たんに気持ち悪そうに歪ゆがめられた。そのまま、彼女はそそくさとカズマの前から去ってしまった。足早に歩いていくおばさんの背中を呆ぼう然ぜんと見送りながら、カズマは、周りの人間が自分のことをちらちら見ていることに気づいた。

　以前にも同じようなことがあった。

　そう──この悪あく夢むの最初の光景、救急車に運び込まれたとき。

　あのときも、自分の身体からだは普通の人間のように物に触れて目に見えるようになっていた。なぜだろう。あのときと今とで同じ現げん象しようが起こったというのならば、あのときと今とでなにか共通する原因があるはずだった。カズマはそう考えた。

　すぐに思い当たった。

　最初から、不ふ思し議ぎに思ってはいたのだ。そのころにはもう、幽ゆう霊れいができる条件のひとつに『突発的な死』というものがあると、カズマは知っていた。カズマが幽霊になったのも、彼の死に方がその条件に当てはまっていたからである。それならば、とカズマは思った。それならば、自分だけが幽霊になったのはおかしいのではないか。なぜならあのとき、車の中には自分以外に三人の人間がいたのだから。それなのに、なぜ自分だけ、幽霊になったのか。

　違う。

『自分だけ』幽霊になったのではない。

　他の三人も、ちゃんと幽霊になっていたのだ。そして彼らは、あまりに突然すぎる自らの死を理解することができず、精神の均きん衡こうを失っていたのだろう。それは自分も同じだったはずだ。あのとき、四人の生命が一瞬にして消えたあの踏み切りで、カズマの一家は揃そろって泣き声をあげていたのだ。自分が今どうなっているのかがわからないという恐怖と、ミンチになった肉体の痛みに耐えかねて、四人が四人とも誰にも聞くことのできない叫びをあげていたのだろう。

　そして、それを嗅かぎつけてやってくるものがいた。それが、魂たま食くいだったのだ。

　カズマの頭の中で、その光景があたかも実際に見てきたもののように再生された。しんしんと小こ雨さめが降りしきるなか、魂食がどこかからのっそりと現れる。魂食は無防備な四つの魂たましいを眺ながめ回して吟ぎん味みする。どれが一番、自分に相応ふさわしいか。昆こん虫ちゆうのような無む機き的な精神で、じっくりと考え抜いたはずだ。自分が寄き生せいするのに相応しい宿やど主ぬしは、一体どれなのか。舌なめずりをするような気分で、魂食はそれを選んだに違いない。残りの三匹を貪むさぼり喰くらうその瞬間に胸ときめかせながら、魂食は自らの宿主を選んだことだろう。

　魂食の判断基準がどこにあったのかなど、知る由よしもない。カズマたちにとってみれば、そんなものは大たいした問題ではなかった。四分の一。ただそれだけのことだった。

　そして、その二五％の確かく率りつに、カズマは見事に大当たりした。

　賞品は、自分の父と、母と、妹の魂。

　カズマは、自らの家族を喰らい尽くすことで、その場を生き長ながらえることができたのだ。




　幽霊には実体と幽ゆう体たいの二種類の形けい態たいがある。物質が分子の密度によって固体、液体、気体の三さん態たいに分かれるように、幽霊を構成する組織──『霊れい質しつ』とでも言うのだろうか──もまた、そのエネルギーの密度によって幽体であるか実体であるかが決まる。魂食が欲するのはそのエネルギー、魂が持つ栄養であり、その栄養が一定の値を超えると幽体から実体へと変化するのだろう。だから多くの幽霊を喰ったあとに、自分の身体からだは普通の人間にも見えるようになったのだ。

　湯ゆヶが崎さき駅の中、駅員室のドアのすぐ横で片かた膝ひざを抱かかえて座りながら、ぎり、と歯は軋ぎしりをする。

　もっと早くその法則に気づいていれば。家族を犠ぎ牲せいにして生き延びたということに、まだ罪ざい悪あく感を持てるほど純粋だったころに気づいていれば、もしかしたら、自分は消えることができたのかもしれないのに。幽ゆう霊れいはイメージだけの存在であり、精神がその存在の拠より所どころなのであり、その精神を揺さぶるほどの強烈な絶望を覚えることができさえすれば、たちどころのうちに幽霊は消えてしまう。もしそうであれば、どれだけ救われたことだろう。

　今になってはもう、罪悪感を覚える余よ地ちなどどこにもない。どちらにしろあのままでいれば、精神の破は綻たんした彼らは他の多くの幽霊と同じく、その力を使い尽くして自然消しよう滅めつしてしまっていたはずなのだ。経けい緯いがどうであれ、行き着く先が消滅であるのならば大した違いはない。それよりもむしろ、犠牲になったのは自分のほうだとすら、カズマは思う。この永遠に続く飢き餓が地じ獄ごくに比べれば、消滅することぐらいがなんだというのだ。

　だが一方で、消滅に対する恐怖もカズマの中には確かにあった。消滅とは一いつ切さい合がつ財さいが無に帰してなくなってしまうということだ。それに対して恐怖を抱くなというのは、はっきり言って不可能なことだった。幽霊でも生物でも関係はない、一個の思し考こうする存在にとって、消滅というのは宇宙の破は滅めつに等しい事実だ。

　カズマは頭を抱かかえた。泣きたくなってくる。存在しつづけることに疲れ果てているのに、消滅することに対しても抑えがたい恐怖を感じてしまう。どうすればいいのか、まったくわからなかった。普通の人間なら、生物ならば、やがて寿じゆ命みようという形でその存在に必ず終わりが来る。それはある意味で救いなのだと、カズマは思う。なぜなら彼らは自らの寿命を自らで定めることができないのだから。不自由であることは、時として自由であることよりもはるかに救いになりうる。是ぜも非ひもなく消滅が訪れるのであれば、カズマもこんなに思い悩むことはなかったのだ。

　ため息をつく。考えてもどうにかなることではない。それはわかっているのに、どうしても考えてしまう。今までは、こんなことはなかった。我が身の不幸を嘆なげくことは、ここ数十年のあいだに何度も行ってきた。だが、これほどまでに深しん刻こくに苦悩してしまうことはほとんどなかったのだ。それなのに、なぜ──

　──カズマ

　控ひかえめに声をかけられた。そんなに大きな声ではなかった。それでもカズマは、驚きに目を見開いて舞まいのことを見上げてしまった。今までの幽霊生活の中で、カズマに話しかけてくる存在などひとりとしていなかったから、頭ではわかっていても身体からだのほうがとっさの反応を取れなかったのだ。

　舞はそんなカズマのことを見て、いたずらっぽい微笑を口元に浮かべた。

　──なに、そんなに驚いて。あたしの顔になんか変なものでもついてる？

　むっとした。からかわれるのには慣れていなかった。なにかやり返してやろうと思ってカズマは口を開き、口を開いたままじっと停止した。舞の表情に、いつもの元気さがどこにも見当たらなかったからだ。しばらくのあいだ舞まいの顔をまじまじと観察して、それからおもむろにカズマは言った。

　──目が、赤いな

　舞の微笑が、跡あと形かたもなく消し飛んだ。

　──なにかあったのか？

　ぎこちなくうつむいて、舞は唇くちびるを嚙かんだ。立ち尽くす舞を見上げるような格かつ好こうで、カズマはその表情をじっと見つめる。きりきりと音が出そうなほどに強く唇嚙み締める舞の姿には、どこか自分のことを責めているような雰ふん囲い気きがあった。

　──また、やっちゃったんだ。あたし

　そう言って、舞はまた小さく笑う。思わず目を背そむけたくなるような笑顔だった。しかしカズマはそれを直視したまま、少しだけ腰の位置をずらし、空あいたスペースをぽんぽんと手で叩いた。

　──まあ、座れ

　しばしのあいだ、舞は迷うような素そ振ぶりを見せた。カズマはもう一度、ぱし、と地面を叩く。それでようやく決心がついたのか、それでも非常にのろのろとした動作で、舞はカズマの横に腰を降ろした。

　それきり、二人ともなにも言わない。

　大した考えがあるわけではなかった。ただ漠ばく然ぜんと、立ちっぱなしでは疲れるだろう、と思っただけだ。舞と肩を並べて構内のざわめきを見つめながら、カズマはなんと言うべきか考える。

　ややあって、カズマは言った。

　──……うまくいかなかったのか？

　横よこ目めでちらりと舞を見る。舞は相変わらずうつむいたまま、『是ぜ』とも『非ひ』とも言わない。カズマは諦あきらめて再び視線を構内に戻し、戻した瞬間に舞が口を開いた。

　──違うの。あのね──

　息を吸う音、言葉を選んでいるのだろう、とカズマは推すい測そくする。

　──今度はね、月つき島しまさんと喧けん嘩かしちゃったの。……ううん、今度のも、喧嘩じゃないかもしれない。今度のも、ただの八やつ当あたりなのかも

　首を動かして、また舞の顔を見る。心なしか青ざめているような気がした。舞はなにかに怯おびえるような視線を、じっと目の前の空間に送りながら、ぽつぽつと、

　──あたし、頭がおかしくなっちゃったのかもしれない。誰もなにも悪いことしてないのに、怒らなくてもいいはずなのに、どうしても抑えきれなくなるの。自分でもなんで怒ってるのかよくわかんないの。月島さんも、レレナも、あたしのことを心配してくれてるのに──それなのに、あたし、どうしてもひどいこと言っちゃうの

　その表情には、ありありと恐怖が浮かんでいる。唇を震わせながら、舞はなおも言う。

　──ねえ、カズマ、あたし、どうしちゃったのかな？　なんでこんなに怒りっぽくなったんだろう。もう、なにがなんだか、わかんないよ……ねえ、カズマぁ、教えてよ。あたし、頭が狂っちゃったのかな？

　カズマは息を吐いた。その音に舞まいはぴくりと反応する。怯おびえているような視線をカズマに向け、カズマは舞を正面に見み据すえて座り直した。呆あきれたように肩をすくめ、

　──そんなもん、お前がわからないのに俺がわかるわけないだろ？

　舞は、くっ、と喉のどを詰まらせた。それまでかわいがってくれていた飼かい主ぬしにいきなり殴なぐられた子犬のような表情をした。その瞳が見る見るうちに潤うるんでいき、しかし口元には気き丈じような笑えみを浮かべる。

　──……うん、そっか、そうだよね。よく考えてみれば、さっき会ったばっかだもんね、あたしたち。そんなこと言われても、カズマ困るだけだよね。──わかった、ごめんね、もうあたし

　──だからさ

　感情の滲にじまない声でカズマは遮さえぎった。その口く調ちように舞は身をすくませる。カズマは少し笑った。あからさまに怯えた所しよ作さをする舞のことが面白かった。それまでとはがらりと変わった揶や揄ゆするような口調で、

　──だからさ、なにがあったのか話せよ。意味もないのに、無む闇やみやたらと怒ってしまうなんてことがあるもんか。なにか心当たり、あるんじゃないのか？　それを言ってもらわないと、いくらベテランの俺でもアドバイスのしようがない

　今度こそ、舞はかちかちに凍りついた。どうやら図ず星ぼしのようだ。変なふうに固まった舞の表情を楽しそうに見ながら、カズマは彼女の肩をぱんぱんと叩たたく。それでも舞の緊きん張ちようはほぐれない。能のう面めんのように凝こり固まったその顔をうつむかせて、舞は言う。

　──でも、でも──カズマ、迷めい惑わくなんじゃない？　あたしの愚ぐ痴ちなんて、聞きたくないでしょ？　だって、だってあたしたちさ──

　カズマはみなまで言わせずに呵か々かと笑い、

　──なに言ってんだよ、お前俺おれのことを友達って言ったじゃないか。まだ会っていくらも経たってないのによくまあそんなこと言えるもんだってあのときは思ったけどな、そのお前がいまさらなに遠えん慮りよしてんだよ。ほらそんな顔するな、話したいことがあるなら、全部話はなしてみろ

　不ふ意いに、舞の顔が溶けた。カズマにはそう見えた。その固まった表情がどろどろに崩れていき、ついに舞はわっと声をあげてカズマに泣きついてきた。嗚お咽えつに混じって言葉らしき音が聞こえる。脈みやく絡らくもへったくれもない、ただの単語の組み合わせに過ぎないその言葉を、意味が通じるように翻ほん訳やくしろなどというのは、会ったばかりのカズマには到とう底てい無む理りな話だ。それでもいい、とカズマは思い、舞の頭を撫なでながら優しく微笑ほほえんだ。

　舞のことは、これから知っていけばいいのだ。

　舞まいの心は、これから解ときほぐしていけばいい。




　なんのために？




　突とつ如じよとして湧わき上がったその言葉は、カズマの身体からだの自由を完全に奪うばった。

　幽ゆう霊れいはその人の精神が人間の身体を形作ったものである。逆に言えば、幽霊の姿はその人の精神の在あり様ようを示しているということだ。そして、世にいる多くの幽霊は、前述のとおり不ふ慮りよ・非ひ業ごうの死を遂とげたものなのだ。そんな死に方をすれば、誰だってその精神に多少の失しつ調ちようをきたす。錯さく乱らん状態にある彼らは、怪かい談だん話に出てくるような幽霊──首がない、血まみれである、顔が潰つぶれている、上半身だけになっている──そのままの姿をしている。それはカズマにしてみれば、「喰くってください」と言っているようなものだった。

　魂たま食くいは消化器き官かんである。消化器官は単体では食物を吸収することができない。まず歯で咀そ嚼しやくし、それから胃液で消化し、最後に腸で吸収しなくてはいけない。そんな魂食にとって、錯さく乱らん状態にある幽霊は格かつ好こうの餌食えじきなのだ。首がないにしろ顔が潰れているにしろ、その有あり様さまは彼らの精神に『欠けつ落らく』があることを示している。魂たましいに隙すきがある、と表現してもいい。要するに、すでにほどよく咀嚼された状態で彼らはその辺をさ迷まよっているのだ。わざわざ歯を使って嚙かみ砕くだく必要はない。魂食の宿やど主ぬしであるカズマも、彼らと魂食の距離を狭せばめる、言わば『手足』の役割をするだけで事こと足たりる。

　しかし、稀まれに精神の平へい穏おんを保ったまま幽霊になっている者もいる。たとえば──目の前の、舞などがいい例だ。彼女は精神の均きん衡こうを失っているようにはとても見えない。

　そのことは、姿を見ればわかる。彼らには、欠けたところはどこにもない。咀嚼されていない、素すのままの状態の食物。だからこそカズマが舞にこんなに近づいても、魂食は『発動』しない。まだ咀嚼されていないから。咀嚼するのは、『手足』であると同時に『歯』でもある、カズマの役割だから。

　舞がカズマの腕にしがみつく。もう彼女のつぶやきは聞こえない、聞こえるのはただ悲痛な泣き声だけだ。その声を聞きながら、カズマは歯を嚙かみ締めた。

　咀嚼するということは、相手を傷つけるということではない。幽霊とは精神の発現なのだから、そんなことをしてもなんの意味もないのだ。問題なのは、相手がカズマと打ち解とけるかどうか──即すなわち、当人の心を開かせることができるかどうか、ということだ。心を許してもらう。信頼してもらう。相手がカズマのことを受け入れ、その魂に付け入る隙すきができれば、そこで魂食が『発動』する。

　カズマの幽霊歴れきは長い。意思のある他の幽霊に出会ったことだって何度となくあるし、そして彼らは全員、魂食の腹の中に収まってしまった。心を許してもらうのは楽な作業ではなかったが、できないことでもなかった。延えん々えんたる時間を孤独のうちに過ごしてきた彼らは、自分と同じ意思ある幽ゆう霊れいと出会ったときには無条件に心を開いてしまうらしい。だが、そんな彼らを『咀そ嚼しやく』するたびに心のうちに浮かび上がり、そのたびに無む理り矢や理り押し込めてきた疑問が、今度という今度は抑えきれずにカズマの精神を縛しばり上げた。

　この子を、喰くうのか？

　自分を頼ってきてくれる、自分に助けを求めるこの子を、騙だまし、裏切り、魂たま食くいの餌食えじきにするのか？

　舞まいの泣き声は収束に向かいつつある。それを聞きながら、カズマは自分の手がひとりでに震えてくるのを感じた。ぎゅっと拳こぶしを握り締めてみても、その震えは収まりそうにない。どうしようもない怒りが、カズマの全身を支配する。魂食に対してではない、魂食の奴ど隷れいに成り果てている自分に対して、途と方ほうもない怒りを感じた。

　舞は俺のことを友達だと言ってくれた。いなくなってしまったら寂しいと言ってくれた。その娘を、俺は、喰うのか？　死ぬべきときに死ぬことができず、虫けらの奴隷に成り下がり、父を喰い、母を喰い、妹を喰い、その他の大勢の魂たましいを喰らい尽くし、それでも存在することになんの意義を見出すこともできない、ただ生きるためだけに生きる、そんな無意味なことのために、俺はこの無む邪じや気きな娘を犠ぎ牲せいにするのか？

　どうすることもできない。怒りが無力感へと転じる。舞の嗚お咽えつを耳にしながら、カズマは一言すらも発することができなかった。それは意図的に口を開かなかったのではない、自分には舞を慰なぐさめる資格すらも、ないと思ったからだった。




　　　　◆




　大した度ど胸きようである。恐らくはどこかの飼かい猫なのだろうが、それにしたって、よその家でこれほどまでにくつろげるというのは並なみ大たい抵ていの肝きもの据すわり方ではない。

　薫かおるの目の前で、まだら色のその猫は裏返しになってすやすやと眠っている。呆あきれて追い出す気にもなれない。薫はテーブルの上に頰ほお杖づえをつきながら、心地よさそうに上下するまだら猫の腹を見つめる。

　舞のことを、考えた。

　考えたくない。それなのに、なぜか考えてしまう。薫は眉まゆをひそめる。恐らくは、昨日の彼からの電話のせいだ。あれのせいで、今まですっかり忘れていた舞に関する記き憶おくが掘り起こされてしまったのだろう。

　薫はその長い腕をすらりと伸ばし、ミネラルウォーターのペットボトルをつかんで直接口くちに流し込んだ。ごくごくと音を立てて貪むさぼり飲む。唇くちびるから溢あふれた水が襟えり足あしを濡ぬらした。ペットボトルに残っていた水の半分ほどを飲み干ほして、ようやく喉のどの渇かわきが癒いえた。薫は放り投げるようにしてペットボトルを元の位置に戻した。

　帰ってこない。そのことを、考えた。酔よいが覚めた頭でよくよく考えてみればみるほど、それは異常な事態だった。一週間かそこらならともかく、もう一ヶ月にもなるのだ。この春高校に上がったばかりの少女が、一ヶ月も行方ゆくえ不明になるというのは尋じん常じようではない。

　確かに舞まいには小こ遣づかいを豊富にやっていた。幸いなことに、この雪ゆき村むらの家の預金通つう帳ちようには唸うなるほどのゼロが書き込まれているからだ。薫かおるは公平を求める女である。旦だん那なが稼かせいでくる金を使って、自分は遊び歩いている。それならば娘の舞にも同じくらい、とまではいかないが、中高生が遊ぶには充分な量の小遣いをやらなくては不公平になるのではないか。そう思い、薫は毎月五万円もの小遣いを手渡していた。金を使って煩わずらわしいものを追い払う、という考えも、その中には含まれていたはずだ。舞がそれをなにに使ったのかなど知る由よしもない。だからたとえ家出するためにこつこつと小遣いを貯めていたのだとしても、薫にはわかるはずもなかった。

　だが、それだっていつまでも続くわけはない。まだ高校生なのだ。住む場所の当ても食くい扶ぶ持ちを稼ぐ手段も、舞が持っているとは到とう底てい思えなかった。

　薫は息を吐く。神しん経けい質しつな動作で再びペットボトルに手を伸ばし、気が変わってやっぱりやめにする。椅い子すの上で足を組み、その上で苛いら立だたしそうに指をとんとんと上下させる。

　しかし、と考える。薫は不ふ機き嫌げんそうにその目元を歪ゆがめた。十五歳さいの娘が、食い扶持を稼ぐ手段。あるにはある。こんなご時じ世せいだ、未み成せい年ねんの少女を雇やとう店など、むしろ未成年の少女をこそ欲しているところなどいくらでもあるだろう。さすがの薫も、自分の娘がそんなところで男に媚こびを売っている場面を想像すると、吐き気のような怒りを感じた。舞に対してでも自分に対してでもない、ほとんど本能と言ってもいいような、向ける対象のはっきりしない粘ねばついた怒りだった。

　唐とう突とつに、思いついた。この家に、帰ってきているのかもしれない。

　ここ数日というもの、薫かおるはこの家から一歩も出ていない。だが、それ以前はちょくちょく外に遊びに出かけていたのだ。その隙すきを突いて、こっそりとばれないように帰ってきているのではないか。あまりに薫が舞のことを放任するものだから、心配してもらおうとして行方不ふ明めいの狂きよう言げんを打っている──いかにも舞のやりそうなことだ。

　そう考えた途と端たん、居ても立ってもいられなくなった。蹴けりつけるようにして立ち上がり、その反動で椅い子すが耳みみ障ざわりな音を立てて後退する。が、薫はそんなものには目もくれない。ずんずんと居間を横切って、ドアを乱暴に開け放って階段に足をかける。

　階段のステップを踏み鳴らしながら、先ほどの粘ついた怒りがぶり返してきた。今度はその対象がはっきりしている。舞だ。こんなくだらないことに自分を巻き込んで、少しでも思い悩ませた舞に対して、殺したくなるほどの強烈な憤ふん怒ぬを感じた。すべて自分の推測に過ぎない、そのことはよくわかっている。だがしかし、もし予想が当たっていたのなら、そのときは──

　──望みどおりにしてやる。この家に、二度と入れないようにしてやる。

　本気でそう思った。頭の中が冷えきっていくのを感じた。熱に浮かされたはずみで考えたわけではない、養よう子しに出すとか絶ぜつ縁えんするとか、そういった具体的な手段までもが頭に浮かんでくる。薫かおるはやると言ったら必ずやる女だ。いったんそう決めた以上、弁護士に相談してでも舞をこの家から叩たたき出してやるつもりだった。

　舞の部屋の前までたどり着いた。ドアノブに手をかけて、ふと、そういえば舞の部屋の中を見るのはこれが初めてだと思う。若干の好こう奇き心しんが湧わいてきた。母も娘も関係ない、他人の部屋を覗のぞくときに誰もが少しは抱く好奇心。その端はしくれがちらりと薫の心に浮かんだ、ただそれだけのことだ。

　ドアが軋きしんだ音を立てて開いた。暗くなった室内に手を這はわせて、電灯のスイッチを探し出した。ぱちん、と音を立てて、スイッチをオンにする。

　一ひと目め見ただけで、薫は自分の予想が外はずれたことを知った。

　部屋の中には淀よどみきった空気、何年も人が出入りしていない建物のような、そこにたたずんでいるだけで寂しくなってしまうような空気。それが、部屋の中に満ちあふれていた。廃はい墟きよの匂においとでも言うのだろうか、薫は部屋の中に入り込んで周囲を見回し、それから呆あきれたようにため息をついた。

　あんな想像に頭に血を昇のぼらせた自分のことを、馬鹿みたいだと思った。

　気のない視線を部屋の中に巡らせる。思っていたよりもすっきりと片付いていた。小さくて質しつ素そなベッド、テレビと向かい合うような格かつ好こうで置かれているクッションソファ、そこだけやけに古こ風ふうな感じのする木もく目めの一人用テーブル。壁にはどこかの誰かのポスターが掛けられていて、そのすぐ横には──

　クローゼット。

　薫は部屋の中に足を踏み入れた。意味もなく足音を立てないよう注意しながら、そろそろとクローゼットの前まで歩を進める。どことなく後ろめたいような気分で、薫はクローゼットの取っ手に手をかけて、引き開けた。

　薫の眉まゆが、ますます怪け訝げんそうにひそめられる。

　クローゼットの中は服で溢あふれかえっていた。かろうじて整理しようとした努力の跡あとは認められるが、成功にはほど遠い。うずたかく積み上げられた洋服の山は見上げるほどであり、いささかも減へっているところはないように見えた。

　と、薫はふと気づき、視線を落とした。しゃがみ込んで、『それ』をまじまじと見つめる。

　旅行バッグだ。修学旅行とか友達と一緒の観光旅行とか、そんな長期の外出に使うような、円えん筒とう形のスポーツバッグ。

　思う。

　もし舞が家出をするのなら、このバッグを使わないとおかしいのではないか？

　もちろん薫は舞の部屋のクローゼットの中身など知らない。だからもしかしたら、このクローゼットの中にはもともと二つの旅行バッグがあって、家出を決意した舞はもうひとつのほうのバッグを持っていったのかもしれない。服がまるで減へっていないように見えるのだって、他に持っていくべきものがいくらでもあるのだから、かさばる服を何着も持っていく必要などない、と判断したからなのかもしれない。

　だが、それにしたってもう少し引ひっ搔かき回した跡あとがあってもいいようなものだ。限られた枚数しか服を持っていけないというのなら、せめて気に入っている服を選ぼうとするのが人にん情じようというものだろう。それなのに、目の前の服の山は、少しでも触ればすぐに崩れてしまいそうなほど微び妙みようなバランスを保っている。舞まいはこの大量の服に、まったく手をつけなかったのだろうか。いくら突発的な家出でも、着きの身み着きのままで一ヶ月以上も過ごせるはずがない。

　よろしい。整理しよう。もし。もし、である。もし舞が、家出をしたのでないのだとしたら、それはどういうことになるのか。

　ぞくり、と背せ筋すじに冷たいものが走った。

　誘ゆう拐かい。事故。どちらの可能性も、薫かおるにはありえないように思えた。一ヶ月もの時間が経過しているのだ。相手が誘拐犯はんであれ警察であれ、そのあいだに連絡が入っていなくてはおかしい。そうなると、一番ありそうなのは──

　にゃあ！

　切り裂さくようなその音に、薫の身体からだが五センチくらい宙に浮いた。そのまま着地、しようとしたがフローリングに滑って転んでその場に尻しり餅もちをついてしまった。腰を思いっきり打った。あまりの痛みに涙が浮かび、滲にじんだ視し界かいにまだら猫の姿が映る。
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　まだら猫はなおも「にゃあにゃあ」と騒ぎ立てている。目をいっぱいに見開いて、ヒゲを完全に前に向けて、その顔つきは人間である薫かおるにも『必死な表情』であるように見えた。あまりに懸けん命めいなまだら猫の姿に、薫は怒ることも忘れて呆ぼう然ぜんと見入った。

　薫は立ち上がった。胸に手を当てる。心臓はまだ全ぜん速力で動いていた。この動どう悸きがまだら猫の叫び声によるものなのか、それとも、自分の頭に浮かんだ忌いまわしい単語のためなのか、薫にも判別はつかなかった。

　まだら猫の鳴き声がエスカレートしていく。最初は雄たけ々だけしげな「にゃあ、にゃあ」という声だったのに、今ではもうすすり泣くような、半はん泣なきになって親を捜し求める子供のような「なあお、なあお」という声に変わっていた。なんだってこんなにやかましく騒ぎ立てるのか、そのことを考える前に、薫は舞まいの部屋から出ていた。顔が幾いく分ぶん青ざめている。舞のことなど微み塵じんも心配ではない。だが、そうかと言って、死んでも眉まゆひとつ動かさないほどに無関心というわけでもないのだ。それが尋じん常じような死に方でないのならば、なおさらだった。

　階段を降りながら、薫の頭の中に先ほどの言葉がぐるぐると渦うずを巻く。まだ舞の部屋でまだら猫が叫んでいる。一種の警けい告こく音おんのようなその音は、いっそう薫の不安を搔かき立てた。

　殺人。

　監かん禁きん。

　薫の頭に浮かんだ『一番ありそうな可能性』は、その二つだった。




　　　　◆




　車が一台、向かい車線から唸うなりをあげて亮りよう史じに近づいてきた。不ふ意い打うちだった。気づいたときにはすでに遅く、顔を背そむけるよりも早くヘッドライトの直射が亮史の目を灼やいていた。片手で目を押さえ、黒くろ一色に塗りつぶされた亮史の視し界かいに車が走り去っていく音が響ひびき渡る。

　吸血鬼の瞳は、大たい抵ていの夜や行こう生物がそうであるように、強い光に対してまったくと言っていいほど耐たい性せいを持っていない。だから今のように大通りを歩いているときなどは特に、車のライトには注意しなくてはならないのだが──

　考え事をしていたからか。気づくのが、遅れてしまった。じんじんと痛む目をまぶたの上から軽く揉もみながら、亮史は情なさけない顔で笑った。

　今日、岡おか田だにバイトを辞やめる旨むねを伝えてきた。

　と言ってもすぐに辞めるわけではない。会社のほうにも事情というものがあるのだ。実際に辞めるまでのあいだに亮史の代わりを見み繕つくろっておかなくてはならないだろうし、今日のところはとりあえず、一ヶ月後あたりを目安にして辞めさせてもらいたい、と岡田に告げただけだった。

　岡おか田だは、どういう反応も示さなかった。ただ無表情のまま腕を組み、「そうか」とだけ言った。あまりに素そっ気けないその対応に、逆に亮りよう史じはなんだか狼ろう狽ばいしてしまった。「今までお世話になりました」と頭を下げて、その場から逃げ出すようにして立ち去ったのだった。

　今いま思い返してみれば、やはり岡田も少しは機き嫌げんを損そこねていたのかもしれない。腕を組んでいたからだ。岡田は気に入らないことがあると、黙って腕を組んであたりを睥へい睨げいしはじめる。現場員の中でも殴なぐられた回数がダントツに多い亮史が言うのだから間違いはない。

　悪いことをしてしまったかもしれない。人気のない大通りに、こつこつという足音を響ひびかせながら、亮史は漠ばく然ぜんとそう思う。

　自分の怪かい力りきが現場の中で不ふ可か欠けつなものになっているということは自覚していた。一説によれば太たい平へい建築は、一いつ介かいのバイト員月つき島しま亮史その人のおかげでこの不ふ景けい気きの波を乗り切れているのだという。まあその話は多分に誇こ張ちようが混じっているのだとしても、自分が抜けた場合の穴はとんでもなく大きなものになるはずだし、それを埋めるために現げん場ば責任者である岡田が大変な苦労を重ねるであろうことは、亮史にも容易に想像ができた。

　すまないとは思っている。だが、こちらにとっては命に関かかわる問題なのだ。

　組織の刺し客かくがやってくる前に、この町からは離れなくてはいけない。

　クイナが組織に自分の存在を知らせたのかどうか、それは亮史にはわからない。だが、彼としては常に最悪の場合を想定しておかなければならなかった。確かに──と、亮史はわずかに唇くちびるを歪ゆがめて思う。確かに自分ならば、たかだか従じゆう者しやごときが何人束たばになってかかってきても簡単に撃げき退たいすることができるだろう。これでもかつて京の都にその名を轟とどろかせた、最さい古この魍もう魎りようの一匹だったのだ。その彼が、組織だかなんだか知らないがしょせんは元もと人間に過ぎない従者に遅れを取ることなど、あるはずがなかった。

　だが、今の彼は化け物ではない。月つき島しま亮史という名の、平凡な一いち小市民でしかない。そして、亮史には舞まいとレレナという『守るべきもの』がいるのだった。となれば、彼が取るべき行動はたったひとつである。

　三十六計けい逃げるに如しかず。

　まだ逃亡先さきは考えていない。それどころかこの計画自体、まだ誰にも話してはいないのだ。ツキには打ち明けてもいいかもしれないが、どうにもタイミングがつかめないでいた。ツキはツキなりに、湯ゆヶが崎さきにしっかりと人間（猫）関係を築いてしまっているからだ。この町から離れると言ったらどういう反応を見せるか──少なくとも、喜びはしないはずだ。そのことを思うと、どうしても切り出すのに勇気が必要だった。

　まあ、いずれにしろまだ先の話だ。横おう断だん歩道の前で夜間用押おしボタンを連打しながら、亮史はため息をついた。そんな叙じよ情じよう的な問題をはるかに超ちよう越えつして、亮史の両りよう肩かたには重い現実がのしかかっている。

　引っ越し資金が足りない。

　亮りよう史じは小こ金持ちである。いや、小金持ちであった。その怪かい腕わんを存ぞん分ぶんに振るうことで、彼はバイト先から特別日につ当とうとして毎日三万円もの大金をせしめていたのだ。加えて出費らしい出費がほとんどないために、一いち時じ期き月つき島しま宅の金庫には部屋中にばら撒まいて遊べるほどの札さつ束たばが貯め込まれていた。これだけあればいざというときの備えになると、札束の山を見ながらよく亮史はほくそえんでいたものだ。

　ところがそんな小こ賢ざかしい目もく算さんは、レレナが月島宅に居い着ついたことによって粉こな々ごなに砕くだけ散ってしまった。シスターである彼女の後ろに控ひかえる神様が、亮史を諌いさめるために天てん罰ばつを与えてくださったのかもしれない。レレナが来てからというものほとんど毎日が出費の連続であり、月島宅の金庫にうなっていた札束はそれこそ翼つばさでも生はえたように次々と飛んでいってしまった。たとえばレレナの部屋を飾る数々の家具の代金、たとえばレレナがローマに電話するときの国際通つう話わ料金、それでなくとも毎日の食費だって馬鹿にはならない。今までほとんど使うことのなかったガス代だい水道代だい電気代だいもばかすか使われている。じわじわと真ま綿わたで首を絞しめるような感じに、金庫の中のお金は目め減べりしていったのである。

　もっともレレナが月島宅に居い候そうろうするハメになったのも、もとはといえば亮史の責任である。とてもではないがレレナを責めることなどできない。それに右に挙げた多くの出費はどれも一時的なものであって、最近では財ざい政せい状況もいくらかは立て直りつつあるのだ。

　あと一ヶ月。遅くてもそのころには、準備が整うはずだ。それまでに、ツキに、舞まいに、レレナに、組織のことと自分がこの町を離れることを説明しておけばいい。

　立ち止まった。見上げた空に上じよう弦げんの月、ふと象しよう徴ちよう的なものを感じて亮史は目を細める。

　上弦と会わないままこの地を去ることに、心残りがないわけではなかった。『組織』に上弦がいる、シギから伝えられたその情報に、亮史は一いつ片ぺんの疑いも持ってはいなかった。あのときのシギの表情には噓うその色は混じっていなかったし──それに亮史も、自分なりに確かめてみたことがあるから。

　組織とのつながりを断つということは、上弦との再会の機会をも放ほう棄きするということだ。惜しいと思う気持ちは少しある。だが、自らの命と家族を失うリスクを伴ってまで上弦に会うべきだとは思わなかった。大だい体たい彼女と顔を合わせてどうしようというのか、昔むかし話ばなしでもする気だろうか──それとも、『主人』級の吸血鬼である彼女と血みどろの戦いを繰り広げるつもりか。『炎ほのお』の声に従うがままに。

　馬鹿らしい。

　亮史は首を振った。これを限りにして、もう上弦のことを考えるのはやめようと思った。それよりももっと気を配らなければならないことが、自分にはあるのだから。レレナやツキや舞という、なによりも大切にすべき家族がいるのだから。

　レレナは亮史と一緒にいたいと言ってくれた。家族に頼んで、日本での滞在先さき──ではない、引っ越し先を湯ゆヶが崎さきにしてもらうと、確かそう言っていた。なんとも嬉うれしい限りだが、しかし、そんなことをしなくてもいいのだと早めに伝えておかなくては。そんな手間をかけなくても、レレナの家族の引っ越し先の町をそのまま、亮りよう史じの逃亡先さきにしてしまえばいいだけの話だ。ややこしいことは省はぶいて、この町を離れる気でいることだけを説明しよう。

　ツキには──こちらも、早めに言っておかなくてはならない。気まぐれな彼のことだ、もしかしたら、自分と一緒に来るよりもこの町で猫の首しゆ領りようを務めることのほうを選ぶかもしれない。それならそれで構わない。百年連つれ添そってきた相あい棒ぼうと別れるのに、寂しさを感じないといえば噓うそになるが、しかしツキがそうしたいというのなら仕方がない。『契約』を解かい除じよして、ただの猫に戻すとしよう。

　そして、舞まい。

　亮史の顔が曇った。かすかな罪ざい悪あく感が足元から忍び寄ってくる。

　なぜ舞が腹を立てたのか、亮史にはいまいちよくわからなかった。それは彼が人間ではないからなのか、それとも女ではないからなのか。だがそんな亮史でも、理由を推測することくらいはできる。

　亮史は舞と一緒に買い物に行くという約束をした。それは舞にとっては『デート』であるらしい。デート。苦く笑しようする。まさか自分の人生に、そんな単語が関かかわってくるなど夢にも思っていなかった。しかし、悪い気はしない。

　問題は、自分がその『デート』に第三者を巻き込もうとした、というところにあるのだと思う。『デート』とは本来一いつ対たい一いちで行うべきものである。それなのに亮史は「レレナと一緒に行こう」などと提案してしまった、そのあまりのボンクラぶりに、舞は怒り出したのだろう。

　いずれにしろ、些さ細さいなことだ。なにもあんなに怒らなくてもいいのに、そう思う部分もないではなかったが、しかしまあ彼女はまだ十五歳さいの女の子なのである。人間でさえその扱いに手を焼く、もっとも難しい年とし頃ごろの娘だ。吸血鬼である自分などが、口くち先さきでどうこうできる相手ではない。下へ手たな弁べん明めいはせずに素直に謝れば、きっと許してくれるはずだ。多分。

　気を取り直して、亮史は考えてみる。舞はどうだろう。この町から離れると自分が言い出したら、どういう反応を示すだろうか──そのときの様よう子すを想像して、思わず亮史は声に出して笑ってしまった。

　──え？　月つき島しまさん、どっか旅行に出かけるの？　いいなあ、あたしも連れてってよ。……違う？　あ、湯ゆヶが崎さきから引っ越すんだ。ふーん、そっかあ、まあ薄うす々うす感づいてたけど、実はこの家って相当ヤバいとこまで来てたのね。よっしゃここはあたしに任せて、月島さんを追ってくる取り立て屋はこのあたしが脅おどかして追っ払ってあげ──なに？　夜よ逃にげじゃないの？

　その声までもが鮮明に亮史の耳に聞こえてきそうだった。まああの娘なら、どこまでもついてきてくれるだろう──亮史はひとり、優しく微笑ほほえんでそう思った。




　　　　◆




　──人、いないね

　　カズマはその言葉に、首を巡らせて時計を見た。それからすぐに舞まいへと視線を戻し、馬鹿にしたような笑えみを口元に浮かべながら、

　──当たり前だろ。もう未み明めいって言ってもいいような時間だ

　──そっか。そだよね

　そう言って舞ははにかむように笑う。カズマの顔が一いつ転てんして気味悪わるそうになるが、大して気にはならなかった。そんなことを気にするのであれば、先ほど大泣きしたときのことなど思い出しただけで蒸発してしまう。

　あらいざらいなにもかもぶちまけてしまった。母が「産むんじゃなかった」と言ったことから、自分がレレナに抱く一方的な確かく執しつのことまで、わんわん泣き喚わめきながらすべてをカズマに告白してしまったのだ。ところが一体どうしたものか、「全部告こく白はくした」という思いはあるものの、なにをどういうふうに話したのかはさっぱり思い出せなかった。涙でなにもかもがぐしゃぐしゃに歪ゆがんでいたためだろうか、もしかしたらカズマのほうも、舞が言ったことを完全には理解できていないのかもしれない。それでもいい、むしろ、そちらのほうがいいと舞は思う。大おお雑ざつ把ぱにでもカズマは舞の言いたいことをつかんでくれたのだろうし、もしそうでなくても、遠えん慮りよせずに大声で泣いたおかげで胸のあたりの風通しはずいぶんよくなっていた。話しただけで救われるということも、きっとあるのだ。

　それでもまだ、涙の余よ韻いんは顔に残っていた。舞は鼻の下を人差し指でこすりながら、くしゅ、と小さく鼻を啜すすった。カズマが下から覗のぞき込んでくる。

　──なんだ、まだ泣いてるのか

　──もう泣いてないわよ。鼻が出るんだから仕方ないじゃない

　──……いい年とし頃ごろの娘が、人ひと前まえで鼻はな水みず出して恥ずかしくないのか？

　むかっときた。こっそりと右手に拳げん固こを作り、隙すきを突いてすくい上げるようなパンチをカズマの顎あごに見舞ったが、その寸前にカズマはひらりと後ろに跳び退すさっていた。勘かんのいい奴やつである。舞は恨うらみがましくカズマを見み据すえて、

　──…………ありがと

　後ろに跳んだ勢いをそのままに、空中をふよふよと漂っていたカズマは、はっと鼻で笑った。

　──なんだお前、わけわからない奴だな。いきなり殴なぐろうとしといて失敗したら「ありがとう」か

　舞は不ふ機き嫌げんに唇くちびるを尖とがらせたまま、しかしそれに対して口答えはしなかった。カズマのこういう態度は、一種のポーズなのだと思う。口ではああ言っているが、本当は、自分の言いたいことをわかってくれているはずだ。

　舞まいは少しだけ表情をやわらかくして、もう一度、小さな声で、

　──ありがとう

　今度は余よ計けいな口を挟はさまなかった。カズマは照れたような顔になって、ふいとそっぽを向いてしまった。へへっと舞は笑い、自分も空中に浮かび上がってカズマの頭をくしゃくしゃと撫なでる。

　──な、なにすんだよ

　──えへへ

　──えへへじゃない、やめろっての

　空中で身をひねってカズマは舞の手から逃れようとする。無む重じゆう力りよく状態での動き方で物を言うのは主に経験であり、その点ではカズマのほうが一日どころではないほどの長ちようがある。が、

　──だっ、こら、やめろっ！

　──えへへへへへへ

　やはり才能だろうか、空中での舞の身のこなしはカズマのそれをはるかに上回っていた。複雑な軌き道どうを描いて湯ゆヶが崎さき駅の構内を自由自在に飛び回るカズマに、舞はぴったりと張りついて執しつ拗ようなまでに髪をぐしゃぐしゃにしつづける。その顔を見れば悪意がないのは瞭りよう然ぜんなのだが、子供というのは得てして悪意なしに他人の嫌がることをするものだ。

　──わかった、わかったからやめろって、こら、ガキかお前は！

　カズマの悲鳴が響ひびく。普段は冷静にして沈ちん着ちやくなカズマが慌あわてふためいて逃げ回る姿は、いたずらな舞の心にはこの上もなく面白かった。自分の泣き顔を見られた照れ隠かくしに、カズマの嫌がることをやってやろうという心理が働いたのかもしれない。

　どんな賢けん者じやも聖せい人じんも、子供にだけは勝つことができない。ついにカズマは逃げるのを諦あきらめて、舞の手にされるがままになった。が、心の底まで悟さとりきることはできなかったようで、ぐしぐしと頭をかき乱されながらぶちぶちとつぶやく。

　──あのなあ、お前こんなことやってる場合なのかよ？　早く家に帰って仲直りしたほうがいいんじゃないのか

　カズマの頭を撫で回す舞の手が、ぴたりと止まった。黒くろ髪かみに映える自分の白い手を見つめながら熟じゆつ考こうすること数秒、複雑な表情で舞はカズマの髪の毛をわしわしともみしだき、

　──まだ、ちょっと、気まずい。──どうすればいいかな、カズマ？

　──…………

　カズマはなにも言わなかった。彼の頭の上に手を載せながら、舞はちらりとカズマの顔を覗のぞく。遠くを見るような目つきでじっと思し案あんするカズマの横顔は、まだ中学に上がるか上がらないかくらいの少年のものである。にも関かかわらず、そこには舞など及びもつかないほどの深い知性と理性が表れていた。ほとんど見み惚ほれるような気持ちで、舞はそんなカズマの頰ほおのあたりをまじまじと眺ながめる。

　やがてカズマが口を開き、思わず舞まいはそれを遮さえぎった。

　──ごめん、やっぱいいや

　訝いぶかしげに見返すカズマに、舞は恥ずかしそうに微笑ほほえむ。

　──あんまりカズマに頼りっぱなしってのもあれだし。たまには自分ひとりで解決しなくちゃね。カズマはさ、あたしの愚ぐ痴ちを聞いてくれたから──母さんのこととか、月つき島しまさんに話せないことも全部聞きいてくれたから。だから、それだけでいい

　──……そうか

　短いその言葉にひとつ頷うなずくと、舞はカズマから身体からだを離した。そのまま段々と後退していく。だいぶ離れたところで、カズマが舞に向かって片手を上げた。舞も応じて、右手を胸むな元もとのあたりにまで引き上げ、手のひらをカズマに向けて小さく左右に振った。

　──それじゃ、ね

　──明日もこいよ。きちんと首しゆ尾びを聞かせてくれ

　ふざけているようなその口く調ちように、しかし舞は真ま面じ目め顔で頷いた。胸元に上げた手をきゅっと握り締めて、もう一度小さな声で「じゃあね」と言う。答えも待たずに踵きびすを返し、舞は慌あわただしく湯ゆヶが崎さき駅から出て行った。




　いろいろなことがあって、なんだか疲れてしまった。疲労は精神に如によ実じつに影えい響きようする。ショッピングセンター前を行く舞の足取りは見るからに重く、その顔までもがあからさまにげっそりとやつれているように見えた。こんなときはなにも考えずに眠りこけるのが一番だとわかってはいるものの、しかし、舞の頭の中には思し考こうがぐるぐると渦うずを巻いている。

　月島さんに会って、なんと言おう。

　頭を占めるのはその一ひと事ことに尽きた。いきなりヘソを曲げて飛んで行ってしまった自分のことを、彼は『変な奴やつ』だと思っているのではないか。そんな不安が脳のう裏りを占せん領りようしている。カズマが聞けば「なにをそんなくだらない」と笑い飛ばすだろうか、それとも呆あきれかえって肩をすくめるだろうか。舞としてもくだらないことだというのはわかっている、わかっているのだが、しかし、また理り不ふ尽じんに怒り出してしまうかもしれない。そのことを考えるたびに、舞は思考のループを繰り返してしまう。原因がはっきりしていない怒りなだけに、それがいつ起こるのか、どうすればそれを制せい御ぎよできるのか、まったくわからなかった。

　ふう、と息を吐いて、舞はショッピングセンター前に備え付けられているベンチへと腰を降ろした。月島宅に戻る前に、まずそのことを考えなくては。すべてのてらいを取り除いて、冷静にかつ客観的に、自分の心理を分ぶん析せきするのだ。そう考えるとなんだか自分がずいぶん大人おとなびた人間のように思えてきて、舞はベンチの上ですっと足を組む。その顔はどこか自慢げですらある。ころころ変わる奴である。

　あのときのことを思い返してみる。なぜ自分が怒り出したのか、それは要するに──

　レレナに嫉しつ妬としたから。

　即そく座ざに舞まいは首を振った。冷静かつ客観的な見けん地ちはどこに行ったのか、そんなことはありえない、と言げん下かに否定した。なぜなら──と、理由をあとから探しはじめる。なぜなら、そう、なぜならレレナが亮りよう史じのことを好きかどうか、そのことすらもはっきりとはしていないのだから。彼女に自分の想いを告げればきっと応援してくれるだろうし、そもそもレレナという娘自じ体たい、男の子を好きになったことがないのではないかと思えるほどに子供っぽい。舞にとっては信じ難がたいことである。レレナはキリスト教徒だというが、キリスト教徒の女の子はみんな『ああ』なのだろうか──いや、多分『ああ』なのはレレナだけだろう。うん。いかにもそんな感じがするし。

　横よこ道みちにそれた思し考こうを元の位置に戻した。しかし、と思う。しかし問題なのは、『亮史が誰のことを好きなのか』ではないのか。自分が一方的に焦こがれていても（と、ここで舞の頰ほおがわずかに赤くなった）彼が振り向いてくれなくてはどうしようもない。腕を組み、眉まゆを寄せて舞は考える。よろしい。ならばレレナを仮か想そう敵てきとして、戦力分ぶん析せきを行ってみよう。

　まず、レレナは半吸血鬼であるが、キリスト教徒でもある。そして亮史は吸血鬼だ。吸血鬼とキリスト教は、映画や小説なんかを見る限りでは不ふ俱ぐ戴たい天てんの仲だったはずだ。ここでもうかなりの反発があるのではないか、と舞は頭のどこかに喜びを感じながら考える。なにしろ亮史は十字架かを見ただけで卒そつ倒とうしてしまうほどのキリスト教嫌ぎらいだ、レレナのほうだって、わざわざ天てん敵てきの吸血鬼と添そい遂とげることは──いや、そんなことは関係ないのではないか？　傍はたから見ていればレレナと亮史の仲は決して悪いとは言えない。一度、舞はレレナに聞いてみたことがある。キリスト教徒は、吸血鬼のことを目の敵かたきにしているのではないかと。レレナは難しい顔で考え込み、それから首を振ってこう言った。

「別にそんなことはないと思います。それ以前に、吸血鬼の存在なんて誰も信じてませんから」

　ドライな意見である。しかしまあ、実際はそんなものなのかもしれない。そうなってくると、『キリスト教徒と吸血鬼の対立』の構造は崩れてしまうことになる。彼らの仲を邪じや魔まするものはなにもないのだった。ムカつくセリフだ。舞は不ふ機き嫌げんな面おも持もちで、さらに思考を重ねた。

　寿じゆ命みようの問題としてはどうだろう。これは自分のほうに利があるのではないか。なにしろ幽ゆう霊れいは、そこに在ありたいと願うだけで、永遠に存在しつづけられる。吸血鬼の寿命も半はん永久的であり、舞と亮史の相あい性しようはぴったりのように思えてくる──のだが、しかし、レレナのほうはといえば半はん吸血鬼だ。半吸血鬼の寿命がどうなのかなど知る由よしもないが、もし二人がその気になれば、亮史がレレナのことを本格的な吸血鬼にすることも可能なのだ。

　舞の表情が、心なしか青ざめてきた。深夜の暗くら闇やみの中で、白はく亜あのショッピングセンターを見上げながら、舞は懸けん命めいに自分にとっての好こう材料を探した。が、世の中ままならないもので、そう考えれば考えるほど、不利な条件ばかりが思い浮かんでしまう。

　と、舞の頭の中に、稲いな妻ずまのようにある考えが閃ひらめいた。

　自分は、幽ゆう霊れいなのだ。

　幽霊である。ということはどういうことか。半はん永久的に存在することができて、そして、そしてなによりも──他の人に触れることができない。

　舞まいとて子供ではない。それがなにを意味するかくらいはわかっていた。触れられない、ということはつまり、その、まあ、いろいろなことができないということだ。青ざめていた顔に、どんどん血が上ってくる感覚がした。それが羞しゆう恥ちのためか焦しよう燥そうのためかは、舞にも判別はつかない。

　月つき島しまさんはそんな人じゃない──そう思いたい気持ちがどこかにある。だが、一方で舞の冷静な部分が声をあげる。よくよく考えてみれば当たり前のことだが、月島さんは『男』なのだ。男である以上、やはり身体からだのある、触れることのできる女の子を選ぶのではないだろうか。

　居ても立ってもいられなくなった。舞は跳ね上がるようにベンチから立ち上がり、その勢いをそのままにショッピングセンター前の空中を疾しつ走そうしはじめる。焦燥と疑ぎ念ねんがどんどん頭を塗りつぶしていく。今、今この瞬間にも、月島宅には亮史とレレナの二人きりしかいないのだ。どんなあやまちが起きているとも限らない、そう思うごとに舞の身体はスピードを上げてアスファルトの上を──

　いきなり失しつ速そくした。バランスを崩した舞の身体がガードレールを飛び越えて、というよりもすり抜けて車道の上に投げ出される。『接せつ地ち』を使う暇ひまもあらばこそ、舞は路面の上を半分めり込みながらなめるように滑っていき、しばらく行ったところでようやく自分の身体を止めることができた。自分の身体を止めるまでにそんなにも時間がかかったことなどかつてなかった。それを不ふ審しんに思うよりも先に、視し界かいが暗くなってきた。見上げたそこにはショッピングセンターの姿、その無表情な巨体がぐにゃぐにゃに歪ゆがみ、頭の中を意味不ふ明めいなノイズが埋め尽くしていく。

　やばい。

　めちゃくちゃ眠い。

　幽霊になってからというもの、舞は眠れぬ夜を過ごしたことがない。幽霊にとっての睡眠というのは人間のそれよりもはるかに重大な要素であり、『眠い』と思った瞬間にはそれはもうとんでもない眠ねむ気けが襲おそってくるのだった。その眠気は舞の精神力ではとても抗しきれるものではなかったし、そもそも心地のよい睡眠を拒きよ否ひする理由などどこにもないので、舞はいつも安らかな眠りを楽しむことができたのだった。

　だが、今は違う。一いつ刻こくも早く帰らなくては、月島さんが傷きず物ものにされてしまう。どんどん下がってくるまぶたを超ちよう人じん的てきな力で食くい止めて、舞はカウント９のボクサーのように立ち上がった。『接地』である。そんな技法を使うよりも普通に飛んだほうがはるかに早く月島宅につけるのだが、すでにまともなことを考えるほどの力も舞には残されていない。一歩一歩踏みしめながら、舞はただひたすらに思う。早く帰らなくちゃ。そう思いつづけることで、ともすれば頭を塗りつぶしそうになる眠気を跳ね除のけるつもりだった。早く、早く帰らなくちゃ、月島さんが、レレナと──とにかく、早く、早く、早く、早く────







幕間　その日、亡くしたもの







　──早く、早く、早く──なにをするんだったっけ？

　舞まいは歩く。視線を地面に貼はりつけたまま、一いつ心しんに足を前後させる。なにをしようとしていたのか思い出せない、そのくせ焼けつくような焦しよう燥そう感かんだけが舞の中で燻くすぶっていた。地じ団だん太だを踏みたくなるような気分、必死になってそれを抑え込みながら、舞はただ歩きつづける。

　あたりはしんと静まり返っていた。耳が痛いほど、というのはこういう静けさのことを言うのだろう。自分の歩くひたひたという音だけが、かろうじて両側の壁に反射して聞こえてくる──と、舞はそこで顔を上げる。足を止めることなく、視線を巡らせて周囲の光景を見み遣やった。

　壁、壁、壁だ。舞の両側に、威い圧あつ的な感じのする壁がそびえ立っている。こんなに大きな壁は、いまだかつて見たことがない。ふわあ、という感かん嘆たんの吐と息いきが舞の口から漏れた。なにしろ壁のてっぺんが夜空の向こうに霞かすんでいる。あまりに壁の背が高すぎるためか、見上げた舞の視し界かいのほとんどが白しろ塗ぬりの壁に埋め尽くされていて、夜空が真っ黒な一本線に見える。その馬鹿げた大きさの壁をぽかんと口を開けて眺ながめながら、それでも舞の足が止まることはない。ひたすらに、早く行かなくちゃ、と思う。

　どこへ？

　わからない。まあ、差し当たっては前に進めばいいだけだ。首が疲れてきたので視線を前に向けると、そこには今しがた見上げた壁を横よこ倒だおしにしたような、終わりの見えない一本の道があった。ちょうど人が二人、肩を並べて歩けるくらいの幅である。げっそりする。まだこんなにあるのか。そういえば、今いま自分はどれくらいのところまで進んできたのだろう。歩む速度を緩めながら、舞は首だけで後ろを振り返ろうとして、

　──なに見てるの

　母の声が聞こえた。

　──なに振り返ってるの？　出て行くんじゃなかったの？　それとも私に止めて欲しいの？　舞ちゃん待ってって、舞ちゃん行かないでって、抱き締めていいこいいこして欲しいわけ？

　かっと頭に血が上った。上じよう等とうだ。誰があんなところを振り返るものか。自分の母親が浮うわ気き相手を連れ込んでくるような家になど、誰が帰るものか。振り向きかけていた顔を強ごう引いんに前に向け、ともすれば遅くなりがちだった歩調のペースを上げた。音が鳴るほどに歯を食くいしばる。悔しかった。自分の心のうちを、よりにもよってあの母に見み透すかされたような気がした。

　前を向く。と、漠ばく々ばくと伸びる目の前の道のはるか向こうから、また誰かの声が聞こえた。今度は母の声ではない。もっと温かな、もっと優しい誰かの声──怒りに強こわ張ばった表情が緩んでいき、舞まいの口元に嬉うれしそうな恥ずかしそうな微笑が浮かぶ。早足が小こ走ばしりに変わる。答えようとして舞が口を開いたその瞬間に、今度ははっきりと、亮りよう史じの声が薄うす暗ぐらい通路の中に響ひびいた。

　──こっちに来ちゃだめだよ、舞くん

　舞はつんのめるようにして止まった。その顔には不安と不満が同量に浮かんでいる。それでも声だけは強気を装って、舞は姿の見えない亮史に問いかけた。

「なんで？　なんでだめなの？」

　答えはない。しばらく待ってみても、亮史の声は二度と響ひびくことがなかった。拳こぶしを握り締める。うつむいて、また歩き出そうとしたそのとき、今度はレレナの声が聞こえた。

　──こっちに来ちゃだめですよ、舞さん

　弾はじかれたように顔を上げ、舞は今度こそ、食くってかかるような口く調ちようで叫んだ。

「なんでよ！　なんであたしばっかり除のけ者にするのよ!?」

　答えを待とうとは思わなかった。走り出す。今にも泣き出しそうに顔を歪ゆがめて、ぺたぺたと音を立てながら懸けん命めいに走りつづけた。前を見ようともしなかった。流れていく地面をひたすらに見つめていた。もし前を向いて、そこに亮史とレレナの姿を見つけ、彼らがかつての母のように疎うとましそうな顔をしていたら──走る速度を速めながら、舞は首を左右に振る。そんなことはない。亮史やレレナにそこまで嫌われるほどのことはしていない。だから大丈夫だ、自分はあそこに行ってもいいんだ──

　右の耳元で聞き覚えのない声が囁ささやいた。

　──大丈夫？　お前が？　はは、お前まさか自分があいつらに好かれてると思ってるんじゃないだろうな？　はっきり言ってやろうか、あいつらはな、お前のことが鬱うつ陶とうしくてしょうがないんだよ。だってそうだろ？　いつもいつもいきなり壁から現れては人のことを驚かせるし、わけのわからない駄だ々だをこねて人を困らせるし。まるでガキだ。ガキならまだかわいげがあるがな、お前みたいな図ずう体たいのでかい、半分大人おとなになりかけてるような娘がやってもうざったいだけだよ。それなのに好かれてる？　あれだけ理り不ふ尽じんにレレナに八つ当たりをぶつけておいて？　一方的に亮史のことを怒ど鳴なりつけておいて？　それでもまだあいつらがお前のことを好きだと？　うぬぼれるのもいい加か減げんにしろよ。お前にそんな価か値ちなんてないよ

「違う！」

　そう叫んで、舞はさらに速度をあげた。それでも声を引き離すことはできない。今度は左の耳元に、その声がまとわりついてきた。

　──そうだよね、違うよね。いきなり飛び出してレレナを驚かせるのも、月つき島しまさんの前でわざとすねて見せたりするのも、ホントは構って欲しかったからだよね。でもね、舞、やっぱり月島さんもレレナも、そのことが邪じや魔まだったんだと思うよ。だってさ、月島さんにはレレナがいるし、レレナには月島さんがいるもん。あのね、言いにくいんだけど、あなたがいなくても別に誰も困らないの。ううん、むしろ、いないほうがみんなのためになるの。もうそろそろ自覚しなよ、みんな迷めい惑わくしてるんだよ。ホントはもう、わかってるんでしょ？　自分がなんの役にも立たないただの邪じや魔ま者だって

「違うっ!!」

　二つの声が揃そろって言う。

　──なにが違うんだ？

　──なにが違うのよ？

　一時も走る速度を落とさずに、舞まいは声の限りに叫んだ。

「だって、だってあたしには、もう他に行くところがないもの！　あたしにはもう、あそこしか居い場所がないんだから！　あそこを、あそこを追い出されたら、どこに行けばいいっていうのよ!?」

　めちゃくちゃなことを言っている。答えになっていない。それを嘲ちよう弄ろうするように、二つ声が笑いさざめいた。走りつづける舞の耳元から、笑い声は段々と遠ざかっていく。完全に聞こえなくなる一瞬前まえに、その声がぼそりとつぶやいた。

　どこにも行かなくていいよ。そこにいろ。

　そう言ったように聞こえた。

　なけなしの勇気を振り絞しぼって、舞は顔を上げる。相変わらず延々と続く道が横たわっており、そのはるか向こうに、懐かしい亮りよう史じの背中が見えた。涙が出るほど安心した。亮史の隣となりにはレレナの小さな肩が、睦むつまじく寄り添うようにして並んでいる。そのことが気に食くわないと言えば気に食わなかったが、考えないことにした。一刻も早くその背中に追いつくべく、舞はさらにスピードをあげようとして──

　つまずいた。

　身体からだが浮いた。

　思い切り叩たたきつけられ、勢いあまって地面の上を滑っていく。不ふ思し議ぎと痛みは感じなかった。ただあまりの驚きと衝しよう撃げきのために、頭の中が空くう白はく状態になってしまった。舞は首をひねって、すぐ後ろの通路、なににつまずいたのかを見ようとした。

　パイプのようなものが地面の上を走っているのが見えた。変な顔をして見ている舞の目の前で、ごつごつした感じのそのパイプは、あろうことか身体からだの固い蛇へびのようにごきごきと蠢うごめきはじめた。パイプの先せん端たんには妙みような形をした水すい槽そうが取りつけられていて、その水槽を持ち上げるように、パイプは道の上に立ち上がった。

　よくよく見てみれば、パイプではなかった。

　異常なほどに細ほそ長ながい、それは手足だった。

　悲鳴をあげることもできなかった。そんな暇ひまもなかった。舞はとっさに立ち上がり、再び猛もう烈れつな勢いで走りはじめた。がちがちに凍りついたその表情の裏では、こんなことを思っている──嫌だ、嫌だ、あれは嫌だ。あれに近づいちゃだめだ。早く逃げなくちゃ、早く、早く、早く、早く、早くしないと──そう思っているのに、悲しくなるほど足は前に進まない。こんなに懸けん命めいに走りつづけているのに、水中を歩いているような重ったるい感覚が舞まいの身体からだを阻こばんでいる。

　舞の周囲を取り囲むのは、すでに先ほどまでの壁ではなくなっている。舞のよく知る、湯ゆヶが崎さきでもっとも多く利用されているショッピングセンターだった。意い匠しよう化かされた柱、客足を止めるためのベンチ、外壁に掲かかげられた垂たれ幕まくに、自動ドアの向こうの閑かん散さんとした野や菜さい売り場までもが見えた。

　狂っているのは、それが延々と、終わることなく連なっていることだ。コピーしたようにまったく同じ外観のショッピングセンターが、きっちりと定じよう規ぎで測ったような正確さで肩を並べている。柱の数も、ベンチの配置も、自動ドアのすぐ向こうに見える棚にトマトが山積みになっていることも、なにもかもが同じだった。得え体たいの知れない恐怖がじわじわ這はい寄ってくる。舞はふと視線を上げ、そこに垂たれ幕まくがかけられているのを見る。垂れ幕と垂れ幕のあいだの間かん隔かくも、気持ち悪いほどに一定だった。無む論ろん垂れ幕の文字も寸すん分ぶん違わずに同じで、そこには太い文字でこう書かれている──「来るな」「来るな」「来るな」。

　ようやく、舞の目から涙がこぼれた。

　それでも亮りよう史じの背中は近づいていた。もう少しだ、と思った。あそこまでたどり着けば、きっと月つき島しまさんは助けてくれる。あたしのことを受け入れてくれる。「こっちに来るな」などと、そんなことは言わない。言わない、はずだ。ぼろぼろと涙をこぼしながら、舞は一いつ心しん不ふ乱らんに走りつづけた。もう少し、あともう少しだ、もっと速く、速く、速く、速く──

　不ふ意いに、首くび根ねっこを引っ摑つかまれた。そのままぐいと後ろに引っ張られる。尋じん常じようではない力の強さだった。子猫のように持ち上げられて、舞は後ろへと放り投げられた。じたばたと手足を振り回すことしかできなかった。受身も取れずに、背中から地面に着地する。それでも健気けなげに舞は身を起こし──

　そして、それを見た。

　パイプと見み間ま違ちがえるほどに細長い、異常な手足。四本のそれを駆く使しして、人間と蜘く蛛もの合いの子ような生き物が舞のすぐ目の前やや頭上に陣じん取どっていた。右手右足を右の壁に、左手左足を左の壁に、『大』の字に貼はりつけて舞のことを見下ろしている。

　悲鳴をあげた。

　しかし、肝かん心じんの音が喉のどの奥から出てこない。舞は一歩、二歩と後ずさりをし、すぐに背中がなにかにぶつかった。振り向いてみるとそこには巨大な壁があり、今まで走ってきた長い長い一本道はどこを探しても見つからない。舞は前を向く。できるだけ上を見ないようにしながら、蜘蛛の向こうにいる亮史の背中に向かって助けを求めた。

　助けて！　助けて月島さん!!

　やはり声は出ない。舞まいの顔がくしゃくしゃになった。すぐそこにある亮りよう史じの背中が、舞に諦あきらめることを拒きよ否ひさせた。下へ手たな希望は絶望よりもタチが悪い。恐怖に凍こごえる背せ筋すじを叱しつ咤たして、舞は、無む謀ぼうにも、地面を滑るようにしてまた走り出した。蜘く蛛もの足の下を潜くぐり抜けるつもりだったのだろう、悲ひ惨さんなほどに必死なその視線は、ただ亮史のことだけを見つめていた。

　蜘蛛の身体からだのバランスが、崩れた。一いつ心しんに亮史の背中を見ていた舞は、そのことに気づかなかった。気づいていたとしてもどうしようもなかっただろう。腕と同じに細長く、意外なほどに綺き麗れいな蜘蛛の指が、上方からすくい上げるように迫ってくるのをただ見ていることしかできなかったはずだ。

　顔を襲おそった衝しよう撃げきに、舞はまたもや吹っ飛んだ。勢いをつけて走っていただけにカウンターの威い力りよくは凄すさまじく、ほとんど空中で半はん回転するような勢いで舞の頭は地面に叩たたきつけられた。痛みは感じない。その代わりに膨ぼう大だいな量の衝撃が脳のう裏りを埋め尽くし、昏こん倒とうに近い状態に陥ってしまった。自分の腹の上に、誰かがのしかかってくるのを感じる。じんじんと痺しびれる頭を動かして、舞は自分の上に馬乗りになった誰かをその視し界かいに収めようとした。ところが一体なにがどうなったものか、舞の視界の左半分は真っ黒に塗りつぶされていて、右半分はあまりに強い衝撃のためか滲にじむようにぼやけている。舞は気力を振り絞しぼって瞳の焦点を合わせ、右目の視界が段々と元に戻っていき、努力の甲か斐いあって彼女が見ることができたものは、




　自分の顔だった。

　ちぎりとられた紙切れのように、その顔は左半分しかなかった。




　自分の顔を貼はりつけた誰かの腕が、舞の喉のど元もとを押さえ込んだ。おかげで悲鳴をあげることはおろか、亮史に助けを求めることさえできなくなった。ひとつだけ残った舞の右目に、たちまちのうちに涙が溢あふれる。

　こんなところで？

　どこにも行く場所がない。どこにも帰る場所がない。あの日、酔よっ払ぱらって自分の浮うわ気き相手を家にまで連れ帰ってきた母に激げつ昂こうして飛び出したあの日、自分はどこに行く気だったのだろう。パジャマ姿に裸足はだしのままで、息せき切って走りつづけて、その先に自分の居い場所が見つかると本気で思っていたのだろうか。

　誰かの顔に貼りついた自分の顔が、ずるり、と吸い込まれた。くちゃくちゃと咀そ嚼しやくする音、次いでごくんと飲み込む音。押し殺した声、

　──まずい、まずい──かおは、まずいのか

　なにを言っているのかわからなかった。わかろうとも思わなかった。世界が回る。ぐるぐると回る。どこかの夜よ道みちに仰あお向むけに寝ね転ころがりながら、どこかの誰かに馬乗りにのしかかられながら、舞は空くう虚きよな顔つきでただじっと夜空を見上げていた。回る夜空の中心を突くように、誰かの手が、長く、長く、高く、高く、振り上げられた。あれが振り下ろされたときに自分は終わる、そうわかってはいても、しかし恐怖も抵てい抗こう感かんも湧わいてこない。ぼんやりとした表情の上を大おお粒つぶの涙が伝い落ちていき、その感かん触しよくを確かめるように舞まいは目を閉じた。

　もう、いいや。もう、疲れちゃった。どうせあたしは誰にも必要とされていないんだ。この十五年間、楽しいことなどなにひとつとしてなかった。友達と笑い合っていても、いつも心の中で首を傾かしげていた。あの家のせいだ。あの家のことがしこりとなって心に残っていたから、なにをしても楽しむことができなかったんだ。壊れた家庭を直すための努力はいろいろやってみた。どんなに拒きよ絶ぜつされても諦あきらめずに母に話しかけた。でも、結局は、形として返ってきたものなどなにひとつなかった。だから、もういい。もう、これで、おしまい──

　風を切るような音が聞こえて、舞の意識は闇やみの中に途と切ぎれた。
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　朝食が終わったら食器を流しのボウルに沈め、レレナがゴム手て袋ぶくろをつけてそれを洗っているあいだに亮りよう史じがテーブルの上を布ふ巾きんで拭ふく。それが月つき島しま宅の毎朝の日課であり、拭き終えたら「おやすみ」の挨あい拶さつもそこそこにさっさと二階に上がっていくのが常なのだが、しかし今日に限っては事情が違った。亮史はソファの上に足を組んで座りながら、ちらりと時計を見る。午前八時十三分。

　誰にともなく、亮史は息を吐いた。それに反応して、レレナがぼんやりとした声で言った。

「……帰って、きませんでしたね」

「…………うん」

　舞まいが、である。原因ははっきりしていて、昨日の亮史との諍いさかいがまだ尾を引いているに決まっていた。ところがレレナの意見は違っており、彼女が言うには「舞さんにはカズマという幽ゆう霊れいの友達ができたそうで」そのカズマとやらと幽霊同士腹はらを割って話し込んでいるのではないか、とのことである。まあ、確かに。昨日のあの喧けん嘩かがそれほどまでに重大な出来事だとは、亮史にも思えなかった。亮史が昨日の喧嘩のあらましをレレナに説明したのはまだバイトから帰ってすぐのことだったので、そのときは二人とも「そのうち帰ってくるだろう」という希望的観かん測そくで一致していたのである。

　それなのに、もう八時にもなるというのに、お日様も完全に昇のぼってしまったのに、舞が帰ってくる気配は一いつ向こうにない。こうなってくると、さすがの亮史にも思うところが出てきた。それほどまでに傷つけてしまったのかと思うと、「大したことはない」とタカをくくっていた自分のことが、なにやらものすごい無む神しん経けいなように思えてくるのだった。

　亮りよう史じの意を汲くんでか、レレナがことさらに明るい口く調ちようで、

「よ、よっぽどカズマって人と話が合ってるみたいですね、舞まいさん」

　慰なぐさめてくれるのは嬉うれしいが、そこまで強ごう引いんにされると逆に落ち込んでしまう。暗くなった亮史の顔を見て、レレナの笑顔も萎しぼんでいった。居間の空気がずしんと重くなる。それを肌はだで感じているかのように、二人とも揃そろって肩を落としていた。

　やがて亮史が、ぽつりと言った。

「──そこまでひどいことは、言っていないと思うんだけどなあ……」

　レレナが顔を上げた。亮史に共感するような表情、共感するような声で、

「あの、こんなこと、あまり言いたくないんですけど……昨日の私とのことと言い、月つき島しまさんとのことと言い、なんだか舞さん、最近おかしくありませんか？」

　亮史はちらりとレレナのことを見る。その視線に怯ひるんだように、レレナはあさっての方向に目を向けながら続けた。

「陰かげ口ぐちみたいで嫌なんですけど、でも、やっぱりおかしいと思うんです。なんだかやけに怒りっぽいっていうか──ううん、そうじゃなくて、なんて言うのかな──」

「癇かん癪しやくを起こしやすくなったね」

　レレナは亮史へと視線を戻した。どことなく救われたような表情になっている。亮史は小さく頷うなずき、さらに続ける。

「うん。それは僕も思ってた。最近──って言っても、一昨日おとといあたりからかな──なんだか様よう子すが変だとは思ってたよ。普通に話している分にはいつもと変わりないんだけど、ふとしたときになにか考え事をしてるような表情になるんだ」

　舞が一いち事じについて深く考えるということは、そりゃないわけではないのだろうが、非常に珍しいことではあった。なにしろあの性格だ。底抜けに楽天的にして行動的、簡単に言ってしまえば、舞は考えるより先に手が出るタイプの娘なのである。

　レレナが心配そうに言った。

「なにか、あったんでしょうか」

「多分ね」

　そう答えてから、ではその『なにか』が一体『なに』なのか、亮史は考えはじめた。悩みのひとつすら持たない天てん真しん爛らん漫まんな少女。そんな人間などいるはずがない。多かれ少なかれ、誰だって心の中に闇やみを抱かかえているものなのだ。亮史の知っている限りでは舞の闇はひとつしかなく、そしてそれだけに、底が知れないほどその闇は深い。

「……ま、帰ってきたら聞いてみるよ。なにかあったのかって。答えてくれるかどうかはわからないけど、でも、だめでもともとってこともあるしね」

　亮りよう史じは少しだけ声のトーンを上げてそう言った。そうすることによって、居間の中に漂いはじめた暗い空気を払ふつ拭しよくしようとした。レレナもそれは承しよう知ちしているのか、その顔にぎこちない笑えみを浮かべて、首を縦たてに振った。亮史はふっと笑い、目を閉じてソファにもたれかかった。

　とりあえず、舞まいが帰ってくるまでここにいなくてならない。でなくては今度こそ舞の信用をすべて失ってしまうかもしれない。心の中でため息をつく。なんにしろ早く帰ってきて欲しいものだ。レレナの手前我が慢まんしているが、さっきからあくびの衝しよう動どうが三十秒おきに襲おそってきている。人には生活時間帯というものがある、人間にとってのそれが昼であるように、吸血鬼にとってのそれは夜なのであり、このままでは健康に害を及ぼす恐れが、

「月つき島しまさん」

　取り止めがなくなってきた亮史の思し考こうを、その声が断ち切った。目を開けて視線を向けると、いつの間にやらレレナは決然とした表情で身を乗り出していた。何事かと思う。

「あの、その役目、私に任せてくれませんか？」

　その役目、と言われても、

「……どの役目？」

「ですから。舞さんになにがあったのかを、聞く役目です」

　亮史は怪け訝げんそうに眉まゆを寄せた。そんな反応にも少しも怯ひるまずに、レレナは自らの決意を確かめるかのように拳こぶしを握り締める。

「私、昨日の舞さんとのことで思ったんです。いつもいつも舞さんに一方的にからかわれてたけど、でも、やっぱり怒るべきときには怒らなくちゃいけないんじゃないでしょうか。私は舞さんのこと、友達だと思ってます。舞さんも、私のことを友達だと思ってくれてるはずです。それなのに、私だけ本ほん音ねを隠かくして舞さんと付き合うのは、なんだか卑ひ怯きようなような気がするんです」

　そこでレレナは照れたように顔をうつむかせて、

「ホントのこと言うと、昨日舞まいさんに怒ど鳴なりつけられたときに、少しむかっと来てたんですよ。せっかく誉ほめたのになんで怒られなくちゃいけないんだって。でもそういうのを黙ってるのは本当の友達じゃないと思いますし、舞さんに対しても失礼だと思うんです。だから、舞さんになにかあったのか聞く役目は、私に任せてくれませんか？　私の本音をぶつけてみれば、舞さんもきっと打ち明けてくれるはずですから。もしそれでまた『余よ計けいなこと言うな』って言われたら──そのときは、今度こそ私も言い返します」

　言い終えて、レレナは大きく息を吐き出した。亮史はそんな彼女のことをまじまじと見つめている。亮史のその視線に、レレナの顔から今までの決然たる表情がたちまちのうちに消えてなくなり、もじもじとしきりに指を動かしはじめた。それでもその目だけは片時も亮史から離れず、レレナはじっと亮史の答えを待ちつづける。

　やがて亮史は、小さく微笑ほほえんで言った。

「そこまで言うなら、任せることにするよ」

　レレナの顔がぱっと輝き、

「ああそうだ、ついでに僕と舞まいくんの仲ちゆう裁さいも頼まれてくれるかな？　僕としても舞くんといきなり顔を合わせるのは気まずいし、君がワンクッション置いてくれるのならとてもありがたいんだけど」

　彼女の喜びが驚きと緊きん張ちように転じた。だが、そこに浮かぶのは必ずしも否ひ定てい的な色ではない。レレナはしっかりと頷うなずいた。思わぬ大たい任にんを手渡されて、それでも絶対にそれを為なし遂とげてやろうという使命感が、レレナの引き締まった口元のあたりに感じられる。そんなレレナの顔を、亮史はどこか見違えるような視線で見ていた。

　ただ純粋なだけの、人に守られることしかできないお嬢じよう様。心のどこかでそう思っていたのかもしれない。でなければ、今のレレナの発言にこんなにも驚くはずがない。申し訳ないような気持ちで、亮りよう史じはレレナから視線をそらした。そう言えば、と思う。そう言えば一週間前、血に餓うえた炎ほのおと化した自分のことを救ってくれたのも、レレナだった。

　自分が思うよりも、レレナはずっと強い娘なのだ。

　亮史は立ち上がった。レレナの気負いを和やわらげるように、軽い口く調ちようで言った。

「僕がいたんじゃ、舞くんとは話しづらいよね。そろそろ、寝ることにするよ」

　そこで亮史は不安げな顔を作り、

「……ちゃんと言っておいてよ、『心配してた』って。帰りを待たずに眠ったなんて思われたんじゃ、仲直りどころじゃないから」

「はいっ！　任せてください！」

　気合いと共に頷うなずいたレレナの顔に、亮史は微笑ほほえんで立ち上がった。あくびを嚙かみ殺しながら、居間のドアへと向かう。途中でちらりとレレナの横顔を見たが、すでに彼女は『どう舞のことを説得するか』を考え込んでいるようで、亮史におやすみの挨あい拶さつすらも言わなかった。元気な娘である。一ひと晩ばん中じゆう亮史と一緒に舞の帰りを待っていたくせに、レレナは眠そうな素そ振ぶりをまったく見せなかった。今こうしている瞬間も、夢む中ちゆうになって舞の説せつ得とく方法を考え込んでいる。一体いつ寝ているのだろうと、亮史はわずかに苦く笑しようしながら思った。

　二階への階段を上りながら、レレナならばうまく舞の心を解ときほぐせるだろう、と亮史は考えた。それこそがレレナの武器なのかもしれない。決して意図的でも打算的でもない、まっすぐな性しよう根ねに裏打ちされた真しん摯しな情熱。結局はそういったものが、人の心を開かせるのではないだろうか。

　自分には、到とう底てい真ま似ねできそうにない。そう思い、亮史はレレナに対して多くの羨せん望ぼうと、そして若干の嫉しつ妬とを感じた。




　　　　◆




　とりあえず、気持ちを落ち着けるためにお茶を淹いれてお茶菓が子しを出した。

　お茶と言ってもパック詰めの水出し緑茶だし、お茶菓子と言ってもコンビニで五十円で売っている一ひと口くちまんじゅうなのだが、これはこれでなかなかレレナの口に合った。まんじゅうをほこほこと頰ほお張ばり、口の中に広がるまろやかな甘あま味みを冷たいお茶で喉のどの奥に流し込むたびに、レレナは「日本は本当にいい国だなあ」と実感するのである。こういうときのレレナは実に幸せそうな表情をする。この顔を写真に撮って世界中にばら撒まけば、それだけで世の中から戦争が消えてなくなるかもしれない。五十円のまんじゅうひとつで世界平和を実現するとは、実にコストパフォーマンスの高い娘である。

　とはいえ、このときばかりは、レレナも見た目ほどに穏おだやかな心持ちというわけでもなかった。なにしろ亮りよう史じに舞まいの説得役やく、および仲ちゆう裁さい役を頼まれたのだ。どういうふうにして彼女を攻略しよう、どういう言い方で彼女を説得しよう、そう思うと、さすがのレレナも湯飲みを持つ手に力がこもるのだった。

　気き後おくれを感じないといえば噓うそになる。だがしかし、それを補って余りある闘とう志しがレレナの中で燃えたぎっていた。思えば舞と知り合ってから、もう一ヶ月以上が経過しようとしている。それなのに自分は舞に対して、まだ敬けい語ごを使っているのだ。亮史に敬語を使うのはまだいい。なんだかんだ言っても彼はレレナの居い候そうろう先の主人なのであり、レレナから見ればまごうことなき『目め上うえの人』なのだから。いくら仲がよくても目上は目上、ガゼットと話すときもそうであるように、亮史と話すときに敬語を使うことについてはなんの不ふ思し議ぎもなかった。

　だが、舞は違う。舞は自分の友達なのだ。一体どこの世界に、友達に対してですます調で話しかける人間がいるというのか。

　少しばかり己おのれを恥じるような気分になって、レレナはちらりと湯飲みに視線を落とした。最初に出会ったときからすでに敬語を使っていたから、それがずるずると長引いてやめるきっかけを見失ってしまった。レレナが舞に対して敬語を使う理由は、それに尽きた。内ない心しんではもう完全に友達のつもりだったし、それなりに遠えん慮りよのない言葉をびしばしぶつけたこともある。しかし──と、レレナは恥じらいを深くしながら思う。しかし、やはりどこかしら一歩間まを置くようなニュアンスがあったのかもしれない。レレナ本人にその気持ちがなくても、舞にはそういうふうに響ひびいてしまったのかもしれない。もしかしたら、舞は敬語を使われることを不満に思っていて、その不満が積もり積もって昨日のような癇かん癪しやくを招いてしまったのかもしれなかった。

　それならば。

　レレナは湯飲みを固く握り締めて決意する。それならば、今日からは舞に対して、タメ口ぐちで接することにしよう──決して彼女を侮あなどっているわけではない。むしろ友達のあいだでの過ぎた遠えん慮りよこそ、失礼に当たるというものだ。もっともいきなり最初からタメ口ぐちでは不快に思われてしまうから、まずは今いま挙げたような理由を説明しなくてはならないだろう。そしてその上で彼女の不ふ機き嫌げんの原因を確かめるのだ。真まご心ころを持って接すれば必ず真心で返ってくるはずだと、レレナはそう信じ込んでいた。多た分ぶん神様もそう説いていたはずだ。レレナはさらに両手に力を込めながら、密ひそかに気合いを入れる。よし。やるぞ。

　と、レレナの手の中に収められていた湯飲みが「ぴしっ」という音を立ててひび割れた。小さく叫んで手の力を緩めたときにはすでに遅く、漏れ出した緑茶がレレナの膝ひざ元もとを薄うす緑みどり色いろに染めてしまっていた。慌あわてて湯飲みをテーブルの上に置いてから、レレナは情なさけない顔で濡ぬれた自分のスカートを見下ろす。せっかくの気合いに水を差されたような気がするが、元はといえば自分が悪いのだし、それ以上に湯飲みを割ってしまったことを月つき島しまさんになんと弁べん解かいすればいいのかああもう私は馬鹿だなあこんなんで舞まいさん説得できるのかなあ、といきなり弱気になってレレナは濡れた膝元をぺしゃぺしゃと叩たたいた。




　わざわざ着替えることもあるまいと思ったので、ティッシュで水気を吸い取ってみたのだがどうにも気持ちが悪い。動き回るたびに重く水を含んだスカートが足に貼はりつくのである。仕方がない、上に行って着替えようか、と思って立ち上がったまさにその瞬間、居間のドアを舞が通り抜けてきた。

　起きたばかりなのか、舞の髪の毛にはかなりの寝ね癖ぐせがついていた。ごしごしと目をこすって、舞は眠そうにレレナのことを見る。と、その手を降ろして、舞はたった今いま目が覚めたとでもいうようにその目を見開いた。ぎくりと身を強こわ張ばらせるレレナに、どこまでも真剣な口く調ちようで、

　──レレナ、あのさ、ちょっと聞きたいんだけど

「は、はいっ？」

　──……赤ちゃんはどうやってできるのか、知ってる？

「──へ？」

　わけがわからなかった。レレナはぽかんと口を開いて舞の顔を見つめ、その視線に舞はバツが悪くなったように顔を背そむけてしまった。こころなしかその頰ほおを赤く染めて、舞は小さな声で弁解するように言った。

　──ご、ごめん。なんでもない。忘れて

「……はあ……」

　怪け訝げんそうなレレナの声に、舞の顔がさらに赤くなった。その姿を見るうちに、レレナの心にある決意が固まってくる。静かに深しん呼吸をして、レレナは決然とした口調で言った。

「ねえ、舞──」

　いきなり呼び捨てにされて、舞は驚いたようにレレナに視線を戻した。彼女の目が不ふ思し議ぎそうにじっとレレナのことを見つめる。レレナの中で一時的局きよく地ち的なパニックが巻き起こった。レレナはアドリブに弱い。几き帳ちよう面めんな彼女はいついかなるときも綿めん密みつな計画を立ててから行動を起こすのだが、それだけに不ふ意い打うちされるとあっさりとすべての目もく論ろ見みが崩ほう壊かいしてしまい、最終的にはなにがなんだかわからなくなってしまうのだ。レレナはしどろもどろになりながら、

「いやっ、あのっ、違ちがくて、ほら、私、私あの、今までずっと舞まい──舞と、舞に敬けい語ご使ってたんだけど、でも私たち友達だし、友達だったらやっぱりそれなりの話し方があると思うし、えと、その、ま、舞がどうしても嫌ならいいんだけど、もしよかったら」

　舞はぱちぱちとまばたきをしてから、思い出したように「あー」と声をあげ、

　──そういうことね。わかったわかった、じゃあまあ今後はタメ口ぐちの方向で

　あっさり了りよう解かいしてくれた。なんだか拍ひよう子し抜ぬけして、レレナはぽかんとした表情で舞の顔を見つめた。その視線に舞は微笑ほほえんで応じ、すぐに笑えみを消して言葉を続ける。

　──ところでさ、そんなことより月つき島しまさんは？　どこ行ったの？

　そんなこと、と言われて多たし少よう落ち込んだ。自分ではそれなりの覚かく悟ごを持って告白したことなのに、軽くあしらわれたような気がして、少し不ふ機き嫌げんになった。立ち尽くしたまま唇くちびるを尖とがらせる。が、そこから先はやはりレレナだった。聞かれたことには答えなくてはならない、レレナは唇を尖らせたまま、丁てい寧ねいに舞の疑問に答えた。

「──もう、寝ちゃいま──寝ちゃったよ」

　舞の顔が一いつ変ぺんして不ふ機き嫌げんなものになった。どこか粘ねばついた感じのする口く調ちようで、

　──……そう。寝ちゃったんだ、月島さん

　そう言って、舞はレレナから視線をそらした。引き結んだその口元に、ありありと彼女の怒りが感じられた。レレナは自らの不満も忘れて目をぱちくりさせ、

「……どうしたの？　なにか約束でもあったの？」

　──あんたには関係ないわ

　冷たい声だった。あのときと同じだった。舞はレレナのことを見ようともしない。震える息を吐いて、なにかを必死にこらえているかのような表情で、ただじっとテーブルの上のひび割れた湯飲みを見つめている。いきなり投げつけられた無ぶ愛あい想そうな言葉と、舞の周りに漂っている近寄り難がたい空気に、入れたはずの気合いが水をかけられたように萎しぼんでいく。

　しかし。

　ここで逃げ出すわけには、いかなかった。

　レレナは勇気の限りを振り絞しぼって、さらに突っ込んでみた。

「関係なくなんてないよ。だってさ、舞も月島さんも、私の友達だもん。聞いたよ、舞、昨日月島さんと喧けん嘩かしたんだってね」

　舞は弾はじかれたように反応した。その目に宿るのは燃え盛さかるような怒りの色、だがレレナは口をつぐもうとはしなかった。舞の怒りの視線を真まっ向こうから受け止めながら、レレナはさらに喋しやべりつづける。

「月つき島しまさんが話してくれたの。月島さん、ずいぶん気に病んでたよ。いつまでたっても舞まいが帰ってこないから、部屋にも戻らないで一晩中ここで待ってたんだから」

　それを聞いて、舞は気まずそうに顔を背そむけた。すねているような口く調ちよう、

　──でも、結局眠ねむくなって寝ちゃったんでしょ？

　その言い方にかちんと来た。眉まゆ根ねを寄せ、小さな拳こぶしを握り締め、レレナはずいと舞に詰め寄った。今までにないレレナの強気な態度に牽けん制せいされてか、舞の幽ゆう体たいが空中でわずかに後退する。レレナは構わずに、叫ぶような声で言った。

「違うよ！　ホントは月島さん、あなたが帰ってくるまでここでずっと待ってるつもりだったんだから！　でも、私が無む理りに言って部屋に戻ってもらったの。どうしても、舞と話したいことがあったから」

　──なに、それ

　舞はもう怒っていないように見えた。むしろ自分のほうが怒られて、ふてくされているような顔だ。決してレレナと目を合わせようとはせずに、居い心ごこ地ちが悪そうに空中でもじもじしている。レレナは構わずに、

「あのね、月島さんとも話してたんだけど──舞、最近少し様よう子すが変だよね？　一昨日おとといくらいから。怒りっぽくなったっていうか、ぴりぴりしてるような気がする。どうしたの？　なにか、あったの？　なにかあったんならさ」

　そこでいきなり舞の顔色が変わり、割れるような大声で、

　──なにもないわよ!!

　さすがのレレナも、いきなりの舞の大声の前には口を閉じることしかできなかった。まじまじと舞の顔を見つめる。その頰ほおは真っ赤に上気していて、それは怒りというよりも羞しゆう恥ちのためのように、レレナには見えた。

　もう一度、抑えた声で舞は言った。

　──なにも、ない。別にぴりぴりなんかしてない

「……してるよ」

　──してないってば

「だって」

　──うるさいわね！

　嚙かみつくようなその言い方にも、レレナは怯ひるまない。真剣そのものの目め線せんでじっと舞の顔を見み据すえている。また一歩、レレナは舞に近づいた。それに押されるように、舞の身体からだが後ろにさがる。追い詰められたような舞の様よう子すに、レレナは声を和やわらげて言った。

「ね、舞。私も月島さんも、舞のことが心配なんだよ。だからね、なにか悩み事があるんなら話して欲しいの。私たちにできることなら、なんだって協力するから、だから──」

　──うるさい、うるさい、うるさい！

　舞まいはいやいやをするように首を振って、レレナに背を向けた。さらに言葉を重ねようとするレレナを制して、舞は大声で言う。

　──なにもないって言ってるじゃない！　しつこいのよ、レレナ！

　レレナから逃げるように、舞は空中を移動した。レレナは視線でそれを追ったが、舞は振り返ろうともしない。滑らかな動作でキッチン側の壁までたどり着くと、ぼそりと言った。

　──やってらんないわ。月つき島しまさんがいないなら、ここに来た意味ないもん。なんであんたなんかに、そんなおせっかい焼かれなくちゃいけないのよ。気分悪い

　刺とげのある言葉だった。いつものレレナだったら、それだけでうずくまってしまうような意地の悪い声だった。それでも、レレナはくじけなかった。常にないその強さがどこから湧わいてくるのか、自分でもわからなかった。傷ついていないわけではない。大きな黒い瞳に涙をいっぱいにためて、泣いているのか怒っているのかわからないような表情で、それでもレレナはあらん限りの声で怒ど鳴なりつけた。

「待って──待ってよ、舞！　私たち友達じゃないの!?　友達のはずでしょ!?　そりゃ確かに、おせっかいかもしれないけどさ──でも、舞のことが心配なんだもん！　お願いだから、もう少し信用してよ！」

　舞は、ずいぶん長いこと黙っていた。レレナは肩で息しながら、黙っている舞の背中を親の仇かたきでも見るような目つきでにらみつけていた。その目から、涙が一ひと筋すじ、つうと流れて落ちる。悲しいのか腹立たしいのか、自分でもよくわからなかった。

　だがそれでも、レレナは舞に対して悪あく感情を抱いてはいなかった。レレナの口から出てきた言葉はどれもこれも、舞のことを案じての発言だった。レレナは舞のことが好きだった。半はん吸血鬼になったばかりのころ、落ち込んでいたレレナにとって突き抜けるような舞の明るさがどれだけ救いになったことか。月島宅に響ひびく舞の笑い声が、ひとり故郷を思うレレナの寂しさをどれだけ紛まぎらわせてくれたことか。そのときどきに感じた尊敬や恩おん義ぎを、決して忘れてはいなかった。

　あるいは、そこまで複雑に考えていたわけではないのかもしれない。なんだかわからないけど友達が苦しんでいる、そんなときに一も二もなく手を差し伸べるということは、レレナにとっては常識以い前ぜんに当たり前すぎることだった。

　ある人の『当然』が別の人を傷つけることは、多くある。ありすぎるほどある。

　舞はレレナに背を向けたまま、天を仰ぐように顔を上げた。小さな声、

　──……レレナ。あたし、前から思ってたんだけど、

　迷うような間まがあり、

　──あんたって、いい子だよね。とっても

　レレナの虚きよを突かれたような表情、それを振り返ることもせず、

　──あたし、レレナと友達になれて、よかったと思うよ

　突然声こえのトーンが変わり、絞しぼり出すように、

　──素直で、優しくて、まっすぐで──でも、でもね、みんながみんな、あんたみたいないい子じゃないんだから。世の中のものが全部、まっすぐな定じよう規ぎで測れることばかりじゃ、ないんだから

　なにを言っているのかわからなかった。独り言のようにも聞こえた。真意を問いただそうとして口を開いたが、レレナがなにかを言う前に、舞まいは風のように姿を消してしまっていた。

　レレナはよろよろとした足取りで、舞が消えていった壁に近づいた。その腕を伸ばし、遠えん慮りよがちに壁に手を触れる。涙に濡ぬれた頰ほおが急激に冷えていくような感覚、への字に結んだその唇くちびるの奥で、レレナはきりきりと歯を食くいしばる。

　失敗した。

　言い方が悪かったのだろうか。もっと会話で打ち解とけてから核かく心しんに迫るべきだったのかもしれない。いや、それ以前に、舞の言ったとおり、自分が焼いているのは余よ計けいなお世話という奴やつなのではないだろうか。本当は、舞も放っておいて欲しいのかもしれない。それなのにいつまでもぐだぐだと付きまとうから、怒らせてしまったのかも──

　違う。

　レレナはぶんぶんと首を振った。そんなことはない。自分は、間違ってはいないはずだ。友達のことを心配してなにが悪いというのだろう。きっと自分の言い方がまずかっただけで、舞の相談に乗ろうとする姿勢は間違ってはいないはずだった。

　次こそは、とレレナは思う。次に舞と顔を合わせたとき、そのときにこそ、舞の悩みをあらいざらい喋しやべってもらうのだ。次こそは。ぐしぐしと目元を拭ぬぐってずるずると鼻を啜すすり、レレナは決意の表情も新たにそう胸に誓ちかった。




　　　　◆




　すとん、と地面に『接せつ地ち』して、カズマは歩きはじめる。湯ゆヶが崎さきは東京の端はしっこに位置する、田舎いなかと都会の中間のような町ではあるが、決して活気がないわけではない。朝方のラッシュがすでに終わったこの時間帯にも、駅前には常に雑ざつ踏とうのざわめきが絶えない。拓ひらかれた駅前広場を横切りながら、カズマはじっと物思いにふける。

　数多くの人波の、その誰ひとりとしても、カズマに気づくことはおろか触れることすらできない。カズマは決して道を譲ゆずらない。そんなことをしなくても、人々は勝手に彼の身体からだをすり抜けていくからだ。決してカズマに目を向けることなく、カズマを顧かえりみることなく、彼らはただ前を向いて歩いていく。

　何十年も、こうしてきた。誰にも認識されないということには、もう慣れきってしまっていた。話す相手などどこにもいなかった。たまに意思ある幽ゆう霊れいに会ったとしても、彼らはみな魂たま食くいに喰くい尽くされてしまった──否いな。自分が、喰い尽したのだ。人のせいにしてはいけない。カズマと魂たま食くいはあくまでも共きよう生せい関係にあるのだから。

　彼らを裏切ったのだという罪ざい悪あく感かんは、不ふ思し議ぎと覚えなかった。カズマが知り合った意思ある幽ゆう霊れいたちは、誰も彼も存在することに疲れ果てていたから。カズマと同じように、いずれ訪れる消しよう滅めつに怯おびえながらも、心のどこかでは消滅を待ち望んでいたから。

　長い長い孤独は、人の心をじわじわと侵食していく。いつまでもひとりきりで過ごしていくのならば、いっそ消えてなくなってしまったほうがいい。そう思えばこそ、カズマは幽霊を喰くうことに後ろめたさを感じずに済んだ。客観的に見ればただの言い訳に過ぎないのだろう。喰われた幽霊たちにしてみれば「冗じよう談だんではない」というのが本ほん音ねなのかもしれない。だからどうした、とカズマは思う。消滅を望むにしろ望まないにしろ、しょせん幽霊は幽霊。無が無へと還かえるだけの話だ。

　だが、舞は違う。

　カズマは立ち止まり、湯ゆヶが崎さき駅を振り返った。まだ幼さが残る顔立ちに、深い苦く悩のうが浮かび上がる。それを隠かくすように、カズマは両手で自分の顔を摑つかんだ。手に力がこもる。自らの額ひたいを搔かきむしるように、カズマは己おのれの額に爪つめを突き立てた。

　舞まいは違う。舞は生きることに──存在することに希望を持っている。月つき島しま亮りよう史じという想い人と、レレナやツキという友達を持っている。そこだけが、カズマが今まで喰ってきた残りカスのような幽霊たちとは違っていた。生命の有う無むなどはなんの関係もない。舞は今この瞬間にも、確かに『生きている』のだ。そんな娘を、喰うわけにはいかない。そして、なによりも──

　カズマは、舞のことを好きになりかけていた。

　無む邪じや気きな振る舞いやワガママな言動、時とき折おり見せる悲しそうな表情、若干の尊敬が混じったカズマへのまなざし──ふと、カズマは妹のことを思い出した。思い返してみれば、確かに舞はエミとよく似にているかもしれなかった。人ひと見み知しりだったエミがあれほどまでに傍ぼう若じやく無ぶ人じんな態度を取ったことなど一度もなかったが、それでもカズマに甘えるときの表情などは、どことなく面おも影かげが似に通かよっていた。カズマが舞に対して抱いている感情も、男が女に対するものではなく、兄が妹に対するときと同じものだ。

　舞と、ずっと一緒にいられたらと思う。舞の言ったとおり、月島亮史とやらの家に住み着くのも、悪くはないかもしれない。

　顔から手を離して、カズマはふわりと浮かび上がった。身体からだを制せい御ぎよするのを止やめ、ただ浮ふ遊ゆうするに身を任せる。空中に仰あお向むけに寝ね転ころがり、青い青い空を見ながら、カズマはしばしその空想にふけった。舞の話では、月島亮史とやらはずいぶん大らかな性格の人間──いや、吸血鬼のようだ。吸血鬼。最初にその単語を聞いたときは舞の正気を疑ったものだが、しかしまあ、幽霊がいるのだから吸血鬼がいたっておかしくはない。

　舞に、月島亮史に、レレナにツキ。舞の話では月島宅には誰だれ一人として純粋な人間はいないのだという。カズマは思う。その中に入れば──彼らの側そばにいることができれば、ただ延々と続くだけの自分の存在にも、多少の意義を見出すことができるのではないか。今まで漫まん然ぜんと迎えてきた明日のことが、多少なりとも楽しみに思えるようになるのではないだろうか。

　ふん、と鼻で笑った。遠くを見るように目を細めて、仰あお向むけのまま青空をにらみつける。

　しょせんは、空想に過ぎなかった。叶かなうはずのない夢ゆめ物語だ。確かに自分ひとりならば、その輪の中に入っていくことができたのかもしれない。妹のような幽ゆう霊れいと、優しい吸血鬼たちと一緒に、穏おだやかで安らかな毎日を送っていくことができたのかもしれない。

　あくまでも、自分ひとりならば、だ。

　唇くちびるを嚙かみ締める。発ほつ作さ的に巻き起こった怒りを静めるために、カズマはそうすることしかできなかった。幽霊であっても痛みと無む縁えんなわけではない、『唇を強く強く嚙み締める』というイメージに励れい起きされて、カズマの口元から一ひと筋すじの血が流れ出した。

　この身のうちに巣す食くう魂たま食くいは、穏やかな毎日など望んではいない。虫けらにあるのは、ただ自分の命を永らえさせようとする浅ましい生せい存ぞん本能だけだ。定期的に幽霊を摂せつ取しゆしなければ魂食は生き延びていくことができないし、魂食をその身に宿すカズマもそれは同様だった。ひとところに留まっていては、定期的に魂たましいを喰くうことなどできるはずがない。

　まただ、と思い、カズマはその小さな手をもう一度自みずからの頭に添えた。また魂食だ。この薄うす汚ぎたない寄き生せい虫ちゆうのおかげで、一体どれほどの苦しみを受けてきたことだろう。無む益えきだとはわかっていても、そう思わずにはいられなかった。目の前に掲かかげられた幸福なビジョンが、カズマにそう思わせたのかもしれない。なんの知能も知性もない、ただ生き延びるために這はいずり回る汚けがらわしい蛆うじ虫むし野や郎ろう。こんな虫けらのために、俺は手を伸ばせばすぐ届くところにあるあるささやかな幸せすらも捨て去らなくてはならない。……ふざけやがって、なんだって俺が、こんなにも苦しまなくちゃいけないんだ──畜ちく生しよう、畜生、畜生!!

　突然、カズマの上に声が降りかかってきた。

　──どしたの、恐い顔して。あ、──もしかして、偏へん頭ず痛つう？

　不ふ意いを突かれた。カズマは頭から手を離し、慌あわてて体勢を元に戻そうとした。が、舞の手がカズマの身体からだを押さえつける。心配そうな声、

　──動いちゃだめだよ。じっとしてないと、頭痛がひどくなるよ

　よくわかんないけど、と少し恥ずかしそうに付け加える。魂食に対する激しい怒り、その余よ韻いんが冷さめ遣やらない顔でカズマは舞のことを見つめた。その顔が、舞の目には『痛みをこらえている』と映っているのかもしれない。舞は怯おびえたように首をすくめて、それでもカズマの身体を支えようとするその手は片時も離そうとはしなかった。

　頭の中の整理をつけて、やっとの思いでカズマは口を開いた。

　──そんなことより、首しゆ尾びはどうだったんだ？

　いまだに頭の中に渦うず巻まく感情の奔ほん流りゆうは、その声には微み塵じんも滲にじみ出ていなかった。普段どおりの、どこか揶や揄ゆするような響ひびきを含んだ子供の声。その声に安心したのか、舞まいはほっとした表情を浮かべて、カズマの頭を優しく撫なでた。子供に対するようなその動作にも、不ふ思し議ぎと反発心は湧わいてこなかった。

　どこか寂しげな笑顔を浮かべながら、舞は言う。

　──ううん、まだね、月つき島しまさんとは会ってないの。あのあとね、あたしすぐに眠っちゃったんだ。やー、あんまり眠かったもんだからさ、家にも帰らずに路上で寝ちゃった。で、起きたのがホントついさっき、一時間くらい前。慌あわてて家に帰ったんだけどね、月島さんのほうももう寝ちゃってた

　舞の笑顔に、苦にが々にがしげな色が混じった。

　──あたしってばいっつもそうなのよね。間まが悪いって言うのかな、いつもタイミング最悪のときにハチ合わせしちゃうの。別に狙ねらってやってるわけじゃないんだけど、運が悪いのかなあ……レレナにでもお祓はらいしてもらおっかな。シスターだし

　ふざけたようなその言い方に、カズマは小さく笑う。舞はカズマの頭をぽんぽんと叩たたき、

　──よかったよかった、やっと笑った。カズマには仏ぶつ頂ちよう面づらなんか似に合あわないからね

　微笑ほほえんだまま、カズマは上半身を起こした。慌てて押さえつけようとする舞の手を、カズマは軽く頷うなずくことによって遮さえぎった。彼の意図が伝わったのか、舞も強ごう引いんに押さえ込もうとはしなかった。仰あお向むけの状態から直立の状態に移行、舞と相あい対たいして空中に浮かびながら、舞の手の感かん触しよくが頭の上から消えたことに対して若干の寂しさを覚えた。

　ふと、あることを思いついて、カズマは舞に尋たずねてみた。

　──なあ、舞。その月島亮りよう史じの家って、どこにあるんだ？

　舞は一瞬だけ目をぱちくりとさせ、すぐにその顔が喜びに輝いた。月島宅への大おお雑ざつ把ぱな行き方を説明してから、舞は急せき込んで詰め寄ってきた。

　──なになに、ついにうちに居い候そうろうすることにしたの？

　──まだ決めてはいないけどな。月島亮史に会ってみて、それから決めようと思う

　──あ、それなら大丈夫。月島さんってとってもいい人だから、話してみればカズマもきっと好きになるから

　カズマは意い地じ悪わるそうに笑い

　──『も』？

　舞の顔が、ぱっと赤くなった。なにか弁べん解かいしようと口を開き、結局その口をぱくぱくと開かい閉へいさせることしかできない。その反応が面白くて、カズマは声をあげて笑った。笑われたことに腹を立てたのか、舞はぐっと口をつぐんでそっぽを向いてしまった。舞の横顔を楽しげに眺ながめながら、複雑な感情がカズマの心に湧わいてきた。

　ひとつは嫉しつ妬と。そこまで舞に想われている月島亮史のことが、ほんの少しだけ妬ねたましかった。

　もうひとつは、安心。舞は月島亮史のことが好きらしい。だとしたら──と、カズマは複雑な喜びと共に考える。だとしたら、舞まいが魂たま食くいに喰くわれることはありえない。魂たましいに隙すきを作る、ということは、口で言うのは簡単だが実際にやってみるのは至し難なんの技わざだ。その幽ゆう霊れいにとってもっとも心こころ許ゆるせる者にならなくては、魂を喰うことはできないのである。今までカズマが出会ってきた幽霊は、カズマ以外の知り合いなどどこにもいなかったから比較的楽らくに喰うことができた。だが、舞には月つき島しま亮りよう史じがいる。彼女の心は月島亮史のことでいっぱいであり、自分などが付け入る隙はどこにもないはずだ。

　カズマはさらに質問を続けた。

　──月島亮史は、吸血鬼だと言ったな？　長生きしていると。それなら、かなりの物知りなんじゃないか？

　舞は無む邪じや気きに頷うなずいて、

　──あったりまえじゃん、なんたって月島さん千年以上も生きてるからね。千年だよ千年、白紙に戻した遣けん唐とう使しとか言ってた時代だもん

　カズマの心に、いっそうの期待が持ち上がった。千年。予想をはるかに上回る数字だ。頭の中が白く染まっていく。望ぼう外がいの喜びに接したためか、胸がどきどきと高鳴っている。そんなにも永い時間を過ごしてきたのならば、もしかしたら、物ものの怪けに関する知識も豊富に持っているのではないか。なにしろ吸血鬼なのだ。自身が物の怪であるのだから、他の妖よう怪かい変へん化げの類たぐいの情報を持っていたってなんの不ふ思し議ぎもない。

　それならば、魂食のことを知っているかもしれない。

　それならば、魂食を取り除く方法も、知っているかもしれない。

　思いついてみれば簡単なことだった。もちろん月島亮史は魂食のことなど知らないのかもしれないし、知っていても取り除く方法まではわからないのかもしれない。だが、聞くだけ聞いてみたって損はしない。白熱した喜びがカズマの頭の中を埋め尽くしていく。最良に最良を重ねた予想であるが、もし月島亮史が魂食を取り除く方法を知っていて、それを実行に移すことができたとしたら──そうしたら、舞と一緒に暮らすことができる。月島亮史が自分を受け入れてくれさえすれば、彼らと話し合い笑い合いながら平へい穏おんな毎日を送ることができる。獲え物ものを探してさ迷まよい歩くことも、孤独感に背中を丸めて眠ることもしないで済むようになる。そしてなによりも、この下げ賎せんな虫けらと訣けつ別べつすることができるのだ。そう思うたびに、カズマの顔がだらしなく緩んでいく。こぼれんばかりの笑顔を満面にしながら、カズマは思わず舞の手を取ろうとして、




　激げき痛つう、

　飢き餓が衝しよう動どう、




　──っ、か、カズマ!?　どうしたの!?

　舞まいの叫び声を耳にしながら、カズマはその身体からだを『く』の字に折った。頭を搔かきむしる。声も出ない。と、前かがみをするように折れ曲がったカズマの身体が、跳ね上がるように動いた。背せ筋すじがえびぞりになり、頭を潰つぶされた昆こん虫ちゆうのように無む機き的に、びくんびくんと痙けい攣れんする。歯を食くいしばってそれに耐えようとするが、頭の中心から目にかけて走る粘ねばついた激げき痛つうは一いつ向こうに静まる気配がない。返しのついた太い針が目玉をゆっくりと刺さし貫つらぬいていき、その先せん端たんが脳まで至ったところで今度はじっくり時間をかけて、針の返しが周囲の肉を抉えぐりながら引き抜かれる、そんな痛みだった。痛い。痛い。痛い。痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛い痛いいいいぃぃぃ──
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　──あ、ぐああ、ああぁっ、うああああああああああああああああああああああ!!

　──カズマ!!　カズマ、ねえ、しっかりして!!

　舞の手がカズマの身体に触れた。それに反応したのかどうか、カズマはめちゃくちゃに暴れ回った。理性も思し考こう力も跡あと形かたも残ってはいなかった。ただ痛みに耐えかねて、手足を全力で振り回すことしか頭になかった。そんなカズマのことを、舞はその両手で必死に抱き締めた。暴れることによって、これ以上カズマの痛みがひどくならないようにと心配して押さえつけてくれたのだろう。だが、理性を失ったカズマにとって、それはただの煩わずらわしい束そく縛ばくに過ぎなかった。

　人間が耐え得るレベルをはるかに超えたその激痛は、一時的な発はつ狂きよう状態にカズマを追い込んだ。本当に気が狂わないだけでも大したものだった。正気を失ったカズマは、その痛みによる怒りの矛ほこ先さきを見定めることすらできなくなった。子供の癇かん癪しやくと同じ理屈で、カズマの暴力は自らを束そく縛ばくしている舞まいの身体からだへと向かった。

　拳こぶしで、肘ひじで、膝ひざで、カズマは舞のことをなんの容よう赦しやもなく痛めつけた。それでも舞はカズマのことを離そうとはしなかった。必死な表情をじっと伏せながら、ただ彼の名前を呼びつづけた。狂人には無む駄だなことだった。カズマは涎よだれを撒まき散らして叫び声をあげながら、舞の首くび筋すじを打ち据すえ、舞の頰ほおを殴なぐりつけ、舞の腹を蹴けり上げた。

　やがてカズマは、狂乱の中で意識を失った。




　　　　◆




　意識を取り戻してからも、カズマはずっと震えていた。

　偶然だったのかもしれない。そう考えるほうがずっと自然だった。たまたま自分が魂たま食くいを排除しようと企んだちょうどそのときに、魂食の『お仕置きタイム』が重なってしまっただけなのだろう。昆虫と同じように、魂食ははっきりとした意識さえも持っていないのだ。自分の思し考こうに反応して飢き餓が衝しよう動どうを発動させるなど、そんな高度なことができるとはとても思えない。カズマはそう思い込もうとした。

　無理だった。

　歯の根が合わなかった。魂食のことが無む性しように怖かった。そもそも根本の仮定からして間違っていたのかもしれない。魂食には知能がない。よく考えてみれば、それをはっきりと証明できるものはなにひとつないのだ。ただ自らの身体からだに巣す食くう『寄き生せい虫ちゆう』というイメージだけが先行してしまい、虫であるからには知能も低いはずだという、取るに足らない推測からそう思い込んでいたに過ぎなかった。

　本当は、魂食は高度な知能を持っているのではないか。疑ぎ心しん暗あん鬼きに駆かられたカズマは、震える身体を固くしながらそう考えた。人間並みの知能を持っていて、自分の思考を逐ちく一いち監視していたのではないか。自分の苦悩や葛かつ藤とうをじっと見つめていて、なにか不ふ埒らちなことを──魂食に不利になるようなことを考えた瞬間、飢餓衝動で自分のことを痛めつけるのではないか。もし、そうだとしたら──

　カズマの口から情なさけない声が漏れた。もしそうだとしたら、俺は、魂食には絶対に逆さからえない。「逆らう」と考えただけであの激げき痛つうに襲おそわれるのならば、魂食を取り除く方法があったのだとしても、それを実行できるはずがない。あの痛みだけは、絶対に耐えられない。

　と、そこでカズマは、自分の顔になにか柔らかいものが押しつけられているのに気づいた。飢餓衝動の余よ韻いんで、自分の現在の状況に気を配ることすらも忘れてしまっていた。恐る恐る、カズマは顔を上げる。

　舞と目が合った。舞は心配そうにカズマの顔を覗のぞき込みながら、

　──大丈夫？　もう、治ったの？

　カズマはゆっくりとまばたきをして、視線を巡らせて自分の姿を見下ろした。力なくうつ伏せに倒れ込んだカズマの身体からだを、舞まいの小さな腕が支えていた。カズマの頭あたま全体を抱かかえるようにして、舞はその左手を遠えん慮りよがちにカズマの後頭部に回している。先ほどから顔に感じる温かく柔らかな感かん触しよくは、舞の胸なのだということをカズマは認識した。

　もう一度、カズマは舞のことを見た。その顔に、悲痛な歪ゆがみが走る。

　──お前、その、顔……

　言われてはじめて気づいたようだった。舞は目をぱちくりとさせ、右手で自分の頰ほおに触れる。途と端たんに「あっ」という顔になり、それを打ち消すようにして舞は笑った。腫はれあがった彼女の頰が、引きつるようにして動いた。

　──あー、これは、その、だ、大丈夫だよ。別にもう痛くないから、ほら、幽ゆう霊れいなんだしこうすればすぐに治るから。気にしないで

　ぱんぱんと埃ほこりを払うようにして自分の頰を叩たたく。次の瞬間にはもう、舞の頰に浮かんでいた痛々しげな腫れは跡あと形かたもなく消えてしまっていた。ごまかすような彼女の笑顔に、しかしカズマの心はますます暗く沈んでいく。傷きず跡あとが消えても、自分が舞のことを殴なぐりつけたという事実は消えないのだ。

　カズマの頭を抱き締める舞の腕に、強い力が込もった。

　──ほら、そんな顔しないの

　あやすようなその声に、自分の喉のどを握り潰つぶしてしまいたくなった。

　──あたしのほうは全然平へい気きなんだから。それよりもカズマ、自分の心配したほうがいいんじゃないの？　なにあれ？　偏へん頭ず痛つうなんてレベルじゃないよ、あたし一瞬エクソシスト呼ぼうかと思ったもん

　舞まいの軽かる口くちも、カズマの心に重りをつけることにしかならなかった。偏頭痛。下らない噓うそ。魂たま食くいによる飢き餓が衝しよう動どうの苦しみを、そうやってごまかすことによって舞を欺あざむいている。だが、舞はその噓を信じて、本気で心配してくれているのだ。彼女を喰らおうとしている、この自分のことを。

　舞の腕の中で、カズマは身をよじった。舞に触れて欲しくなかった。舞に触れられる価か値ちすらも、自分にはないように思えた。苦痛に脅おびえて魂食の奴ど隷れいに成り下がっている薄うす汚ぎたない存在、そんな自分のことを、舞は優しく抱きとめてくれている。疑いもせずに自分に信頼を寄せる心優しい少女、そんな舞のことを、自分は喰わなくてはいけない。そのことが無む性しように辛くて悲しくて、カズマは声をあげて泣きはじめた。

　舞の柔らかな手のひらが、カズマの頭を静かに撫なでる。痛みに怯おびえて泣いているのだと、カズマの嗚お咽えつをそう捉とらえたのかもしれない。姉が弟を慰なぐさめるような優しい手つきで、舞はカズマの髪をさすりつづける。その安らぎに押し潰つぶされそうになりながら、カズマはただ、泣き声を高めることしかできなかった。




　　　　◆




　浴びるように酒を飲んで──それからあとのことは覚えていない。ふと目が覚めたときには、居間のカーペットの上に横たわっていた。半身を起き上がらせ、視線をあちこちに飛ばしてまだら猫の姿を探したが、目に見えるところにはまだら猫はいなかった。まだ舞まいの部屋にいるのかもしれないし、もう家から出て行ったのかもしれない。どちらにしろ、特に興味をかきたてられることではない。薫かおるは再び、カーペットの上に寝ね転ころがった。

　舞のことを考える。考えたくないことなのに考えてしまうのは、その必要があるからだった。決して心配だからではない、もし舞がなんらかの犯罪に関かかわって命を落としてしまったのだとしたら──いろいろと、面めん倒どうなことになる。

　薫は煩わずらわしいことが大だい嫌きらいだった。生せい来らいの奔ほん放ぽうな性格のためか、自分の自由になる時間を奪われることがなによりも耐えがたかった。そんな彼女にとって、結婚生活など人生の牢ろう獄ごくに他ほかならなかった。薫が夫と結婚した理由はただひとつ、一時の火遊びの結果、舞ができてしまったからだ。

　そのときばかりは、いかに奔放な薫とて悩まずにはいられなかった。子供など欲しくなかったし、まだ結婚もしたくなかった。だが結局は、夫の求婚と彼が持つ財力の魅み力りよくに押し切られる形で、薫はこの牢獄に押し込められることになった。といっても、入ってしまえばそこはそれほど不自由な場所ではなかった。ありあまるほどの財産を自分の一いち存ぞんで使うことができるということには、ぞくぞくするような快感があった。夫との愛情など最初から存在しなかったから、その面で縛しばられることもなかった。自分は自分、相手は相手、これが薫と夫の二人のあいだに共通する不ふ文ぶん律りつだった。

　そして、その二人を結びつける存在が、他でもない舞だったのだ。ことのほか世せ間けん体ていを気にする夫は、舞ができてしまったからこそ薫と結婚する気になったのだろう。彼が冷え切った夫婦間にピリオドを打つ気にならなかったのも、娘である舞と、それに伴う世間体を気にしてのことに違いない。薫も夫も、等しく舞に対して愛情を抱いてはいなかったが、同時に軽んじてもいなかったのである。

　だが、舞はいなくなってしまった。薫と夫を結びつけるただひとつの点が、消えてしまったことになる。煩わしい舞の存在が消えたことを素直に喜べないのは、その一点があるからだった。今はまだ、舞の失しつ踪そうは夫にはバレていない。彼は今いま現在単たん身しん赴ふ任にん中であり、電話による連絡ひとつこちらにはよこさない状況にあるからだ。向こうではなにをしているかなど知らないし知りたくもないが、しかし、未来永えい劫ごうこの家に帰ってこないということはないだろう。今はバレていなくても、いずれは露ろ見けんするに決まっていた。

　舞が消えたことで、夫は自分と別れようとするかもしれない。娘が失踪したことの責任をすべて薫かおるの監かん督とく不行き届きのせいにして、それを理由にして自分に三みく行だり半はんを叩たたきつけてくるかもしれない。夫になど微み塵じんの愛情も愛着も抱いていないが、今まで湯ゆ水みずの如ごとくに使えていた財ざい源げんが断たれてしまうのは、薫にとって計り知れない痛いた手でになる。溢あふれるほどの財物に囲まれて十五年間を過ごしてきた薫には、贅ぜい沢たくのない生活などもう想像もできなくなってしまっていた。そもそももう三十の半なかばを過ぎてしまった自分が、ひとり放り出されてどうやって生きていけばいいというのだろう。浮うわ気き相手がいるにはいるが、彼はあくまでも遊び相手であって、人生を託せるほどの間あいだ柄がらではない。せいぜい離婚するときに夫から慰い謝しや料りようをふんだくって、それで細ほそ々ぼそと生活していくのが関せきの山やまだ。

　薫はふらふらと立ち上がり、キッチンに向かって歩き出した。酒でも飲まないとやっていられない。その顔に浮かぶのは粘ねばついた怒りの表情、薫は再び舞まいに対して腹を立てはじめていた。舞がいなくなったことによって自分が不ふ利益をこうむるのかと思うと、どうしようもなく腹立たしかった。いてもいなくても自分に迷めい惑わくをかける我が娘のことを、やはり最初から産むべきではなかったのだと、薫はもう一度思った。




　　　　◆




　大丈夫だとカズマは強ごう情じように言い張ったが、死人のような土つち気け色いろの顔でそう言われても全ぜん然ぜん説得力がないのである。駅前広場の花か壇だんの縁ふちにぐったりともたれかかるカズマを、舞は心配そうに覗のぞき込んだ。その視線を見返そうともせず、なにかに怯おびえるようにじっと目を伏せるカズマの表情からは、普段の傍ぼう若じやく無ぶ人じんな態度など微み塵じんも感じられない。

　舞はカズマの額ひたいに手を遣やって、髪の生はえ際ぎわあたりに遠えん慮りよがちに触れた。舞だって平静でいられたわけではない、先ほどのカズマの暴れように、彼女なりにうろたえていたのだ。こんなときにどうすればいいのかまったくわからない。とりあえず頭をさすってあげれば偏へん頭ず痛つうも少しは収まるだろうと思って、舞はカズマの頭を撫なでつづけた。が、十秒もしないうちに、カズマは嫌がるように首を振って舞の手から逃れてしまった。思わず手を引っ込めて、舞は困ったようにその手を自分の胸元に当てた。

　やがて、カズマがぼそりと言った。

　──何度も言わせるなよ、もう大丈夫だ。痛みはだいぶ収まったから

　──……でも、まだ顔色真まっ青さおだよ

　それでもカズマは無言で首を左右に振る。舞は小さくため息をついて、カズマの横にぺたんと腰を降ろした。確かに、と舞は思う。今のところは放っておいたほうがよさそうだ。これ以上余よ計けいなおせっかいを焼いたって、カズマの負ふ担たんを重くするだけなのかもしれない。と、そこで舞は目を細め、駅前のざわめきをぼんやりと眺ながめはじめた。

　余計なおせっかい。その単語に触しよく発はつされて、先ほどの月つき島しま宅での出来事が脳のう裏りに蘇よみがえってくる。レレナの表情が、レレナの声が、レレナの言葉がありありと思い出されてきて、舞まいはこみ上げてくる複雑な感情にきゅっと目をつぶった。

　レレナはいい子だと、心から思う。目に涙すら浮かべ、友達である舞のことが心配なのだと叫ぶように言ってくれたレレナの気持ちが、舞にとってはこの上もなくありがたかった。あとにも先にもあれほどまでに自分のことを案じてくれた人間は、亮りよう史じを除けばレレナだけではないだろうか。亮史は舞にとってかけがえのない片かた思おもいの相手だったが、レレナは舞にとってかけがえのない友達だったのだ。

　そしてそれゆえに、レレナに「一昨日おとといから様よう子すが変だ」と指し摘てきされたとき、舞は胸の奥を塞ふさがれるような苦しさを覚えてしまった。レレナは純粋な娘だ。自分のことを信用して欲しい、悩みがあるなら相談して欲しいと言ってくれた、その言葉には一いつ片ぺんの偽いつわりもかけらほどの悪意も混じっていなかったに違いない。どこまでもどこまでもまっすぐなレレナにとって、自らの言葉が舞を苦しめているなどと、予測することはおろか想像することもできなかっただろう。

　舞の悩みを聞かせて欲しい、レレナは臆おく面めんもなくそう言い放った。

　そんな彼女に、自分を悩ませている元げん凶きようはあんたなのだと、どうしてそんなことが言えるだろうか。

　直接の原因は、母のあの言葉にあった。産むんじゃなかった。思い出すだけでも心がずきずきと痛んでくるようなあの言葉は、しかし放っておけば記き憶おくの塵ちりに埋もれていずれは見えなくなるはずだった。それなのに、その記憶はレレナによって掘り起こされてしまったのだ。

　もちろんレレナに非ひはない。たまたま故こ郷きように電話をかけていた、そのときのレレナの話し声を、舞が勝手に聞きつけて連れん鎖さ的に母の言葉と結び付けてしまっただけだ。運が悪かった、そう言うしかない。つくづく自分は間まの悪い人間だと思う。わざわざレレナが電話で話をしていたあの瞬間に服を見せびらかしに行ったために、容易に塞ふさげるはずだった心の亀き裂れつが致ち命めい的てきに大きく広がってしまったのだ。舞はふと、笑い声を漏らした。ここまで巡り合わせの悪い自分のことを、もう笑って諦あきらめるしかないように思えた。

　──どうした？

　舞の忍しのび笑いを聞きつけたのか、カズマが抑よく揚ようのない声で言った。舞は口元に笑えみを貼はりつけたまま、ふるふると首を左右に振り、

　──なんでもないの。ちょっとね、思い出し笑い

　そう答えてから、舞は隣となりにいるカズマを横よこ目めでちらりと窺うかがった。不ふ思し議ぎそうにこちらのことを見つめてくるカズマの顔には、先ほどよりは幾いく分ぶんかの生せい気きが戻っていた。とはいえ、やはりまだ顔色が優れないように見える。こんな状態のカズマに自分の悩みを打ち明けても仕方がない、誰よりもカズマの身体からだのためを思って、舞はそう判断した。視線を再び前に向け、話題を当たり障さわりのないところへと持っていく。

　──昨日の夜のこと、思い出したんだ。ほら、カズマと別れてからうちに帰る途中に、どうしても眠気が我慢できなくなって道路の上で寝ちゃったときのこと。いやー、あのときさ、変なこと考えちゃってさ……

　そこまで言ってから「しまった」と思う。案あんの定じようカズマは小さく首を傾かしげて、

　──変なこと？

　舞まいはカズマの顔を見ようともしない。頭にどんどん血が上ってくる。舞は『その方面』の知識はそれなりに持っているほうではあるが、その類たぐいの知識をぺらぺらと口に出して憚はばからないほど、開けっぴろげな性格をしているわけではなかった。

　亮りよう史じが、レレナと。寝ぼけていたせいだとは言っても、そんなことを本気で考えてしまった自分のことが、なにやら恐ろしくはしたない人間のように思えてくる。

　──……なんだ、どうしたんだよ？

　不ふ審しんそうなカズマの声に、舞はさらに身を固くした。すでに耳たぶまで真っ赤である。それをカズマに悟さとられないようにと首をすくめ顔を伏せながら、舞はどうやってこの窮きゆう地ちを切り抜けようかと必死になって考えはじめた。あんな妄もう想そうをしてしまったなどとカズマに打ち明けたら、一体どれほど笑われるかわかったものではない──

　舞は、顔を上げた。頰ほおを朱しゆに染めたまま、カズマのことを振り返る。眉まゆ根ねを寄せて見返してくるカズマの顔は、相変わらず気分が悪そうに青ざめていた。

　カズマに、笑ってもらえるなら。自分の馬鹿げた妄想を話すことで、カズマに元気を出してもらえるのなら、それに越したことはないのではないか。

　自分のことを案じてくれる人は亮史とレレナだけ、よくもまあそんなことが言えたものだと思う。あまりに近くにいすぎたから、かえって見落としてしまっていたのかもしれない。自分の相談を嫌がる顔ひとつ見せずに聞いてくれた、自分の悩みを的確なアドバイスで瞬しゆん時じに解決してくれたカズマには、どれだけ感謝しても足りなかった。舞の中では、カズマはすでに亮史やレレナに並ぶほどの大切な存在になっていた。

　自分はカズマに元気付けられてばかりいる。こんなときくらいは、カズマが苦しんでいるときくらいは、自分だって彼のことを励ましてやるべきなのではないか。それでカズマの気が少しでも紛まぎれるのならば、自分の恥をさらけ出すことなどがどれほどのものだというのだ。

　舞はカズマから視線をそらした。視界の端はしで、カズマがじっとこちらのことを見ている。舞の挙きよ動どう不審を訝いぶかしく思っているのだろうが、そんなことを気にしている余よ裕ゆうはこれっぽっちもなかった。カズマのためなら、そうは思うものの、それでもやっぱりあのことを告白するのは恥ずかしかった。あさっての方向を向いたまま、舞は言い訳でもするような口く調ちようで、

　──いや、あのね、眠かったせいだと思うんだけどね。その、なんていうのかな、えっと、──レ、レレナと月つき島しまさんがさ、ほら、いろいろやってるんじゃないかな、なんて思ったりして

　頭の中の温度が急激に上昇していく。このまま爆発するのではないかと思った。自分でもなにを言っているのかよくわからない、そもそも『いろいろやってる』とは何事か一体なにを『やっている』というのか。こみ上げる羞しゆう恥ちを押し殺すようにして、舞まいは無む理り矢や理りに笑いながらさらに続ける。

　──あは、あははは、そ、そんなことあるわけないのにね、レレナみたいな子が、その、月つき島しまさんと──は、ははは、あはははははははははは

　いよいよ死にたくなってきた。言えば言うほど泥どろ沼ぬまにはまっていくような気がした。カズマに笑ってもらうため、カズマに元気を出してもらうため、必死で自分にそう言い聞かせているのだがしかし、カズマは笑うどころか反応らしい反応も見せようとはしない。腹が立ってくる。早く笑え、とすら思う。こんな生なま殺ごろしの状態が続くくらいならば、散さん々ざんにからかわれたほうがまだマシだった。

　やがてカズマが、ぼそりと言った。

　──なんだ、そんなことか？　……当たり前だろ

　──え？

　肩かた透すかしを食くらって、舞は目をまばたかせた。カズマの顔には、冗じよう談だんの気配もからかいの雰ふん囲い気きもまるで漂ってはいなかった。常にない真ま面じ目めな表情で、舞のことをじっと見つめてくる。なんだか居い心ごこ地ちが悪くなって、舞は上うわ目め遣づかいにカズマを見た。

　──前から言おうとは思っていたんだが──なあ、舞、お前さ、自分が死んだってこと、理解してないだろ

　──……どういう意味

　──そのままの意味だよ。お前まだ、自分が生きてるって思ってるんじゃないか？

　羞しゆう恥ちによる高こう揚ようが、たちまちのうちに萎しぼんでいくのが感じられた。カズマはなにか自分にとって不快なことを言おうとしている、そんな予感がした。上目遣いの視線に険けんをまじえながら、舞は反はん駁ぱくするように言う。

　──そんなこと、思ってないわよ。あたしはもう死んじゃってて、

　──なら月島亮りよう史じのことを想うのはやめろ。叶かなうはずがないんだから

　舞の呼吸が止まった。心臓を鷲わし摑づかみにされたような気分だった。自分のもっともデリケートな部分に触れられる不快さに、舞は顔を歪ゆがめる。相手がカズマであっても関係なかった。亮史に対する想いを否定されるのだけは、自分の存在そのものを否定されるのに等しかった。嚙かみつくような口く調ちようで、舞はカズマに食ってかかった。

　──なによそれ！　なんでそんなことあんたに指さし図ずされなくちゃいけないわけ!?

　──そっちのほうがお前のためだ。叶わない恋こい心ごころを抱いていても辛いだけだからな

　──勝手なこと言わないで！　叶うか叶わないかなんて、そんなのやってみないとわからないじゃ──

　──わかるさ

　静かなカズマの声に、舞は思わず口をつぐんだ。そこで初めて、舞はカズマの様よう子すがおかしいことに気がついた。はっきり指し摘てきすることはできないが、なにかが、どこかがいつものカズマとは決定的に違っているような気がした。

　カズマは舞まいの瞳を覗のぞき込みながら、言葉を続ける。

　──やらなくてもわかる。あのな、舞、俺たちは幽ゆう霊れいなんだぞ？　幽霊がどんな存在かくらい、お前にだってわかるだろ？

　──…………

　──幽霊は、死人だ。死んだ人間だ。そして、『死ぬ』ということは『すべてが終わる』ということなんだ。そこんとこ、きちんと理解してるのか？

　舞は答えない。全身を石のように硬くして、ただその目だけはカズマのことをきっとにらみつけている。烈れつ火かの視線を無表情に受け流しながら、カズマは感情の滲にじまない声でさらに言った。　──理解、してないみたいだな。それならわかりやすく説明してやろう。いいか、俺たちはもう、『終わった』人間なんだ。死ぬっていうのはそういうことだ。幽霊っていうのはそういう存在だ。ほら、見てみろよ

　そう言って、カズマはその手をゆっくりと伸ばして見せた。カズマの小さな手のひらが、すぐ横にある花か壇だんの白い壁の中へと吸い込まれていく。

　──これがなによりの証しよう拠こだ。物に触れようとしても、俺たちの身体からだはすり抜けてしまう。なぜだと思う？　それはな、俺たちがもうこの世からリタイアした存在だからだ。死んでしまった俺たちは、この世のものをどうこうする権利を持ってないんだよ。触れることもできないお前が、どうやって月つき島しま亮りよう史じの気持ちを振り向かせることができるっていうんだ？

　──そんなの、そんなの月島さんは、

　──月島亮史のほうだって、幽霊と添そい遂とげようなんて思うもんか。その娘──レレナといったか？　そちらのほうを選ぶに決まっているさ。レレナには身体があるんだからな。それにお前の話じゃ、そのレレナって娘は半分が吸血鬼らしいじゃないか。吸血鬼が吸血鬼とくっつく、一体どこが不自然だって言うんだ？

　舞は激しくかぶりを振った。もう言葉も出なかった。ただその身をぎゅっと縮ちぢこまらせて、両の手のひらで自分の耳を覆おおってしまった。強こわ張ばった身体がぶるぶると震えてくる。なぜカズマがこんなことを言うのか理解できなかった。こんなひどいことをカズマに言われるとは想像もしていなかった。舞の心を読んだかのように、カズマは静かな口く調ちようで続けた。

　──俺はなにも、意い地じ悪わるでこんなことを言ってるんじゃないんだ。早めに諦あきらめをつけておいたほうが、傷も浅くて済む。な、舞──夢ばかり見てないで、そろそろ現実を見ろよ。幽霊が、他人に懸け想そうなんかしちゃいけないんだ

　カズマの優しい声、真しん情じようのこもった言葉。その音に自分の中のなにかが突き崩されていくような感覚を、舞は味わった。穏おだやかな声こわ音ねが逆に恐ろしくて辛かった。カズマは自分を傷つけようとしてこんなことを言っているのではない、自分のためを思って言ってくれているのだということがよくわかった。それだけに、その言葉は真実として舞まいの耳に響ひびいた。

　伏せた顔をくしゃくしゃにして、絞しぼり出すように舞は言った。

　──じゃあ──じゃあ、どうすればいいのよ。月つき島しまさんを好きでいちゃいけないなんて、そんなの、そんなのってないよ。そんなのひどすぎるよ。それがなくなっちゃったら、あたしにはもう、なにもないじゃない

　カズマが顔を近づけてくる。涙に潤うるんだ瞳で、舞はそんなカズマのことを見上げた。カズマの言葉を否定したい気持ちと、カズマの言葉を受け入れてしまえという声が、半々に舞の心を支配する。彼の言っていることは確かに道どう理りだった。報われない想いを抱いていても、いいことなどなにひとつないのだ。

　自分とレレナを比べてみる。どちらのほうが魅み力りよく的かは、火を見るよりも明らかだった。レレナは自分とは違う。違いすぎるほどに違う。素直で、優しくて、芯しんの強い、誰からも好かれる愛らしい少女。そしてなによりも、レレナは自分と違って触れることのできる肉体を持っているのだ。亮りよう史じがどちらを選ぶかなど、考えるまでもなかった。

　舞の耳元で、カズマは小さく囁ささやいた。

　──なあ舞、お前、そもそもなんで幽ゆう霊れいになったんだ？

　脈みやく絡らくのないその言葉に、舞はぱちぱちとまばたきをする。瞳にたまった涙が、その挙きよ動どうでぽろりとこぼれた。

　──……な、なんでって、それは、死んじゃったから……

　──違う。死んだ人間がみんな幽霊になるのなら、この世は幽霊で溢あふれかえっているさ。幽霊ができるには、それ相そう応おうの下した地じが必要なんだ

　面めん食くらったように見返す舞の顔に、カズマは優しく笑いかける。

　──なんらかの感情、未み練れん──『まだ死にたくない』『こんなところで死にたくない』という思いが、人を幽霊にする。お前が幽霊になってまで為なし遂とげたかった思いは、一体なんなんだ？

　そんなこと、わからない。考えたこともなかった。大体自分が死んだときの情景すら覚えてはいないのに、幽霊になってしまった理由など、わかるはずが




　浮うわ気き相手を連れてきた。それでも男の人のほうは舞のこと気にしていた。それなのに母は完かん璧ぺきに自分の存在を無む視ししていた。空気になってしまったような気がした。いっそ空気になりたいとすら思った。娘である自分の目の前で、母は浮気相手と唇くちびるを重ね、背中に手を回して抱きしめ合い、自らの胸に浮気相手の手を当てがって媚こびるように笑った。我慢できなくなった。気がつけば風ふ呂ろ上りのパジャマ姿のままで、舞は玄関から飛び出していた。庭先に敷しき詰められた砂利じやりが裸足はだしの足にちくちくと痛かった。門もん扉ぴのところまでたどり着いて、しかし外への一歩を踏み出すまで死ぬほど長いあいだ躊躇ためらった。今出て行けば、二度と帰ってこれないような気がなぜかした。ふと振り返り、その視線の先には浮気相手の腕に絡からみつく母の姿、面白い見み世せ物ものを見物するような目つきでこちらを見ていた母は馬鹿にするようにこう言った。なに振り返ってるの？　出て行くんじゃなかったの？　それとも私に止めて欲しいの？　舞まいちゃん待ってって、舞ちゃん行かないでって、抱き締めていいこいいこして欲しいわけ？

　殺意を覚えた。

　その殺意は、外へと走り出してからも、少しも収まることはなかった。




　嵐あらしのように巻き起こったその記き憶おくは、ほんの一瞬しか知覚することができなかった。なにが起こったのか理解することもできなかった。吹き荒れる感情の奔ほん流りゆうに、舞の頭の中にあったものがほとんど押し流されてしまった。すべてが消え去った空白に、しかしひとつだけ残っているものがある。周りになにもないだけに、『それ』はことさらにくっきりと明確に舞の頭に焼き付いていた。半なかば無意識のうちに、舞は『それ』を口に出していた。

　──母さん

　そのつぶやきに、カズマは薄く笑えんだ。

　自じ虐ぎやくの笑みだ。

　だが、舞にはそれがわからない。そもそも舞の目に、カズマの顔などは映っていなかった。在ありし日のあの光景に囚とらわれて、頭の中が真っ白に染め上げられていく。空白になった頭の中に、カズマの低い声が響ひびいた。

　──昨日の夜、お前の母親の話を聞いていて、俺は思ったよ。なんてひどい母親なんだ、とな。もう俺は自分の母親のこともほとんど覚えてはいないが──それでも、お前の母がお前にした仕打ちのひどさには思わず耳を覆おおいたくなった

　ゆっくりと、舞はカズマへと目を向けた。その瞳に映るのは、教きよう祖そにすがりつく信者のような、盲もう目もく的な信頼の色だ。カズマはわずかに目を細める。その目を舞の顔からつとそらして、カズマはじっと駅前広場の床を見つめはじめる。その横顔には、どんな種類の感情も浮かんではいない。

　──お前は言ったな。そいつに復ふく讐しゆうするために、そいつの前に化けて出てやるために『実体化』の練習をしているのだと。大したもんだ。俺には到とう底てい真ま似ねできない。尊敬するよ。けど、お前に対してあれだけひどい仕打ちをした母親への復ふく讐しゆうが、ただ化けて出るだけなんて軽すぎやしないか？

　──……え？

　かすれた声で舞が言った。カズマは舞の目を見ない。あさっての方向を向いたまま、独り言のように話しつづける。

　──『実体化』ができるなら、もっと有ゆう意い義ぎな使い方をしたらどうだと言ってるんだ

　舞は「理解できない」とでも言うように、首をちょっとかしげて見せた。それを視し界かいの端はしに留めながら、カズマは、ともすれば聞き取れないほどの小さな声で、言う。




　殺せ。




　──お前にはそれをする権利がある。能力もある。なら、殺してしまえ。──もともとお前が幽ゆう霊れいになったのは、そのためじゃないのか？　母親のことが、憎にくいのだろう？　死んでしまったお前を、顧かえりみることもしなかった母親が、恨うらめしいんじゃなかったのか？　遠えん慮りよすることはない、どうせお前は幽霊だ。もうすでにこの世の干かん渉しようを受けないものだ。練習を積み重ねてきた『実体化』の腕で、お前をないがしろにした母親のことを殺しても、誰もお前のことを咎とがめたりはしないさ

　その言葉は、真っ白になった舞まいの頭の中に暗示のように刻きざみつけられた。その言葉をしっかりと検けん分ぶんするだけの力も余よ裕ゆうも、このときの舞にはかけらほども残されてはいなかった。母を殺す。舞は頭の中で、繰り返しそうつぶやいた。いきなり突きつけられた『殺す』という単語に衝しよう撃げきを受けて、ほとんど自じ失しつ状態になっていた。何度つぶやいても、その言葉は現実感を帯びて響ひびいてはこなかった。

　母を殺す。そんなこと、できるはずがない。

　できない、はずだ。

　なんで、できないのだろう。カズマの言うとおり、自分はそうしようと思えば、母を殺すことができるのだ。でも、だめだ。そんなことはやっちゃだめだ。人殺しなんて、そんなの、間違ってる。でも──

　なにが間違っているのか、その答えを見つけ出すことが、舞にはどうしてもできなかった。
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　自分（本当はレレナ）のソファにどっかりと腰を落ち着けて、一時間以上待まった。それなのに、ツキとしては乞こわれたからこそこの場にいるのだというのに、当のレレナはいつまで経たってもその姿を見せなかった。待っている時間の大たい半はんを眠りで費やしていたから『待ちぼうけを喰くらった』とは思わないものの、それでも約束をすっぽかされるというのは、それなりに不快なことだった。

　昨日、確かに『この時間』という約束を交わしたはずなのだが。落ち着き払った表情で天井を見つめながら、ツキはあくびを嚙かみ殺して、すとんと床に降り立った。

　腹が立つといえば腹が立つが、まあ、些さ細さいなことである。それにツキとて、最近の月つき島しま宅に異い変へんが起きていることに薄うす々うすは気づいていた。恐らくはそのせいで、レレナもツキの『授業』に顔を出すことができないでいるのだろう。あの娘のことだ、よほどのことがない限り、無む断だんで約束を破るような真ま似ねはするまい。そう考えて、最終的にツキは「まあ仕方ない」という結論を出すに至った。

　月島宅に漂う不ふ穏おんな空気の詳しよう細さいを、ツキは確かめようとは思わなかった。なにかごたごたが起きている、その雰ふん囲い気きだけはありありと感じることができるものの、しかしツキはつまるところ猫であって、『四足は四足、二に本ほん足あしは二本足』という個人主義を破る気は毛もう頭とうないのだった。向こうから相談を持ちかけてくるのなら話は別だが、そうでないのならわざわざ首を突っ込む必要などどこにもない。

　ツキは床であくびと背伸びを同時に行うと、出口に向かってとことこと歩き出した。『授業』がナシならば、久しぶりに町でも回ってみるか、と思った。モザイクもああ言っていたことだし、見回りがてらに、ついでのついでではあるがユキの顔でも見ていこう──そう思いながら、ツキは居間のドアをくぐり抜けた。

　モザイクがいた。

　ちょっとした既き視し感かんを覚える。昨日と同じ時間帯の、昨日とよく似にた状況での遭そう遇ぐうだったからだろうが、しかしツキは昨日ほど驚きはしなかった。それよりもむしろ、モザイクの表情に浮かぶ真剣な表情のほうにこそ、ツキは驚いていた。

　わずかに首を傾かしげて、ツキは言った。

「どうした？　なにかあったのか」

　モザイクは表情を動かさない。猫ねこ特有の強い視線の中に、さらに強固な色合いの意志がちらちらと見え隠かくれしていた。見たことのある色だ、とツキは思った。一ヶ月前、『蜘く蛛も』の事件が始まるきっかけとなったときのこと。湯ゆヶが崎さき駅に磔はりつけにされた少女の死体を見上げるモザイクの横顔は、確かこんな感じの印象があったように思う。いつも見せているシニカルな仮面、その下にある精せい錬れんされた鋼はがねのような表情こそが、モザイクという猫の本質であり地じ金がねなのだ。そして今、モザイクがその素す顔がおをさらしているということは、なにかよほどのことが起きたということだった。

　慎しん重ちように、ツキはもう一度モザイクに尋たずねた。

「……なにがあった？」

　真剣なツキの口く調ちように、しかしモザイクは恥じ入るように顔を伏せてしまった。ヒゲを床に向けたまま、モザイクは囁ささやくような声で、

「聞きたいことがあるんです。……ボスは、いなくなった人間を探すことができますか？」

　なにを言っているのか理解できない。ツキはモザイクの顔を訝いぶかしげに覗のぞき込み、モザイクはちらと目だけを上げてツキのことを見返した。小さな声、

「たとえば──その、そう、匂においとかの痕こん跡せきをたどって、いなくなった人間の居い場所を特定するとか、そういうことはできますか？　どうしても、探し出してもらいたい相手がいるんです。ボスなら、それができるんじゃないかと思って」

　拍ひよう子し抜ぬけする。物ぶつ騒そうな顔をしてなにを言い出すのかと思えば。ツキは若じやつ干かん非ひ難なんめいた目でモザイクのことをにらみ、それからぞんざいな口調で言った。

「お前な、人のことをなんだと思ってるんだ。警察犬けんじゃあるまいし、匂いをたどって誰かを探し出すだと？　常識で考えろ、そんなこと猫にできるわけないだろうが」

「──それはっ、……そうですけど、でも、でも──」

　モザイクの肩が、大きく上下した。今まで毅き然ぜんたる決意に固められていた表情が溶けてなくなり、その下から今にも泣きだしそうな、車のエンジン音に怯おびえる子猫のような顔が表れた。呆あつ気けにとられてその顔を見つめるツキに、モザイクは言いにくそうに言った。

「……ボスなら、できるんじゃないんですか？」

　その言葉の意味を理解するのに、五秒ほどの時を要した。

　ツキはモザイクの顔を見返すことしかできなかった。不ふ意いを突かれた、というのが正直な気持ちだった。確かに──とツキは思う。自分なら、モザイクの言ったような芸げい当とうができるのかもしれない。『猫』ではないほうの自分ならば。吸血鬼の眷けん属ぞくとして力を与えられた、『猫の形をした魔ま物もの』であるツキの能力は、攻撃よりもむしろ感かん知ち・探たん索さくのほうに偏かたよっているからだ。条件さえ揃そろえば──それでも匂においは関係ないが──ある特定の人物を追つい跡せきすることも、できるのかもしれなかった。

　だが、まさかモザイクにそのことを指し摘てきされるとは思っていなかった。

　ツキの困こん惑わくを汲くんでか、モザイクは弱々しく笑った。そこだけは、いつものあのモザイクの笑えみだった。

「──ボス、ボスと俺とは、もう何年の付き合いになりますかね。結けつ構こう長いあいだ、俺たち、一緒にいましたよね」

「…………」

「保健所の役員を叩たたき返したときのこと、覚えてますか？　俺はよく覚えてます。あんな光景、めったに見られるもんじゃない。あれで俺は、確信しましたよ。ボスはただの猫じゃない──いや、そもそも『猫』なんかじゃないんだって。もっと別のなにかなんだって」

「………………」

「でも、関係なかった。この町の仲間たちのあいだで、ボスのことを尊敬してない奴やつなんて一匹もいやしません。みんなボスのことを慕したってる。俺だってそうだ。だから、関係なかったんです。猫だろうとそうじゃなかろうと、ボスはボスなんだから」

「……………………」

「──都つ合ごうのいいことだってのはわかってます。関係ないって言っておきながら、いざというときにボスの特別さに頼るなんて、こんな身み勝がつ手てなことはない。自分でも、そう思います」

　そしてモザイクは、血を吐くように叫んだ。

「でも──でも！　やっと見つけたんだ！　ボスと出会う前からずっと！　ボスと出会ってからもずっと!!　何年も何年も探してきたあの子の家を、やっと見つけたのに!!　それなのに、それなのにあの子だけがいないなんて、そんなことがあっていいはずがないでしょう!?」

　モザイクの肩が、小こ刻きざみに震えている。その小さく揺れる彼の肩をぼんやりと見ながら、ツキはなにも言うことができないでいた。

　こいつもこんな顔をすることがあるんだな、と思った。

「──ボス、お願いします、後ご生しようです。これを、この機会を逃のがしてしまったら、俺は今までなんのために生きてきたのかわからない。これからどうやって生きていけばいいのかわからない。お願いです、お願いですから──俺を、助けてください」

　ツキはそれに答えない。ただ萎しおれるようにしてうなだれるモザイクの耳のあいだを、静かな瞳でじっと見つめていた。

　やがて、いつまで経たってもなにも言わないツキに痺しびれを切らしたのか、モザイクは絶望と懇こん願がんを同量に浮かべた瞳でツキのことを見上げた。ツキは無表情だ。ただ、美しいほどに長い彼のヒゲが、ぴくぴくと蠢うごめいていた。静かなまなざしでモザイクの顔を見つめていたツキが、ようやく放った言葉は、たったの一言だった。

「案内しろ」




　　　　◆




　びくん、と痙けい攣れんして、亮りよう史じは目を覚ました。

　いつもは目を覚ましてからもぐだぐだと眠りの余よ韻いんにしがみつくはずなのに、このときばかりは事情が違った。頭の中のどこにも、寝起きの眠ねむ気けは見当たらなかった。水をかけられでもしたかのように醒さめきっていて、明確なまでのその覚かく醒せいに、亮史はただ呆ぼう然ぜんと目の前の棺かん桶おけのふたを見つめることしかできなかった。

　大きく見開いていた瞳を、わずかに細める。鼻から小さく息を抜いて、棺桶の中でもぞもぞと身体からだを動かした。目の前まで持ってきた腕時計が示す時刻は──午後三時二十六分。

　まだ一ひと眠ねむりできる時間だった。いつもの亮史ならば、一も二もなくそうしたに違いない。だが、頭の中に突とつ如じよとして現れた虚うつろな空白は、どう頑がん張ばろうとも眠りの黒に転じそうになかった。

　身が細るようなため息の音。

　まったくなんだってこんな時間に目が覚めてしまったものか。しかも笑ってしまうほど眠たくない。確か以前にもこんなことがあった、あのときは調子に乗ってバイトが始まるまでずっと起きていたのだが、肝かん心じんのバイトが始まった途と端たんに眠たくなりはじめたのだ。人を優に押し潰つぶせるほどの大きさのブロックを持ち上げたところで、眠気に足を取られてすっ転んでしまった。見物人がいたのが不幸中の不幸だった。慌あわてた誰かが救急車を呼んだおかげでその日の現場は作業どころではなくなり、そのあとで岡おか田だは実じつ刑けいモノの暴ぼう行こうを亮史に加えたのだった。苦にがい記き憶おくに、亮史は顔をしかめた。思い出すのも忌いま々いましい。

　本でも読もう。それほど読書が好きなわけではないが、読んでいる途中に眠くなってくるかもしれない。そう思い、亮史はがたごとと音を立てて棺桶のふたを外はずした。

　外したところで気がついた。あるいはそのせいで目が覚めたのかもしれず、あるいはそのせいでここまで頭の中が覚醒しているのかもしれなかった。

　真っ暗な部屋の中を浮ふ遊ゆうする、希き薄はくな気配。

「……舞まいくん？」

　誰何すいかの声に、気配が小さく動いた。『夜よ目め』を凝こらして、気配の正体を確かめる。

　幽ゆう霊れい、であるところまでは合っていた。だが舞はこんなに髪が短くはないし、こんなに落ち着いた雰ふん囲い気きの顔つきではない。大きな黒い瞳で亮りよう史じのことを上うわ目め遣づかいに見ながら、少年は控ひかえめな声で言った。

　──あなたが、月つき島しま亮史、さん、ですか？

　直感、

「……それで、君がカズマくん？」

　カズマはこくりと頷うなずく。と、その小さな身体からだから力が抜け、カズマは後ろの壁に疲れたようにもたれかかった。『接せつ地ち』。その技術を教えてもらったときのことを話す舞の顔、舞の嬉うれしそうな表情を思い出して、亮史はふと口元を和なごませた。

　背中を壁に預けたまま、カズマは低い声を闇やみの中に響ひびかせた。

　──突然お邪じや魔まして、申し訳ありません。この家の場所は、舞から聞きました

　亮史は棺かん桶おけのふたを閉めて、その上に腰を降ろした。手をひらひらと振り、

「いや、別にいいよ。気にしないで」

　そこで言葉を切ってカズマの顔を窺うかがう。視線が絡み合うこと数秒、カズマはこう言って口くち火びを切った。

　──あなたにお尋たずねしたいことがあって、お邪魔しました。不ぶ躾しつけだとは思いますが

「なに？」

　──……あなたは、吸血鬼であると聞きました。千年以上も生き延びていると

「うん」

　あまりにも短い答えに、自分でも気まずいものを感じた。亮史は付け加えるように、

「僕もあんまり覚えてないけどね。覚えている範囲で一番古い記き憶おくが──そう、確か、平へい安あん京きように住んでいたような気がする。ええと、鳴くよウグイス平安京だから──」

　そこで亮史は言い淀よどんでしまった。鳴くよウグイス平安京、その『覚え方』は覚えているのだが、それがどういう年号に結びつくのかがわからない。度ど忘わすれだ。焦あせる。早く思い出せ、でないと格かつ好こうがつかない、そう思えば思うほどにわけがわからなくなっていき、いよいよ亮史の目が左右に泳ぎだしたそのとき、カズマが助け舟を出してくれた。

　──ざっと、千二百歳さいですか

　小さなその声には、馬鹿にするような響ひびきは混じっていなかった。そのことに、どことなく新鮮な印象を受ける。ツキや舞のような性しよう悪わるな人格、もしくはレレナのようなおっちょこちょいな性格に囲まれて暮らしているからかもしれない。カズマが示すような落ち着いた声こわ音ね、礼れい儀ぎ正しい反応には、亮史はあまり慣れていなかった。

「あー、うん、そういうことになるね」

　だからどうした、という空気が露ろ骨こつに部屋の中に満ち、

「……ごめん。なんだっけ」

　──あなたは吸血鬼であるらしい。となれば、人の血を吸って生きてきたことになる

　いきなりのカズマの言葉に、亮りよう史じは少し目を見開いた。かすかな違い和わ感かんが頭の中に生じる。なんだろう、と興味を持って分ぶん析せきしてみる気にもなれないほどのちっぽけな違和感。それを無む視しして、亮史はかすかに頷うなずいた。

「うん。まあね」

　──そのことに、罪ざい悪あく感かんを覚えたことは、ありますか？

　亮史は困ったように眉まゆを寄せた。頭をぽりぽりと搔かき、

「いや、別に。──あのさ、君は、肉を食べたことはある？」

　カズマは頷うなずき、亮史も頷く。

「うん、そうだよね。肉は誰だって食べる。そうしなくちゃ生きていけないからね。まあたまにベジタリアンとかいうのもいるけどそれはさておき、生きるために必要なことをするのに、罪悪感を覚える必要なんてないと僕は思う。僕が血を吸うのも生きていくため。だから別に罪悪感は覚えない。以上」

　半はん分ぶん本当で、半分噓うそだった。確かに、亮史は血を吸うことを後ろめたく思ったりはしない。だがそれは、「生きていくために必要だから」ではなく、彼にそういうものを強く感じる機能がないからだ。生きていくために特に必要なくとも、人を殺したことは何度もある。今それを思い返してみても、後こう悔かいに苛さいなまれるなどということはない。ただ漠ばく然ぜんと「馬鹿なことをした」と思うだけだ。

　それこそが、自分が化け物であるなによりの証あかしなのだと思う。

　道のりは遠い。ため息をつきたくなるような気分でそう思う亮史に、しばらく考え込んでいたカズマが、ぽつりと言った。

　──なるほど。よくわかりました

「……ええと、それだけ？」

　──いえ。もうひとつ、お尋たずねしたいことが。……答えて、いただけますか？

　カズマの礼れい儀ぎ正しさを心地よく思う一方で、亮史の頭の中で、先ほどの違和感がその色彩を強めていた。なんだろう。初めてそう思う。だが、まだ確かめる気にまではならなかった。親しげな笑えみを作り、

「舞まいくんがお世話になってるらしいし、質問に答えるくらいのことなら、喜んで」

　変化が起こった。今まで無表情だったカズマの顔に、初めてそれらしい感情が表れた。ともすれば見み逃のがしてしまいそうなほどのかすかな揺らぎは、亮史の目には、なにかを痛がっているような表情に見えた。

　また違い和わ感かんが大きくなる。その違和感にカズマの声が重なった。

　──もうひとつ。千年といえば、想像もできないくらい長い年月です。その歳さい月げつのあいだに、生きることに飽あきてしまったことは、ありますか？

　思わず亮りよう史じは笑い出してしまい、訝いぶかしがるカズマに向かって、弁べん解かいするような口く調ちようで、

「いや、ごめんごめん。──あるよ。何度もある。死のうかな、と思ったことも何回もある。まあでも、結局は、今まで生き延びてきたんだけどね」

　──失礼かもしれませんが、聞かせてもらいます。それは、なぜですか？　なぜ千年間も、生きつづける気になったのですか？

　今度こそ、亮史は腕を組んで考え込んだ。改めてそう聞かれると、自分でもなぜなのかわからない。天井を見上げてしばらく考えたあと、亮史はおもむろに口を開いた。

「──要するに、死にたくなかったからじゃないのかな。別に生きる理由なんてなかった。でも、特に死ぬ理由もなかった。だから、とりあえず生きてみた。死ぬのはいつでもできるけれど、生き返るのはどうにも無む理りっぽいし」

　でも──と、亮史は微笑ほほえんで言う。

「でも、今は少し違うかな。今は『生きたい』と思うよ」

　──……どうして？

　恥ずかしそうに目を細めて、低く落とした声で、

「知り合いができたんだ。君もよく知ってる舞まいくんと、あとレレナくんっていうシスターの女の子。彼女たちを見ていると実に面白い。──彼女たちを見ていると、生きようという気になってくる。それが、理由かな」

　カズマは、ずいぶん長いあいだ黙っていた。その沈ちん黙もくに、違和感はどんどん大きくなっていく。と、カズマは突然壁かべから背中を離して、亮史に向かってぺこりとお辞じ儀ぎをした。

　──……ありがとうございました。質問に、答えてくれて。それが聞きたかっただけです。──お邪じや魔ましました

　そう言って、カズマは亮史に背中を向けた。なにを考えるヒマもなく、亮史はカズマのことを呼びとめていた。

「あ、ちょっと待って」

　カズマは顔だけで振り返り、

「──あのさ、昨日の晩、君のところに舞くんが行ったと思うんだけど、どんな様よう子すだった？　僕のこと、怒ってた？」

　そんなことが聞きたかったわけではなく、ただ時間が欲しかっただけで、それでもカズマの丁てい寧ねいな応答、

　──いえ、あいつも反省してました。変なことを言ってしまったと。だから、月つき島しまさん、あまり舞のことを怒らないであげてください。あいつは、あなたに嫌われたくなくて必死なんです

『感かん知ち』、

　──……でも、それも、あと少しのことだ

　カズマの構造を詳しよう細さいに分ぶん析せきしながら、亮りよう史じは独り言のようなその言葉に敏びん感かんに反応した。

「え？」

　カズマは身体からだごと亮史のほうに向き直った。カズマの幽ゆう体たい。一見すればただの幽ゆう霊れいのように見えるものの、しかしなにかがおかしい。その外がい見けんの幼さに反して魂たましいがずいぶんと磨すり減へっているから、そのギャップで違い和わ感かんを感じるのだろうか。カズマの声、

　──あいつが悩むことも、もうなくなる。もう少しで、悩まなくても済むようになる

「……なにを、言っている？」

　違う。外見と中身のギャップとか、そんな生なま易やさしい問題ではない。カズマの幽体には、明らかにおかしなところがある。──ひとつの幽体に、ふたつの魂？　否いな、その表現は矛む盾じゆんしている。幽体とは魂の別べつ称しようであり、魂が生前の姿すがた形かたちを成しているものが『幽体』と呼ばれているに過ぎない。幽体は肉体と違って単なる容いれ物ではなく、魂そのものの姿なのだ。だが、だとしたら、これはなんだ？

　独り言のようなカズマの声は、まだ続いている。

　──そうだ。もしかしたら、俺がやろうとしているのは、正しいことなのかもしれない。俺と一緒になれば、あいつももう、なにも悩まずに済むのだから

　ひとつの魂に、もうひとつの魂が宿って──いや、巣す食くっているのか。本ほん体たいの魂はカズマのものだ。人ひと型がたをかたどった幽体、その霊れい質しつ構造も人間のものに相違ない。だが、もうひとつの、寄き生せいしているほうの魂はまるで違う。呆あきれてしまうほどに単純なその霊質構造（だからこそ本体を別の魂に食くい込ませることができるのだろうが）に、無む機き的な敵意を漲みなぎらせている。どこかで見覚えがあるような気がする。この色、この匂におい、遠い遠い昔にちらりと見かけただけなのに、ひどくおぞましいその印象が何百年を経へた今でも頭の中にこびりついている。寄生虫。その単語が、亮史の頭にちらりと浮かんだ。うじゃうじゃと蠢うごめく蛆うじ虫むしを見たときのような、不快な気分が胸のうちにせり上がってくる。そんな亮史を傍はた目めに、カズマはぼんやりとつぶやきつづけていた。

　──俺が、あいつを救ってやるのかもしれない。あんたじゃなく、この俺が

　そしてカズマはその身を翻ひるがえした。「待て」と叫ぶこともできなかった。気がついたときには、カズマの姿は煙のように搔かき消えていた。

　亮史は棺かん桶おけから立ち上がる。険けわしい表情の裏側で、今いま目の当たりにしたものを必死になって反はん芻すうしていた。魂に寄生する魂。どこでどんな状況で見たのか、はっきりと思い出すことができない。ただ得え体たいの知れない胸むな騒さわぎだけが、亮史の中でざわめいていた。




　　　　◆




　亮りよう史じの奮ふん闘とう虚むなしく、昨日の夕食はその大たい半はんが依い然ぜんとして冷蔵庫の中に封ふう印いんされていた。

　迷うところである。良りよ家うけの子し女じよとして立りつ派ぱなのか情なさけないのか、恐らくは後者だろう、レレナはこれ以上ないほどのケチ娘だった。『ケチ』という言い方が悪ければ『物を大事にする』と置き換えてもいい。キュウリのヘタを三角コーナーに捨てるときでさえも一瞬躊躇ためらってしまうようなレレナにとって、まだまだ充分食たべられるものを捨ててしまうなど、万ばん死しに値あたいするほどの罪ざい悪あくに思えるのだった。

　さりとて昨日の残りをそのまま出すというのも失礼な話だ。義ぎ理りと人にん情じように挟はさまれて小こ一時間考え抜いた挙あげ句く、これから先の数日は『昨日の残り物』と『今日作った分の夕ゆう飯はん』を半々にして出していこうとの結論を出した。概がい算さんして普段の一・五倍ほどの食料を亮史に食べさせることになるが、まあ、お腹なかいっぱい食べられるのだから文もん句くはあるまい。それに自分だって頑がん張ばって食べるつもりだから、食物が傷いたんでしまう前に食べ尽くしてしまうことは可能なはずだった。あとは──

　レレナはローストチキンの載せられた食器をごとりと置き、古ぼけた壁時計を見た。もう午後六時を回ろうとしている。その事実を突きつけられて、レレナは悲しげに、はあ、とため息をつく。

　かれこれ半日が経過しようというのに、舞まいが帰ってくる気配はこれっぽっちもなかった。あれからずっと部屋にこもっていたから、帰ってきたのに気づかなかっただけなのかもしれないが、それでも自分のところに顔を出さなかったということは、舞が「レレナとは会いたくない」と思っているからなのかもしれない。そのことを思うたびに、レレナの眉まゆが情なさけなく下がっていく。

　だが、なにも半日もの時間を無む為いに過ごしてきたわけではない。どう言えば自分の気持ちが舞に届くか、寝不足のあまり少々うつらうつらしながらも、そのことを必死になって考えていたのだ。とはいえ結局答こたえらしい答えは出なかったのだが、それでもその長ちよう考こうは決して無む駄だではなかった。「考えてもどうせ無駄」ということをレレナに気づかせてくれたのである。うだうだと小こ細ざい工くを考えても始まらない、むしろそれこそが舞の気に障さわっているのではないだろうか。もう一度、もう一度真まご心ころを持って接すれば、きっと舞も心を開いてくれるはずだ。そう思えばこそ、レレナも今こうして吞のん気きに夕飯の配はい膳ぜんなどができるのだった。

　昨日の残りのローストチキンをまず消化しなくてはいけない。それだけでは芸がなさすぎるから、小こ鉢ばちに入れた自作の煮つけ物も用意することにした。レレナは真ま面じ目めな娘である。吸血鬼の勉強と並行して、空あいた時間はもっぱら日本料理の研究に費やしてきた。今回の作品はカボチャの煮つけ、ほとんど煮に崩くずれすることもなくほくほくと口の中で湯ゆ気げを立てるような舌した触ざわりで、試食のときに思わずガッツポーズをしてしまったほどおいしかった。

　これを、食べてもらいたい。亮りよう史じにだけではない。舞まいにも、食べてもらいたかった。昨日の余り物だって食べてもらいたい。本当はあれは、舞の『お祝い』のために買ってきたものなのに。それを自分と亮史の二人だけで『処理』してしまうのは、あまりにも寂しすぎるような気がする。

　配はい膳ぜんを終えて、レレナは「よし」と立ち上がる。決戦のときは近い。舞は亮史と会いたがっていたから、夕食の席には必ず参さん上じようするはずだ。そのときこそが、レレナにとっての天てん王のう山ざんだった。

　レレナは居間を横切って、ドアノブへと手をかける。こうなった以上、味方はひとりでも多くいたほうがいい。自分の面子めんつなど、もう関係ないのだ。現在の最さい優先事じ項こうは舞の心を解ときほぐして彼女の悩みを解決してあげることであり、そのためには自分と亮史が一緒になって舞のことを説得したほうがずっと効率がいい。レレナはがちゃりと回したドアノブをそのまま引き開けようとして──

　うなじのあたりに視線を感じた。

　振り返る間もなく、

　──月つき島しまさんは？

　レレナはドアノブを元の位置に戻して、手を離した。落ち着け、落ち着いてゆっくりと、深しん呼吸、振り返るまであと三秒、二秒、一、

　──聞いてるの？

「あっ、う、うん、あの、あのね、えっと」

　──まだ起きてない？

「ご飯、できたから、その、今、今ちょうど起こしに行こうかと」

　──あ、そ

　そう言って舞はレレナから視線を外はずし、すべての興味をなくしたかのようにソファに座り込んでしまった。レレナは胸に嫌な感じの粘ねばつきを覚えた。今け朝さにもましてぞんざいな態度だが、不ふ思し議ぎと腹は立たなかった。それはレレナが信じ難がたいほどのお人好しだからというだけでなく、舞の表情がどことなく疲れているような──もっと言えば、老ふけ込んでいるような雰ふん囲い気きすら漂わせていたからだ。

　はっきり言おう。怖い。こんな顔をした舞に話しかけるだけの勇気は、気き弱よわなレレナの中には蓄えられていなかった。──いっそのこと、このまま月島さんを起こしに行こうか、この雰囲気はどう好意的に解かい釈しやくしても自分の手には余るし、舞のことを第一に考えるならばそちらのほうがずっといいし、別に逃げるつもりは毛もう頭とうなく、戦術的撤てつ退たいという言葉もあることだし──

　舞がその手を動かして、ごし、と自分の目元をこすった。それから顔を背そむけて、ほとんど使われていない居間のタンスを見つめはじめる。その姿が、レレナには、泣いている子供のように見えた。

　舞まいに対して、ゆっくりと向き直る。亮りよう史じを呼びに行くのは、諦あきらめるしかない。こんな顔の彼女をひとりにしてはおけない。純粋な思いやりから、レレナは一歩、足を踏み出した。

「舞──」

　舞は答えない。構わなかった。いつの間にか、覚かく悟ごがすっかりできていた。どんな言葉を吐きつけられようとも、自分は平気だという気がした。

「舞、私、今け朝さ言ったこと、撤てつ回かいする気ないよ。舞がなにか悩みを持ってるんなら、それを私に話して欲しいの──ううん、私だけじゃなくて、月つき島しまさんにも。だって私たち、舞の友達じゃない。悩みを分かち合うのが友達でしょ？」

　舞は答えない。聞いてすらいないように思えた。それでもレレナは、必死になって言葉を紡つむいだ。

「ねえ舞、お願いだからさ──」

　──うるさい

　本当にうるさそうな声で、

　──うざいよ、あんた

　ただそれだけのことで、あれほどまでにきつく固めていた不ふ退たい転てんの決意が、ぐらぐらと揺らぎはじめてしまった。自分はとんでもない間違いを犯しているのではないか、という気になってくる。最初から別に舞に悩みなんてなくて、単に自分が深ふか読よみしているだけであって、初めのうちはそんな自分の勘かん違ちがいを許容できていた舞も、あまりにしつこく聞いてくるのでいい加か減げん腹が立ってきたのかもしれない。

　レレナのことを見もせずに、舞はふわりと浮かび上がった。レレナはかろうじて、

「あっ、の──ど、こ、いくの？」

　舞は冷たい一いち瞥べつをレレナに投げかけた。その目め線せんだけでも、今のレレナには耐え難がたいほどの苦痛となった。舞は低い声で、

　──月島さん、起こしてくる。あんたが行かないみたいだから

　レレナはなにも言うことができない。なにを言えばいいのか、まったくわからない。空中を急ぐでもなく移動する舞のことを、ぴんと張り詰めた顔でじっと見つめる。自分の無力さがつくづく腹立たしく思えてくる。自分と舞の距離がいつの間にかこんなにも離れてしまっていたことに、どうしようもない悲しみを覚えた。

　舞がドアまでたどり着いた。と、その手をドアノブに触れてすらいないのに、いきなりドアががちゃりと開いた。その向こうに亮史の姿、途と端たんに舞の顔がぱっと輝く。

　──ただいま

　喜びを抑えきれない声で、舞はそう言った。レレナの胸がずきんと痛む。自分は舞にとってどうでもいい存在なのではないか、そんな気持ちがぽこんと音を立てて胸の中に転がった。そんなレレナの気持ちに気づくはずもなく、舞まいはどこか切せつ羽ぱ詰つまったような口く調ちようで、

　──ねえ月つき島しまさん、あのね、聞きたいことがあるんだけど

「昨日、どこに行っていた？」

　いきなりぶつけられたきつい口調に、舞はぐっと口をつぐんだ。

「カズマのところへ行っていたのか？」

　なにか変だ。側そばで聞いていただけのレレナにも、そのことがよくわかった。いつもの亮りよう史じとはまるで違う、やたらと高圧的な雰ふん囲い気きが、その言葉の端はし々ばしに感じられる。レレナは自分の顔から血の気が引いていくのを感じた。今の舞にそんな言い方をしたら──

　──だったら、なに

　案あんの定じよう、次いで聞こえたその声は、それまでの喜き色しよくが噓うそのように冷たかった。が、亮史のほうだって負けてはいない。別人のような毅き然ぜんとした態度で、

「僕もついさっき彼に会った。──あいつには、近づかないほうがいい」

　──はあ？

「君が彼に心を許しているのはわかるけど、そうしたいのもわかるけど、でもそれはあいつの策さく略りやくなんだ。信じちゃいけない」

　──なに言ってんの、月島さん？

「彼に近寄るなと言っている。『感かん知ち』してわかったんだ。あれは、普通の幽ゆう霊れいじゃない。もっと別の、もっと危険なものだ。特に君にとっては」

　──カズマが？

　厳きびしい表情はそのままに、亮史は小さく頷うなずいた。と、そこでレレナは、亮史の唇くちびるの端に、赤い汚れが付着しているのに気がついた。まるでレレナが気づくのを待っていたかのように、亮史は親指でその汚れをごしごしと拭ぬぐい、低い声で言った。

「そう。──まったく、血を飲まないと穏おだやかでいられるけど、その分ぶん頭の巡りが悪くなるね。三パックも空あけてようやく思い出せた。名前は忘れたけど、あれは、幽霊を喰くう幽霊だ。喰うというよりも、取り込むと言ったほうが正しいのかな。そのために彼は、君に近づいて友達の振りをしているんだ。君を取り込むために」

　──カズマが？

　同じことを繰り返した舞を、亮史は黙ってじっと見み据すえる。上うわ目め遣づかいにその視線を受け止めていた舞は、ふと、恥ずかしそうに目をそらした。

　──それって、もしかして、さ。──ヤキモチ？

「え？」

　──月島さん、カズマにヤキモチ焼いてるの？

「……なにを？」

「月島さん、あたしのこと好き？」

　舞まいの声が実際の音声を帯び、舞の姿が実体へと変化していく。今まで浮いていたその身体からだが段々と降りてきて、ついには地面に足をつけ、普通の人間とまったく変わらない姿になった。『実体化』。意識してやってるのではないだろう、とレレナはぼんやり思う。舞は今、本当の本当に真剣な気持ちになっているのだ。

　亮りよう史じはかすかに首を振って、

「舞くん、今はそんなことを話してるんじゃ──」

「そんなことってなによ！　あたしにとっては、大事なことなんだから！」

「…………」

「答えて月つき島しまさん！　あたしのこと、好きなの？　嫌いなの？」

「好きだよ」

　亮史はこともなげに答えた。幼稚園児に求婚された保ほ父ふさんが軽く承しよう諾だくするようなその口く調ちように、しかし舞の声はますます高くなる。

「そんなの、だめ！　納なつ得とくできない！　気持ちがこもってない!!」

「……じゃあ、なに、どう答えればいいの」

「…………あたしとレレナ、どっちが好き？」

　いきなり出てきた自分の名前に、レレナの心臓が跳ね上がった。口を開く。話に参加しようとする。「あの」という声はつかえてかすれて消え去って、音にすらならなかった。見るまいとは思っていても、自然に目め線せんが亮史のほうに向いてしまう。

　亮史は険しい目つきで舞のことを見つめていた。舞も同じような、こちらは幾いく分ぶん品の悪い喧けん嘩かを売るような目で、亮史のことを見返している。低い声、

「どっちなの？」

「……どっちって、そんなの決められるわけないじゃないか。どっちも好きだよ」

「そんなのもだめ！　決めなきゃだめ!!」

「…………」

「答えて月島さん!!　どっちが好きなの？　あたし？　レレナ!?」

　そして亮史は、つい先ほどとまったく同じ、いたって静かな口調で、

「じゃあレレナくんだ。彼女はそんなことを聞いたりしないからね」

　あるいは冗じよう談だんだったのかもしれず、あるいは舞を諌いさめるためにあえてそう言ったのかもしれない。本心ではそんなこと微み塵じんも思っていないに違いなかった。呆あきれたような亮史の顔を見てみれば、そんなことは誰にだってわかったはずだった。

　けど、そんな答え方はあんまりじゃないかと、レレナは思う。

　舞は本気だったのだ。

　舞は、本気だったのに。他の誰でもない、レレナにはそのことがわかっていた。レレナは恋をしたことがない。信じ難がたいことだ、とよく人からは言われるし、同年代の女の子からはほとんど珍ちん獣じゆう扱いをされている。そんな彼女でも、舞まいが本気だったのだということはよくわかった。色いろ恋こい沙ざ汰たに縁えんがなくともまるっきり見けん当とうがつかないというわけではない、同じ年とし頃ごろの同じ女の子として、舞の気持ちは理解できるつもりだった。

　舞の顔からは、一切の感情が消えていた。当たり前だと思う。一番好きな人に想いを否定されれば、そんな顔をするしかなくなる。たとえ噓うそでも冗じよう談だんでも、いや、それだからこそ、レレナは亮りよう史じの言葉を「許せない」と感じた。

　足音を立てて亮史に近づいていく。亮史は今いま初めてその存在に気づいたかのように、レレナのほうに視線を向けた。舞と肩を並べるように立って、レレナは尖とがった牙きばを剝むき出しにして亮史に食くってかかった。

「月つき島しまさん！　そんな言い方ないんじゃないですか!?」

　亮史はあからさまに「またか」という顔をして、

「君はつくづく僕に突っかかってくるのが好きだね、レレナくん。特にこういった大事なときに」

「な、だ、誰もそんな話してないでしょう!?」

「まったくもってそのとおりだ。いいかい舞くん、今はそんな話をしてる場合じゃない。あのカズマってのは──」

「そうじゃなくて！　月島さん!!　舞は、舞は本気で月島さんのことを──」

　肩を摑つかまれた。

「ちょっと」

　振り向かされた。

「あんた」

　そしてレレナはそこに、一切の感情を殺した仮面のような表情を見た。

「──なにしてんの？」

　答えるヒマもなかった。口を開ける時間すらなかった。舞は短く震える息を吐くと、いきなりレレナの頰ほおに強烈な平ひら手て打うちを叩たたきつけた。

「なにしてんの？　なにやってんの!?　誰があんたにあたしの気持ちを解説しろって言ったのよ!?　でしゃばりなのもいい加か減げんにしてよ!!　今あたしと月島さんが話してんでしょ!?　勝手に入ってくるんじゃねえよ!!」

　思わずその手で頰を押さえたレレナの胸を、舞はなんの容よう赦しやもなく突き飛ばした。あまりのことに思し考こうが停止状態にあったレレナは、踏ん張ることもできずにテーブルの上に転がされた。配はい膳ぜんされた食器の数々がテーブルから弾はじき飛ばされ、床に落ちて次々と割れた。せっかく作ったカボチャの煮つけがころころと転がって、舞の裸足はだしの足にぶつかるのが見えた。かろうじて上体を起こし、レレナは呆ぼう然ぜんと舞の顔を見上げ、その視線に反応して舞はレレナの腹に思い切り足あし蹴げりをぶち込んだ。

「それとも同情してるの？　あたしに同情してるの？　ねえ、レレナ、あたしに同情してるの？　あたしがなんにも持ってないから？　あんたはなんでも持ってるから？　お父さんやお母さんやおじさんや、月つき島しまさんも、全部自分が独り占めにしてるから、せめてお情なさけくらいはかけてあげようってわけ？　──ふざけんじゃないわよ!!」

　腹に生まれた衝しよう撃げきに、レレナは身体からだを折った。そんなレレナの前まえ髪がみを引っ摑つかんで、舞は無む理り矢や理りにレレナの頭を持ち上げた。痛かった。やめて、と言おうとした。声が出なかった。怖かったわけでも腹立たしかったわけでもない、荒々しく引き上げられたその目の先に、ぐじゃぐじゃに崩れた舞の泣き顔があったからだ。

「──なんでよ。なんであんたばっかり、なんであんたにだけ、なんであたしには誰もいないのよ!!　あんたにはたくさんいるじゃないの!!　お母さんがいるじゃない！　お父さんもいるじゃない!!　あたしにはなんにもないんだから!!　それなのになんで、月つき島しまさんまであんたのところに行っちゃうのよっ!?」

　動どう転てん、してはいたのだろう。頭の中が真っ白だった。だが、純白に染められた思し考こうに、舞の言葉は砂に染み込む水のように浸しん透とうしていった。

　ようやく、わかった気がした。

　そっか──

　全部、私のせいなのか。

　もう片方の手を固く握り締める。舞がそれを振り上げるのを見ても、レレナは大した感想も抱かなかった。痛くも怖くもなかった。ただ悲しかった。レレナは空くう虚きよな目つきで舞の顔を見み据すえ、小さな声で、ぽつりと、

「──ごめんね」

　舞が歯は軋ぎしりする音が聞こえた。泣き声なのか呻うめき声なのか区別のつかない声をあげながら、舞はその拳こぶしをレレナの鼻はなっ面つらめがけて振り下ろし、

「やめろっ!!」

　ようやく事の重大さに気づいた亮りよう史じに、あっけなく止められた。舞の腕をがしっと摑んだその指先に、驚くほど強い力が込められているのがレレナにもわかった。涙でべとべとになった頰ほおを亮史に向け、鼻はな水みずでぐちゃぐちゃになったその顔が「きゅう」と歪ゆがめられた。摑まれた腕が痛かったのかもしれない。それ以上に、胸が痛かったに違いない。

「月島さんも、レレナの味方するんだ」

「──当たり前だろ、だって」

「そりゃそうだよね。当たり前か。うん」

　唐とう突とつに、舞の身体からすべての色が抜け落ちた。比ひ喩ゆではない。実際に舞の身体の色彩が薄くなり、彼女の向こうの景色が透すけて見えるようになった。レレナの頭を引っ張り上げる力が消え去って、それなのに舞の手はいつまでも固く握り締められたままだ。
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　すべての束そく縛ばくから解とき放たれ、すべての干かん渉しようができなくなった舞まいは、ふわりと浮かび上がった。中ちゆう空くうに呆ぼう然ぜんと立ち尽くしながら、舞は生せい気きの感じられない瞳で二人のことを交こう互ごに見る。

　花のような笑顔。

　ぺこり、と丁てい寧ねいなお辞じ儀ぎ。

　──迷めい惑わくかけて、ごめんなさい。……どうぞっ、お幸せに！

　そう言って、舞は凄すさまじい速度で壁を突き抜けて、去っていった。




　舞の悩み。散さん々ざん自分が尋たずねてきた、舞を悩ませているその原因。

　私だ。

　少し考えれば、わかることだったのではないか。舞の言うとおりだ。自分には、父も母もガゼットもマルコもいる。温かな家庭と、優しい家族がいる。ローマに帰れば、溢あふれんばかりに満ち足りた穏おだやかな生活がある。そして自分はそのことを、隠かくそうともせずに舞に話してきた。自分の思い出話を──故こ郷きようでの父や母やガゼットとの面白おかしい出来事を、語って聞かせたこともある。

　レレナにとっては単なるおしゃべりに過ぎなかったその話は、舞の耳にはどんなふうに響ひびいたのだろう。その話を聞いたときの、まぶしいものを見るような舞の眼めを、レレナは思い出した。彼女はそういったものとはまったく無む縁えんで過ごしてきたのだというのに。どうしてもどうしても欲しくて、精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばつって手を伸ばしても届かなかったのに、その温ぬくもりをなんの苦労もなく得ることができた自分のことを、一体どういうふうに思っていたのだろう。

　私は、それを考えることができなかった──考えようとすらしなかった。

　ただ一緒になって、舞まいの家族に憤ふん慨がいするだけで。

　親しん身みになったつもりで、舞の境きよう遇ぐうに同情するだけで。

　舞にとってはそれこそが、一番辛つらかったのかもしれない。

　彼女を一番傷きずつけていたのは、私なのかもしれない──

　割れた食器を片付けながら、レレナは独り言のようにつぶやいた。

「私が──」

「違う」

　そのつぶやきを、亮りよう史じが遮さえぎった。

「君は悪くない。悪いのは舞くんだ。君は悪いことはなにもしていないんだから。どんな理由があっても、舞くんが怒ってるのはただの逆さか恨うらみなんだ」

「でも」

「そのうち帰ってくるよ。そのときに、ゆっくり話し合えばいい。……そうするしかない。僕らには、彼女を追うことなんてできないんだから」

　レレナはおずおずと顔を上げる。ひょろりと背の高い亮史の顔が、なぜかすごく遠いところにあるような気がした。無表情にあさっての方向を見つめたまま、亮史は自分に言い聞かせるように、ぼそりと言う。

「──バイト」

　亮史の声がこんなに冷たく聞こえたのは、初めてだった。




　　　　◆




　自分が立っているのか座っているのか、それどころかどちらが上でどちらが下かすらもわからなかった。人生の大たい半はんを酒と共にすごしてきた薫かおるだが、ここまで来るとさすがに危機感を覚えはじめた。どうにかしてベッドに行こうとするのだが、立ち上がることもままならない彼女にとって歩くことなど、ましてやドアを開け階段を上りベッドの上にこの身を横たえることなど夢のまた夢だった。直線距離にすれば頭ず上じよう数メートルしか離れていない自分の部屋が、唐から天てん竺じくよりも遠く感じられる。

　二回──いや、三回吐はいた。もしかすると四回。危ういところで流しに吐くことができたのだが、これから先もその幸運が続く保証はどこにもない。いや、すでに知らないうちに部屋の中に胃い袋ぶくろの中身をぶちまけているのかもしれなかった。もっともすでにあらかた吐き尽くしてしまったから、自分の胃の中には酒と胃い液えきしか入っていないはずだ。後あと始し末まつが容易という意味では、不幸中の幸いと言える。

　朦もう朧ろうとする意識の中で、猫の声を聞いたような気がする。

　真っ黒な猫が、自分のことをじっとにらみつけていたような気がする。

　その猫が、自分になにか文もん句くをつけてきたような気がする。自分はそれに、むきになって反論したような気がする。ちょっとなによ、なにかもんくあるの、なにがおまえですってねこのぶんざいでにんげんさまをおまえよばわりするんじゃないわよ、まい？　まいのことがあんたになんのかんけいがあるのほっといてちょうだいいやしいねこちくしょうのくせにいちいちひとさまのすることにくちをださないでくれる？

　いよいよ末まつ期ごだ。

　そろそろやばい。限界。今までもかなりやばかったが、猫と口くち喧げん嘩かするようになってはもうお終しまいだった。このへんで区切りをつけておかないと、本当に急性アルコール中ちゆう毒どくで死ぬかもしれない──そう頭ではわかっているのに、薫かおるの手は勝手に水割りを作り、薫の喉のどはうまそうにそれを飲み込むのだった。

　気がつけば黒猫の姿はどこにもなく、代わりにまだら猫がうろうろしていたような気もするが、今では黒もまだらもどこにも見当たらない。まあどうでもいいや、と思いつつ薫はグラスをあおり、口喧嘩の続きをひとりでやりはじめる。やっぱりまいがわるいのねあいつがいなければさいしょからなにもかもうまくいってたのよあんなおとことけっこんせずにすんだしこんないえにとじこめられることもなかったそりゃあむかしはこのけっこんにゆめをいだいていたときもあったけどでもやっぱだめだったわりゆう？　まいにきまってるじゃないのあいつのせいよあいつがいたせいでなにもかもめちゃくちゃになっちゃったんだから──

　ふと。

　背中に視線を感じた。どう思うよりも先に、薫は振り返っていた。酔よいのためにぼんやりと滲にじむその顔に、さらに呆ほうけた色が現れる。と、いきなり薫はへらへらと笑い出し、投げやりな声でこう言った。

「ぁあ、なんだ──いたんだ」




　　　　◆




　正直なところ、昨日から一いつ睡すいもしていない。だからどうした。心配して今日の出勤をやめるように勧めた妻に、岡おか田だはきっぱりとそう言った。ねえちょっと、なにもあんたがそんなに気張ることないじゃないの、もう定年も近いんだしさあ、気だけ若いフリして頑がん張ばってるとぽっくり逝いっちまうよ、だからやめときなって今日一日休やすんだっていいじゃないのさむしろ歓迎されるよあんた今まで休んだこと一度もないんだから──

　だからどうした。

　無む敵てきの言葉だと思う。どんな鋭い指し摘てきも正論も、この言葉の前にはすべて灰かい燼じんに帰してしまう。だがしかし、諦あきらめ気味に首を振った妻の、最後の一言だけは「だからどうした」で済ませるわけにもいかなかった。あーあ、この無む理りが祟たたってあんたが死んじまったら、あたしはともかく雄ゆう一いちが悲しむだろうねえ。

　いかに岡おか田だと言えども、その一言はぐさりと胸に刺さった。さすがに長年連つれれ添そってきただけあって、あいつは自分の泣き所をよく押さえていると岡田は思う。雄一。初はつ孫まごのその名前を思い出すだけで頰ほおがほころびそうになる。が、岡田要よう次じ郎ろうは太たい平へい建築の現場主しゆ任にんであり、あまつさえ目の前にはもっとも気の抜けない作業員がいるのだ。下へ手たに顔を緩めるわけにはいかないのだった。

「──それでだ。お前の今日の仕事は、いつもどおりの廃はい棄きブロックの処理、それが終わったら土つち田だのところの捲まくりを手伝っていろ。そこの廃棄ブロックがたまったらそれも処理。土田のとこの作業が終わったら、もう一度俺おれのところに来い。別の指示を出す」

　月つき島しま亮りよう史じはあいまいな顔で頷うなずいた。聞いているのかいないのか、ぼんやりとしたその表情から推おし量はかることはできない。岡田の片かた頰ほおが、ぴくりと動いた。

　月島亮史。年ねん齢れい不ふし詳よう。もう太平建築のバイトを始めてから何年になるのか、五年は経過しているのではないか。いつまで経たっても見た目はとっぽい兄ちゃんのくせに、仕事の能力ときたらそのへんのベテラン作業員が十人束たばになってもかなわないほどのものを持っている。その辣らつ腕わんを買われて何度も何度も「社員に」との誘いを受けているが、亮史は少しも乗ってこようとはしなかった。どちらにとってもいい話のはずなのに。亮史にとっては定職にありつけて給料だって今までよりもずっと色がよくなるし、太平建築にとっては夜間だけでなく昼間の作業にも彼の怪かい力りきを使うことができる。その二つのパイプ役である岡田にとっても、悪い話ではなかった。今抱かかえている多くの工事計画、その半分にでも亮史の腕を使うことができるならば、自分の仕事は夢のようにスムーズに進むことだろう。

　が、それなのに、よりによってこのバカは。

「……あー。それで、なんだ。それで終わりか」

　唐とう突とつに降って湧わいた怒りを押し殺すために、岡田はそうつぶやいた。亮史が不ふ思し議ぎそうに見ている。つと視線を外はずして、岡田は「さっさと行け」とでも言うように手を振って亮史のことを追い払った。

　岡田要次郎は月島亮史のことが嫌いではない。苦にが手てでもない。遅刻や欠けつ勤きんこそ多いもののその仕事振ぶりには怠なまけの色のかけらもないし、態度だって礼れい儀ぎ正しく温おん厚こうそのもの、それゆえに現場員たちのあいだでは非常に人気が高いときている。岡田が亮史を殴なぐることに対する反発もぽつぽつ出てはいるのだが、しかし、あのぼんやりとした顔を見ているとなにやら無む性しように腹が立ってくるのだった。決して嫌いなわけでは、ないのだが。

　その証しよう拠こに岡田は、亮史が辞やめると言い出したときも、かろうじて怒りを抑えることができた。別に今すぐ辞やめるわけではなく、一ヶ月後くらいに辞めさせてもらいたい。そう言われたときには、正直、ぴくりと腕が動きはしたのだが、殴なぐるまでには至らなかった。人にはそれぞれ都つ合ごうというものがある。亮りよう史じが自分の都合で辞めたいというのはいたしかたのないことだし、それを事前に教えてくれただけでも大助かりだった。現場主しゆ任にんの岡おか田だにとって、月つき島しま亮史という逸いつ材ざいの抜けた穴を埋めるためには、それなりの時間が必要なのだ。もっともそのおかげで昨日一いつ睡すいもしていないのだから、亮史に対して少しの怒りも抱いていないというのは噓うそになる。

　と、そこで岡田は、まだ亮史が目の前にいることに気づいた。口を開き、怒ど鳴なり声で追い散らす前に、亮史が小さな声で言った。

「あの、すいませんカントク、今日は休んでもいいですか？」

　間ま。

　一瞬のあと、岡田は絶ぜつ妙みようの角度でコークスクリューブローを弾はじきだした。このクソバカはまた寝ね惚ほけたこと言いやがって、そう思うのと手が動くのがほとんど同時だった。見事なまでの反射だった。今まで何十回何百回と繰り返してきたために、岡田の脳にそういう回かい路ろができてしまっているのかもしれない。

　が、そこから先は、何十回何百回の範はん疇ちゆうの外にあるものだった。

　殺人的な速度のその拳こぶしを、亮史はろくに見もしないでひょいとかわした。伸びきったその腕を軽く摑つかみ、岡田のことを真しん摯しな瞳で見つめてくる。あまりのことにそれとなく二人の動向を見守っていた現場作業員が、一いつ斉せいに凍りついた。岡田の拳を亮史が受ける、それはもうほとんど「物を投げれば地面に落ちる」という法則と同じくらい確固とした事実だったのだ。その現実をいきなり破られて、現場全体がライト兄弟の飛行を初めて目にした人々のようにどよめきはじめた。

　その騒ぎの中で、岡田と亮史だけが、静かににらみ合っていた。亮史の目の中には、いつものようなおどおどとした怯おびえの色はどこにもなかった。岡田はそれを見て、ふん、と鼻を鳴らした。

　ようやく本ほん性しよう現しやがったか──そう思った。

　あの丈夫さとあの怪かい力りき、これほどまでに身しん体たい的能力に恵まれた亮史が、自分などの攻撃をかわせないはずがない。ずっとそう思っていた。岡田も若い頃はその腕わん力りよくで鳴らしたタチだ。背中に刺いれ青ずみがないのが不ふ思し議ぎなくらい暴れ回っていた。そんな岡田の戦力分ぶん析せき眼がんには、亮史が自分に殴なぐられるのは一種の『演技』なのではないかという疑ぎ念ねんが常につきまとっていたのだ。

　有あり体ていに言えば、なめられている。実際にはそんなことはないのだろうが、理性の操そう縦じゆうの利かない本ほん音ねの部分で、岡田はそう感じていた。

　そのせいで、いつもいつも必要以上に亮史のことを殴ってしまったのかもしれない。無抵抗な亮史のことが腹立たしくて、不必要な暴力を振るってしまったのかもしれない。

　しかし、今こいつは俺の拳をかわした。険けわしい顔のその裏側で、岡田はにやりと笑い出したい衝しよう動どうに駆かられる。

　亮りよう史じがぽつりと言った。

「──お願いです。大事なことなんです。今から行かないと間に合わないかもしれない。あとでいくらでも殴なぐられますから、これから一ヶ月間タダ働きでも構いませんから、お願いします。今日のところは、休ませてください」

　ふと、一週間前のことが思い出された。そういえば、一週間前にも同じようなことがあった。あのとき自分に亮史を休ませるよう頼んできたのは、確か女だった。最近の若い奴やつらではなかなかできないような真剣な面つら構がまえをしていたものだから、つい許してしまったのだが──しかし、今の目の前の亮史には、それ以上にさらに真剣な色合いが浮かんでいた。

　平へい坦たんな口く調ちようで、岡おか田だは尋たずねた。

「……大事なこと、だと？」

「はい」

「んだそりゃ。仕事よりも大事なことか」

　言い切った。

「人生に関かかわることです」

　もう一度、岡田は鼻を鳴らした。ふと、雄ゆう一いちのことが思い出される。大事なこと。人生に、関わること。もし雄一の身になにかあって、そのために自分がやらなければならないことができたとしたら、自分は仕事など一にも二にもなく放り出してそれをするだろう。そしてそのときには、自分は目の前のこいつのような表情をしているに違いない。

　岡田は強ごう引いんに腕を振りほどいた。亮史の手は、あっけなく外はずれた。もともとがそんなに強い力で握っていたわけではないのだろう、振りほどいた勢いをそのままに、岡田は犬ころでも追い払うような仕し草ぐさで手を振った。

「──行け」

　そう言ってから、ついに我慢できなくなって岡田はその口元をぐいと歪ゆがめる。亮史は目をぱちくりとさせて岡田の笑えみを見た。と、ふとなにかに気がつくような顔になり、自分もかすかに微笑ほほえむと、亮史は岡田に向かって丁てい寧ねいに頭を下げた。

　駆かけ出していった亮史の背中は、あっという間に小さくなって人ごみの中に消えた。ふう、と息を吐いて、岡田は周囲に視線を巡らせる。

　怒ど声せい。

「なに見てんだ！　あいつが休んだからってお前らまで休めると思ったら大おお違ちがいだぞ!!　おら白しら井いさっさとナラシ運べ日が昇のぼるまでに帰りたくねえのかぁ!!」




　　　　◆




　腕に、くっきりと亮史の指の跡が残っている。

　いくら撫なでても叩たたいても、その跡は消えそうになかった。恐らくは、『実体化』したときにやられたからだと思う。実体とは普通の人間と変わらない身体からだになるということであり、『実体化』したときにつけられた跡は、幽ゆう体たいに戻ってからも消すことができないのだろう。

　こんなもの、早く消えてしまえばいいのに。月つき島しまさんのことなんか、早く忘れてしまいたいのに。舞まいはもう一度、己の腕に残った指の跡を、あるいは名な残ごり惜しそうに撫でた。

　──やらないのか？

　耳元でカズマの声。舞はちらりとカズマを振り返り、力なく微笑ほほえんだ。

　もう自分には、カズマしかいないのだと思う。カズマがいてくれてよかったと、心からそう思うことができる。いずれあたしは月島さんに見捨てられる運命だったんだ、もしそのときになって、あたしの側そばにカズマがいなかったら──そう考えると、背せ筋すじに冷たいものが走った。

　カズマはさらに言った。

　──決めるのは、お前だ。お前がやりたくないというのなら……

　──ううん

　微笑んだまま首を振り、いっそ明るくも聞こえる口く調ちようで、

　──殺すよ

　自分の口から出てきたその言葉は、やっぱり現実感を帯びて聞こえなかった。母を殺す。そうつぶやいてみても、どんな情じよう動どうも胸のうちには湧わいてこない。自分が人を殺すことなど、想像したことすらなかったからだろう。いや、もしかすると──

　あんな女は、殺されて当然だと、頭の中のどこかで思っているからかもしれない。

　自分は、母を殺すことができる。殺すだけの理由もある。人殺しはいけないことだ、誰もがそう言う。でも、なぜいけないことなのかは、誰も教えてくれない。考えてみても、舞の頭の中には母を殺してはいけない理由などどこにもなかった。

　──外で、待っている

　カズマが小さくそう言った。舞は振り向き、こくりと頷うなずく。物もの言いいたげな目つきでカズマは舞のことを見て、それを振り払うように踵きびすを返し、壁の中に溶け込んでいった。カズマの背中を見送ってから、舞はぼんやりと笑う。

　カズマは本当によく気を回してくれる、と思った。

　見られていては、確かにやりづらいから。

　ふわりと浮かび上がって、空中を移動。母の声が、ドア越しに聞こえる。それを聞いてもなにも思わない、驚くほど空くう虚きよな気持ちのまま、舞は居間へと続くドアをくぐり抜けた。

　ひどい光景だった。

　めちゃくちゃだ。酒しゆ乱らんの気けがある母が暴れたのだろう、あちこちに割れた酒の瓶びんの破は片へんが散乱していて、その合あい間ま合間にツマミらしき食べ物の影が見え隠かくれしている。テーブルの上は水みず浸びたしの酒さけ浸びたし、それとはまた違った『液体』もぶちまけられている。舞まいはテーブルから視線をそらし、今しがた見たものを記き憶おくの中から抹まつ消しようした。

　散らかった部屋の真ん中に、母の背中があった。落ち込んでいるように背を丸めて、男のようにあぐらをかいて。その後ろ姿に、舞はふと目を細め、それからゆっくりと近づいていった。

　本当に、自分はやるのだろうか。

　どうして、自分がこんなことをしなくちゃいけないのだろうか。

　産むんじゃなかった。思えばあの一言から、すべてが始まったのだ。あの一言が自分の心の中に癌がんのような悪あく腫しゆを植えつけてしまったのだと思う。舞が心を動かすたびに、その悪腫はみりみりと音を立てて痛みを発し、その痛みに耐えかねた舞は望んでもいない癇かん癪しやくを起こしてしまった。レレナを失った。亮りよう史じも失った。気がつけば、一ヶ月のあいだにいつしか当たり前になっていた月つき島しま宅の温ぬくもりが、手からこぼれ落ちる砂のように消え去ってしまっていた。

　誰が悪いのか。

　誰のせいなのか。

　舞は歩を進めていく。母の背中まで、もう数メートルもない。ないはずの心臓が、一ひと際きわ大きな音を出した。それをきっかけに鼓こ動どうがどんどんと速まっていく。舞の足がぴたりと止まる。あと一歩がどうしても踏み出せない。あと一歩を踏み出したら、もう後あと戻もどりできないような気がする。棒を吞のんだように立ち尽くして、舞はただじっと母の背中に視線を注そそぐ。

　母が振り返った。

　母の目が、大きく見開かれた。すでに『実体化』の一歩手前にまで濃度を引き上げている。口の端はしから涎よだれを垂らして、母は舞のことを気が触ふれたような顔で見つめる。そんな表情をしていても、母はやはり美しかった。

　本当に、やるの？　

　心の中で、誰かがそうつぶやいた。いくらないがしろに扱われてきたとは言っても、生まれてからの十五年間、ずっと顔を合わせて生きてきた実の母親を、自分は本当に殺せるのだろうか。

　と──

　不ふ意いに母が溶けるように笑った。ぞんざいな声、

「ぁあ、なんだ──いたんだ」

　それきり、母はまた前を向いて、酒を飲みはじめた。

　鼓こ動どうが、止まった。

　すう、と身体からだが冷えていくような気がした。止まっていた歩みが、またゆっくりと始まった。心臓はいたって平へい穏おん、こともなくその拍はく動どうを続けている。

　決まった。

　酒さけ瓶びんの破は片へんを踏まないように気をつけながら、舞はぽつりと、

「ただいま」

　母は答えなかった。聞いてすらいないように思えた。構わなかった。むしろそちらのほうが都つ合ごうがいい。声に出して答えられたら、せっかくの決意がまた揺らいでしまうかもしれない。

「母さん、あのね、あたし」

　ひたり、ひたり、と裸足はだしの足音を立てながら、舞まいは母の背中に近づいていく。もうすぐそこにある母の首は、手を伸ばせば届きそうで、舞の両手でも摑つかみきれそうだった。

「前から言いたかったことがあるんだけど」

　舞は歩みを止める。すぐ目の前に、母の頭があった。心もち顔を下に傾けて、闇やみの中にその白いうなじがぽっかりと浮かび上がって見えた。極度の泥でい酔すいのためなのか、母はぴくりとも動かない。その後ろ姿は不ふ思し議ぎなほどに現実感が薄く、舞の目にはどこか作り物めいて見えた。

　いや。

　これは、作り物なのだ。

「あたしね、母さんのこと──」

　母親ではない。母親という名前の、マネキン人形かなにかなのだ。その証しよう拠ことして、『これ』は自分になにもしてくれはしなかった。そこにあるのはあくまでも『母』という肩書きだけで、実質的にはあってもないのと同じ、置物となんら変わらない存在だった。

　だから、これは生き物じゃない。作り物の、お人形。

　そう思うことにした。

　そう思えば、楽だった。

　殺すのではなくて、壊すのだと思えば、すっと胸が軽くなった。

「好きだったよ」

　どこまでもどこまでも無表情な舞の目の端はしから、涙がこぼれる。自分でも自覚していなかった。頰ほおを伝い、顎あごから流れ落ちる感覚で、ようやく自分が今『涙を流している』ということを認識した。泣いているのではない。単に、涙が勝手に流れているだけだった。

「ずっと前から思ってたの。母さん、とっても綺き麗れいなんだもん。ホントに、友達に自慢できなかったのが悔しいくらいだよ。あたし、ずーっと昔から、母さんみたいになりたかったんだ」

　母は、舞にとっての理想だった。母は美しかった。いつも毅き然ぜんとしていた。舞に見せる顔はどれもこれも冷たいものばかりだったけど、覗のぞいたドアの向こう側で知らない男の人と笑い合う母の顔は、とても温かなものに見えた。

　いっそのこと、嫌いになってしまえれば、どれほど楽だったことか。

　だが舞は、あの笑顔を自分にも向けて欲しいと、そう思ってしまった。

　そんなこと、叶かなうはずがなかったのに。

「……母さんは、あたしのこと、嫌いだよね」

　母の肩に手を置いた。それでも母は、なんの反応も示さなかった。酒を飲みすぎて触しよつ覚かくが鈍っているのかもしれない。こうして自分に背中を向けたまま、寝入ってしまっているのかもしれない。どちらでもよかった。どちらでも、やることはたったひとつだ。

「ごめんね。邪じや魔まだったよね、あたし」

　すっ、と手を動かした。その両手で、壊れ物を扱うように、優しく母の首を摑つかんだ。

　力を込める。

「ごめんね──」

　力を入れるために歯を食くいしばった。ぎりぎりという音が顎あごから聞こえる、それを耳にしながら舞まいは母の背中にのしかかるようにして体重を傾ける。爪つめが肉に食い込む感かん触しよく、自分の手の中の母の首が、驚くほど細いことに少なからぬ衝しよう撃げきを覚える。今まで尊そん大だいに振る舞いつづけ、自分のことなど一いつ顧こだにしなかった母──舞の中では、母はもっと『大きな』存在だったのだ。

　気がついたときには、舞は声を殺して『泣いて』いた。押さえても押さえても、嗚お咽えつが喉のどの奥から溢あふれてきた。涙が止まらなかった。濡ぬれた頰ほおが奇き妙みように冷え切っているような気がした。ひく、ひくっ、としゃくりあげながら、舞は母の首を絞しめつづけた。腕が震える。力を込めているからではない。嗚咽の衝しよう動どうが喉から肩、肩から腕へと広がり、ともすれば力が抜けてしまいそうなほどにぶるぶると震えはじめる。それを止めるために、舞は腕を自分の身体からだへと引き寄せた。母の頭を、抱きかかえるような格好になった。

　母はろくな抵抗も見せなかった。ただ一度だけ、舞の腕をさするような手つきで触っただけだった。止めようとしたのかもしれない。だが、母の身体に回りきった酒しゆ毒どくが、彼女の力という力をすべて奪い尽くしてしまったようだった。まともな思し考こう能力すら、今の母には残されていないに違いない。それは舞にとっても救いとなった。できることならば、母には苦しんで欲しくなかったから。

　大好きな母。同時に、いくら憎んでも飽あき足たらない母。もう自分がなにをしたかったのか、舞はほとんど忘れてしまっていた。ただ真っ白になったその頭に、ひとつの言葉がこだまする。

　産むんじゃなかったわ。

　そのとおりだった。

　自分は、生まれてこないほうがよかったのだ。こんな思いをしなくちゃならないのなら、最初からこんなところに出てこないほうがよかった。自分などいないほうがいい。母だって死んだほうがいい。亮りよう史じもレレナもツキもカズマも、みんなみんな死ねばいいのだ。

　それも、これでお終しまいだ。もう、疲れてしまった。母のことを思うのにも、亮史のことを想うのにも、ここにこうして存在しているだけでも辛くて仕方がないくらい、へとへとに疲れきってしまった。だから、もうお終い。これで、お終い──

　不ふ意いに、舞の足首になにかが触れる感かん触しよくがした。最初は気づかなかった。静まり返った居間の中に響ひびく、自分の嗚お咽えつ以外のその音を聞いて、ようやく舞は足元にちらりと目を遣やった。

　猫だ。

　なあお、なあお、とすがるような声を出しながら、まだら色の猫が必死になって舞まいの足首に耳の裏をこすりつけていた。柔らかい、こそばゆいような感覚がくるぶしのあたりをくすぐる。と、まだら猫はひょこひょことした足取りで回り込み、母と舞のあいだにそのちっぽけな身体からだをするりと差し込んだ。舞の足首を、耳と耳のあいだの平らな部分を使ってぐいぐいと押しはじめる。

　まるで、舞を押しとどめるかのように。

　舞は呆ぼう然ぜんとまだら猫のことを見ていた。一応はまだ腕に力が込もっている。だが、それ以上強く母の首を絞しめようという気は、逆さかさにしても出てこなかった。張りつめた視線を、じっとまだら色の背中へと送る。勢い余って視し界かいに入った床の上、暗い部屋の中でなお赤い血ち色いろの足跡がいやでも目についた。

　舞の胸の中で、なにかが弾はじけた。

　ため息をつくような声で、

　──……モザイク

　言った瞬間に、目の前でモザイクがするりと舞の身体を突き抜けた。舞は息を吞のむ。慌あわてて視線を母へ向ければ、自分の両手は母の首をすり抜け、指と指が組み合わさるような状態になっていた。

　歯は軋ぎしり。もう一度、と思う。燻くすぶりはじめた殺意の炎ほのおを、必死に煽あおり立てて燃え盛さからせる。もう一度、実体化するんだ。まだやれる。まだそのくらいの『力』は残っている──足りないのならば作り出してやる。この女を殺すためならば、悪あく魔まに魂たましいを売ったとしても構いはしない。カズマの言ったとおり、そうされて当然なだけの仕し打うちを、この女はあたしに対して行ったのだ。

　もう一度。

　もう一度──




　母は首を巡らせて、胡乱うろんな目つきで舞の姿を探している。

　小さな声で。

　尋たずねるように。

「……舞？」




　ただそれだけのことだった。

　ただそれだけの言葉が、舞の身体から、すべての気力を奪ってしまった。

　抱き締めてくれなくても、よかった。

　笑いかけてくれなくても、よかった。

　ただ、ほんの少しでいいから、気にかけてさえくれれば──

　ふわり、と浮かび上がる。まさかそれに気づいたわけでもないのだろうが、母はまたゆっくりと前を向いて、酒を飲みはじめた。モザイクはさらに声を高くしながら、その足に酒さけ瓶びんの破は片へんが刺ささるのも構わずに舞まいの姿を探し回っていた。なあお、なあお。その声から逃のがれるように身を翻ひるがえし、舞は雪ゆき村むら宅の居間から姿を消した。




　　　　◆




　なぜ走っているのか、自分でもよくわからない。わからないのが『人間』だから、だからこそ走っているのかもしれない。

　レレナと別れてからも、家を出てからもずっと、考えつづけてきた。人間ならばこういうときにどうするのか。人間ならばこういうとき、どんなことを思うのか。いくら考えてもわからなかったが、なんとなく、今いま自分のしていることは『人間』としては間違っているな、という気がしたのだ。

　だから亮りよう史じは、バイトを休もうと思った。こんなことをしている場合ではない。本能ではなく、理性でそう思ったのだ。本当の『人間』ならば、こんなときにこんなことをしていないはずだ。

　岡おか田だはあのとき、確かに笑ってくれたと思う。

　あれこそが、人として在あるべき姿なのだと思う。

　だからこそ、今自分のやっていることは、正しいのだと思う。

　地面を蹴けりつけるようにして走る。冗じよう談だん事ごとでは済まされないその衝しよう撃げきに、一歩一歩踏ふみしめるたびに「だんだんだんだんっ！」という音が響ひびき渡る。何事かと周囲の人間が亮史のほうを見るが、そのときにはすでにもう彼は何十メートルも先へ進んでしまっている。吸血鬼の身しん体たい能力は人のそれをはるかに凌りよう駕がするものであり、正確なタイムを計れば百メートル三秒くらいで走れるのではないかと思う。

　走りながら『感かん知ち』の能力、次から次へと亮史の中にもたらされる情報は、しかしほとんど取るに値しないものばかりだ。『感知』の能力の長所はどんな種類の『力』であろうと──『血の力』でも『心の力』でも『時の力』でも『呪のろいの力』でも──拾えることだが、同時にそれはいかんともしがたい短所でもあるのだ。すべての種類の『力』を感じ取ることができ、その『力』の大小も見極めることができるのだが、しかしその『力』が一体どんな種類のものなのかはよほど近寄らなくては判別することができない。なにも知らずにのんびり暮らしているのは人間くらいのもので、こうして改めて街中を『感知』で調べてみれば驚くほど多くの人じん外がいの力がそこかしこにひしめいていることがわかる。あるいは何百年も前からその場に立ち尽くしている古こ木ぼく老ろう木ぼく。あるいは数多くの人々に信仰されてきた寺じ社しや仏ぶつ閣かく。あるいは新旧問とわずの死者が眠る共同墓ぼ地ち。それらすべてがなんらかの『力』を持っており、その『力』がまた別の『力』を持つものを引き寄せる、そういう縮しゆ図くずができあがってしまっているのだ。一週間前のあの姉妹や一ヶ月前の『蜘く蛛も』のような同族ならば話は別だが、この中からただの幽ゆう霊れいを探し出すことなど、それこそ樹じゆ海かいから一枚の木この葉を探し出すに等しかった。

　目の前に信号、赤い光にせき止められた人の群れ、亮りよう史じは舌した打うちをして地面を思いきり蹴けりつけた。一瞬だけすべての雑音が彼の耳から遠ざかり、代わりに風を切る音、非常識な高さから見下ろす道路の向こう側の人々が、落ちてくる亮史を目にして慌あわてて道を空あける。着地の衝しよう撃げきで前のめりに転びそうになるがどうにか立て直し、亮史は再び音を立てながら走りはじめた。跳ちよう躍やくのために途切れた『感かん知ち』を再開し、

　──！

　一ひと際きわ大きなその力は、やはり種類を判別することはできなかった。だが、見覚えがある。この力のこの大きさに、ぴったり当てはまるものを自分は知っている。

　直線距離を選んだ。爆音を立てながら走る亮史にほとんどの人間が道を開け、反応の遅い人間や避けてくれない家々などはことごとく飛び越した。どんどん近づいてくる、向こうもどうやら気づいたのか、その場にぴたりと静止して亮史を待っている構えだった。

　粗そ大だいゴミ置き場の前で、ツキは自分の身体からだに尻尾しつぽを巻きつけるようにして立っていた。金こん色じきのその目を細め、

「なにをそんなに血けつ相そうを変えているんだ、主人？」

　落ち着き払ったその声に、亮史は顔をわずかに歪ゆがめた。

「ツキ──頼む、力を貸してほしいんだ。君のヒゲを使わせてほしい」

　絞しぼり出すような亮史の声に、ツキはわずかに首をかしげた。そのままの体勢でしばらく固まっていたが、やがて「ふむ」と声を出すと、ツキはひょこひょこと亮史のほうに歩み寄ってきた。

「……俺も主人に用があったんだがな。ちょっとした相談だが、そちらが先でいい。俺のほうはそれほど急ぐわけでもないし」

「──ありがとう、ツキ」

　ツキはふっと笑い、

「ま、主人らしいといえばらしいのだが──使い魔まに『お願い』などするな。どうせするのならば、『命令』にしてくれ」

　その言葉に、亮史も小さく苦く笑しようした。ツキの小こ言ごとは、久ひさ々びさに耳にするような気がした。

「わかった、じゃあ訂正するよ、ツキ。命令だ。君の探たん知ち能力を駆く使しして、舞まいくんを探し出してほしいんだ。もちろん僕の『足』も提供する。一刻も早く、彼女を見つけ出さないといけないんだ」

　亮史の『感知』と使い魔であるツキの持つ能力は、同じ種類の力ではあるが微び妙みようにその性質を異ことにしている。亮史の『感知』が『質より量』であるとしたらツキのヒゲは『量より質』であり、亮史のように広こう範囲をカバーすることこそできないものの、その分『感知』よりも詳しよう細さいにその力の内情を分ぶん析せきすることができる。ましてやツキは、舞と一ヶ月間顔かおを突き合わせて暮らしてきたのだ。彼女の持つ『力』の特徴を正確に把は握あくしているだろうし、もし範囲内ないに舞まいがいるとしたら、その居い場所を特定することもできるかもしれない。ネックは範囲の狭さにあるが、亮りよう史じの足と組み合わせればその問題も解決する。

　と、ツキの鼻先がわずかに上がった。不ふ思し議ぎそうな声、

「奇き遇ぐうだな主人。俺の相談も、ちょうど舞のことだったんだ」

　怪け訝げんそうな顔をする亮史に、ツキはふと視線をそらして、

「いやな、ほんのついさっき、舞の自宅を見つけたんだが──」

　叫ぶ、

「どこっ!?」

　ツキは少し鼻はな白じろんだ様よう子すだったが、すぐに気を取り直してある方向をくいと鼻で差し、

「あっちだ──っておいこら！」

　ツキの首根っこを摑つかんで自分の肩に乗せた。あとで怒られるかもしれないがそんなことは端はなから承しよう知ちの上だ、岡田の拳こぶしやツキの爪つめを恐れるくらいならば最初からこんなところにいはしない。

　落ちないようにしがみついているのかそれとも首を摑つかまれた恨うらみによるものか、ツキはぎりぎりと亮史の肩に爪を立てた。その痛みにも、彼は不満の声ひとつあげることもなく走りつづける。呆あきれたような声で行く先の細かい指示を出しながら、ツキは亮史の耳元で囁ささやくように尋たずねた。

「──どうしたんだ、主人。なにをそんなに慌あわてている？」

　亮史はちらりとツキを見て、その顔をぎゅっとしかめた。

「わからない──わからないけど、なにか、嫌な予感がするんだ」




　　　　◆




　ここまでうまくいくとは思っていなかった。あのとき、舞のことをそそのかしたあのとき、舞に怪け訝げんな顔をされればすぐに「冗じよう談だんだよ」と笑って言えるだけの準備ができていたのだ。むしろ、本当に冗談としてしまうつもりのほうが強かった。

　だが、舞はカズマの言葉を真に受け止めた。

　それだけ、舞がカズマのことを信頼していたということなのか。それとも舞の心の中に、もともと母に対する殺意があったからなのか。恐らくは両方だろう、とカズマは思う。

　今、自分はその舞の信頼を利用し、裏切っている。

　よく、わからなかった。そのことを考えても、特に情じよう動どうは起きてこない。心の中が『凪なぎ』の状態になっているようだった。あまりに大きなその罪ざい悪あくに、それを感じる機能が麻ま痺ひしてしまっているのかもしれない。

　と、気配を感じた。頭の中の魂たま食くいが、きゅっとした痛みでその気配をカズマに伝えてくる。機械的な動作で、カズマは後ろを振り返る。

　目を見開いた。胸の奥底が震えるような感覚を味わう。

　レイプでもされたかのような有あり様さまだった。目は虚うつろ、口は半はん開びらき、ぼさぼさの髪が涙に濡ぬれた頰ほおにべったりと貼はりついていて、その身体からだは一定の間かん隔かくでゆらゆらと揺れている。カズマの姿をその目に認めて、初めて舞まいの顔に感情が浮かんだ。舞はカズマに近づこうとして、途中で失しつ速そくし、半なかばカズマの胸に抱きとめられるような形で倒れ込んだ。その耳元で、カズマは囁ささやく。

　──……やったのか？

　ねじくれた泣き声が返ってきた。カズマは無言で、抱き締めた舞の頭を撫なでた。

　やがて、泣き声に混じって舞の言葉が聞こえはじめた。

　──カズマ──カズマ、カズマぁ……もうあたし、わかんないよ、もう、なにがなんだか、全然、わかんなくなっちゃった。もう、あたし、あたしには、カズマだけだよ──

　頭の中で、ごとり、と動く気配がした。

　始まる。

　この期に及んでも、やはりカズマの心の中に罪ざい悪あく感は湧わいてこなかった。それどころか、自分が舞を救うのだ、とすら頭のどこかで考えていた。こんなにも舞は苦しんでいる。いつもいつも考えていたこと。存在するのはそれ自体が苦しみであり、死してのちもその苦しみが続くのならば、いっそなにもかもが消えてしまったほうがいい。

　舞も、自分の中に取り込まれるのならば、喜んでくれるのではないか。

　自分と舞は、ひとつになるのだ。決して離れることなく、永遠に一緒にいることができる。それならば、舞も寂しくはないに違いない。少なくともひとりきりで消しよう滅めつするよりは、そちらのほうがずっと幸せなはずだった。

　無む理り矢や理りにでも、カズマはそう思い込んだ。

　舞の幽ゆう体たいを抱き締める腕に、力がこもる。それにぴくりと反応して、舞が顔を上げる気配がした。

　──カズマ？

　もうほとんどなにも見えなくなっている。真っ黒に塗りつぶされはじめた視し界かいの中で、舞が『変わり』つつある自分の顔を見るのが見えた。

　舞の表情が恐きよう怖ふに歪ゆがむよりも前に、カズマは自ら目を閉じた。そんな顔は、見たくなかった。自分は舞を救うのだ、決して、怖がらせたり害しようとしているわけではない。その思い込みを続けるためにも、カズマは舞の顔を見てはいけなかったのだ。

　閉じた闇やみに、舞の咳せき込むような声が聞こえた。

　──かっ

　己おのれの顔をぐいと近づけながら、カズマは舞の声を遮さえぎった。

　──なにも、心配しなくていい。俺が、今いま助けてやるからな、舞──

　上下左右に顔が引っ張られ、その力に従って自らの頭がゴムのようにぐいぐいと広がっていく、そんな感覚がした。心の中で、魂たま食くいに懇こん願がんするようにつぶやく。できることならば、早く終わらせてくれ。

　閉じた闇やみに、舞まいの悲鳴が聞こえた。

　聞こえなかったことにした。




　　　　◆




　雪ゆき村むら宅は、月つき島しま宅から驚くほどの近場にあった。思わず自分の人生を振り返ってみたくなるような豪ごう邸ていで、見上げるほどの巨大な門もん扉ぴ、その向こうの広大な庭には玉たま砂利じやりが敷しき詰められている。この付近は北湯ゆヶが崎さきの中でもいわゆる『高級住宅街』に属する場所だが、この家の豪ごう奢しやさは他の邸宅よりもさらに抜きん出ていた。

　普段ならば感心と共にただ見上げるだけの高い塀へいを、亮りよう史じは一いつ足そく飛びに飛び越した。一瞬だけ「ツキを肩に乗せたほうがいいのだろうか」とも思ったのだが、そんな亮史の心配をよそに、ツキはしなやかに飛び上がるといとも簡単に塀を乗り越え、玉砂利が擦こすれる音も立てずに着地した。亮史の心を読んだかのように「馬鹿にするな」という目で見て、

「普通の猫だってあれくらいの塀なら飛び越えられるさ」

　じゃりじゃりと小石を撒まき散らしながら走る。玄関までたどり着いたところで、ツキが立ち止まって天を仰ぐように顔を上げた。その長いヒゲがぴくぴくと動き、

「──まずいな」

　なにが、と亮史が問う前に、

「舞の『力』が消えた。場所は──この家の──裏側──」

　ツキが言い終えるよりも先に、亮史は走り出していた。全力だった。ばぢっ、という音と共に足元の玉砂利が爆発するように吹き飛んだ。一歩一歩ごとに地じ雷らいでも踏んだかのような小しよう爆発を巻き起こしながら走っていく。唇くちびるを嚙かみ締める。もうすでに亮史の『感かん知ち』の能力でもわかる。寄り添そうように近づいていた二つの『力』、そのうちのひとつが突とつ如じよとして消え、その代わりに残ったほうの『力』が倍ほどに膨ふくれ上がった。頭の中では九割を理解していた。いくら急いでももう間に合わない、そのことをほとんど理解していながら、それでも亮史を全力で走らせたのは、恐らくは頭の中の残りの一割、吸血鬼の範はん疇ちゆうの外にあるものだったに違いない。

　広大な雪村宅、その庭をぐるりと半周して裏側へと回り込み、そこで亮史は壁にでもぶつかったかのように立ち止まった。

　知らないうちに、拳こぶしを握り締めていた。

　わかっているはずだった。

　だが、それでも、その光景を目の前にして、亮史は「案あんの定じよう」などとは思えなかった。

　そいつは四よつん這ばいになっていた。両手と両りよう膝ひざを砂利の中に埋めるようにして、飲みすぎた酔よっ払ぱらいが道みち端ばたを覗のぞき込みながら吐き戻しているような格かつ好こうで。その体格も服装も、つい先ほど亮りよう史じの部屋に忍び込んできた少年の幽ゆう霊れい、舞まいの友達であるカズマのものだ。だが──

　首から上が、あまりにも違いすぎた。

　人間の形どころか、それは頭ですらなかった。異い様ような形に膨ふくらんだ──いや、シンプルというべきだろうか？　無む機き的かつ平面的な印象を与えるその塊かたまりは、詩的に表現するならば『サンタクロースの袋ふくろのような』、はっきり言ってしまえば大きな青白いウツボカズラだった。下しも膨ぶくれに膨らむその袋の、のっぺりとした質感の下で時折なにかが不ぶ気き味みに蠢しゆん動どうしている。袋の中になにかを無む理り矢や理り閉じ込めたが、その『なにか』がどうにか脱出しようとしてもがいている──そんな感じの蠢うごめきだった。

　その『なにか』がなんであるのか、考えるまでもなかった。

　追いついてきたツキが、それを見て呆あきれたように、

「大した寄き生せい虫ちゆうだな。ゴキブリのほうが追いかけて遊べるだけ、まだしもかわいいってもんだ」

　奇き妙みように明るいその口く調ちようにも、亮史は笑う気も起きなかった。険しい顔で、『それ』に一歩近づき、『それ』の奥底から、くぐもった声が響ひびく。

　──つきしま、りょうじ

「……カズマか？」

　──くるとは、おもって、いなかった。なにをしに、きた

　わかっていても、聞くしかなかった。

「舞くんはどこだ」

　這はいつくばっていたカズマの身体からだが、重々しそうにその向きを変えた。今まで亮史に横よこつ腹ぱらを見せる格かつ好こうだったのが、ゆっくりと、頭──と表現していいのかどうか──を亮史へと突きつける体勢に変化していく。

　巾きん着ちやく型にすぼめられた頭のてっぺんから、なにかが突き出していた。

　腕。

　わかっていても、叫ぶしかなかった。

「舞くんっ！」

　亮史の叫びに反応してか、その細い指先がぴくりと動いた。が、それだけ。舞の声が聞こえるのでもなければ、舞の身体が『それ』の中から這い出してくるのでもない。と、亮史の見ている目の前で、舞の腕がさらにずるりと飲み込まれた。手首が完全に袋に覆おおわれて、舞の指先が力なくだらりと垂れ下がる。珍しくツキの焦あせったような声、

「主人──」

「わかってるよ！」

　今しがたの亮史の声に舞の指が反応したということは、まだかろうじて舞の自じ意識が残っているということだった。だが、それも時間の問題だ。このままではあと五分もしないうちに、舞まいの魂たましいはあの寄き生せい虫ちゆうに嚙かみ砕くだかれ、消化され、吸収されてしまうだろう。

『それ』の奥から、またカズマの声が聞こえた。

　──まいを、ここから、だそうと、しているな

「カズマ…………！」

　くぐもった笑い声、

　──むだな、ことだ。おまえらは、ゆうれいでは、ないのだからな

　ぎり、と亮りよう史じは歯を嚙かみ鳴らした。

　確かに、吸血鬼である月つき島しま亮史は、大たい抵ていの敵を退しりぞけることができる。今までに彼が戦い殺してきた妖よう怪かい変化へんげの数は三み桁けたをくだらないし、人に仇あだなす彼のことを狩ろうとして繰り出された人間の軍隊と戦い、単独でそれを討うち破ったことだってある。だが、目の前のこの事態は、それらの戦いとはまるで別次元の問題なのだ。

　カズマと舞は幽ゆう体たいで、亮史は実体である。要するにただそれだけのことだったが、それ以上どうしようもないことでもあった。まさに次元が違うのである。「十キログラムと十メートル、どちらが大きいか」では永久に答えが出ないのと同じように、最初から触れることすらできないのであれば、いかに吸血鬼が馬鹿みたいな腕わん力りよくを持っていようともなんの関係もない。舞がゆっくりと喰くわれていくのを、ただ指をしゃぶって見ていることしかできない。

　カズマがまた笑った。

　──ほんとうに、なにをしに、きたのだ？　なにも、できないくせに

　ツキがぼそりと、

「主人──主人ならば、できるだろう。主人の『心の力』を声に込めれば、いくらあいつが強い力を持っているとしても吹き飛ばせるはずだ」

　だが、亮史の表情は変わらない。苦にが虫むしを嚙み潰つぶしたような声で、

「だめだ。舞くんはあいつに飲み込まれているんだぞ？　たとえ僕があいつのことを吹き飛ばしたとしても、舞くんも一緒に飛んでいってしまうのがオチだ」

「じゃあ、どうすれば──！」

「それを今いま考えてるんだ！」

　カズマの笑い声、亮史は深しん呼吸をする。怒りや憎しみは湧わいてこなかった。そういう感情を作る機き構こうは、吸血鬼には最初から備えられていないからだ。頭の中を駆かけ巡る焦あせりと恐きよう慌こうを追い出して、冷静に研とぎ澄ませていく。自分に言い聞かせる。これは戦いだ。戦いでは自分を見失ったほうが負ける。逆に言えば、相手の心をかき乱せば、わずかなりとも勝しよう機きが見えるということだ。

　作業着の襟えり元もとを緩めて、ゆっくりと、カズマに向かって近づいていく。

「……カズマ、お前、本当にそれでいいのか？」

　袋ふくろの表面が、ごぼりと動いた。

「舞まいくんは──舞くんは、あんなにお前のことを慕したってたんだぞ！　お前のことを友達だと、お前と一緒に暮らせるようにうちに住まわせてくれと、そう言って僕に頼んできたんだ！　その舞くんを、お前は本当に喰くうつもりなのかっ!?」

　突然、袋ふくろの表面にカズマの顔が浮かび上がった。カズマの顔がん貌ぼうをした粘ねん土ど細ざい工くをめちゃくちゃにぶち壊したように、その表情は平たく押し潰つぶされていた。だがそれでも、そこに浮かぶ怒りの色だけは見て取ることができた。

　──黙れっ!!

　先ほどまでとは違う、明めい瞭りような声でカズマはそう言った。

　──お前になにが言える！　お前が俺に、どんなことを言うことができるっていうんだ、吸血鬼!!　お前が言ったことだ！　生きるために必要なことをするのに、罪ざい悪あく感など覚える必要はないと、お前が言ったんじゃないか!!

　ばらばらに離れたカズマの顔が、壮そう絶ぜつな笑えみを形作った。苦しんでいるのか笑っているのか、それすらも判別できないような顔だった。

　──大体、こうなったのも元はといえばお前のせいだろう？　舞から聞いたぞ、お前はレレナとかいう小こ娘むすめを選んだそうじゃないか。そのお前が、なにを未み練れんたらしくこんなところまで付き纏まとってきてるんだ？　もう舞はお前には関係ない。さっさと家に帰って、レレナとやらと乳ちち繰くり合ってろ

　離れ離れになっていたカズマの顔のパーツのそれぞれが、さらに遠ざかっていく。カズマの目が、鼻が、耳が、口が、どんどんとその造形を薄くしていき、ついには完全に袋の表面に埋没してしまった。それに伴って、明瞭だったカズマの声が元のくぐもった音声へと戻っていく。

　──舞は俺のものだ。舞は俺といっしょになるんだ。お前はひっこんでいろ、おまえの、出るまくなんか、どこにもないんだ、きゅうけつき、まいは、おれが、たすけるんだからな──

　最後にそう言って、カズマの顔は完全に消え去った。

　亮史は唾つばを飲み込む。その横顔を見て、ツキが抑えた声で言った。

「主人、わかっているとは思うが──」

「わかっている。大丈夫」

　吸血鬼には──少なくとも月つき島しま亮りよう史じには、人間ほどに明確な『心』というものがない。今いま目の前で起きている事態に、不ふ思し議ぎなほど冷静に対処できるのも、そのおかげであると言える。心がないということは、苦しみとも悩みとも無む縁えんでいられるということだ。機械は苦しまないし悩まない、だからこそ亮史も、今のカズマの言葉に微み塵じんの罪悪感も覚えないで済む。

　僕のせい。

　もう一度、亮史は唾を飲み込んだ。

　然しかり。舞に「自分とレレナのどちらが好きか」と尋たずねられたあのときに、レレナの名前を挙げてしまった、そのことが今の事態を招いているのだ。人としての精神を持たぬ月つき島しま亮りよう史じにも、今ならばぼんやりとではあるが理解できる。噓うそでも宥なだめでも、あのときは「舞まいが好きだ」と答えておけばよかった。すぐ近くにレレナがいた、それがどうしたというのか。レレナには余よ裕ゆうがあった。だが、舞には、これっぽっちも余裕がなかったのだ。

　そのことを、自分は気づいてやることができなかった。

　なぜなら、お前は、吸血鬼だから。

　ゆっくりと、亮史はカズマに歩み寄っていく。背後に聞こえた「主人」というツキの声にも、亮史は反応しなかった。実体は幽ゆう体たいに干かん渉しようできない。それは同時に、幽体も実体に干渉できないということでもある。カズマが亮史に危害を加えることは、その逆もまたそうであるように、根本的に不可能なのだ。

「舞くん──」

　袋ふくろから突き出た小さな手に、そっと自らの指を近づける。一瞬だけ躊ちゆう躇ちよして、それから意を決してその手を握る。

　亮史の手は、虚こ空くうを摑つかんだ。

　ぶぢん、という音と共に、亮史の唇くちびるから血が流れ出した。だが、すぐにその傷は『再生』の能力によって塞ふさがれてしまう。自分の血の味を舌した先さきに楽しみながら、亮史はある仮定を頭の中に思い浮かべる。もし、このまま、舞が消しよう滅めつしたら？

　胸の奥でなにかが「ざわり」と蠢うごめいた、ような気がした。はっきりとはわからなかった。気のせいかもしれない──いや、「そうだったらいいな」という願望が生んだ幻げん覚かくだったのかもしれない。なんにしろ、それは亮史の身体からだを切り裂さくほどに強いものではなかった。理り屈くつで考える。もし人間だったら──こんなとき、身み悶もだえるほどの苦しみや悲しみを覚えるのではないのだろうか。

　自分には、なにもない。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くしながら、亮史はただじっと、その手に無力感を握り締めていた。




　　　　◆




「……誰かぁ……誰か、いないの？」

　目を開けていても閉じていても変わらないような漆しつ黒こくの闇やみは、心こころ細ぼそげな舞の声など一瞬のうちに飲み込んで、どんな反はん響きようをも返してはくれなかった。はあ、とため息をつき、舞は前へと歩き出す。ぺたぺたと足音を立てながら、しばらくは黙っていたが、やはり途中で耐え切れなくなり、

「…………ねぇ、誰か……」

　独り言のようなその声は、最後まで続くことはなかった。歩みを止めて、舞はぐっとうつむく。どうしようもない寂せき寥りよう感かんが胸のうちに溢あふれてくる。

　誰かというのは、一いつ体たい誰のことだ。

　自分にはもう、誰もいないというのに。

　ごしごしと袖そでで目元を拭ぬぐって、また舞まいは歩き出した。歩くことしかできなかった。本当は、その場にうずくまって泣きたかった。だが、そうしてはいけないという気が、なぜかしたのだ。

　もしそんなことをしたら、自分は寝てしまうだろうから。

　先ほどから霞きりのように身体からだにまとわりついてくる、溶けるような眠ねむ気けに身を委ゆだねてしまうだろうから。

　そうしたが最後、もう二度と目覚めることができないような気がするから。

　だから、歩くしかない。どこかに向かっているわけではない。誰かに会おうとしているわけでもない。そうしていないと自分が消えてしまいそうだから、それ以外にできることなどなにひとつないから、だから舞は歩くのだ。

　いくらも行かないうちに、足がくたびれてきた。行けども行けども周囲は闇やみ、闇、闇で、目に楽しくなければ耳に心地よくもない。疲れきった迷まい子ごの表情で、舞はふと歩みを止めた。

　視線を巡らせる。

　目を丸くする。

「月───！」

　数歩先さきに行ったところにいつのまにか現れていた亮りよう史じの背中、それに駆かけ寄る気がしなかったのはなぜだろう。根が生はえたように動かなくなった舞の目の前で、亮史に肩を並べるようにして、もうひとつの小こ柄がらな背中が現れた。

　レレナ。

「────っ」

　舞の顔が悲痛に歪ゆがんだ。そんな舞に気づく素そ振ぶりもなく、レレナと亮史は親しげに腕を組んで、その顔と顔を寄せ合って何事かを楽しそうに話している。こんなのやだ、見たくない──そう思っているのに、舞の視線は二人に貼はりついたまま動こうともしない。

　ふと、亮史とレレナのさらに向こうに、もう二つの人ひと影かげがあるのに気がついた。見覚えがある。確か一週間前に日本にやってきた、レレナの母親とおじさんだ。二人ともレレナに向かって大きく手を振って合あい図ずしている。レレナもすぐに二人に気づき、ぴょんぴょんと小さく飛び跳ねてそれに応こたえた。

　亮史の腕を引っ張って、あの二人のところへ駆かけ寄ろうとする。亮史は笑いながら頷うなずいて、レレナに先せん導どうされるような形で小走りに走り出した。

　が。

　ふと、なにか忘れ物に気づいたように、亮史が振り返った。その視線が、彫ちよう像ぞうの如ごとくにその場に凍りつく舞の姿を捉とらえた。しばしのあいだ、首を傾かしげて舞のことを見つめる。レレナは急に立ち止まった亮りよう史じの腕を引っ張り、不満そうに頰ほおを膨ふくらませて彼のことを急せかすが、彼女もすぐに舞まいの姿に気がついた。大きな瞳をぱちくりさせて、じっと見入っている。二人の視線にさらされながら、ショーウィンドウに陳ちん列れつされた商品のように、舞はまばたきひとつできないでいた。

　やがてレレナが、亮史の耳元に、口づけるように囁ささやいた。その声は、なぜか舞の耳にまで聞こえてきた。

　──誰ですか？　お知り合い？

　亮史は舞とレレナの顔を交こう互ごに見み遣やり、それから「とんでもない」とばかりに首を振り、

　──ううん。こっちのこと見てるから、なにかなって思って

　二人は顔を見合わせて、それからそそくさと気まずそうに歩きはじめた。舞から逃げ去るような足取りで、レレナの母親とおじさんのところまで走り寄る。四人が楽しそうに談だん笑しようするのを、舞は泣きそうな目で見つめることしかできなかった。

「……ふんだ。ばーか」

　そう言って、舞はべっと舌を出す。それが精せい一いつ杯ぱいの負け惜しみだった。忌いま々いましげに地面を蹴けりつけて、はるか彼方かなたで笑い合う四人に背を向けた。その背にのしかかるように、一ひと際きわ大きく彼らの笑い声が響ひびいた。

　うつむきながら、舞は、どうしてだろう、と思う。

　どうして、レレナの周りには、あんなにも優しくしてくれる人がいるのだろう。

　自分には、ただのひとりとしていないというのに。

　どうして──？

　答えなど、出るはずもない。仕方がない、どうしようもない、いつものその二つの言葉を使って、舞は頭の中に巣す食くうじめじめとした思し考こうを追い出そうとした。が、うまくいかない。はるか彼方かなたの四つの笑顔が、ちらちらと脳のう裏りに浮かんできてしまう。

　優しい家族がいるのは、まだ仕方がない。子供は親を選ぶことができないから、まだしも諦あきらめがつくのだ。そんなことでレレナに嫉しつ妬とするのは逆さか恨うらみというものだ、その程度のことは、舞にだってわかっていた。

　だが、彼は。

　なんで月つき島しまさんまで──どうしても、そう考えてしまう。最初に月島さんに会ったのは、あたしなのに。レレナには、あんなにも大切にしてくれる家族がいるのに。あたしには、他に誰もいないのに。それなのにどうして、レレナはあたしから月島さんのことを取り上げるのだろう。

　惨みじめだった。敗北感で胸が塞ふさがりそうだった。あれだけ亮史に擦すり寄って、お洒落しやれな服でその身を鎧よろい、へらへらと馬鹿みたい媚こびを売ってまで、死に物もの狂ぐるいに亮史のことを想っていたのに。それなのに、あんな右も左もわからないような小こ娘むすめに自分は負けたのだ。

　あまりの惨みじめさに、胸がいっぱいになった。舞まいはくしゃりと顔を歪ゆがめて、唇くちびるをきつく嚙かみ締めて、ともすればこぼれそうになる涙を必死でこらえていた。と、ふと舞はその顔を上げて、あたりをきょろきょろと見回しはじめる。心もち上うわ擦ずった声で、舞は言った。

「……カズマ？」

　カズマの声が、聞こえたような気がした。ずっと遠くから、でも、確かに。そうだ、と舞は思う。あたしにはまだ、カズマがいる。そう思った瞬間、目の前の漆しつ黒こくの空間に青白い手が現れた。舞のそれよりも小さな、小学生くらいの子供の手だ。直感的に、これがカズマの手であることが舞にはわかった。どこか疲れたような笑えみを浮かべながら、舞はその手をそっと握り締めた。

　身に纏まとわりつく眠ねむ気けが、さらに濃くなる。耳元で、眠ろう、というカズマの声が聞こえた。それも、いいかもしれない。とても気持ちいい。この心地よさに包まれて眠ることができるのだとしたら、そのまま目覚めることがなくても、きっとそれは幸せなことなのだ。

　生きているのは、辛いことばかりだから。

　十五年間生いきてきて、いいことなどなにひとつなかったから。

　舞はまぶたを閉じる。意識がゆっくりと暗くなっていく。蕩とろけるような快感の霞かすみがかかった舞の脳のう裏りに、ふと、先ほどの亮りよう史じとレレナが寄り添そう姿が映し出された。

　やだ。

　その言葉が、突然閃ひらめいた。やだ。ただ二ふた文も字じのその言葉に、眠気が噓うそのように晴れていく。カズマの手を握り締める力が弱まる。やだ。そう心の中でつぶやくごとに、ごまかしきれない感情の波が押し寄せてくる。

　気力の限りを振り絞しぼって、舞は一度は閉じたそのまぶたを無む理り矢や理りこじ開けた。夜や叉しやのように髪を振り乱して、亮史の背中が見えた方向へと視線を巡らせる。霞かすむ視し界かいのはるか向こうに、豆まめ粒つぶのように小さくなった四つの背中があった。

　すでに見えなくなってもおかしくないほどに、亮史の姿は遠ざかっていた。

　心に、引き裂かれるような痛みが走った。

　待って。

　駆かけ出そうとした。カズマの手が離してくれなかった。離して、離して、と叫びながら、もう片方の手を必死になって亮史の背中に向けて伸ばした。カズマの手がますます固く握り締められる。あまりに強いその力に、握られた手に粘ねばついた熱のような痛みを感じた。それでも舞は、亮史に向かって腕を伸ばすのをやめようとはしない。涙をぼろぼろと流しながら、舞は声の限りに叫んだ。

「待って──待って、待って、待ってよ!!　やだよ！　やだ！　月島さん、行っちゃやだよぉ!!　レレナと一緒でもいいから、月島さんがレレナを好きならそれで構わないから──だから、ねえ、待ってってばぁ!!」

　ぼろぼろと剝はがれ落ちる。ひゅう、と息を鳴らして、カズマにその手をがっちりと摑つかまれたまま、舞まいはその場にへたり込んだ。今の叫びで、自分に残されていたすべての力を使い果たしてしまった。もうなにも残っていない。素す顔がおを隠かくす力さえも、舞には残っていなかった。べちゃべちゃに泣き濡ぬれた顔を隠そうともせず、なにもかもを振り捨てて、はるか遠くに去り行く亮史に向かって懸けん命めいに腕を伸ばしながら、舞は赤あか子ごのように延々と泣きつづけた。

「ねえ、待って──待ってよぉ、お願い、お願いだから、あたしを見捨てないでよぉ、もうやだよ、もう、ひとりぼっちはやだぁ──なんでもいいから、どんなことでもするから、月つき島しまさんの側そばにいさせてよぉ──」




　　　　◆




　薄うす暗くら闇やみの中で、カズマは目を開けた。

　なんだ──？

　母親の胎たい内ないのように静かで温かい『魂たま食くい』の内部、その羊よう水すいに一瞬だけ、さざなみが走ったような気がした。捕ほ食しよくのために膨ふくれ上がった、袋ふくろ状じようの魂食の端はしにへばりつく意識の塊かたまりになりながら、それでもカズマはイメージだけの自分の目を閉じる。大した意味があるわけではないが、イメージ的には目を閉じたほうが集中しやすい。

　自分の精神の中を念ねん入いりに探ってみても、異常は感かん知ちできなかった。気のせいか──と思い、もう一度、カズマはゆっくりと目を開ける。

　すぐ目の前に、舞の顔があった。ぐっすりと眠る子供のような安らかな表情で、やわらかく目を閉じている。時とき折おりその口元がむにむにと動いたりする。なにか寝ね言ごとを言っているのだろうか、意識だけの耳を近づけて聞き取ろうかと思ったが、やはりやめておいた。多くは望むまい。今はただ、ここでこうして舞の寝顔を見ていられるだけで、充分だった。

　目の前にある、舞の寝顔以い外がいの光景は、あまりにも凄せい惨さんに過ぎたから。

　見なくてもわかる。それでも、見ずに済むのならばそれに越したことはない。舞の身体からだを取り込んだ魂食の袋、その『口』に当たる部分を上だとするのならば、袋の『底』に当たる下の部分では順調に舞の分ぶん解かいが進められていた。すでに両足は完全に消化され、片方の手が魂食の消化触しよく手しゆにがっちりと捕らえられている。

　その生態は寄き生せい虫ちゆうに違いないものの、魂食の外がい見けんは食虫植物のそれだった。子供のときに植物図ず鑑かんで見た、ウツボカズラ、という植物が魂食に酷こく似じしている。巾きん着ちやく袋ぶくろのようなヘチマのような、間抜けにぶらさがった細長い袋。それが落ちてきた虫を袋の中の消化液で溶かすのと同じように、魂食は袋の底で捕らえた幽ゆう体たいを分解し、吸収し、そのまま宿やど主ぬしであるカズマのもとへと『力』を送る。それは自らと一いつ心しん同体である宿主を生き長らえさせる措そ置ちであるのと同時に、あるいは「よく獲え物ものを見つけた」というご褒ほう美びであるのかもしれない──カズマは自じ嘲ちよう的に、そう考えた。

　魂たま食くいは消化器き官かんであり、消化した『力』を蓄える機能は有していない。あくまでもどこまでも、彼らは寄き生せい虫ちゆうに過ぎないのだ。だが、そのおかげで自分は、舞まいの『力』を──いや、舞の魂たましいを己おのれのうちに取り入れることができる。

　舞と、ずっと一緒にいることができる。

　それ以外のことを、カズマは考えないようにしている。舞の寝顔以外を見ないのと同様に、それ以外のことを考えてしまえば、あっという間に堰せきが決けつ壊かいしてしまうから。と、カズマは先ほどの月つき島しま亮りよう史じの言葉を思い出して、その顔を歪ゆがめた。

　まさに、急所を突かれた、という感じだ。舞の信用を、ただ純粋に自分を信じてくれた舞の心を騙だまし、裏切り、利用して、魂食の中に取り込んだ。そのことを真剣に考えれば、罪ざい悪あく感かんのあまりその場で分解消しよう滅めつしてしまうかもしれない。その意味で言えば、月島亮史のあの一言は、カズマを殺し得るほどに的てつ確かくだったのだ。だがカズマはとっさに、その罪悪感を突とつ如じよとして湧わき上がってきた怒りで押し殺した。

　──お前が、それを言うのか。

　その怒りは、紛まぎれもないカズマの本ほん音ねでもあった。そもそも舞をここまで追いつめたのは、当の月島亮史なのではないのか。もう少し、あの吸血鬼がもう少しでも舞の心を思いやることができていれば、こうして自分が舞を喰くうこともなかったのだ。

　舞を裏切ったカズマに、月島亮史を非難する権利はない。同時に、舞の想いをないがしろにした月島亮史にも、カズマのことを謗そしる権利はない。そう思えばこその怒りだった。と、カズマは皮ひ肉にくに口元を歪ゆがめた。あるいはそれはただの隠かくれ蓑みのに過ぎないのかもしれない。自分が怒ったのはなんのことはない、あそこまで舞に慕したわれていた月島亮史に、嫉しつ妬としていただけなのかもしれなかった。舞のために怒ったのではない、あのときの熱は、すべて自分の勝手な嫉妬のために燃やした炎ほのおなのだ。自分、自分、自分──結局どこまで行っても、俺は自分のことが一番大事なだけで、その証しよう拠こにこうして舞の魂を喰くらっていても、なんら罪の意識を感じることもない──

　カズマは首を振った。

　やめよう。

　もうどうでもいい。罪悪感も憤ふん怒ぬの炎も、すべて忘れ去ってしまえばいい。今はただ、こうして消え行く舞の顔を、間ま近ぢかから眺ながめていられるだけで──

　突然、舞が目を開いた。背せ筋すじに冷たいナイフを当てられたかのように、ぎくり、とカズマは身体からだを強こわ張ばらせた。そんなカズマを芒ぼう洋ようと見つめながら、舞はゆっくりと口を開き、

　──どうして？

　半はん眼がんに開いた舞の目から、一いち条じようの涙が溢あふれた。

　──……やだ、よぉ…………

　それだけ言って、力尽つきたように舞まいは目を閉じる。再び平へい穏おんな寝顔に戻った舞の表情に、涙の跡が一ひと筋すじだけ残っている。魂たま食くいの胎たい内ないで腕を動かして、その涙を拭ふき取りながら、カズマは小さく笑った。

　どうして、か。

　本当に。

　どうしてだろうな？

　カズマは魂食の内部を素早く移動して、魂食と自分の接合点、首くび筋すじ部分に自らの自じ我がを移す。川の流れの中にその身を浸ひたしているような、ゆっくりとした『力』の流れを感じた。

　何十年間もやってきたことだ。空中に浮かび上がるのも『接せつ地ち』を行うのも、『それ』なしには決してやることができない。舞のようなずば抜けた才能こそないものの、それでもカズマには何十年という経験がある。

　覚かく悟ごは、決まっていた。

　否いな。

　舞が、自分に覚悟を決めさせてくれたのだ。

『力』の流れを調整、制せい御ぎよ。カズマの中にどんどんと流れ込んでくる『力』が突とつ如じよとしてその向きを逆転し、魂食の分ぶん解かい触しよく手しゆを通して舞へと流れ込みはじめる。すぐ目の前にある魂食の胎内に、嵐あらしのような揺れが巻き起こった。魂食が動どう揺ようしているのだろう、と思い、カズマはにやりと笑った。ここまできて反はん逆ぎやくされるとは、思っていなかったか？　──ざまあみやがれ。

　舞から取り込み、自分の中に蓄えられつつあった力をも、すべて逆流させて舞の中へと押し戻した。と、不ふ意いにカズマのこめかみに激げき痛つうが走る。頭痛、吐き気、めまいが同時に巻き起こり、カズマは思わずねじくれた声をあげた。飢き餓が衝しよう動どう。ぎりぎりと歯を嚙かみ締めて苦痛の声を食くい殺しながら、それでもカズマは魂食への介かい入にゆうをやめようとはしない。しょせん魂食などどうあがこうと寄き生せい虫ちゆうだ、宿やど主ぬしの中で暴れ回って痛みを与えることはできるが、根本的な『力』の支配権までは握ってはいないのだ。奴やつにできることはただ取り込んだ魂たましいを分解し、それを宿主に送り込むことだけ。その『力』をどうするかの選せん択たく肢しは、すべてカズマの手に握られている。

　気が狂うほどの激げき痛つうを味わいながら、それでもカズマはその顔に凄せい絶ぜつな笑えみを浮かべた。動どう揺ようにさざめく魂食の精神、その揺らぎを見るのがこの上もなく面白かった。カズマはくすくすと笑いさざめき、その笑顔がひび割れるように引きつった。

　悲鳴を抑えることができなかった。今までとは比べ物にならないほどの強烈な痛みがカズマを襲おそう。今度こそこらえきれず、『力』の制せい御ぎよ権けんから両手を離して、カズマは獣けもののような咆ほう哮こうと共にばたばたと両手両足を振り回して暴れる。だが、顔面全体を激痛に引きつらせながら、それでもその顔に貼はりついた笑みは決して剝はがれなかった。顔に笑みを浮かべながら血を吐くような激痛の悲鳴をあげるその姿は──見るものがいればだが──まさしく狂人の姿に見えた。

　舞は、どうしてこんなことをするのか、と言った。

　舞まいは、こんなことをされるのはやだ、と言った。

　恐らくは寝ね言ごとだったのだろう。分ぶん解かいされつつあった舞に、はっきりとした意識があったとは思えない。舞の「どうして」も「やだ」も、カズマに対して言ったものではないのだろうし、はっきりと右のような意味で言ったわけでもなかったのだ。

　それでも、カズマの心の最後の一ひと押おしになるには、それで充分だった。

　どうして、と舞は言った。同感だ。どうして自分はこんなことをしているのだろうか。どうして自分は、こんなことをしてまで生き延びようとしているのか。奇くしくも月つき島しま亮りよう史じは言った。今までは特に生き延びるべき理由はなかった、だが、舞やレレナと出会って、初めて「生きていてよかった」「これからも生きよう」と思えるようになったのだと。

　絶え間なく襲おそいくる激げき痛つう、その中にあってなお、カズマは笑えみを深くする。

（──俺も、同じだな）

　痛みに震える腕を上げて、制せい御ぎよ権けんを再び握り直す。その気配を察さつ知ちした魂たま食くいがさらなる飢き餓が衝しよう動どうを引き起こすが、それに対してカズマは悲鳴をあげるだけで、決して『力』の逆流を止めようとはしない。苦痛の声、情なさけない悲鳴、あげたければいくらでもあげるがいいのだ。恥ずべきは声をあげることではない、痛みに耐えられないことでもない、本当に恥ずべきは、この『力』の制御を手放してしまうことだ。分解されつつある舞の手を、放してしまうことだった。

　どうして、と舞は言った。まったく。どうして「舞と一緒になる」などと考えたのだろうか。

　舞と一緒になど、なりたくはなかったのだ。

　共に在あるのではなく、側そばにいること──それこそが、カズマが本当に望んでいたことだというのに。

　舞から取り入れた『力』をすべて元のあるべき場所へと戻し、それだけでは留まらずに自らの存在に必要な『力』すらも舞へと流し込みはじめる。こめかみを切り裂さくような痛みが、不規則に波打った。カズマはにやりと笑い、さらに流入の速度を上げる。

『力』の流入と並行して、自らの意識を魂食の袋ふくろの中へと滑り込ませた。カズマの幽ゆう体たいの中にあってもそこだけは魂食の自治領りようとでも言うべき箇所で、案あんの定じよう、さらに強い痛みがカズマの頭に響ひびいた。あげる悲鳴をさらに高くしながら、同時にその中に哄こう笑しようの色を多く含ませた。まったくもって、芸がない。バラエティーに欠ける。しょせんは虫けら如ごときが、痛みをもってなにもかも思いどおりに行くと思ったら、大おお間違いだ。

　再さい構築されつつある舞の身体からだを、カズマは意識の腕でぐいと押した。痛みに震えるその腕には、小こ柄がらの舞の身体もなかなかの重量を帯びて感じられた。「獲え物ものに逃げられる」と感じたのか、魂食の攻撃が一いつ層そう激化する。それでもカズマは押すのをやめようとはしない。泣き笑いの表情で、決して痛みが声に滲にじまないようにしながら、カズマは優しくも聞こえる声で小さくつぶやいた。

　──ほら、起きろよ、舞。いつまでも寝ね惚ぼけてるんじゃない。……月島、亮史が、待ってるぞ




　　　　◆




　最初に気づいたのは、鋭敏な知覚能力を有するツキのほうだった。

「主人──？」

「…………」

「おい、主人」

「……なんだよ……わかってるよ、今いま考えてるんだよ！　ツキも少しは──」

「違う。なんだ、この声は？」

「え？」

　無表情にわずかな焦しよう燥そうを滲にじませて、亮りよう史じはツキを見た。ツキはそのヒゲを完全にカズマのほうに向け、目を薄く閉じてなにかを感じ取ろうとしている。ヒゲの一本一本が、まるで別個の生き物のようにそれぞれが独自な動きを描いていた。

　次の瞬間、そんなツキの繊せん細さいな挙きよ動どうを吹き飛ばすかのような大だい音量が響ひびいた。

　──あああああああああああああああああああああああああああああっ！

「おわっ！」

　感覚を研とぎ澄ませていたツキが、その圧倒的な音にさらされてびくんと飛び跳ねた。亮史は思わずカズマのほうに目を遣やり、そしてそこに、なにかに抗するようにじたばたと足あ搔がくカズマの姿を見た。

　──あああ、、いぃ、うぁぃぁ、ぎ、ぎ、ぎ──ぎああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!

　駄だ々だをこねるように両手をばしばしと地面に叩たたきつけ──実際は幽ゆう体たいだからすり抜けているのだが──かと思えば電流でも流されたかのように硬こう直ちよくし、今度は固まったその手足がびくんびくんと痙けい攣れんしはじめる。ツキも亮史も、なにが起こっているのかさっぱりわからない。ただその光景を、呆ぼう然ぜんと眺ながめるのみだ。

　そして──

　すでにその指をわずかに残す程度までに飲み込まれていた舞まいの身体からだが、突然、今までの状況がまるで冗じよう談だんだったかのような気軽さで、ずるりと袋ふくろの口から押し出されてきた。

「────」

　それでも、二人は反応できなかった。ぴんと背せ筋すじを伸ばしてその場に立ちすくみ、目の前で起きている出来事を見つめることしかできない。

　と、まだ下半身は袋の中に取り込まれたまま、ぐったりと上半身を投げ出すようにして倒れていた舞まいの頭が、ぴくりと動いた。ずるり、といまだに袋ふくろの中にあった片腕を抜き出して、地面に肘ひじをついて上半身を支え、舞はふと顔を上げた。まだ夢を見ているような表情を、亮りよう史じのほうへと向ける。

　その顔が一気に崩れた。

　その目を大きく見開いて。

　その瞳に亮史の姿を映して。

　その腕を、精せい一いつ杯ぱいに伸ばして。

　絞しぼり出すような、すがりつくような声で、

「……き、……ま……まっ、て、よぉ……しま、さん、たす、け──」

　気がついたときには、亮史は舞の目の前にいた。実際に耳で聞いたはずのその声こわ音ねがどうしても信じられず、亮史は呆ぼう然ぜんとした表情のまま、片かた膝ひざをつくようにしてその場にかがみ込んだ。舞の顔が「ぎゅう」と縮ちぢんだ。潤うるんだ舞の瞳に吸い込まれるような感覚を覚えながら、亮史は、ゆっくりと、その手に自らの手を重ねる。

　摑つかんだ。

　もう迷わなかった。舞の手が壊れるのではないかと思うほどに強く握り締め、握り締めたまま亮史はその腕を思いきり引いた。なんの抵抗もなく舞の身体からだは袋からずるりと抜け出して──いや、すでに実体と化した舞は、幽ゆう体たいである袋の干かん渉しようを受けることはないのだ。そのことは、今まで無力感を嚙かみ締めてきただけに、痛いほどよくわかった。だが──

　なぜだ？

　なぜ、突然、実体化した？

　疑問などあとでじっくりと考えればよかった。今はまだ、完全に危機を脱したというわけではない。一時的に実体化したとはいえ、もともと舞は幽ゆう霊れいであり、いつ何なん時どき本来の姿である幽体に戻ってしまうかわからない。そのときになって再び袋の中に取り込まれたら、今度こそ、亮史に助ける術すべはない。

　引いた勢いをそのままに、舞の身体を自分の胸で受け止めると、亮史は弾はじかれたように後ろへと跳ちよう躍やくした。握り締めたその手に、抱き締めたその腕に、強く強く力を込めながら、亮史は口を開いて息を吸い込んだ。

　一ひと声こえで。

　吹き飛ばせるはずだった。

　だが、いつまで経たっても亮史の口から声は出てこない。なにが自らを躊ちゆう躇ちよさせているのか、自分でもよくわからなかった。カズマの身体が、拷ごう問もんでも受けているようにじたばたと暴れているからか？　それとも先ほどから途と切ぎれることなく続くカズマの悲鳴に、狂ったような笑い声が混じっているからか？　疑問などあとでじっくり考えればいい、そうは思っていても、それでもどうしても声を出すことができない。

　不ふ意いに、暴れつづけるカズマの頭、のっぺりとした青白い袋ふくろの表面に、カズマの表情が浮かんだ。先ほどよりは幾いく分ぶんか人間としての造形をはっきりとしているその顔に、カズマは苛いら立だちと──そして隠かくしようもない痛みの色を浮かべ、うめくように言った。

　──は、や、く、し、ろ、この、馬鹿！

　そう言って、袋に浮かんだカズマの顔は喘あえぐように息をついた。首くび筋すじにぎゅっとしがみつかれる感かん触しよく、視線を落とせば、そこには寝ね惚ぼけ眼まなこに怯おびえの色を宿した舞まいの顔があった。

　カズマが耐え切れないとでも言うように、

　──わからないのか！　いつまでも俺がこいつの制せい御ぎよをできるなどと考えるな！　できるんだろう、お前なら、俺を遠くに飛ばすことが──なら、さっさとしろ!!

　その叫びに反応したのは、最終的には亮りよう史じでなくツキだった。ヒゲをぴくりと動かしてカズマの内部に存在する『力』を感かん知ち、いつの間にか驚くほど容量の少なくなったその『力』を目の当たりにして、ツキは自分の声でも吹き飛ばせると判断した。亮史とカズマのあいだにツキは割って入るように滑り込み、鎌かま首くびをもたげてカズマに顔を向け、

「──待て、ツキ！」

　なにを馬鹿なことを、とツキも亮史も同時に思った。待つ理由などなにひとつないのだ。すでに舞の身み柄がらを取り戻したとはいえ、カズマが依然として脅きよう威いであることに変わりはなかった。それがどんな種類のものであっても、脅威は取り除かなければならない。そんなことはいちいち確認するまでもないことであり、それでもツキが怪け訝げんそうな顔で振り返ったのは、彼にとっては月つき島しま亮りよう史じこそが自らの主あるじだったからだろう。
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　ツキの目に見み据すえられて、亮史は口を開けたまま硬こう直ちよくした。ツキはなにも間違ったことはしていない。それはわかる。わかりすぎるほどわかる。だが──

　ぴくりとも動かなくなった主人に愛あい想そうを尽かしたかのように、ツキは再びカズマへと向き直った。犬けん歯しを剝むき出しにしてツキは口を開き、

「ツキ──！」

　亮史の声を遮さえぎるようにして、ツキはカズマに向けて『力』を込めた大だい喝かつを放った。




　　　　◆




　吹き飛ばしたカズマの様よう子すを見てくる。そう言い残してツキは姿を消したのだが、しかし、舞まいにしがみつかれた亮史を見るその目には、どこかしら揶や揄ゆするような色が混じっていた。まさか気を利かせたわけでもないだろうが──大体、そんなものを利かせられても困るだけだ。恐らくはこの状況を予期してこの場からいなくなったのだろう。まったく、と亮史は情なさけなくため息をついた。なんと意い地じの悪い使い魔まなのだろう。

「月島さん？」

　ため息の音を聞きつけてか、舞が不安そうな声をあげた。亮史は苦にが々にがしげに口元を歪ゆがめ、そっと顎あごを引いて舞のことを見た。

「月島さん──」

　もう一度、舞は囁ささやくように言った。亮史の首くび筋すじに両腕を絡めて、なにかを期待しているような視線を一いつ心しんに送りつづけてくる。亮史はそれとなく目をそらした。と、すぐさま舞は亮史の頰ほおを両手でぐいと挟はさんで、無む理り矢や理り自分のほうへと向けさせる。そしてまた無言の凝ぎよう視し、その真しん摯しなまなざしに、亮史は自分の心臓が硬こう直ちよくしていくのを感じた。もともと亮史はこういう湿っぽい状況がとことん苦にが手てなのだ、さっぱりした性格の上じよう弦げんはめったにこんなことをしなかったのだが、それでもその『めった』のときにはそれはもう神経がカンナで削けずられるほど──

「なに考えてるの？」

　突然響ひびいたねっとりとした声に、亮史は反射的に背せ筋すじを伸ばした。女性の勘かんは神をも凌しのぐと思う。一いつ転てんして胡散うさん臭くさそうな目つきになった舞は、亮史の頰ほおをじろじろと眺ながめまわし、

「……レレナのこと？」

　亮史は苦く笑しようして首を振る。と、亮史を見上げる舞の顔が、不ふ意いに痛みをこらえるかのように歪んだ。視線を落とし、固く身を強こわ張ばらせながら、舞は消え入りそうな声で、

「あたし、レレナに、ひどいことしちゃった」

「…………」

「謝らなきゃ。許してくれないかもしれないけど──でも、謝らなきゃ」

　その言葉に、亮りよう史じはほとんど反射的に言った。

「大丈夫だよ。レレナくんなら、きっと許してくれる」

「……そう、かな」

　無言で頷うなずくと、舞まいはどこか救われたような表情をその顔に浮かべた。その目には親に甘える幼児のような、無条件の信頼の色が宿っている。そんな舞の視線に亮史は深く息を吐いて、それから小さく頭を下げた。

「それよりも、僕のほうこそ、君に謝らなくちゃいけない」

　きょとんとする舞に、亮史はぼそぼそと、

「さっきは、その──あんなことを言っちゃって、ごめん。そんなつもりじゃなかったんだ。別にレレナくんのほうが舞くんより好きなんてことはなくて──なんというか、つまり──」

「ん」

　甘えるように、舞は自分の頰ほおを亮史の胸むな元もとにこすりつけた。

「わかってるよ。──だって、月つき島しまさん助けに来てくれたじゃん」

　亮史は自じ嘲ちよう気味の笑いを漏らし、

「助けに、か。本当は、僕はなんにもしてないけどね。結局、最後には、カズマが舞くんのことを助けてくれたんだと思うよ。僕はただ、たまたま舞くんの手を摑つかんだだけで──」

「違うよ」

　亮史の言葉を、舞は静かな口く調ちようで遮さえぎった。思わず亮史は舞の顔を見み遣やり、その顔が、先ほどよりも幾いく分ぶん近づいていることに気づく。

「それもあるけど、カズマのこともあるけど、でも──違うもん」

　やばい逃げよう、とほとんど本能的に思った矢や先さき、まるでそれを読んでいたかのようなタイミングの良さで、首に回された舞の手ががしりと亮史の後こう頭とう部ぶを押さえた。黒くろ髪かみを愛いとおしむように撫なで回し、その頭を自分のほうへと引き寄せる。上じよう気きした頰がどんどん近づいてくる。亮史はかちこちに固まったまま身じろぎもできない。鼻先になにかが触れる感覚、今にも泣きだしそうに潤うるんだその瞳を、舞はゆっくりと閉じた。

「月つき島しまさんが、あたしを助けてくれたんだよ──」

　そう囁ささやいた唇くちびるが、亮史の唇を、




　実体化が解とけた。




　なんで僕が怒られなくちゃいけないんだ、と後ご日じつ亮史はツキに語った。
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　ツキは天を仰ぎ見、しばらくその体勢のままで固まっていた。金こん色じきの目を糸のように細めて、ぴくりとも動かずに、ただそのヒゲだけが別個の生き物のように動いている。

　やがてツキは頭を下げて、迷いのない足取りで歩きはじめた。周囲に目を向ければ、鬱うつ蒼そうと生おい茂る雑ぞう木き林ばやしがそこにはある。樹木の壁に鎧よろわれたこの空間には、夜の闇やみの中でもなお暗い、──そう、月の光も人の光も届かない『魔ま物ものの領りよう域いき』があるのだ。

　漆しつ黒こくの暗くら闇やみの中、湿り気を帯びた土の上をゆっくりと進んでいたツキの足が、再びその歩みを止めた。鋭い視線を左右に巡らせ、ある一点に目を留める。

　静かな声で、ツキは言った。

「──辛そうだな」

　瞬間、それまでの静せい寂じやくを地の果てまでも吹き飛ばすような、裂さけんばかりの大だい音声が木々のあいだに響ひびき渡った。だが、その音量に当然伴ともなうべき質感、びりびりと鼓こ膜まくを震わせる振動というものがまるで感じられない。ガラス一枚を隔へだてて聞こえてくるような、不ふ思し議ぎに現実感のない叫びだった。

　不ふ意いに、叫び声が止やんだ。ツキの見つめる一本の樹木、その太い幹みきの向こうに、誰かの手がちらりと覗のぞいた。闇やみの中に浮かび上がるように白いその手は、痛みをこらえるように小こ刻きざみに震えている。

　ややあって、幹の向こうから弱々しい声が響いた。

　──……ツキ、か……？

　ツキは目を細め、

「ほう。俺の名前を知っているのか」

　──舞まいに、教えて、もらったんだ

　短く息を吸う音、

　──なにを、しに、来た？　俺にはもう、なにをする力も、残っていないぞ

「そのようだな。確認しようと思ったのだが、無む駄だ足あしだったようだ」

　──……いや、そうでも、ないさ

　カズマの声が、わずかに笑いの調子を帯びた。

　──ちょうど、よかった──ツキ、会ったばかりで、申し訳ないが、少し、頼まれてくれないか。……舞への、伝言、なんだ

　ツキは、ふん、と鼻を鳴らし、

「自分で直接伝つたえたらどうだ？　なんなら呼んできてやるぞ」

　──だめだ

　その言葉のあとに、カズマが荒い息をつく音が聞こえた。樹木の端はしを握り締めていた手が離れ、ぎゅっと小さな拳こぶしを形作る。と、その小さな拳が幹みきの向こうに引っ込んで見えなくなり、代わりに今までとは打って変わった、必死で絞しぼり出すような声が響ひびいてくる。

　──だめなんだ。舞とは顔を合わせたくない──舞に、今の俺の姿を見られたくないんだ。頼む……死に行くものの最後の願いとして、遺ゆい言ごんを、伝えてはもらえないだろうか

　ツキはもう一度、鼻を鳴らした。

「言え」

　短いその言葉に、答えたカズマの言葉もやはり短かった。

　──感謝する

　考えをまとめているのか、しばらくのあいだ、沈ちん黙もくがあった。尻尾しつぽを身体からだの前に回して、ツキは口を挟はさむでもなくカズマの次の言葉を待つ。優秀な索さく敵てき能力を持つヒゲを使わずとも、目の前でなにが起きているのか──カズマの身になにが起きているのかくらいはわかる。ひとつの魂たましいに巣す食くうもうひとつの魂、それが宿やど主ぬしから離り反はんしようとしているのだ。寄き生せい虫ちゆう、とツキの主人である月つき島しま亮りよう史じは言っていた。その筋すじで言えば、目の前のこれはさながら、追い詰められた寄生虫が宿主のはらわたを食くい破って外に逃げ出そうとしている、と言ったところだろうか。

　だが、宿主のほうはそれを許す気はないらしい。自分が消えたあとのことを考えてのことか──それとも、『死なばもろとも』ということか。いずれにしろ、自らの内部を食くい荒らされるその苦痛は、ツキには想像もつかない。

　だが、カズマを慰なぐさめようなどとは微み塵じんも思わなかった。ツキがそうしたところで、彼の痛みが和やわらぐわけではない。自分にできることを、するだけだった。

　やがてカズマは、不ふ思し議ぎなほどに落ち着いた声で話しはじめた。

　──最初から、喰くうつもりだった。それが目当てでお前に近づいた。言い訳をするつもりはない。俺はお前のことを、騙だまして、利用して、裏切ったんだ。そればかりは、ごまかしようもない事実だ

　幹みきの向こう、ツキからは見えない位置にいるカズマが、ふっと笑ったような気がした。

　──でも、でもな、『なにを今さら』と思うかもしれないが、──お前と顔を突き合わせて話をしているときは、本当に楽しかった。ほんの一時とはいえ、お前の友達になることができて、本当に、本当に嬉うれしかったよ、舞まい。だから、俺がお前に言うことは、二つだけだ──

　大きく息を吸う音、

　──すまなかった、……それと、ありがとう

　大きく息を吐く音、

　──以上、だ

「伝えておこう」

　カズマは──幹の向こうで急速に消えつつあるカズマの気配は、小さく声に出して笑った。一定の間かん隔かくで、かすかな息いき遣づかいが聞こえる。その音おと以外には、なにひとつとして耳に響ひびいてくるものはなかった。浅い呼吸に乗せるように、カズマは穏おだやかな声で言った。

　──静かだな

　あたりを見回してから、ツキも小さな声で答える。

「夜だからな」

　──いい夜だ

「月が、見えないが」

　──そちらのほうが、いいさ

「……そうだな。夜は、暗いほうが」

　──ああ。ゆっくり、眠れる──

　そしてカズマは、長く、長く、途と切ぎれることなく息を吐き出しはじめる。ツキはその音を耳にしながら、静かに目を閉じる。鼻を下に向けて、うなだれるような格かつ好こうで──『黙もく禱とう』の格好で、じっとカズマの吐と息いきの音に聞き入っていた。

　ツキがその目を再び開けたときにはもう、カズマの気配は、この世のどこにも感じられなかった。




　カズマを見送った体勢のままで、ツキはしばらく留まっていた。

　やがて、なにがきっかけになったのか、ツキはおもむろにその頭を上げる。この林の中に足を踏み入れたときと同じように、はるか彼方かなたの夜空に視線を向けた。木々の枝えだ葉はに遮さえぎられて、断片的にしか見ることのできない夜を見ながら、ツキは振り向きもせずに、

「──だそうだ。確かに伝えたぞ」

　長い尻尾しつぽを左右に振る。そこになにか重大な真理があるとでも言うように、真剣な目つきで夜空を見つめている。

　ややあって、ツキの後ろで、鼻を啜すする音が聞こえた。

　ツキは天を見上げるのを止やめて、ようやく後ろを振り向いた。そこにあるのは一本の樹木、その幹みきからはみ出たパジャマの裾すそを見るツキの顔には、今までの神しん妙みような表情はどこにもなかった。いつもと同じ、呆あきれているような馬鹿にしているような口く調ちようで、ツキは言った。

「なに泣いてんだよ、馬鹿」

　喉のどを詰まらせながら、

　──泣いて、っ、ないもん

　ツキは「はっ」と笑った。

「ま、どっちでもいいがな。せっかく案内してやったんだ──こっちの頼みも、きちんと聞いてもらうぞ」

　泣き声に、わずかに不満そうな色を滲にじませて、

　──……なによ、それ

「なに、別に難しいことじゃない」

　そう言って、ツキはぐいっと伸びをした。これでようやく肩の荷が降りる、と思った。一ひと仕事終おえた安あん堵どに浸ひたりながら、ツキは唇くちびるの端はしをわずかに吊つり上げる。

「ちょっとした俺の義ぎ理りを、果たしてもらうだけさ」




　　　　◆




　びしゃびしゃになった居間の中で、薫かおるは目を覚ました。

　仰あお向むけに、大の字に寝ね転ころがっていた身体からだを起き上がらせ、力なく頭を振る。と、右に振ったその瞬間に激げき痛つうが頭を襲おそい、薫は泣きそうな顔で頭を抱かかえた。

　二日ふつか酔よいだ。

　なんだってこんなに飲んでしまったものか、当然の如ごとく覚えていない。ただ周囲を見回してみれば、そこには種しゆ々じゆ様さま々ざまな液体のぶちまけられた痕こん跡せきがあった。薫はため息をつき、もう一度、深ふか々ぶかと頭を抱え直した。

　立ち上がり、よろめきながら居間から出て行く。『あれ』の後あと始し末まつをどうすべきか、無む論ろんの事ながら『自分でやる』という選せん択たく肢しは端はなから薫の頭の中には存在しない。いつものホームヘルパーに頼むか──しかし、と顔を歪ゆがめる。あんな乱らん行ぎようの跡を他人に見られることには、さすがの薫もそれなりの羞しゆう恥ちを感じた。

　本当に、なぜこんなになるまで飲んだのだろう。

　洗面所の前に立ち尽くして、しばらく考え込んでいたが、やがて薫かおるは諦あきらめてドアを開けた。だめだ。思い出せない。ま、思い出せないのなら、しょせんそんなに大したことではないということだ。そう思って、それきり薫はそのことを頭の中から追いやった。

　水道の蛇じや口ぐちをひねり、じゃばじゃばと惜おしげもなく流れる水音を聞きながら、薫はふと、妙みようなことに気づいた。鏡かがみをまじまじと覗のぞき込む。

　首くび筋すじに、赤い痕あとが残っている。ぐいとさらけだしてみると、それはいよいよくっきりと浮かび上がって見えた。

　赤い、痣あざのような──誰かが薫の首を絞しめた痕のような。

　ふと、今度は自らの首を押さえる手の甲こうにも、三本の赤い筋すじが走っているのが見えた。触れてみると、かすかな痛みを感じた。血が生なま乾がわきになっている。不ふ思し議ぎそうな顔でそれを見ていた薫は、やがて流れる水流にその傷口を浸ひたした。そのまま両手で水をすくい、自分の顔をばしゃばしゃと洗う。

　洗っている途中に思いついた。

　これは、猫の爪つめによる傷きず痕あとだ。

　思わず顔を洗うのを中断して、水すい滴てきがぽたぽたと滴したたるのも構わずに、薫はその傷口をもう一度見み直なおした。手の甲を袈け裟さ懸がけに切り裂さくように、三さん条じようの傷きず筋すじが赤々と斜めに走っている。首を傾かしげながら、薫はそれをぼんやりと眺ながめた。

　一体、なぜこんな傷をつけられたのだろう。猫に引っ搔かかれた記き憶おくもなければ、猫に引っ搔かれるようなことをした覚えもない。詳しくは知らないが、猫というのは無む闇やみに他人のことを攻撃するような生き物ではないのではないか。猫同どう士しならいざ知らず、自分より何倍も身体からだの大きい人間相手に、進んで戦いを挑いどみたがる猫などいるはずがない。

　わざわざ人間を攻撃するなど、猫にとってはよほど追い詰められた状況でなければやらないのではないだろうか。

　酔よっ払ぱらっているあいだに、あんなちっぽけな生き物を激げき昂こうさせるようなことを、自分はなにかしたのだろうか。

　ふう、とため息をついて、薫の表情から力が抜けた。ま、それもどうでもいいことだ、と結局はそう思って思し考こうに蓋ふたをする。それよりも、この傷痕を隠かくすのは骨が折れそうだった。どでかい絆ばん創そう膏こうでも貼はるか──それとも、格好を気にして手て袋ぶくろでもしようか。再びばしゃばしゃと顔を洗いはじめながら、薫はその思考へと没ぼつ頭とうしていった。




　　　　◆




　モザイクは、『英雄』になった。

　なんのことかと言えば、湯ゆヶが崎さきの猫たちのあいだでの評判のことである。彼の尊とうとき猫ねこ族ぞくの護まもり手、漆しつ黒こくの毛皮を纏まといて千万の災わざわいより我らを守り給たもう大おお神がみ、其そが領りようし奉たてまつる聖せい域いきへと足を踏み入れて、なお雄お々おしく映えるその斑まだら色いろの毛皮こそが英雄の証あかし、おお誉ほめよ称たたえよ、彼かの者こそ神に見み初そめられし真実の勇者なり──という具合なのだが、モザイクとしては「これでボスのことを笑えなくなった」という落らく胆たんのほうが大きかった。すでにその噂うわさは湯ヶ崎中に広まっているらしく、さまざまな変化がモザイクの身の上に起きはじめている。つくづく思うのだが、ここの猫たちは揃そろいも揃って大げさな奴やつが多すぎるのだ。彼らが言う『聖域』というのはツキの主人であるあの冴さええない人間の家のことだが、あんなボロ家やをよくもまあ臆おく面めんもなく『聖域』などと称せられるものだ。まあ確かに、誰も足を踏み入れそうにない場所という意味でなら、『聖域』と言えなくもないのだが。

　そう言えばつい先日、あのユキにツキのねぐらの場所を尋たずねられたことがあった。もちろん『英雄』であるモザイクとしては邪じや険けんに振る舞うわけにもいかず、快く、むしろ嬉き々きとしてその場所をユキに教えたのだった。近いうちにユキの称しよう号ごうが、『神に仕つかえる巫み女こ』へと変化することだろう。

　そんな日常の変化を楽しみつつも、モザイクは辛しん抱ぼう強く待っていた。『英雄』と呼ばれはじめたことに苦く笑しようしながらも、その内心では胸が焼け爛ただれるのではないかと思うほどに焦こがれきっていた。それでもその懊おう悩のうを微み塵じんたりとも態度に表さないところが、さすがにモザイクだった。もっともその忍にん耐たいの大部分は、彼がツキへと寄せる信頼に依い存ぞんしていたに違いない。

　ツキの話では、「会えるには会えるが、時間が必要」ということである。それがなぜなのか、詳しくはツキは話さなかった。だからモザイクも、詳しくは尋たずねなかった。そんなことは、特に知らずともいいことだからだ。

　ボスは、会えると言った。

　だから、いつかはわからないが、必ず会える。

　モザイクは、そう信じていた。




　月つき島しま宅を見上げる。湯ヶ崎の猫たちによって『聖域』と称されるここは、しかし、どこからどう見てもただの廃はい墟きよにしか見えない。いつもなら皮ひ肉にくな笑いを浮かべるところだが、今のモザイクの中には笑えみを浮かべる余よ裕ゆうなどどこにもありはしなかった。

　歩きはじめる。

　玄関をくぐり、ぼうぼうに草が伸びた庭をまっすぐ横切った。すでに沈みつつある夕日、そのオレンジ色の光に目を細めながら、モザイクはツキに教えられたとおりの道みち順じゆんで歩いていく。

　不ふ思し議ぎと、どんな色の感情も覚えなかった。

　窓へと倒れ込む樹木、その幹みきに飛び乗って、ゆっくりと登りはじめる。ささくれだった表面に爪つめを引っ掛けて、ゆっくり、ゆっくりと上っていく。

　あるいは、多くの色が混じり合いすぎて、自分でもわけがわからなくなっているのかもしれなかった。

　二階の窓から家の中へと侵入した。みしみしという音が耳に響ひびき、頭のどこかでぼんやりと、猫の重量ですら軋きしむこの家の構造に戦せん慄りつを覚える。ぞわぞわと背中の毛が逆さか立だつ感覚を味わいながら、モザイクは階段の前まで歩を進める。

　心の中が、驚くほど静かだった。それとも落ち着いていると思い込んでいるだけで、実際には、まともな思し考こうもままならないほどに混乱しているのだろうか。

　ひょこひょこと階段を降りて、右に曲がる。いくらも行かないうちにモザイクの前に半はん開びらきのドアが立ちはだかった。頭でくいと押せばすぐに開いてしまいそうなそのドアの前で、モザイクは、ついに立ち止まってしまった。

　──うちの、一階の、居間だ。そこで待っている。

　そう、ツキは言った。

　──ま、待ってくださいよボス、ボスも一緒に──

　そう、モザイクは懇こん願がんした。

　──知るか馬鹿。

　そしてツキはすたすたと歩き去ってしまった。そのときばかりは、モザイクは粘ねばついた恨うらみを去り行くツキの背中に感じた。お門かど違ちがいの恨みだというのはわかっていた。だがそれでも、ひとりきりでその場所に行かなくてはならないことを思うと、吞のん気きに尻尾しつぽを振るツキの姿がやたらと恨めしく思えたのだった。

　焼け焦こがれるほど望んでいたはずなのに、いざ目の前にしてみると、大たい河がに身を投じるような恐きよう怖ふ感かんを覚えてしまう。行きたいのに、行きたくない。このドアをくぐると、今までの、七年間の自分が跡あと形かたもなく消し飛んでしまうような気がする。

　耐え切れなくなって、モザイクはぺろぺろと顔を洗った。それから後ろ足で耳の後ろを搔かき、神しん経けい質しつに背中の毛をなめ、金きん玉たまをなめ、尻をなめ、ぐいぐいと伸びをし、眠くもないのにあくびをした。

　と──

　ドアの向こうから、なにかが聞こえた。耳を澄まさずとも、猫の鋭敏な聴ちよう覚かくはその音をはっきりと拾ってくれた。

　ちちちちち──と、速いリズムで響ひびく、人間が舌を鳴らす音。

　多くの人間が、猫を呼ぶときに使う音だ。

　その音に吸い寄せられるように、モザイクはドアへと近づく。鼻はなっ面つらでドアをつついて、軽く押してみた。呆あつ気けないほど簡単にドアは開き、そしてその向こうに、




　七年前と少しも変わらない、あの子の優しい笑顔。

　モザイクが感じたのは、喜びでも感動でもなかった。はるか昔に失ってしまって、半分以上は諦あきらめていて、それでも長年探さがしてきた失なくし物を、ようやく見つけ出したような安あん堵どだけが、胸のうちに湧わき上がってきた。

　モザイクの姿をその目に認めて、あの子はこぼれるように笑った。ソファの上に腰を降ろしたあの子は、相変わらず「ちちちちち」と舌を鳴らしながら、自らの膝ひざをぽんぽんと叩たたいていた。その明るい笑顔、本当は弱虫なくせにやたらと強気に振る舞うあの子の表情を思い出して、モザイクはついに我慢できなくなって駆かけ出した。

　膝の上に飛び乗った。そのあまりの勢いに、あの子が「わっ」と声をあげて身を引いた。決して嫌がっているわけではない、その顔に浮かぶ笑えみをなおさら深くしながら、あの子はモザイクの頭を静かな手つきで撫なでた。その手が押し戻されるほど強い力で、モザイクは耳の後ろをこすりつける。なにも考えられなくなっていた。いつもの飄ひよう々ひようとしたシニカルな態度など、完全に消え去ってしまっていた。モザイクはあの子の身体からだをよじのぼり、その胸に前足をついて、あの子の顔の匂においをすんすんと嗅かいだ。あの子の頰ほおをぺろぺろとなめた。あの子の顎あごに自分の頭をぐいぐいと押しつけた。「うひゃあ」とくすぐったそうに身をよじりながら、あの子は楽しそうに、心しん底そこ楽しそうに笑った。

[image: ]

　ふと。

　あの子が目を細めた。どこか遠くを見るような目つきで、モザイクの毛皮を眺ながめる。

「カズマには、お礼、言えなかったけど──」

　モザイクの自慢の毛皮を、あの子はぎゅっと抱き締めてくれた。

「でも、そういえばモザイクだって、あたしのこと助けてくれたんだよね」

　鼻はな先さきを毛皮に埋め、心から絞しぼり出すような声で、

「ありがと、モザイク──」

　なにを言っているのか、よくわからなかった。その言葉をまともに理解できるほどに、そのときのモザイクはまとまった思し考こう能力を保っていなかった。ただあの子が、自分のことを誉ほめてくれているのだということだけは、よくわかった。

　だからモザイクは鳴き声をあげた。そのまだら色の毛皮を震わせて、湯ゆヶが崎さきの猫たちのあいだで『英雄』と称されるこの猫は、子猫のような甲かん高だかい声で誇らしく鳴いた。

　ようやく帰りつくことのできた、自らの主人の膝ひざの上で。








終　　









あとがき







　思うのですが、こういう『あとがき』なんぞというものはたいてい、テーマというか主題みたいなものを決めてやったほうがやりやすいのではないかと。そんなことをぼんやりと考える鈴すず木き鈴すずです。どうもこんにちは。

　で、テーマです。テーマ。今回のあとがきのテーマは（今後も続くのかどうかは定かではありませんが）ずばり「ネーミングについて」で行きたいと思います。

　読者の方々は薄うす々うす感づいてらっしゃるとは思いますが、僕にはネーミングセンスがありません。ええ。びっくりするほどありません。悲しくなるほどありません。なにしろ主人公の月つき島しま亮りよう史じからして、下の名前は兄の友達から取ったという始し末まつ。雪ゆき村むら舞まいの由ゆ来らいは、自覚してはいなかったのですがあとになってから某ぼうゲームのヒロインと一ひと文字違ちがいという事実が発覚して愕がく然ぜんとしました。あのゲーム、それなりにやり込んでましたから。ツキは主人の名前が「月島」だから、ユキは白い毛並みでツキの韻いんを踏んでるから、モザイクに至っては昔そういう名前の猫が近所にいたからというあまりにも平へい易いな理由であります。レレナ？　多分「お出かけですか」ではないかと。

　してみると僕はネーミングセンスがないのではなくて、あまりにもネーミングが安あん易い過ぎるのですね。より悪いですね。なんか、これ書いてる途中で申し訳ないような気持ちになってきました。ごめんなさい。

　しかし、きちんと頭をひねって考えた名前というのもあるのです。自分のデビュー作であるこのシリーズのタイトル、作品の顔である表題をこそ、僕は考えに考え抜いて編み出しました。当初、この作品のタイトルは『我が町の吸きゆう血けつ鬼き』でしたが、担たん当とう編集者・徳とく田ださんとの一番最初の打ち合わせにおいて、いきなり言われました。「このタイルでは商業作品として売り出すにはちょっとあれなので」というソフトな言い方でしたが、早い話が考え直せと。今ならまだ間に合うと。そんなことをしてもあいつは喜ばないと。そんな感じのニュアンスが含まれていました。

　僕としては望むところです。そもそも『我が町の吸血鬼』ってなんですか、七十年代のＢ級コメディー映画じゃないですか。そういう考えもあったので、徳田さんのお言葉に一も二もなく従いました。一いつ巻かんの直しと並行して、タイトルを磨き上げる努力を重ねてきたのです。ちょうどここに当時の編へん纂さんの跡がありますので、少し挙げてみましょうか。三つほど。





・ヘイジィヘイロゥ

・フレイジルムーンズソリチュード

・月と血の呪のろい



　…………。

　あ。あなた今、笑いましたね。いや、別にいいんですよ。僕も今こうして見返してみると笑えますから。なに笑ってない。いや、笑ったじゃないですか。ごまかさないでください。笑ったじゃないですか。笑ったじゃないか。笑ったじゃないか!!

　──失礼。

　まあいずれにしろ、これらのタイトル群は担当さんの言を借りるならば「編集会議で軽くハネられ」ました。あんなに頑がん張ばったのに、とそのときは思いました。今では電でん撃げき文庫編集部様の聡そう明めいさにただただ感かん服ぷくするばかりです。ああ恥ずかしい。まだ顔赤い。

　それからさまざまなすったもんだがあった挙あげ句く、担当さんの出した案である『吸きゆう血けつ鬼きのおしごと』が正式なタイトルとして認にん定ていされました。その間僕ぼくはほとんどノータッチ。当たり前です。その間に僕が再さい提出したタイトル案も、ちょっとここでは言えないくらい恥ずかしいものでしたから。

　にしても、このあとがき書いててつくづく思い知らされました。いくら頑がん張ばっても、得られないものはあるのだなと。自らの力ではいかんともしがたいことがこの世にはあるのだなと。そんなときは見切りをつけて、『自らの力でどうにかできるなにか』を探すのが一番なのだなと。奇くしくも三巻の内容に少しカスりましたね。こじつけですが。




　さて、というわけで恒こう例れいの『お礼』に移りたいと思います。

　まずはやはり担たん当とう編集者の徳とく田ださん。今回もいろいろとお世話をおかけいたしました。締め切り破ってごめんなさい。素す敵てきなタイトルを編み出してくださってありがとう。いや別にあとがきの形を借りて含むものを吐き出したとか、そういうことはまったくありません。本当です。本当です。

　イラストレーターの片かた瀬せ優ゆうさん。毎回素敵なイラストを書いていただき、感謝の言葉もございません。というか、一巻・二巻通じてお礼を言うのを忘れていました。申し訳ありません。ちなみに片瀬さんのＨＰ、こっそり拝はい見けんいたしているもののＢＢＳに発言したりはしてません。これからもこっそり行きたいと思います。

　そして、読者の皆様方。毎度毎度ラストに持ってきて「またか」と呆あきれられるかもしれませんが、この本をお買い上げいただき、まことにありがとうございました。ファンレターをくださった皆様、本当に励はげみになりました。これからも、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは、この辺で。また会える日を楽しみにしています。





鈴すず木き　鈴すず
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鈴すず木き 鈴すず

もうすぐ二十歳のイチ大学生。小説の執筆をする傍らで猫の膀胱を搾ったりと多忙な毎日を送る。が、その激務に追われて肩を壊し、この若さでマッサージ機を使うハメに。十代最後の夏休みがこんなんでいいのかと思い悩んでいる。
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イラスト／片かた瀬せ 優ゆう

東京都杉並区在住のイラストレーター。好きなものは猫と桜。ゲームも好きだが最近はあまりやれてない様子。しかたなく日夜絵を描いたりして過ごすが、目下修行中。
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